









































百魔の主　４








葵大和





[image: ]
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　【ちゃんと道は見えている】









　──俺は、彼らの思いに報えるだろうか。

　いつか、どこかで見たような、真っ白な空間が目の前に広がっていた。

　空のようでいて、同時に海でもあるような、不思議な場所。

　その真っ白な空間の奥の方に、とても綺き麗れいな翡ひ翠すい色の光が見えた。

　──俺がこの世界で抱いだいた決意は、彼らの思いに応こたえられるだけの大きさと深さを備えているだろうか。

　翡翠色の綺麗な光は、一塊の炎のように揺らめいている。

　──わからない。

　メレアは真っ白な空間の中で、自分の抱いた問いに答えを返した。目の前の翡翠色の光が、声に反応するように、また小さく揺らめいた。

　──わからないけど、決めたよ。

　いつまでも、彼らの願いを盾にしているわけにはいかない。そうやって彼らの願いの陰に隠れていると、いざというときにそれを身代わりにすればいいと、弱い自分が表に出てきてしまうかもしれない。

『弱くたっていいじゃないか』

　ふと、誰かの声が聞こえた。

『一人でなんでもかんでもできるとは思っていないだろう？』

　──それは……そうだ。

　その道がかぎりなく険しい道であることは、彼らと話して知っている。一人でなにもかもをやろうとした彼らの歴史が、その険しさを物語っていた。

『僕たちも好んで一人の道を歩もうとしたわけじゃない。〈白はく帝てい〉レイラス・リフ・レミューゼという一つの輝かしい光の下に集って、共に歩もうとしていた』

　──レイ……ラス……。

　メレアはその名を聞いて、ひどく懐かしい感覚に襲われる。けれどどうしてか、その名がどういう意味を持つのか、すぐに思い出せなかった。頭の中に、濃い霧が掛かっているかのようだった。

『だけど、結局それは叶かなわなかった。君ならわかるかもしれないけど、〈転換期〉当時の英雄という人種は意地っ張りが多くてね。変に我慢強かったし、下手に強かった。一人でどうにかできてしまいかねない力を持っていたから、みんな、レイラスの言葉の大切さにすぐには気づけなかったんだ』

　目の前の翡翠色の光が悲しげに揺れた。

『でも、君たちはそうじゃない。君たちは僕たちと違って、絶望の底から歩みはじめている。だから自分たちの弱さを知っているし、一人でいることの怖さも知っている。──なら、それを活いかせばいい。僕たちと同じ轍てつを踏んではいけないよ。別に弱いことは罪じゃないし、そもそも人間はそれほど強くないんだ』

　翡翠色の光が、ふわふわと動いてメレアの背中側に回った。

『今、君の周りには仲間がいる。君自身の行いによって得た、大切な仲間だ』

　光が羨うらやましげに言った。

『僕は君が羨ましい。僕とレイラスがそこに至ったのは、死んだあとのことだった』

　メレアはそのあたりで、頭の中の霧が晴れていくのを感じた。

　ふと背中側に回った光の方を振り向くと、いつの間にかそこに無数の光たちが集まっている。

『そして同時に、僕たちがたどり着けなかった道のはじまりへ手をかけることに成功した君を、誇りに思う。傷ついた彼らの心を、こうして一つにまとめ上げられたのは、君が彼らを本気で救おうとしたからだ』

　頭の中の霧が晴れはじめて、ようやくメレアはその光たちがなんなのかに気づいた。

『安心して。君は僕たちの願いにちゃんと報いているよ。それどころか、僕たちが願った以上の存在に成長してくれた。もう、僕たちから言えることはなにもない。君は君の思いに、正直にあれば』

　ふと、景色がはっきりした。

　真っ白な空間は色を伴って、かつての霊れい山ざんから見上げた青空のように輝き出す。

「フラン──」

　メレアが衝動的に伸ばした手に、翡翠色の光たちが優しく触れた。

　メレアの意識は──そこで途切れた。





◆◆◆






「……フランダー」

　真っ白な空間はいつの間にか消えていた。最後に見た朱あけから、少しほの暗くなった空と、そこに溶け込むような雲が視界に映っている。

　その空に伸ばした自分の手が、視界の端にちらついた。

「メレア様ッ！」

　焦燥を含んだ声がメレアの耳を打って、ふと頭をもたげる。

「……マリーザ」

　メレアはそこで、ようやく自分の置かれている状況を思い出した。

「俺は──」

　ムーゼッグ騎兵軍との遭遇。レミューゼ王国の王との対面。セリアス・ブラッド・ムーゼッグとの対たい峙じ。

　ほんの少し前の出来事であるはずなのに、それらは遠い思い出のように感じられる。

「お気を確かに」

　マリーザの声が耳に響いて、また一つ、メレアは現実へ引き戻されていく感覚を覚えた。

「セリアスは──」

「あなたが撃退しました。あなたがまたわたくしたちを救ってくださったのです」

　大仰だ。

　そう思いながら、メレアは自分のしたことを思い出す。

「クルザの術式は、本当に身体からだに悪いよ」

〈暴神クルザ・カタストロフの憤怒〉──〈四し門もん封ふう解かい〉。

　無理やりに限界を超える精神術によって、自分の全力を引きだした。

「あれ……」

　と、ようやく思考がまともに回りはじめたころになって、メレアは自分がマリーザに膝ひざ枕まくらされていることに気づいた。周りを見回そうとして、視界の上の方にマリーザの顔を見つける。彼女は今にも泣きそうなほどに顔をくしゃくしゃにしていた。

　──いや、もう泣いたあとなのかな。

　その頰ほほに涙が流れたあとがあった。

　それから、今度は背中にあるふわりとした感触が気になって、手を伸ばす。背の下に布のようなものが丸めて挟んであった。上着を脱いでいる数人の仲間たちの姿がまた視界の隅に映って、たぶん自分の背中に挟み込まれているのが彼らの衣服なのだろうと気づく。

「はは……」

　まだ、身体は重い。ずいぶんと頭は働くようになってきたが、いささか動くのが億おつ劫くうだ。今しばらくすれば〈命王ミユーゼル・ブルーの蘇そ体たい〉が身体を修復してくれるだろうが、内部に溜たまった疲労感までは取れないかもしれない。

　メレアはそのままの姿勢で首を回して、自分の周りに心配げな表情のまま立っている仲間たちを見た。

　そうしてひととおり彼らの顔を見たあと、見当たらない人物に意識がいって、小さく口を動かして訊たずねる。

「──ハーシムは？」

「今さっき〈三ツ国〉の増援が来て、それと一緒にムーゼッグの追撃戦に向かった。できるかぎり手傷を負わせておかないと、次の報復までの時間が短くなるかもしれないと言って」

　近くにいたエルマが、メレアの問いに答えた。

「そっか」

　メレアはそれを聞いて、納得したように息を吐く。

「ハーシムも大変だな。その部下たちはもっと大変かもしれないけど」

　メレアは思案げに目を伏せる。

「ああ。だが、ズーリア王国の〈紺碧槍団カレウム・ランサニア〉とクシャナ王国の〈魔石砲〉のおかげで、ずいぶんと勢いはついたようだ。深追いするつもりはないようだし、大きな危険はないだろう」

「魔石砲？」

「そうだ。メレアが倒れてすぐ、青い砲撃が荒野の向こうから飛んできたんだ。クシャナ王国の術じゆつ機き産業の粋すいが詰め込まれた戦術兵器らしい」

「へえ」

「それで、ハーシムが騎兵とは別に連れてきていたレミューゼの歩兵たちが、ちょうどそのクシャナの魔石砲部隊と合流して、あらかじめハーシムに持たせられていた燃料を供給した。つまるところ、〈魔石〉だな」

「歩兵の到着がやたら遅かったのはそういう理由か」

「あの男もずいぶんしたたかな男だ。クシャナ王国の援軍が遅れることを見越した上で、すでに歩兵を主戦場からは別の方向へ向かわせていたらしい。しかもしっかりと魔石を持たせていたあたり、抜かりないというかなんというか。まあ、騎兵戦が主体となっていたさっきの戦場では、歩兵はさほど戦力にならなかったかもしれんが──」

「そっちの方が大きな益になる可能性が高いと踏んだんだろう。ハーシムは戦術に関してかなり合理的そうだから」

　メレアがまた笑う。

「よほどの愚か者か、劣勢の中にも冷静に勝ち目を見つけられるしたたかな者でなければ、端はなから劣勢だとわかっている戦には臨めないさ。結果的にうまくいったし、俺はそれでいいよ。──まあたしかに、これからそんなやつを相手に取引をするのは苦労しそうだけど」

　自分はあまりそういう駆け引きが得意ではない。物理戦闘の駆け引きならまだしも、それが商取引や政治戦になると、経験がないだけに不出来を見せることになるかもしれない。

「でも、みんながいるから。交渉ごとにとてつもなく強そうなシャウもいるしね」

　メレアが言うと、その視界の端からぬっとシャウが顔を出してきて、優雅な一礼を見せた。

「シャーウッド商会の頭取として、そしてあなたの率いる魔王一座の一員として、必ずや我が主あるじに良い結果をもたらしましょう。私、金が絡むなら負ける気がしませんからね」

「はは、心強いよ。──さて、その辺のこともこれから決めて行かなきゃならないけど、ひとまずはハーシムたちが帰ってきてからだなぁ」

　大きく深呼吸すると、再びの眠気がメレアを襲った。身体がまだ休息を求めているようだ。

　メレアは苦笑して、最後に自分の頭の下にあるマリーザの膝を手でぽんぽんと叩たたき、

「もう少し膝を借りてもいいかな」

「ええ。いつでも──いつまでも」

　行きすぎた答えが返って来たのにまた苦笑を漏らして、メレアは目を閉じた。

　次に目が覚めるときには、彼らの顔の疲労も取れていることを願って、一足先に休息を貪むさぼることにした。





◆◆◆






　目が覚めた。空は透き通った紺色にほとんど染まりきっていた。

　目を覚ますと同時、メレアはその視界にあるものを見つける。小さな星の輝きが目立ちはじめた紺色のキャンパスの中を、なにか大きなモノが過ぎ去っていった。

　雲と雲の切れ間から、一瞬だけ見えた影。夜に差し掛かっていることもあって、たぶんそれに気づいたのは自分だけだろう。

　それは、大きな翼の生えた竜のように見えた。

　空を飛ぶ竜。

　つまり、

　──クルティスタ？

〈天竜テイシーア〉だ。

　メレアはその影を見つけて思わず笑った。

　──なんだかんだといって、お前は心配性だな。

　メレアは空に向かって心の中で声をあげる。

　──ありがとう。俺は大丈夫だよ。

　天の竜の姿は、そのあとすぐに見えなくなった。

　──さて。

　メレアは意識を地上に戻し、ふと自分の身体が揺れていることに気づく。なにかの上に乗って、揺られているようだ。

「ん──」

　感覚を確かめるように小さく身じろぎをして、メレアは身体を起こした。

「お、救世主のお目覚めか？　見せろ見せろ、あのセリアス率いるムーゼッグをほとんど一人で追い返したっていう魔王の主の顔を」

　最初にメレアの耳を打ったのは、聞き慣れない誰かの声だった。

　メレアは首をまわし、発声者の顔を探す。

「よう、オレ、〈ムーラン〉ってんだ。これでもクシャナ王国の王でな」

　まっさきに視界に映ったのは、色素の薄い長髪を背中で一本縛りにしている優男だった。切れ長でありながら、少し目め尻じりの垂れている目元が特徴的だ。

「うむ。本当にこれでもだな」

「ここぞとばかりに辛しん辣らつだなっ！　ファサリス！」

　さらに、その隣に武骨な男の姿があった。馬に乗って背筋を伸ばすさまは、さながら大樹のようで、暴風にも決して揺らされそうにない一本芯しんの通った姿は、優男とはまた別の意味で美しい。

「っと、オレに負けず劣らずの男前じゃねえか。やめろやめろ、男前はオレの周りに寄ってくるな。オレが霞かすんじまうだろ」

「わかるように話せ、ムーラン。お前の話は四方八方に節操なく飛びすぎだ。──すまんな、魔王の主。いや、こう言うのは礼を失するか」

「メレア・メアだ」

　そこでようやく、メレアは男たちの声に答えた。

「そうか。では、メレア。私の名は〈ファサリス〉。三ツ国の一つ、フィラルフィア王国の王だ」

「なんだか王様ばっかりだな」

「その王を連れ回す馬鹿がいるのだ。メレアと最初に共闘した馬鹿なんだがな」

「──ハーシムか」

　ようやく現状がわかってきて、メレアはふとハーシムの姿を探した。

　すると、

「身体は大丈夫か、メレア」

「そっちはどうだ、ハーシム」

「見てのとおり──くたくただ」

　すぐ後ろにハーシムの姿を見つける。

「無事そうでなによりだよ」

「笑えない冗談だ」

　ハーシムは馬に乗って肩を落としていた。

　そのあたりで、メレアは自分の状況を把握する。

　メレアが乗っているのは、鎧よろいを着た二頭の馬に引かれている車輪付きの荷台だった。左右には見慣れた姿の仲間たちがいて、後方にハーシムの姿。前方には今紹介にあずかったムーランとファサリスが馬に乗って闊かつ歩ぽしている。

　──大げさな囲み方だな。

　この大仰な守られ方に、まるで自分が神に供えられる生いけ贄にえかなにかのように思えてきて、メレアは思わず笑う。

「ひどい状況だ」

「愚痴を言うな。最大の功労者を守るのにこっちも必死なんだ」

　ハーシムが言った。

「まだ戦闘中なのか？」

「いや、戦争は終わったよ。──ああ、終わった。ひとまずはな」

「──そうか」

　ハーシムの顔には安あん堵どの表情があったが、そこにいくばくかの寂せき寥りよう感が混ざっていたのもメレアは見抜いていた。

「だが、レミューゼに戻るまでは油断ならんだろう。だから大仰になるのも許せ。まだこちらも獣心が抜けきらないんだ。……戦というのは厄介なものだな。簡単に心を切り替えられなくなる」

「俺もそう思うよ」

「周囲をズーリア女王、〈キリシカ・ルカ・ズーリア〉の〈紺碧槍団〉に見張ってもらっている。レミューゼに戻るころには顔を合わせられるだろう」

「本当に、王様ばっかりだ」

　メレアは苦笑して、またその言葉を重ねた。

「案ずるな、お前も王のようなものだよ。魔王たちの」

「それはまた、なんとも」

　メレアは後頭部をぽりぽりとかいて、また荷台に寝そべった。

「メレア様、お身体の方は……」

　すると、横からマリーザがひょっこりと顔を出して、訊ねてきた。彼女は心配そうな顔で、今にも馬上から荷台に飛び移って来そうなほど身体を傾けている。その隣からはマリーザの馬に相乗りしているアイズが、同じく心配そうな視線をメレアに向けていた。

「大丈夫。もうずいぶんよくなった」

　メレアは二人に手を振って答える。

　それから、メレアはまた天を仰いで困ったように笑った。

「我ながら、ずいぶん派手な場所に身を置いてしまったものだなぁ」

「後悔していますか？」

　マリーザがふと、優しげな笑みを浮かべながら言った。

「いや──、後悔はしてないよ。俺は俺が選んだ道に、後悔はしていない」

　メレアは自分に言い聞かせるように、同じ言葉を繰り返す。

「それならば、よかったです」

　マリーザは口元を手で覆いながら、嬉うれしそうに、笑っていた。

「おーい、メレア、起きたって？」

　すると、今度は離れた場所からサルマーンの声が聞こえてくる。加えて、ほかの仲間たちの声もそれに続いた。

「騒がしくなりそうだ」

「我慢なさってください。あなたはわたくしたちにとっての主なのですから。みな、あなたのことが心配でならないのです。あなたがわたくしたちを心配するのと同じように」

「わかってるよ。──わかってる」

　メレアはサルマーンたちが来る前に、もう一度だけ目ま蓋ぶたを閉じた。

　自分が選んだ道が、目蓋の裏側に続いていた。

「うん、ちゃんと見える」

「メレア、くん？　目、閉じてるよ？」

　アイズから実に的確なツッコみがやってきて、メレアは思わず楽しげに笑った。




　いつの間にか、沈み切った太陽に代わって、星々が大地を照らしていた。

　その美しい光景が、メレアの眼に深く焼き付く。

　一行は東へ進む。

　広い世界にあって、数少ない安寧をもたらしてくれる、小さな国。

　されど、その身にまとう矜きよう持じは、何物にも代えがたい器の深さを伴っている。

　──レイラスの故郷。

　そして、フランダーが希望を乗せた国。

「どんな国なんだろうな」

　まだ見ぬその場所に、メレアは思いを馳はせた。








第一幕　【思い出の果てに】









　レミューゼ王国は、衰退しているとの前評判を聞いていたメレアの予想とは裏腹に、視覚的な豊ほう穣じように満ちた国だった。

〈星樹の国〉。それがレミューゼの通称である。

　そんな東方の一国へたどり着いたのは、激戦から一日が経たったあとのことだった。

「昔はその通称に恥じなかったのだが、今は少し、枯れ気味だ」

　メレアは馬に乗ってレミューゼの西国門をくぐっていた。

　隣にはハーシムの姿がある。

　後ろには魔王たちが同じ様相で続き、メレアと同じようにレミューゼの街並みに感嘆の息を漏らしていたが、そこに黒こく鱗りんの地竜レイルノート、ノエルの姿はなかった。

　──さすがに都市の中には入れないからな。

　後日ハーシムが手回しをしてくれると言っていたが、今日のところは外で留守番である。

　当初、メレアはノエルを外に置いていくことに引け目を感じていたが、実際のところその気遣いは不要であった。

　──気を遣って損した……。

　メレアがレミューゼの国門の前でノエルの方を振り向き、竜語で謝ろうとしたとき、当のノエルはレミューゼの厩うまや番ばんが両手に掲げた餌えさの数々にだらだらとよだれを垂らしていた。魔王たちの申し訳なさそうな顔などそっちのけである。

　そのままノエルは王国の外に急きゆう遽きよ建てられた仮設竜舎に釣られ入り、きょろきょろとあたりを見回しながらも猛然とした速度で餌を頰ほお張ばりはじめた。

　──ずぶといやつである。実は一番精神的にタフなのはあいつかもしれない。

　内心でそう思いながら、メレアは大きくため息をついた。

　メレアがレミューゼの国門をくぐってしばらくすると、眼下にメレアたちを迎えるレミューゼの民が大勢やってくる。

　メレアは彼らの熱気にたじたじとして応こたえながら、再びハーシムにレミューゼの通称について訊たずねた。

「枯れ気味でこれか。俺には十分豊かに見えるよ」

　レミューゼの街並みには、みずみずしい樹や植物のたぐいが多く見受けられる。白い石造りの文明的な街並みと、そこに調和した自然。街路脇の水路を流れる澄んだ水も、実に美しい。

「ちなみに、その星樹ってのはなにか固有の樹を指すのか？」

「よく気づいたな。──あれを見ろ」

　ハーシムが馬上から指差した先に、青と緑の光子を立ち昇らせる不思議な大樹があった。国門からでもよく見えるその樹きは、もはやそれそのものが城といっても差支えない大きさを呈している。

「レミューゼの中心にそびえる一本の大樹。名を〈大星樹〉という。街の中の自然は前王のせいで枯れ気味だったが、あれだけはどうにかして守ろうとおれと国民たちが手を尽くした」
















　美しい。ただただ、その一言に尽きた。

　あの青と緑の輝きは、いったいどこから漏れてきているのだろうか。

「季節が来ると、あそこに金色の光の粒が加わる」

「どういう原理だ？」

「さあな。古代からずっとあそこにある霊樹だ。おそらく地脈から地力術素を吸い上げたり、あるいはあの背の高さで天脈から天力術素を吸収していたりするのだろう。全容はつかめていないから、あくまで予想だが」

「樹が術式を使っている……？」

　メレアが馬上で首をかしげると、ハーシムがふっと小さく息を吐いた。

「術式とはそもそも世界の事象を式で表したものだ。人間がわかるようにな。ならば自然の化身ともいえるああいう霊樹が、われわれの言うところの術式を使うのも決して不思議ではないだろう？」

「たしかに、そうだな」

　メレアは大星樹の輝きに見とれながらうなずいた。

「いずれ街中の自然もすべて回復させる。おれもまだ王になったばかりだ。外政だけでなく、内政も進めなければ」

「忙しそうだな」

「お前にも付き合ってもらうぞ。もちろん、相応の取引でもって」

「わかってるよ」

　メレアは肩をすくめて笑う。

「まあ、それ以外はそっちで好きにやればいい。お前にもやることがあるのだろうからな」

「──ああ」

「そのあたりは互いで調整しよう。──で、だ。そうはいっても、まずは住むところがなければなにもできまい。今回の戦の大きな功労があるから、その代価をさっそく支払おう。最初から予想だにしない戦果をあげられて、こっちも国庫の先行きが不安になってきたところだ」

「不可抗力だよ」

「本当だろうな……」

　ハーシムは額を手で押さえ、わざとらしくため息をつく。戦から時間が経って、ハーシムの方も表情に多彩さが戻ってきていた。

「実は、あの大星樹の隣に大きな住居がある」

「へえ？」

「そこをくれてやる」

「太っ腹だな」

「二十二人もいるから、それくらいは見み繕つくろわなければならんだろう？」

「ついでに、もっと増えると思うよ」

「──なるほど」

　メレアの宣言を受けて、ハーシムはなにかに気づいた。そして、大きくうなずいた。

「構わん、まだまだ余裕がある」

「どれだけでかいんだ、その住居」

「見ればわかる」

　そう言ってハーシムが馬の足を速めた。

　メレアたちはあたりから投げかけられる『レミューゼ王万歳』という言葉と、『ようこそレミューゼへ』という歓迎の言葉を受けながら、星樹の街を進む。




　大星樹の足元にまでやってきて、あらためてその大きさに圧倒された。

　そしてすぐに、ハーシムの言っていた大きな住居がどれだかわかった。──わからないわけがなかった。

「……」

　思わずメレアは絶句し、次に非難を込めたジト目をハーシムに向ける。

「これの、どこが、住居だって？」

「人が住めば住居との形容も間違いではなくなるだろう？」

　城。

　まさしくそれは城だった。

　しかも、かなり大きな。

「や、やりすぎだろ……」

　メレアはハーシムから視線を外し、頰をひくつかせながら再びその城を見上げる。

　しばらく城を観察したあと、メレアは奥の方へ目を向けた。

　大星樹を中心として、その対称の位置にもう一つ大きな城が見える。

「向こうは〈レミューゼ城〉だ。別名〈白王城〉ともいう」

「……なるほど」

　どうやらあちらは王城らしい。

「ともかく、こちらの〈星樹城〉は今誰も使っていない」

　城の全景は、大星樹の隣に立つにふさわしいものだった。

　なめらかな白石で作られた城壁。ところどころに蒼あおと緑の貴石類がちりばめられ、それが大星樹の光を反射してきらきらと光っている。また、大星樹の大木のような枝が城の外縁をぐるりと覆い、不思議な自然との調和を演出していた。

　──あれなら上の階層から大星樹に飛び移って、そのまま樹上まで登っていけそうだな。

　メレアはふと、冒険心がかき立てられるのを感じた。

「あらためて訊きくが、ここに俺たちが住むのか？」

　メレアが雪白の髪を揺らしながら、もう一度ハーシムに訊ねる。

「そうだ。もったいぶったが、これはお前たちのために建てられた建物でもある。──自分で気づくまではそれがどういう意味であるか、黙っておくとしよう」

　意味深な言葉を残し、ハーシムは踵きびすを返した。わずかにその身体からだがふらついていたのを、メレアは捉とらえる。

　と、ハーシムは思い出したように再びメレアの方を振り向いて、つけ加えた。

「また明日あした使いの者をやるから、細かい話はあとにしよう。……おれも少し疲れた。城の中はそれなりに整っているから、勝手に使ってくれ。それは今日からお前たちのものだからな」

　明るい茶色の髪を揺らして、ハーシムは去っていく。

　すぐにその横へどこからか黒装束の女がやってきて、ハーシムの肩を支えていた。

「って言われてもなぁ」

「とに、かく……入って、みる？」

　ふと、メレアの隣にアイズが小さな歩幅で歩み寄ってきて、小動物のように首をかしげながらメレアを見上げていた。

「私たちも疲労でそろそろ限界だからな。外で寝るのもなんだし、まず入ってみないことには」

　エルマが反対側にやってきて、そう続ける。

「そうだねえ」

　メレアは肩をすくめてうなずいたあと、

「じゃあ、入ってみようか」

　ようやく城への一歩を踏み出した。





◆◆◆






　威厳を放つ城門をくぐり、中庭を歩いていた。

　中庭もしっかりとした手入れがされていて、長年使われていなかったというわりにはずいぶんと綺き麗れいだ。

「なあ、メレア」

　そうやって中庭の観察をしていたメレアのもとへ、サルマーンがやってくる。サルマーンはメレアの隣に並ぶと、両手を頭の後ろで組んで、悠々と歩きながら続けた。

「なんとなく、お前がこれからなにをしようかってのはわかってんだけど、まだはっきりとした言葉としてもらってねえからさ。お前に喋しやべる気があるなら、今のうちに聞いておこうと思う」

　メレアはサルマーンに一いち瞥べつをくれ、そのあと再び視線を城の方へ戻した。

　そうしてわずかばかり思案げな表情を浮かべたあと、ようやく口を開く。

「──魔王を、集めようと思う」

「やっぱりそうか」

　サルマーンは小さく笑った。

「俺は、魔王のレッテルを貼はり付けられて理不尽に虐げられている者がいるのなら、その魔王を助けたいと思う。そのためには、この時代にどれだけの魔王がいるのか、そして彼らがどんな思いを抱いているのか、そういうものを知る必要がある。もちろん、すべての魔王が俺の考えに同調的であるとはかぎらない。魔王という名前の複雑な二面性にまぎれて、かつての悪徳の魔王のように好き放題をしているやつだっているかもしれない」

「そうだな」

「でも、それを判断するにも、まずは自分の眼めで見ないことには判断のしようがない」

　メレアの言葉を受けて、サルマーンは小さく溜ためた息を吐いた。同じく思案げな表情から放たれた、物憂げな息だった。

「言葉の上では合理的だが、一方でそれは理想的でもある。たぶん、すげえ手間がかかるぞ」

「わかってる。だけど、特に今の時代、他人の貼り付けたレッテルがどれだけうさんくさいものだかを俺たちは知っている。──手間？　いくらでもかけるさ。俺はそのためにここまで来た」

「そうかい。なら、俺もお前の目的に付き合うよ。俺はお前に救われたし、こう言った手前でなんだが、お前のそういう考えには賛同してるんだ。ただ、一応現実的な側面からも意見は出しておかなきゃならねえと思ってな」

　サルマーンの意図は、メレアにも伝わっていた。ゆえに、メレアは小さく笑って、サルマーンの肩を叩たたく。

「苦労をかけるよ」

「気にすんな。あんときも言ったが、助けられっぱなしでいるつもりもねえからな。できることならなんでもやるさ」

　サルマーンは楽しげに笑って、メレアの肩を叩き返した。

　それからその動きに同調するように、ほかの魔王たちも何人か歩み寄ってきて、口々にわざとらしい皮肉や賛同の言葉を述べながら、メレアの肩や背中を叩いていく。

「それにしても、今この世界には何人ぐらいの魔王がいるんだろうなぁ」

　メレアは前の方で楽しげに肩を並べて歩いている女性陣を見つつ、そんなことを言った。

「どうだろうな。この東大陸だけじゃなく、他大陸にも魔王はいるだろうからな。逃げてるやつ、戦ってるやつ、恭順してるやつ。たぶん、いろいろだ」

　その上、これから増えていく可能性もある。

　世界のすべてが、メレアの前に悠然として立ち塞ふさがっている気がした。

「それでも、俺はそこに手を伸ばそう。どこまでも、いつまでも、手を伸ばすよ。この手が伸びる場所、足が届く場所、声がたどり着ける場所。俺がしようとしていることは、とても危ういことだから、妥協をしてはならないんだ」

　メレアは自分のやろうとしていることがおそろしく細い綱の上を渡ることと同義であることを知っていた。

　誰かにとっては魔王。

　誰かにとっては英雄。

　絶対に均衡などしないバランスのようにも思えてくる。

　完全な調和は、ありえないかもしれない。

　だけど、

「俺は諦あきらめない。誰かが諦めても、俺だけは。どんなに細い綱の上でも、最後まで考え続ける。そう決めた」

　メレアはそこを行く。自分が正しいと思える道を、常に模索して進み続ける。

　ある意味、メレアはフランダーと同じくらい頑固であったかもしれない。

「まあ、そう気負うなよ。もしお前が間違っても、横と後ろにゃ俺たちがいるからな。意地になりすぎて周りが見えなくなったとしても、ぶん殴って正気に戻してやるよ。倒れそうなときは気にせず寄り掛かれば、いくらでも支えてやる。だから、頼むから──」

　サルマーンがまた笑った。ほんの少し苦みの混じった、笑みだった。

「前のめりには倒れるなよ？」

　ほかの魔王たちも笑っていた。

「ああ、わかってるよ」

　メレアは彼らに同じく笑みを返して、ついに城の玄関口をくぐる。

　その一歩は、新しい道のはじまりを予感させた。





◆◆◆






「……」

「……」

「……」

　メレアたちが星樹城の玄関口をくぐってわずか数秒。

　談笑がぴたりと止やんだ。

　魔王たちがほぼ同時に絶句したのだ。

　もちろん理由があった。

「おい、なんで外っ面があんなに大星樹とマッチして明めい媚びだったのに、内装がこんなゲテモノなんだよ？」

　サルマーンの言葉がすべてを物語っていた。

「ど、毒々しいわね……」

　リリウムが続いてそんな言葉を放った。

「良いいセンスしてます」

　マリーザはその内装を冷めたジト目でぐるりと見まわしていた。

　それは、まったく逆だった。

　城の外観を幻想的、美麗、と称するなら、この内装は、

「とげとげしい、ヤバい」

「どう言い表していいかわからねえが、たしかにヤバい」

　毒の沼に落ちてきたかのような、紫と黒の暗色が、星樹城の中に広がっていた。絶妙に背筋にぞわりとしたものを走らせる色合いだ。

　星樹城の一階大広間へ足を踏み入れると、赤い絨じゆう毯たんが敷かれているのが見えた。絨毯は入口から奥の方までずっと続いていて、その奥にただならぬものの気配を予感させる。

「……ねえっ！　あれ、絶対玉座だよねっ！　しかもどっちかっていうと悪者系のっ!!」

　メレアがもはや我慢しきれないとばかりに、大きな身振り手振りで言った。メレアの手指は奥の方にある大きな椅子を指している。

「ああ……。本当はうなずきたくねえんだが、間違いないな……」

　サルマーンが目元を手で押さえ、それから天井を仰ぐ。

　その椅子は、ひときわとげとげとした装飾に彩られた玉座だった。

　あえて形容するならば、いかにも魔王らしい椅子である。──無論、悪徳の。

「そもそも位置が高いッ！　これ見下ろす気満々だよ！」

　それは二十段ほどの階段の上に置かれていて、ものものしい威厳を発している。

「絶対この椅子に座るやつ足組んで『わたしの配下に加われば世界の半分をくれてやろう』とか言うわ！」

「まったくひどい表現だが、否定できないあたりがなんとも……」

　エルマも額を押さえてため息を吐いていた。

　魔王一行はひととおり口々に感動を乗せたあと、ひとまずその階段を上って、玉座と同じ高さに立つ。

「それにしても広いな。いったい何人がこの広間に入るのだろうか」

「間違いなく百人は入るな」

　エルマの素朴な疑問に、サルマーンが答える。

「百人か。たしかに、それくらいは入るかもしれんな」

　二人が言葉を交わす間、なぜかメレアが落ち着かなそうにあたりをうろうろしていた。

　そのときになって、メレアはあることを思い出していた。

「あれ……なんかこの景色、見覚えがあるぞ……」

　階段を上っている途中に、ハっとそのことに気づいた。心臓が高鳴って、すぐさまその気づきを否定する。しかし、階段を上っていけばいくほど、そのことに心が勝手に確信を覚えていった。

「お、向こうの方に上階への階段もあるな」

　そんなメレアをよそに、サルマーンが顎あごで一方を示す。

「ほかの部屋は二階以降にあるっぽい。──まあ、なにはともあれ、住む場所があるってのはいいことだ。二階以降はまともな内装であることを祈ろうぜ」

「全部これだったら気が滅め入いるな……」

　サルマーンとエルマがしかたなしといった様子で肩をすくめたが、どうやら少し、この内装に慣れてきたようだった。

　ただメレアだけが、まだ半ば呆ぼう然ぜんとして玉座付近からの景色を眺めている。

「ハハッ、でもよ、いっそ魔王っぽくていいじゃねえか。うちの主あるじは魔王であることを許容した男だし、俺たちもその意気に賛同してる。それに、こんだけ派手な城だ、威厳はつくだろ？　──魔王の主としての威厳だけどよ」

「そうかもしれんな。メレアは黙っていればそれなりに見えるが、喋り出すと子どものようになることがある。だったらいっそ、ここに黙って座っていた方が威厳は出るかもな。──ああ、魔王としての威厳だけどな」

　サルマーンとエルマの言葉に、ほかの魔王たちが笑いはじめ、また騒がしくなった。どうやら彼らの方は吹っ切れたようだった。

「おい！　メレア！」

「はうっ！」

　呆然としていたメレアが、不意のサルマーンの声にびっくりして、肩を跳ねさせる。

　メレアはきょろきょろとあたりを見ながら、サルマーンの姿を探した。

「お前、ちょっとここ座ってみろ」

　サルマーンはメレアを手招きしながら、逆の手で件くだんのとげとげしい玉座を指差していた。

「……わ、悪いな、サルマーン。俺は今、猛烈に嫌な予感がしているんだ。その椅子には座れないかもしれない」

「まあそう言うな。──お前ら！　メレアを玉座に座らせろ！」

　サルマーンの合図と同時に魔王たちが駆けだし、メレアの身体からだを拘束した。

「い、いやだっ！　あっ！　やっぱ俺この光景見たことあるっ！　すげえ見たことあるっ！」

　その瞬間、メレアの中である思い出がはっきりとした輪郭を現した。

　だが、気づいたときには遅く、メレアの身体は仲間たちに担がれて玉座まで連れて行かれる。さらにそのまま、無理やりに玉座へと座らされた。

「メレア様、こういうときは足を組むのです。──そう、そうです」

　マリーザが玉座に力なく座ったメレアの足をつかみ、人形に形をつけるようにして交差させた。

「メレアくん、肘ひじは、こうだよ」

　アイズがメレアの肘を玉座の肘掛に乗せ、角度を調整して両手を組ませる。

「メレア、表情はこうだ」

　エルマが呆然としているメレアの頰ほほを両手でつまみ、その表情を笑みに固定させた。ぎこちなさが相まって、どことなくあくどい笑みになる。

　そうして彼女たちが玉座に座るメレアをやや離れた位置から見て、同時に「よし」とうなずいた。

　その間にほかの魔王たちは玉座の両脇に一人ずつ並んでいく。彼らは思い思いに魔王らしいポーズを取って、まるで玉座を守る従者のごとく、姿勢を正した。

　計、二十一人。

　下から見た光景は、なかなかに迫力のあるものになったであろう。

　そして、

「おーい、誰か記録術式使えるやついねえ？　記念にこの写真残しておきてえな」

　サルマーンが声をあげた。すると魔王のうちの一人が元気に手をあげ、すぐさま空中に術式を展開させる。

「おし、んじゃ五秒後くらいでよろしく」

　サルマーンががっつり親指をあげて言うと、その魔王の方から同じく力強い親指をあげたモーションが返ってきた。

「俺、これ見たことある……」

　そのころになって、メレアはようやく我を取り戻した。

　されど顔はエルマがセッティングした表情で固まり、ぎこちなさに拍車が掛かる程度に留とどまる。

　直後、魔王の一人が展開させた記録術式が白い光となって浮遊した。

「三秒ー」

　ふわふわと光が鏡面を象かたどる。

「二秒ー」

　鏡面がきらりと光り、

「一秒ー」

　──。




「これ、〈未来石フユーナス〉で見たことあるわッ!!」




　メレアの絶叫が響く一瞬前に、記録の光が弾はじけた。

　宙に浮かんだ白い光の中から、今度は一枚の紙が落ちて、そこに絵が描き出されていく。

　魔王たちがぞろぞろとその紙に寄っていき、楽しげな声をあげた。

「ハハッ、見ろよ、このメレアの顔。ぎこちなさすぎだろ」

「やはりどうにも威厳に欠けるな」

「いやいや、メレア様はどんな顔も最高だと思います」

「メレアくん、ちょっと、疲れ気味？」

「これは売り物になりませんね。安っぽさがにじみ出ています。金にならない写真です」

「メレアもひどいけど、あたしたちもたいがいひどいわね……。戦い終えてきたばっかで身なりが最悪」

　そのほかにも、「今度ノエルも一緒に入れて撮ろうぜ。そっちのが迫力出るだろ」や、「ちゃんと服装整えてからがいいな」、「表情作る練習しなきゃ」、などの声が魔王たちからあがり、玉座の間は楽しげな声に彩られていった。

　メレアは玉座に座ったままでそんな光景を見ながら、片肘をだるそうに玉座の肘掛におき、足を放り出して言った。

「はあ……結局あれのとおりになったのか……」
















　はっきりと思い出した。フランダーに隠れて〈未来石〉を使っていたときのことだ。

『魔王』だとか『─魔─主』だとか、たいていそんな言葉での可能性の提示をしていた未来石の中で、一度だけ絵が映ったことがあった。

　ほかの未来石同様手刀で叩たたき割ったが、あのときに石の表面に映った玉座の上のぎこちない顔は、しっかりと網膜に焼き付いている。あの、やたらにへたくそな悪役顔を浮かべた自分の顔。この、やたらにとげとげしい内装や玉座も、今思えばあそこに映っていた画えと相違ない。

　つまり──そういうことらしい。

「なんか最後まで未来石におちょくられっぱなしな気がする……。あいつ、俺にかぎって的中率高すぎるだろ……」

　ため息と一緒に放たれたメレアの気だるげな声が、広間の中をふわふわと舞い昇り、ぱちんと楽しげに弾けた。





◆◆◆






「んじゃ、そろそろ上階の探検に行くとするか」

　ひとしきり写真を見て笑った魔王たちは、サルマーンの声にうなずき、ぞろぞろと二階への階段へと歩きはじめた。

　メレアもそれに続くため、ようやく玉座から腰をあげる。

　最後に、さきほどの騒ぎで落としたものはないかと適当にあたりを見回して──ふと、メレアはあるものを見つけた。

　玉座の裏側に回ったときに、その玉座の背の低い部分に、なにやら文字が彫られているのを見つけたのだ。

「ん？」

　メレアは目を凝らした。

「おーい、メレアー」

「ああ、今行く！」

　遠くから聞こえるサルマーンの声に答えながら、メレアはしゃがみ込んでさらに玉座の背もたれの裏に顔を近づける。

　目を凝らしながら、彫られた文字を読んだ。




『見ろっ、フランダー！　どうだっ！　いい城だろう!!　わたしがお前たちのために作ったんだぞっ！　我ながら完かん璧ぺきだなっ!!』

『な、内装の趣味が悪すぎるよ、レイラス……。次に来るまでにせめて二階から上はまともにしておいてよ……。みんな来たくなくなっちゃうよこれ……』




　大きく、はっきりと彫られた言葉の下に、控えめに答えの言葉が彫られていた。

　見たことのある筆跡。──フランダーの筆跡だ。

　となれば、その上に彫られたはねるような文字は──

「──」

　メレアは目を見開いて、その文字たちを指でなぞった。

　指先に、不思議なあたたかさを感じた気がした。

「ハハッ、二階から上は大丈夫なんだろうな──レイラス」

　メレアは心の底から湧き出した楽しさに思わず笑いをこぼす。

「メレアー？　なにか見つけたのかー？」

「いや、たいしたものじゃないよ。ちょっとした──思い出さ」

　最後にもう一度だけその文字を眺めて、メレアは仲間たちの背を追った。





◆◆◆






　あとに残った玉座の上を、どこからか入ってきた二匹の蝶ちようがひらひらと舞っていた。

　二匹で踊るように飛ぶ、翡ひ翠すい色の──綺き麗れいな蝶だった。








幕間　【芸術都市の噂】






　芸術都市〈ヴァージリア〉。

　東大陸の北部外縁、大陸の覇権を握りつつあるムーゼッグ王国から〈三ツ国〉を越え、さらにずっと東に行った場所にその都市はある。

　当初は海に面するために海商通路の発達した交易都市、というありきたりな特徴をもった一都市に過ぎなかったが、時代を経るとともにその特質を派生させ、今では各地方からさまざまな芸術を集積する都市としてやや変わった発達を遂げていた。




　街の雰囲気は煌きらびやかという言葉に尽きる。

　色彩豊かで光にあふれ、人々の装飾がかった服装も相まって、眠らない街という様相も見て取れた。

「なあ、〈魅惑の女王〉の話、聞いたか？」

　そんな街の一角で、オレンジ色の宝石のような街がい燈とうの光を受けながら、大きなシルクハットをかぶった二人の男が立ち話をしていた。

　地上のみならず地下にまで建設された数々の歌劇場から、その日も美しい歌の音色が聞こえはじめていた時分である。

「〈魅惑の女王〉？」

「そうだ、〈魅惑の女王〉だ」

　二人の男の片方──話題を切り出した方の男は、手に持ったステッキをくるくると軽妙に取り回しながら言葉を続けた。そうやってやや落ち着きなく言葉を放つさまは、紳士というより紳士にあこがれる青年のようで、かえって彼がまだ若者らしく流行はやりに敏感すぎることを表しているようでもある。

「いや、知らないな」

　そんな青年の話を受けて立つもう一人も、身なりの良いい服装に身を包んで、整った眉び目もくを疑問調に歪ゆがめていた。話を振った青年よりは落ち着いた印象であるものの、街を行く髭ひげ生やしの紳士ジエントルたちと比べるとやはり若さが目立つ。

「なんだ、やっぱり君は遅れてるな。そんな君に僕がしっかりと最新の情報を教えてやろう」

　話を振った方の青年は、得意げに鼻を高くしたあと、少しふてくされている相方の肩を数度慰めるように叩いた。

「──なんでも、歌劇区東端の古臭い歌劇場に、最近新しい役者が来たらしい。それで、その役者がまたえらく美人らしいんだ」

「らしいばっかりだな。……まあいい。それにしても、東端で古臭いっていうと──」

「レーヴ＝オペラ座」

「ああ、あの頑固爺じじいのところの」

　思い出した、という表情で相方の青年が小さくうなずいた。

「……しかし、美人ならいくらでもそこらへんにいるだろう。わざわざ騒ぐほどのことじゃない。ここをどこだと思ってる。芸術都市ヴァージリアだぞ」

　相方の青年は、結局「そんなことか」と少し残念がって答えた。

「いやいやいや、それくらい僕だってわかってる。それでもあえてこう言うんだ。ということは、そこらへんを歩いているちょっとやそっとの美人なんて目じゃないくらいの美人なんだって、君も察してくれよ」

「うーん……、ちなみに、歌は？」

「もちろん、一等うまい」

「まあ、レーヴ＝オペラ座は昨今に珍しくかなり歌の質を重視するからな。それが古臭い理由でもあるけど。ともあれ、あそこの座長に認められて雇われたのなら、その点は疑うべくもないか」

　相方の青年が、さも芸術都市の歌劇事情にくわしいことをアピールせんとばかりに、そんな情報を付け加える。

「そうそう。それで、昨日その役者の初公演があったんだが、そりゃあもう歌劇場の外まで大盛況だった。残念ながら僕はご一見にあずかれなかったが、近場をたまたま通りがかったおかげで期待度の高さは肌で感じられたよ」

「ということは、お前以外の誰か──実際にその役者を見た誰かが、〈魅惑の女王〉なんて気取った通称をつけたのか」

「たったの一日でね。──この分だとすぐにスターになるぞ。今のうちに見ておかないと、じきにチケットが取れなくなる」

「うーむ、お前の予想話は半分くらいしか当たらないからなぁ」

　そう言いつつ、すでに彼は頭の中で次の公演を観覧するための銀貨の枚数を計算していた。頭の中に自分の財布の中身を思い出して、食費やらほかの芸術への出費やらを考慮しつつ、どうにかおおよそのチケット料金を捻ねん出しゆつする。

「ちなみに、次の公演はいつ？」

「一週間後と言っていた」

「一週間後か。お前と同じように昨日その〈魅惑の女王〉の初公演を見て、感激のあまりあたりに話を言いふらしているやつがいるとして──」

「芸術都市に住んでるのはそんなやつらばっかりだろ」

「──そうだな。となると、一週間もすればだいぶうわさが広がっているか」

「そのうえ冬が近づいてきたから、室内で暇を潰つぶせる娯楽の多い芸術都市に社交人たちがぞろぞろとやってくる。さらに競争率が高くなるわけだ。金のあまってる周辺の貴族から、船に乗って他大陸からやってくる富豪たちまで、この時期は本当にたくさんの人間が来るからな」

　ヴァージリアはその性質的に、娯楽都市でもある。

　都市自体が戦とは縁遠い気質で、さらに近頃では交易品も戦に役立たない美術品や工芸品が多くなっていたため、さほど重要視されることがなかった。

　もちろん、価値がある品、という点でそこに魅力を見み出いだすことは可能で、そんなことを言ってしまえばなんにでも戦に活用することは可能なわけだが、東大陸の覇権を握りつつあるムーゼッグはまだヴァージリアまで手を伸ばしてはいない。

　三ツ国の向こう側にあるという点と、役に立つ物資が少ないわりに他大陸の有力者が娯楽を楽しむために数多く集まっていることが、ムーゼッグの積極的な興味を失うせさせていた。

　戦という過激な手段で獲とるには、ヴァージリアは少し面倒な土地である。

　有力者が集まるという点では他大陸との繫つながりを得るのに有用な地だが、彼らは娯楽のために来ているのであって、そこに無粋なものを持ち込むと下手な刺激を与えてしまう可能性があった。

「特に、最近ムーゼッグと三ツ国と──あとレミューゼ、その五国が東大陸中央の方でなんだかやり合っただろう。あれの影響で、今までムーゼッグに頭を押さえられていた周辺国の貴族や有力者たちも、元気を取り戻したってうわさだ。全部とは言わないまでも、少なからず彼らが外に出てヴァージリアへやってくるだろう。──いやぁ、元気ってのはいいな。元気がないと娯楽に金が回らなくなる。圧政や束縛は娯楽の敵だ」

「綺麗な言葉を使ってどうにか隠そうとしてるつもりだろうが、お前が言うとあらゆる言葉に金の匂いが漂うな。……まあ、そのこと自体は否定しないけど」

「ともあれそういうわけで、今年は特にヴァージリアが騒がしくなるかもしれないってわけさ」

「当のムーゼッグは入り込んでこないかな」

「とっくに入り込んでいるんじゃないか？　──いまさらさ。いわゆる『ムーゼッグらしいやり方』でヴァージリアをまるごと奪おうとすると非常に面倒なことになるけれど、内密に『ヴァージリアらしいやり方』で繫がりを作ろうとするなら、むしろこの少し風変わりな交易都市は絶好の地だ。ムーゼッグが他大陸にまで侵略の手を伸ばそうとしているのなら、表に出ないだけで、きっとすでになにかをしていると思うぞ。まあ、僕たちにとってはどうでもいいわけだが」

「すがすがしいまでに芸術に傾倒しているな、お前は」

「ああやって、さまざまな芸術の可能性を秘めた人という資源をばっさばっさ切り捨てるようなやつらよりは、きっとまともさ」

「どうだかね」

　二人の青年はお互いに笑い合って、襟を正した。

「さて、そういうわけだから、来週までに金の工面をしておきたまえ」

「わかってるよ、金はなんとかする」

「この都市にいるとやたらに金遣いが荒くなるね」

「まったくだ」

　軽口を叩たたき合ったあとで、二人は芝居ぶってステッキを取り回し、別れの挨あい拶さつをした。

　オレンジ色の街燈の光が二人の青年の背を照らし、その少しだけくたびれた黒のタキシードを明るく彩った。








第二幕　【新たな幕開け】









「知ってるか」

「なんです」

「人の頭はパンクすることがある」

「大丈夫です、メレア様の頭はかなり強きよう靭じんです」

「たしかに俺はかなり無茶な方法で術式関連の知識を頭に叩き込んだ。だけど、人には向き不向きがあるんだ。どうやら俺は、そういう国の情勢とか、国の特産とか、地理とか、なんかこうすごく勉強っぽいアレが苦手なようだ」

「メレア様はこれから世界を支配する魔王になるのですから、全部覚えないとダメです」

「このメイドはそもそもなにかを勘違いしている！」

　〈星樹城〉二階。一階の毒々しい色合いとはまったく別の、白石を中心とした実に星樹城らしい内装の部屋の中で、その日メレアは抗議の声をあげていた。

「ち、ちなみに、ほかのみんなは？」

「それぞれ与えられた仕事の方へ。そういえば先日交易に発たった金の亡者が、今日あたりに帰ってくると風鳥リルスで伝えて来ました。植物紙に金の匂いがこびりついていたので、破り捨てておきました」

「俺に渡すという選択肢は」

「だめです、うさんくさい匂いがメレア様にもついてしまいます」

「マリーザは本当にシャウに対しての対応がブレないな……」

　メレアは執務用の白い机に刻まれた紋様を指で悲しげになぞりながら、隣に立つマリーザをちらちらと見やった。赤い瞳ひとみを少し潤ませて、懇願するような色を表情に加える。

　対するマリーザは、淡々としてメレアの問いに答えるばかりだが、シャウの名前──正確には仇あだ名な──を出すときには、例によって眉まゆ根ねが寄っていた。

「まあ、それはともかく……そろそろ俺も外に出たいなぁ、なんて？」

「はあ、さいでございますか」

　小首をかしげてややぎこちない微笑を作りながら放った言葉を、メイドは問答無用でスルーする。

　一見華きや奢しやにすら見える細身の麗姿は、まるでブレていない。

　ただその手だけが背中の方でもどかしそうにくねっていたが、そのことに気づく者もいなかった。

「最近マリーザが俺に厳しい」

「愛の鞭むちでございます」

　基本的にマリーザはメレアに甘かったが、それでも徐々にメレアとの距離感をつかんでくると、彼女の持つ『完かん璧ぺきなメイド』としての矜きよう持じと甘さが競合することもあって、こうして必要な業務を行っている際は、それなりに厳しくなることもあった。

「主人のためを思うからこそでございます」

　今のように、冷然とした表情と悶もだえるような手の動きでその内心の葛かつ藤とうを表すことはままあったが、今のところはバレていない。少なくとも本人はそう思っている。

「このへんの情報って全部俺が覚えてないとだめ？　マリーザは覚えてるんでしょ？」

　と、メレアが諦あきらめて愛想笑いを取り去り、今度はうんざりとした表情を浮かべながら机の上を指差す。

　その指先、机の上に広がっていたのは、無尽蔵とすら思える量の紙片だった。

　黒いインクで書かれている文字は、東大陸のみならず、他大陸の諸国に関する情報を多数形容していて、いっそのことメレアには術式より難解なものに見える。物語風にアレンジしてくれるなどの工夫が凝らされているならまだしも、ただ情報を箇条書きにされるとまるで頭に入ってこない。

「もちろん、覚えております」

「じゃあいいじゃん。マリーザが常に俺の隣に控えていれば完璧」

　メレアはその紙片の中に思いっきり突っ伏して、その状態でマリーザの方を横目に見上げながら何気なく言った。

「っ！」

　しかし、そんな何気なさとは真逆に、その言葉はマリーザの中にすさまじい熱量を湧き起こさせる。

　特に、『常に俺の隣に』という部分だけがマリーザの脳裏に強く刻まれて、さらに都合よく彼女の望む方向に歪わい曲きよく解釈され、そのおかげで彼女の頰ほほが瞬く間に赤くなっていった。

「ん？」

「あっ、い、いえっ、なんでもございません」

　当のメレアは急に顔をうつむけたマリーザに不思議そうな顔を向けるが、マリーザは適当に片手を振ってメレアの赤い視線を遮った。

「んんっ。と、ともかく、すぐにとは申しませんが、多少は善処してください。メレア様も必要性があること自体は自覚なさっているのでしょう？」

「まあ──うん」

　メレアは再び身体からだを起こして、頭の後ろで手を組みながら少し真面目な表情でうなずいた。

　メレアとて、最終的には自分が責任を持って決断を下さなければならない場合があると自覚はしている。

　この星樹城にやって来て一週間ほど。

　ようやく慣れてきたレミューゼでの生活は、これまでのムーゼッグとの差し迫った戦いとは打って変わって、穏やかな日々であった。

　だが、決してメレアもそれに溺おぼれるつもりはない。

　そもそもこれが無事に続いていく可能性はかぎりなく薄いのだ。

　今はまだムーゼッグも痛手を負っておとなしくしているだけ。北と西の戦線との兼ね合いもあって、まだだいぶ時間は稼げるだろうとの見立てをハーシムからもらっているが、その間に準備をしなければならないのはメレアたち魔王勢も同じだった。

「俺も世界の情勢には敏感でいないとなぁ、とは思うんだけどね」
















　いち早く魔王の情報を収集し、可能であれば接触を試みる。

　メレアがまず重視しているのは、同じ苦しみを味わっている魔王を救うことだった。

　──救うというのもなんだか大仰だ。

　実際はそんなに一方的なものではない。

　いわゆる、

　──助けつつ、助けられつつ。

　この集団が成立したときと同じ。

「居場所がないというのなら、居場所を提供しよう」

　自分たちはどうにかハーシムとの取引でこの城を入手した。

　国というほど大きなものではないが、ここはレミューゼの民たちに謎なぞの畏い敬けいとともに〈魔王城〉と呼ばれるくらいには魔王の所有物だ。

「であれば、やはりハーシム様とは別で、わたくしたちも情報に聡さとくあらねばなりません」

「そうだね」

　メレアは椅子を後ろに傾けて天井を見上げた。

　それを見たマリーザは、メレアが観念したように思ったのか、ようやくこの説得が一段落したと言わんばかりに小さく息を吐く。

　だが、メレアはその一瞬の隙を見逃さなかった。

「──でもやっぱり一日でこの量は殺人的すぎるだろっ!!」

　マリーザの愛は重すぎた。

　メレアが指差した先。机の陰になって隠れていたマリーザの足元に、さらに馬鹿みたいに積み上げられた紙束がある。

　メレアはマリーザの一瞬の隙をついて、椅子を後ろに傾けた状態から後方の窓辺にまで飛びあがり、持ち前の身体能力を活いかして外へと飛び出した。

　執務室の窓の外には〈大星樹〉の巨木のような枝が巻き付いていて、そこを足場にすれば大星樹の主幹まで登っていけるような構造になっている。

「あっ！　メレア様っ！　また逃げるんですねっ!?」

「実際今日のノルマはこなした！　別にまったくサボってるわけじゃないだろっ！」

「でもまだこんなにもわたくしの追加の愛がっ！　この量の愛があれば朝から夜までお傍そばで独占していられ──ああいや、なんでもございません」

　マリーザはふと自分の本当の狙いが口から出かかって、急いでそれを取り繕った。

　その間にメレアは大星樹の枝を三歩ほど跳躍していて、

「ああ、今日もまた逃がしてしまいました」

　なんだなんだ、と上階から首を出す居残りの魔王たちに見送られながら、メレアは軽快に大星樹を登っていく。

　その姿を残念そうに窓辺から見上げるマリーザの頰を、爽さわやかなレミューゼの風が撫なでた。





◆◆◆






「よ、よし、今日もなんとか撒まいた……」

　数々の情報のフラッシュバックでがんがんと音を鳴らす頭を撫でながら、メレアはレミューゼの街中を歩いていた。

　一週間にしてずいぶんこの街の雰囲気もわかってきたところだ。

「あ、〈白はく神しん〉さまだー」

「その呼び名は勘弁してくれ……」

　そうやって細工の施された白石造りの路みちを歩いていると、不意にすれ違った小さな少女に名を呼ばれた。声のした方に視線を向けると、メレアの髪色と同じような白のワンピースに身を包んだ少女が立っている。どうやら少女は母親と買い物をしたあとのようで、手には小さな革の袋を握っていた。

　母親の方がメレアを見て笑みを浮かべ、小さく会釈をする。

　メレアもそれに合わせて会釈を返すが、少女の自分に対する呼び名には多少修正を依頼したいところでもあった。

「あっ、これ〈白神〉さまにあげるよ！」

　すると、少女が楽しげな様子のまま跳ねるようにメレアのもとに駆けてきて、手に持っていた革袋の口くち紐ひもをほどき、中からなにかを取り出した。

「これは？」

　メレアの出した手の中に落とされたのは、青と緑のグラデーションが絶え間なく流動するガラス玉である。

「二個あるから、一個あげる！」

「おお、そっか。ありがとう」

　メレアは礼を告げながら、受け取ったガラス玉を空に掲げる。陽光を通してその輝きに見とれた。

「綺き麗れいだね」

　おそらく術式細工だろう。ガラスの表面に簡素ながら式が刻まれているのが見えた。

　流動する青と緑のグラデーションは、サファイアとエメラルドの輝きにも劣らず、またそれらが柔らかく接合されているさまはとても美しい。

「でも、こんな綺麗なもの貰もらっちゃっていいの？」

　メレアは再び少女へと視線を落とし、続く動きで身体を屈かがめ、目線の高さを合わせてから改めて訊たずねた。

　少女の方はメレアに太陽のように明るい無む垢くな笑みを見せて、答える。

「いいよ！　レミューゼをムーゼッグから守ってくれたのは〈白神〉さまだって、母さまが言ってたから。そのお返し！」

　メレアは少女の言葉を受けて、困ったように笑いながらも、彼女の頭を優しく撫でる。

　そのころになって母親の方が少女の名を呼んでいたので、少女に母親のところへ戻るよう手でうながし、ちらちらと振り返りながら手を振ってくる少女に微笑を送りながら、メレアもまた手を振り返した。

　そうして二人が去ったあと、メレアは再び少女から受け取ったガラス玉を陽光に照らして見つめながらつぶやく。

「さすがにここまでハーシムの計算ずくってことはないだろうな？　まったく、これは反則だ。いろんなものを断れなくなる」

　そう言いつつも、メレアは嬉うれしげに笑ってガラス玉を服のポケットにしまい込んだ。




　メレアはもっぱらレミューゼの民たちに〈白神〉と呼ばれていた。

　それはかつて、レミューゼの根本ともなる矜持を掲げた〈白はく帝てい〉レイラス・リフ・レミューゼの再来としての名でもある。

　レイラスのものと非常によく似た雪白色の髪。実際にそれはレイラスの身体因子そのものであったが、そこまでくわしいことはさすがに民たちにも知らされていない。

　ハーシムは一連の話のあとに、メレア自身からそれを聞いて知っていたが、ハーシムでさえ当初理解に苦労した話を民たちにいちいち説明することはなかった。

「〈白神〉ね……」

　メレアとしては多少複雑な思いもある。

　レミューゼからの期待は、今のメレアにはやや重い。

　まずは魔王たちを救うのが先決である。

　当然レミューゼを助けてやりたいと思いつつも、そちらはハーシムという大黒柱がいるし、自分は厳密には部外者だ。

　彼らが自分をレイラスと重ねるのは構わないが、自分が目立ちすぎるのはハーシムのためにもならない。

「なんだ、今日はずいぶん辛気臭い顔をしているな、メレア」

　すると、不意に凛りんとした声が聞こえて、メレアは意識を引き戻された。

　歩いている街路の先。見慣れた人影が立っていることに気づく。

「喜べメレア！　今日は蛇肉だぞ！」

　顔をあげた先にいたのは、肩から背中、さらに地面を引きずるくらいにまで伸びる怪物のような大蛇を背負った〈剣けん帝てい〉エルマだった。

　頰にわずかな土をつけて、しかし顔には無邪気で快活そうな笑みを浮かべている。

　──魔物を退治して帰ってきた勇者のごとき姿だな……。

「ん？　どうかしたのか？」

「いや、なんでもない」

　黙って動かずにいれば社交界の花形にもなれそうな美び貌ぼうだが、その日の彼女はどうあってもそんな淑しとやかな存在にはなれそうになかった。

　しかしメレアは、こちらの姿の方が親しみやすくて好きだった。




「で、それは？」

「ああ、依頼があって仕留めてきたんだ。なんでもレミューゼの領地の傍にこの赤燐大蛇カールネツカが紛れ込んできて、家畜を食い散らかしていたらしい」

「盛況だね、エルマの魔物討伐所」

「別に魔物討伐を専門にしているわけではないぞ。というか、別に討伐したいわけでもないんだがな……。まあ、今回のはそういう依頼だから、仕方ないというところもある。人に手を出してからでは遅いしな」

　エルマが困ったように頰ほほをかいた。

「ともあれ、私も荒仕事なら得意だ。あの金の亡者が星樹城の横にさっそく〈シャーウッド商会支部〉を建てたこともあって、そこからこういう仕事をまわしてもらっているんだ。レミューゼの兵士たちも当然こういう仕事を頼まれているらしいが、互いにまだ忙しい時期だからな。対処しきれないものも出てくる」

「そのあたりにシャウが目をつけたんだね」

　メレアはやれやれと肩をすくめる。

「そうだ。依頼をこなせれば資金調達班の手伝いにもなるし、結果的にレミューゼの治安の維持にも繫つながる」

「うん、それ自体は良いいことだと思うよ」

　メレアは軽くうなずいて、それからすぐに言葉を続けた。

「でも、最近改めて思うんだけどさ──」

　メレアは言葉を繫いだあとに急にうつむき、わなわなと震えはじめる。

　すると、今度は勢いよく顔をあげ、やや抗議じみた声で言った。

「なんかみんなたくましすぎない!?　俺いる!?　あれっ？　俺いらない気がしてきた!!」

　メレアの目元はわずかに潤んでいて、そのなんともいえないやるせなさを見事に表現していた。

「なんだかんだ器用なやつばっか集まってるじゃん！」

　メレアは自分の仲間たちがおそるべき早さでレミューゼの生活に順応しはじめていることに気づいて、むしろ四苦八苦している自分が置きもののごとく感じられた。

　そこにちょっとした悔しさを覚えたりすることも、近頃たまにあった。




　いざ戦いが終わってみると、〈魔王連合メア＝ネサイア〉の活動は思っていた以上に地味なものになった。

　地味だが、一番大切なことだ。

　つまり──行動するためのもろもろの下準備である。

　そのために、現状、魔王連合メア＝ネサイアは三つの班に分かれていた。




　一、資金調達班。

　シャウを中心として、行商や交易、そのほかさまざまな方法で資金調達に奔走するメンバーたちが集まる班である。

　いわば、魔王連合メア＝ネサイアの財布を管理する班でもあった。

　最近ではなんでも、外に出て鉱石やら薬草やらの採集まで行っているようだ。

　──まったくたくましいうえに手が早い。

　シャウが率いているかぎり、まず間違いなんてものは起こらないのではないか。

　メレアの脳裏に金の亡者のにこやかな笑みがよぎった。




　二、情報収集班。

　今のところ、実はこの班が一番忙しいかもしれない。

　メレアの、『ほかにも魔王がいて、彼らが救いを求めるならば、そこに手を伸ばす』という大きな指針のために、各地方から情報を集めるのがこの班の主な役割だった。

　加え、さきの戦の最後にあきらかになった〈七帝器〉。その情報も並行して集めている。

　七帝器に関してのみ、特別にエルマもこの班に所属しているが、エルマは後述の三つ目の班との同時所属であったため、適度な参加に留とどまっていた。──「お前がいると資料どっかいったりしてかえって作業効率落ちるんだけど……」とは班員の談で、エルマもそういう細こま々ごまとした仕事が得意でないことは自覚している。

　情報収集班には、アイオースの学園に入学し、学識へのたしかな実績と好奇心を持つリリウムも参加している。今のところは彼女がこの班の長おさのようでもあった。




　そして最後に、対外戦闘班。

　いわゆる、実践部隊である。実践であり──実戦でもあった。

「俺も一応、実践班に入ってるけどさ、今のところ特になにも実践できてないんだよなあ……」

「お前の場合は班の一員という立場より全部の長としての立場の方が重要だからな。そのあたりの兼ね合いを考えると、仕方ないんじゃないか？　マリーザの独自教育カリキユラムのこともあるし。──メイドに教育されてる主人ってのもまたあれだが」

「たしかに絵的にあれだよね。……自分で言ってて情けないなこれ！」

　メレアは両手で顔を覆ってしゃくり声をあげた。

「落ち着け、バカ」

　そんなメレアの狼ろう狽ばいぶりを見て、エルマはため息をつきながらメレアに近づき、その頭を小突く。

「ぐぬう……。まあ、そういう部分で俺が出る幕がないってことは、それだけみんなが優秀だってことだし、それはそれでいいんだけどさ。──でもやっぱり、実戦行動に関しては、俺もちゃんと参加していかないとって思ってるんだ」

　対外戦闘。

　当然、可能であればそれはない方がいい。

　──でも、これはまだ必要になるだろう。

　魔王を救いながら、最終的にはその名の意味を変える。

　その目的地へ進む一歩目の段階で、すでに一戦交えてしまっている。

　メレアがやろうとしていることは、至極理想主義的であるが、決してすべての思考をふわふわとした理想につぎ込んでいるつもりはなかった。メレアは理想と現実の、どちらをも知っている。

　魔王という名の意味を変えるためには、おそらくすさまじい労力が必要となってくる。時間もだ。

　はたしてどうすれば魔王という名の意味がより良いものに変わっていくのかも、まだ定かではない。

　──世界を救う？　嘆く民を助ける？　災害を鎮圧する？

　世界を救うだなんて抽象的なそれはともかくとして、二つ目に関しては必ずしもそれ自体良いいことであるとは言い難い。

　というのも、そのどこかの民を助けることで、また別の民には非難されることがあるかもしれないからだ。誰かの正義と対立するのがまた別の正義であることは、こういう群雄割拠の時代にままあることである。

　対し、災害を鎮圧するというのはまだ希望が持てる。──それが本当に自然的な災害であれば。

　──考え出したらキリがない。

　こうなることをわかっていて、なおもメレアはその道を行くと決めた。たぶん、いろんな人間がこの道を笑うだろう。そこを歩き切るのは不可能だ、と。

　──だからこそ、常に考えていかなければならない。

　いずれ、実際に動かなければならないときが出てくる。

　そのときに決断を下すのは自分だ。

　おそろしく重い決断をしなければならないときもあるかもしれない。

　──それでも、思考を止めて時代にただ流されるよりは、みずからの意志で決めた道を進む。

　メレアとて、それは怖い。

　しかし、後ろについてくる仲間たちの存在が、メレアの背を支えてくれていた。

　そして、そうやって決断を下したあとに、実際に手足となって動くのが、実践部隊であり、対外戦闘班である──

　──〈魔王の剣メアーネ＝エメリー〉。

　メレアは心の中でその名を口ずさんだ。

　今あるこの三つの班には、すでに通称がつけられていた。

　名前をつけるのが好きだという魔王の一人が、あるモチーフをもとに三つの名前を決めたのだ。

　資金調達班──〈魔王の財布メアーネ＝リスタール〉。

　情報収集班──〈魔王の知識メアーネ＝ラズラス〉。

　対外戦闘班──〈魔王の剣メアーネ＝エメリー〉。

　実際に呼ぶときは、その略称としてそれぞれ〈財布リスタール〉、〈知識ラズラス〉、〈剣エメリー〉、と呼ばれることが多い。

「とにかく、当分は俺も〈剣〉の一員として動くよ。人手も少ないし。……本当は常に前線に立っていたいんだけど」

「今はしかたないとして許しているやつが多いが、実際はお前が前線に出ることに対して内心で心配しているやつも同じく多いのだ。お前は間違いなくこの魔王の集団の中でもっとも強い男だろうが、だからといって常に安心というわけではないからな。──長である自覚も忘れるなよ」

「うん」

　エルマの真面目な指摘に、メレアは素直にうなずきを返す。

　そのうなずきを見たエルマは、小さく鼻で息を吐いたあと、ひとまずその話をそこで区切った。




　それからしばらくの間、二人は無言でレミューゼの街路を歩いた。

　好奇と奇異の視線をレミューゼの民たちに向けられながら歩く状況がしばし続いて、ようやく、メレアの方が声をあげる。

「しかしホント、みんな生活力があるよね」

「またその話か？　人には向き不向きもある」

「そうそう。だからまずはなんでもやってみたいんだけど、みんなの適応力を見てると軽く自信を失なくす」

「お前はそもそもド田舎からはじめて都会に下りてきた古代人みたいなものだからな……」

「なんだか馬鹿にされてることはわかる」

「英霊に育てられたせいか、ところどころ価値観が古代人のそれだし、生まれてから今まであのリンドホルム霊れい山ざんから下りたことがないという時点でもう化石みたいなものだ」

　エルマがそう言うと、メレアが白石の路地にしゃがみ込んで、そこに刻まれていた芸術細工を指でなぞりはじめた。──いじけたようだった。

「化石……」

「あ、いや、すまん……」

「間違っちゃいないんだけどさ……」

　決して悪いことばかりではない。

　見るもの見るものがすべて輝いて見える。

　新しいものを見たり、聞いたり、触ったりするのは、メレアにとってすべて心地よい刺激だった。

　しかし、さすがに一般的な常識が欠けているのを自覚すると、多少心細くもなる。

　結局、マリーザに指導されているもろもろの勉強に関しても、そういういたしかたない常識の欠如があったから余計に労力がかさんでいるのだ。

「メレアは術式やら戦闘術やら、特定の分野に知識と経験が偏っているからな。その分、普通の知識が欠けてしまっているのもいっそしかたのないことだと思えてしまうほどに。世界中の蔵書店を回っても記録が現存していない、失われた術式理論に関する知識を頭と身体からだに記憶している時点で、誇っていいことだと思うぞ。──場所が場所ならお前自体が宝物みたいなものだ」

　エルマは話の着地点がややズレてきているのを自覚しながらも、メレアを褒めちぎった。最近、普通のことができないのを機にいじけることの多いメレアを、どうにか元気づける方法にも手て馴なれてきた次第である。

「ホント……？」

「ああ、本当だ」

　そしてメレアは、意外とちょろかった。

「そういうわけだから、ひとまず私は城へ帰る」

「なんかすげえ投げやりに話ぶった切られた感がある！　……はあ、まあいいや」

　加えて、なんだかんだメレアは立ち直りが早かった。

「で、お前はどうする？」

　すっと立ち上がったメレアに向かって、エルマは星樹城の方を顎あごで指しながら訊たずねる。

「もう少し歩いてから帰るよ。今帰るとマリーザに監禁される」

　身体を震わせて言うメレアを見て、エルマは苦笑した。

「心中察する」

「うん……」

　その後、二人は軽く手を合わせてから別れた。

　メレアは再びレミューゼの街中を、人にまぎれるようにして歩いて行った。





◆◆◆






　メレアはしばらくの間レミューゼの商業区を歩いて、徐々に物でにぎわいはじめた店々の軒先を眺めたあと、商業区と隣接する〈星樹区〉に足を踏み入れた。

　星樹区は、特に自然の濃い区画である。大星樹と同じような不思議な青と緑の光に彩られる林道の中を、ゆっくりと進む。

「あ、そういえば──」

　ふと、そんな星樹区画の林道を歩いている最中、メレアは思い出したように声をあげた。

　──レイラスの墓が、ここにあるんだったな。

　ハーシムと会談をしているときに聞いたことがあった。

〈白帝〉と呼ばれ、理不尽に虐げられる魔王を救うというレミューゼの矜きよう持じを確固とした英雄。

　メレアの雪白髪のもとの持ち主でもある──〈レイラス・リフ・レミューゼ〉。

　その思想が邪魔だったムーゼッグからは魔王と呼ばれた彼女であるが、レミューゼではなおも英霊として祀まつられていた。

　──見ていこうか。

　レイラスにかぎらず、当時のレイラスの父──第二十八代レミューゼ王など、ほかの王族たちもその墓に祀られているという話だ。

　メレアは涼やかな空気と美しい景色に彩られた星樹の林道を、記憶をたどりながらまた歩きはじめた。




　しばらく歩いて、メレアはその墓を見つける。

　大きな墓だった。

　いや、墓というよりはもはや塔だ。

「場所も場所だけど──」

　林道の途中に、星樹の生い茂る方向へ続く横道があって、その道に沿って歩いていくと、ちょっとした広場がある。広場の周囲を取り囲むようにいっそう数多くの星樹が生い茂り、それぞれが枝をからめ合ってその身から天へと光の粒子を飛ばしていた。

　その広場の中心に、多くの名前が彫られた塔が建っている。そこにもまた星樹の枝が慈しむように枝を伸ばしていて、まるで星の樹が白い石の塔を抱きこんでいるかのようだった。

「綺き麗れいだな」

　メレアは前髪を大きくかきあげながら、塔の天てつ辺ぺんを見上げる。

　塔には歴代のレミューゼの王族の名が刻まれていて、レイラスの名は塔の正面の中央付近に描かれていた。

「こっちでも祀られて、あっちにも俺が作った墓があって、なんか忙せわしなくしちゃってごめんね」

　メレアは一人苦笑を浮かべる。

「まあ、レイラスだけあそこに墓がないってのも、仲間はずれっぽくて怒りそうだけど」

　英霊たちから伝え聞いたレイラスの性格を思い出しながら、メレアは苦笑を深める。

「でも、かえって作らなかった方が、レイラスが怒って〈魂の天海〉からやってきただろうか」

　メレアは少し顔をうつむかせて、儚はかなげな表情を顔に映した。

　メレアはレイラスの声を聞いたことがない。

　正直に言えば、彼女の声を一度でいいから聞きたかった。

　仮にフランダーを父であるとするなら、その妻であったというレイラスは自分の母になるのだろうか。

　──いや。

　母は、ほかにもいる。レイラスのあとに天界へ昇った三人の女英霊をはじめとして、メレアには多くの母がいた。だから、寂しいとは言わない。

　メレアは彼女たちのことを思い出して、レイラスへの思いをいったん胸の奥にしまい込んだ。

　──いずれ、俺も天界に昇ることがあれば、聞けるだろうか。

　彼女たちの声を、もう一度。

「でも、俺は当分死ねないからな。俺にはまだやりたいことがあるんだ。やるべきことじゃなくて、やりたいことが」

　──だから、当分そっちには行かないよ。

　メレアは微笑を浮かべて、その石塔に語りかけた。

　そうしてついに、メレアは踵きびすを返し、石塔に背を向ける。

　すると──

「──ばったりだな」

　メレアは踵を返した直後、視界の隅に人影を発見して、にやりとした笑みを浮かべながら声をあげた。

「お前も逃げてきたのか？」

「……馬鹿を言え。これは建設的な休息というものだ。決してお前のように書類の山から逃げてきたわけではない」

　ハーシム・クード・レミューゼ。

　メレアの声に観念したように隠れていた星樹の陰から姿を現したのは、綺麗な海青色アクアブルーの眼めをした男だった。

　橙だいだい色いろに近い明るい茶髪を光風に揺らす──現レミューゼの王である。





◆◆◆






「正直に言えば言いふらさないでおくけど？」

「勘弁しろ、メレア。この時期におれが不真面目だなどと民に思われては困る」

「まあ、言ったところで誰も信じないし、これまでのお前の激務っぷりを知っているだろうから許すと思うけどな」

「さあ、どうだろうな」

　メレアは広場に背を向けた状態のまま、つかつかと石床に音をたてながらやってくるハーシムを迎え入れる。

　つま先をそろえて、わざとらしく臣下然としてみせるメレアに、ハーシムはため息をつきながら「やめろやめろ」と面倒くさそうに手を振った。

「ハーシムは自分がどれだけ超人的な活動をしているかわかっていないみたいだ」

「やれることをやっているだけだし、おれ一人の功績でもない」

「まあ、それがわかっているうちは大丈夫だろう。──お互いに」

「まったくだな」

　ハーシムはメレアの横を通り過ぎ、その背後にあった石塔の前に立った。

　それからおもむろに目をつむると、慣れた動作で両手を組んで、じっと佇たたずんだ。

「よく来るのか？」

　メレアはそんなハーシムを黙って見ていたが、ふとハーシムがその動作をやめたところを見計らって、また声を掛けた。

「たまにだ。こういう休み方をすると、アイシャにぐちぐち言われずに済むんだ」

「ああ、なるほど」

　メレアは苦笑して、あのハーシムの付き人を思い出す。

　彼女のことを考えると、マリーザを思い出すから、やや内心にダメージがあった。

　今はまだあの紙の束を思い出したくない。

「俺もその方法を使おうかな……」

　メレアが言うと、ハーシムもまた苦笑を浮かべて答えた。

「お前までこの手段を使うとやつらに疑われるぞ」

「『あの二人、先人に祈りを捧ささげるふりをして、実は協力してサボっている』って？」

「そんなところだ。雑談なんかしていたら余計にそう思われるだろう。最近はこっちの侍女とお前のところのメイドが裏で協力しているような素振りがあるしな」

「困ったものだな。どっちも優秀すぎるんだよ」

「有能すぎるのもたまに考えものだ」

　メレアがため息をつくのに合わせて、ハーシムも肩をすくめる。

　それからメレアが近くの石段に腰をおろし、ハーシムにも座るよう手で促した。

「じゃあ、こうしよう。これはレミューゼ陣営と魔王陣営の秘密の作戦会議だ」

「乗った。このまま大して休めずに帰るのでは当初の目的を果たせないからな。その会議は我が心身のためにも開催されるべきだ」

　ハーシムはメレアの提案に悪戯いたずらげな笑みを見せ、同じ笑みを浮かべるメレアの隣に座った。




　自分の提案に快く乗ったハーシムを見て、メレアはいまさらながらに彼の不思議な人間性に気づいた。

　──ハーシムは人を引き寄せる。

　出会ってまださほど時間は経たっていないが、今ではこうして気軽に冗談を言い合える仲だ。メレアは『一国の王』というものを英霊たちの話のうちでしか聞いたことがなかったが、それでもハーシムが特殊な部類であることは確信していた。

　──あるいは、立場がどことなく近いせいかな。

　もしかしたら、お互いがお互いに親近感を抱いているせいかもしれない。

　ともあれ、こうしてハーシムと話す時間は、メレアも嫌いではなかった。

「さて、なら会議らしく、なにか真面目な話題でも出そうか」

「なんだ、意外と元気じゃないか、メレア」

「細々とした勉強でなければ問題ないっ」

　びしりと親指をあげて断言するメレアに、ハーシムはきょとんとした表情を返してから苦笑を浮かべる。

「お前、一度アイオースにでも行ってみればいいのに」

「〈学術都市〉か。リリウムにその話を聞いたときから、一度行ってみたいとは思ってたんだけど」

「アウスバルトか」

「アウスバルト？」

「〈炎えん帝てい〉の学園での偽名だ」

　ハーシムはふと、遠い昔を思い出すように空を見上げた。

「そう長い期間ではなかったが、おれはアウスバルトと同じ学園にいたことがある」

「初耳だ」

「おれも最初は気づかなかった。学園ではあいつ、髪を黒く染めていたからな」

　ハーシムが身体からだを大きく後ろへ倒した。

「おれの目もだいぶ節穴だ。ムーゼッグとの戦を終えて、こっちに戻ってきて、それから三日くらいしてやつに肩を叩たたかれるまでは、そのことに気づかなかった」

「リリウムは最初からハーシムが同窓生であることに気づいていたのかな」

「半信半疑だったとは言っていた。おれは得体の知れぬ不良生徒だったからな」

　ハーシムは後ろ手に自分の身体を支えながら、星樹の枝の隙間を縫って降りそそぐ陽光に目を細めた。

「ともあれ、お前も機会があれば一度はアイオースの学園に行ってみるといい。……いや、お前が行ったら〈青薔薇の学園ミース＝アイオース〉の術式講師たちが卒倒するかもしれんな」

「英霊の術式のせいで？」

「ついでにその馬鹿みたいな耐久力やらなにやら、もろもろでだ。お前の行く先は実験動物モルモツトかもしれん……」

「神妙な顔で言うなよっ！　怖くなってくる！」

「ハハ、冗談だ。──おれの中では」

「最後の一言のおかげで全然信用がおけないわ！」

　メレアは声を張り上げて、薄い笑みを浮かべるハーシムに抗議した。

「はあ。……まあ、学術都市に行くっていうのはあながち悪くない提案かもしれない。実際リリウムがそうであったように、まだほかにも魔王がいるかもしれないから」

「可能性は低くなったがな。魔王を自国の中に置いておくとほかの勢力──特にムーゼッグあたり──が厄介事を持ち込んでくる可能性がある。戦事を避けるために魔王を追い出すか、あるいはいっそのこと消してしまうこともあるかもしれない」

「ならなおさら、アイオースの内情は調べないと」

　メレアは真面目な顔で言った。

「ちなみに、そのムーゼッグの動向は？」

　ふと、メレアがまたハーシムに訊たずねた。

　ハーシムはメレアの真面目な声音に合わせるように、襟を正してやや低い声で答える。

「まだ大きな動きはない。西大陸と北大陸の攻略に思いのほか手こずっているようだ。今回のレミューゼの反抗に合わせたものかは知らんが、西大陸勢力と北大陸勢力もだいぶ士気をあげてきているらしい」

「そもそもその別大陸の国家はなにを理由にムーゼッグと争っているんだ」

「単純な、資源と領土をかけた戦だよ。魔王云うん々ぬんはおそらくさほど関係ない。北大陸系の国家なんかは鉱石産業が盛んでな。質の良いい鉱石が山脈や地下鉱脈から取れるから、装備の充実や産業の振興のために、よく戦が起こる。ムーゼッグが求めたものも同じだろう」

　一息を挟んで、ハーシムは続ける。

「今の時代では、これこそがいわゆる普通の戦争だ。国家間の利権争い。──戦争に普通などあってたまるものかと悪態をつきたくもなるがな」

「そうだな」

　メレアは頭上に伸びていた星樹の枝に適当に手を伸ばしながら、相あい槌づちを打つ。

「とはいえ、まったく魔王が関係していないとも言い切れない」

　ハーシムはさらに続けた。神妙な表情はそのままだ。

　そんなハーシムを横目に見て、メレアがなにかに気づいたように口を開いた。

「表立っていないだけ、ってこともあるわけか」

「……ああ。しかし、正直に言ってしまえば、おれもまだそこまでは手が伸びん。情報が不足気味だ。おれはまずなによりも、自国を守らなければならない。自衛戦力を育てるのと、周辺の状況を探るので今のところは手一杯だ」

「だろうな。わかってるよ。だから、そっちはそっちで最善を尽くせばいい。俺も俺で、第一に優先するものを追う」

「ああ」

　ハーシムはレミューゼ王国そのものの力を育はぐくまねばならない。それはメレアもよくわかっている。

　実際、それをしてもらわねば魔王たちも困る。対等にあるために。

　決して魔王たちは、レミューゼ土着の存在ではない。魔王は、レミューゼが身を置くにふさわしくないと思えば、

　──離れるだろう。

　そして、次の身を守るにふさわしい場所を探しに行く。

　初めから、そういう取引だった。

「互いに心配が絶えないな」

　メレアが第一に考えるのは、魔王たちの身の安全である。

　ハーシムが第一に考えるのは、レミューゼの民の安全である。

　これがうまく相互に作用するから、今の協力関係が強固になっている。

　だが、どちらかがサボれば、その協力はたちまち緩まっていくだろう。

　そしてその先にあるのが、互いの破滅であるかもしれないことを、二人は決して忘れなかった。

「まだ、こんなものだ」

「そうだな」

　メレアが頭上の星樹の枝に伸ばしていた手を下ろして、身体の後ろについた。そのまま手を支えに身体を反って、空を見上げる。顔には穏やかな表情があった。

　それからメレアの白い前髪を、星樹たちの隙間から流れてきた風が揺らした。

「だけど、俺たちは常に先を見据えておかないと」

「ああ、それが長おさの役目だ」

「破滅の存在を常に頭の隅に捉とらえておくのが役目って、またなんとも荒すさんだ役目だな」

　メレアはまた笑って、ついに石段から腰をあげた。

　そうしてハーシムの方を振り向くと、ハーシムもまた困ったように薄く笑みを浮かべて、口を開いていた。

「それでも、おれたちが未来の破滅それをちゃんと見張っていると下の者たちが確信できれば、その分彼らは破滅を忘れていられる。──別に、それが一時の逃避だったとしてもいい。そうやって楽しいと思える時間がたとえ仮かり初そめのものだったとしても、彼らの心を癒いやすことができるのなら、おれはそれでいいと思うのだ。こんな時代だからな」

「俺もそう思うよ」

　メレアは穏やかな笑みを浮かべたまま、ハーシムに返した。

　星樹の光が舞う中で、白い髪を風に揺らすメレアの姿は、ハーシムにどことなく幻想性を感じさせる。どこかの著名な画家が描いた幻想的な絵を見たときのような、得も言われぬ浮遊感があった。

　しかし、不意にその赤い瞳ひとみを見ると、そこには淡い美しさには見合わぬ強烈な意志の光が宿っていて、ハーシムはそれを見てから小さく口角をあげて目をつむった。

　メレアがその身に湛たたえているのが、美しい幻想性だけではないことを、改めて思い知らされた気がした。

「さて、俺はそろそろ戻るかな。今日は晩ばん餐さん会かいをする予定だし、早めに──かつマリーザにバレないように──帰って、資料室にこもってるアイズやリリウムたちにも伝えないと。あと、帰ってきてるらしいシャウにも。……シャウは今ごろ金勘定で商会支部にでもこもってるのかな」

「個性的な面々を従えるのもさぞ骨が折れそうだな。その点こちらの臣下たちは実に優等かつまともだ」

「こっちだって優等だ。──ああ、まともじゃないけどなッ！」

　メレアはむしろそこには自信を持ってうなずいた。いっそ誇るかのように。

「ハハ。それにしても、すっかり魔王城というのが板についてきたな、あの城」

「もうなんとでも言ってくれ」

　メレアが肩をすくめたあとに両手を投げ出したのを見て、ハーシムは楽しげに笑った。

「アウスバルトたちにも、またレミューゼ城に保管されている蔵書が欲しければすぐに貸すと伝えておいてくれ。城内の地下書庫には好き勝手に入っていいとも」

「ああ、わかったよ。恩に着る」

「お前が馬鹿みたいな戦果をあげたものだから、こっちも恩を売るのに必死なんだよ」

　最後にもう一度だけ笑い合って、二人は別れた。

　二人が立ち去ったあと、広場で一陣の風が巻き起こる。

　星樹の光る粒子をその身に纏まとい、ほのかに輝く光風となったそれは、歩いていく二人の背をそれぞれ優しく押すように、星樹区の路みちを吹き抜けていった。

　異なる路で、されど同時に風に押されて、互いに前につんのめった二人は、風の悪戯に困ったような笑みを見せる。

　舞い上がる光風に、二人は次の大きな物語の幕開けを予感していた。

　そんな二人を、星樹の広場に屹きつ立りつする石塔は、ただ静かに見守っていた。








第三幕　【星樹の国の魔王たち】









「アイズー、そっちのおっきい本とってー」

「うん、わかった、よ」

　メレアがマリーザの監視網をかいくぐって、見事に星樹城へと舞い戻る十数分前。

　星樹城二階の一室に、涼やかな声が響いていた。

　答える声もまた、静水の水みな面もに一滴の雫しずくを落としたかのような、澄んだ音色を湛えている。前者を力強く空に昇る笛の音だとすれば、後者は静かな森に響くハープの音のようだった。

　そんな声の持ち主たちは、その日もメレアの執務室から何部屋か離れた場所にある蔵書室の中で、いくつもの本に目を通していた。

　彼女たちの傍らには、読み終えた蔵書が塔のごとく積み上げられていて、それらが身体の周りを巡るように立地している。さながら城壁のようだ。

「リリウム、これ？」

　と、その城壁をうまく避よけながら、蔵書室の長テーブルに駆け寄った華きや奢しやな身体の少女──アイズが、綺き麗れいな銀の眼めを依頼人の方へ向けながら再び声をあげていた。

　アイズは机の上においてあった大きめの本を両手で胸元に抱えて、依頼人に見えるようにくるりと身体を回す。

　それを見た依頼人は、

「そう！　それそれ！」

　ビ、と片手の親指をあげ、嬉うれしげにアイズに見せつけていた。

「いやぁ、なんか我ながら適当に『あれ』とか『そっち』とか言っても、アイズは正確にあたしの意図をくみ取ってくれるから、すごく助かるわぁ」

「ふふ、このへんに大きい本、これくらいしか、なかったから。上から見ると、すぐ、わかるよ」

　アイズはころころと笑って、依頼人──リリウムの方へと歩み寄った。

　あたりに積み上げられた本の数々を崩さないように注意しながら、リリウムの隣にようやくたどり着いたアイズは、胸元に抱えていた大きな本をリリウムの傍らにそっと置く。その動作の一つ一つに、リリウムを気遣うような細やかな配慮が見えていた。

「ああー、一家に一人アイズが欲しい……。いや、あたしたち合わせて一家みたいなもんだから、一室に一人アイズが欲しい、に言いかえるわね」

　そんなアイズの心遣いにリリウムも気づいていて、ふと手元の本のページから視線を外すと、隣に寄ってきたアイズの不意をつくようにその華奢な身体に抱きついた。

「えっ？　えっ!?」

　そのまま頰ほおずりをしてくるリリウムに、アイズは目を丸くして驚く。だが、決して払いのけたりはしない。

　アイズの頰ほほにあたるリリウムの肌も柔らかくすべすべとしていて、アイズの方も少し心地良よさを感じていた。

「あー、抱き枕にしたい。ていうかここ寒い。命めい炎えんで暖を取ろうとするとサルマーンが怒るし」

「ここ、燃えるもの、いっぱい、あるから、ね」

　リリウムは蔵書室の天井に向けて、ホ、とため息にも似た息を漏らす。

「はあ、サルマーンね。あいつも黙って立ってれば顔とか髪色的に貴公子然としてなくもないんだけど、いっつもほかの魔王のことに気を回して、そのうえ口うるさくするところを見てると、なんだかお母さんみたいよね。──男だけど」

「リィナと、ミィナも、いつもべったり、だもんね」

「あの双子ねぇ。いまだに時々どっちがどっちだかわからなくなるのよね」

「サルくんは、わかる、らしいよ」

「なにそれ、驚異だわ……。謎なぞの母性発揮しまくりね」

　リリウムがそんなことを言いつつ、ふと周囲に視線を巡らせた。

　蔵書室も一応は星樹城の一室、ということになっているが、そこは人の住む部屋という感じではない。部屋の中は半吹き抜けとも言える三階層構造になっていて、螺ら旋せん状の階段が外縁に張り巡らされていた。大胆に上階へと空間がぶち抜かれている連結構造だ。

　そんな部屋の一階から二階、さらに三階にいたるまで、びっしりと本が収納されている。螺旋階段の壁沿いにも適度に本が詰め込まれているのを見ると、なかなかの蔵書数だ。

　一階部分にはさきほどアイズが立ち寄った四脚の長テーブルがいくつも並んでいて、多くの人がその周りに座れるように椅子も完備されていた。

　こうして二人だけで本を漁あさっていると、広すぎるせいで閑散とした印象を受けるが、外に情報収集に出かけている〈魔王の知識メアーネ＝ラズラス〉の魔王たちが戻ってくると、なかなか賑にぎわったりもする。

「ていうか、燭しよく台だい結構置いてあるんだから別に命炎使ってもいいじゃない」

「普通の燭台の火は、勝手に歩いたり、しない。──って、サルくんが」

「ぐぬう」

　螺旋階段の中腹や、一階部分の要所要所に、派手な装飾の施された三本立ての燭台が備え付けられている。

　長テーブルの上にも複数の枝付き燭台ジランドールが置かれていて、今もほのかな光を提供してくれていた。

　そんな中でも、特に目につく明かりがある。

「一番はアレよね」

　リリウムが見上げた先。部屋の三階の、さらに上。

　さぞお高いであろうと予想せずにいられないような、クリスタルのちりばめられた吊つり天てん井じよう式の大型燭台シヤンデリアがあった。

「最初、あのシャンデリアを金の亡者が売ろうとして大問題になったわよね」

「シャウくん、高そうなものに、目がないから、ね」

「あの亡者に『くん』なんかつけなくてもいいのに」

「うんうん、ああ見えて、シャウくん、結構若いし──あと、ときどきメレアくんと同じで、子どもみたいに、なるし？」

　アイズもやや首をかしげながらではあるが、その言葉自体は別段お世辞というわけでもない。

　メレアが新しいものを見て目を輝かせるときと同じように、シャウもまた金目のものを見たときに似たような目の輝きを見せることがある。

「うーん。たしかに、金目の話になるとたまに狼狽うろたえることがあるわね。シャンデリア見上げてたときもよだれ垂れてたし。……いや、それはちょっと違うか。ていうかホント頭おかしいやつ多すぎるわ、この集団」

　リリウムは言いながら、ようやくアイズから離れて、「ありがと、温かかったわ」と悪戯いたずらげな少女のように笑った。

　そうしてまたリリウムは手元の本に視線を移し、すさまじい速度でページを読み進めていく。

　そんなリリウムのことも、アイズは──

　──すごい、な。

　そう思っていた。

　彼女は彼女で、ある分野において特に優れた力を持っていることを、アイズは疑わなかった。

　と、そうやってアイズも自分の役目に戻ろうとしたところで、不意に蔵書室の入口の方からギギ、と扉が軋きしむ音が聞こえる。

　星樹城の壁は白石造だが、扉は星樹に合わせて木造で作られていた。そんな少し年季の入った木造の扉が、誰かに押されて接合部を鳴らしたのだろう。

「ふう。……我ながら潜入術がうまくなってきた感があるな。……あれ？　これもしかして新手の訓練？　俺またマリーザの手のひらの上でくるくる踊らされてる……？」

　アイズの耳を、聞き慣れた声がつついた。不思議と心地良い音色を伴っている、男の声だ。

　すると、同じくその声を捉えたであろうリリウムが、直後にため息をついて、手元の本をぱたりと閉じた。『面倒なのがきた』とでも言いたげな仕草のようにも見えるが、アイズにはそのリリウムの顔が、どことなく楽しそうにも見えた。

「来たわね、好奇心の獣が」

「今日も、質問攻めだね、リリウム」

「まったくもって、これだから化石は困るのよ」

　リリウムがやはり楽しげな色を含ませて鼻で笑いながら、その紅の長髪を耳にかけ直す。それから彼女は蔵書室の入口を見やった。

「お、やあやあ、やってるかね、〈知識〉の諸君」

「あんた、そういう芝居慣れてないんだったらやめなさい。三文芝居の匂いが鼻につくわ」

「バカめ、最初からうまくできるやつなどいるか。俺は要領の悪さに関しては自慢できるくらいだから、その程度の皮肉じゃ心は折れないっ！」

「あんたは尖とがりすぎなのよ。あんたが要領悪いとか言ったら〈青薔薇の学園ミース＝アイオース〉の講師陣はみんな暴動起こすわよ」

「『不公平を是正せよ！』──『できれば勉強しなくて済むように！』」

「それは個人の願望が詰まりすぎ」

　入口の方から片手をあげてやってくるメレアと、そのメレアに皮肉っぽい笑みを返しながら弾むように声を返すリリウムを見て、アイズはまた笑った。





◆◆◆






「ねえ、ここの理論わけわかんないんだけど、どうなってんの？」

「ホントいまさらなんだけど、なんであんた自分で理論がわかってない術式が編めるわけ？」

　メレアが蔵書室にやってきて数分。『今日晩ばん餐さん会かいするから』と短くリリウムとアイズに伝えたメレアは、すぐさまリリウムの隣に座り込んだ。

「英霊たちに訊きいてくれ。──あ、それとアイズ、シャウがこっちに戻って来たかどうかわかる？」

「うん。シャウくんは、お城には戻ってきてない、よ」

「やっぱりか……。この分だと予想どおり商会支部できらきらしながら金勘定してそうだな……」

　メレアは髪をかしかしと搔かいたあと、「しょうがないやつ」と肩をすくめる。

「まあ、それが終わったあとに来るって可能性もあるか」

「ふふ。メレアくんの、言うとおり、たぶん、ちゃんと、来ると思うよ」

　アイズは微笑を浮かべてメレアに返す。

　その言葉にメレアは苦笑しながらうなずいて、再度わざとらしく肩をすくめた。

「メレア、よそ見しない」

「あっ、はい」

　そんなメレアを今度はリリウムが呼び戻す。

「机が微妙に帯電してるのが気になるけど、粉こな微み塵じんにならないように展開できてる分、多少はマシかしら」

　リリウムの手元──その机の上には、明滅する複雑な式が描かれていた。

「これが〈雷神セレスター・バルカの白雷〉ね……」

「そうそう」

　メレアがぶんぶんと首を上下に振ってうなずく。

「ヒくわね。これ、同じ人間が編み出した術式とは思えないわ。雷電の事象式の部分もアレだけど、一番気味が悪いのはそれが人体に適合するようにものすごい数の変数式が組み込まれてるところね。これを見ると、やっぱりこの白雷はあんたがやってるみたいに身体からだに纏まとうところを最終目標に作られたんだと思う」

「へー」

「あんたが使ってる術式のことよ」

「へい……」

　リリウムが鋭い流し目でメレアをにらみつけると、メレアはぺこぺこと怯おびえる犬のように頭こうべを垂れた。

「で、これをもうちょっと解読して、柔軟に扱えるようになりたいと」

「そう。英霊の術式の中では、セレスターの術式が一番得意だし、使い馴な染じみがあるんだ。俺は英霊たちに体術も叩き込まれてるから、それと融合させるのに使いやすいんだよね」

「体術うんぬんはあたしも専門じゃないからわからないけど、コンセプトとしてはそういう方向で合ってるんじゃない？」

「だから、そこにもう少し多様性を加えたいな、と」

「なんとなく言いたいことはわかった」

「あと雷ってかっこいいよね」

「最後の言葉がなければそのまま終わったものを」

　リリウムがメレアの頭を小突く。まるで弟を諭す姉のようだ。

　そんな二人を向かいの椅子に座って見ていたアイズは、内心で少し羨うらやましさを感じていた。

　実を言えば、アイズも少し、そういうやり取りをしてみたかった。




　最近頻繁に見るようになったメレアとリリウムの術式勉強会。

　メレアはかねてより進めたいと言っていた英霊たちの術式解読を、術式理論にくわしいリリウムに手伝ってもらっていた。『術式の修業をするのに誰かの手を借りちゃだめだとは言われてない！　ハハッ！　詰めの甘いやつらめ！』と息巻いていたメレアの姿は記憶に新しい。

「ハッキリ言うけど、あたしが手伝ったところでさほど効果があるとも思えないんだけど。あんたの使う術式が特異すぎて」

「で、でもでも、確実に俺一人よりはこっちのがいいよ！　──いや待て、もしかしたらあいつらここまで見越してたのか……。いかん、風神ヴアンあたりが『ばっかでーい！』って笑い転げてる姿が見える」

　頭を抱えながらブツブツとつぶやきはじめたメレアを見ながら、アイズはメレアとリリウムの関係性についてまた考えを巡らす。

　──メレアくんの頭を小突けるのは、あと、エルマ、くらいかな？

　男性陣のツッコみを除けば、そんなところだろう。

　──タイミング、あるかな。

　仲良さげに見えるあの仕草。頭を小突く。ためしにやってみたい。

　──で、でも、今は、忙しい、よね？

　うずうずとする心を抑えて、アイズは思いとどまる。

　今度、隙を見てやることにした。

「ともかく、もっとうまく使いこなせれば、なにかと役に立つことは間違いない。指先だけから雷出して電気ショックとか、良いいよね。隠おん密みつ行動とかに使えそう」

「なにが良いいんだかわからないしあんたが隠密することなんかそもそもない気もするけど、細かい扱いに慣れるにはそれくらいがちょうどいいかもしれないわね」

「えっ!?　バレないようにビビっと！　かっこいいじゃん！　エリートな密偵スパイみたいで！」

　メレアの謎のこだわりにリリウムがまたため息をついた。

「はあ……。とりあえず、あたしも七帝器関連の文献とか、魔王関連の家系図とか、そういう資料を読みながらだけど、なんとか暇を見つけてあんたの術式も見てあげるから。ひとまず紙かなんかに写しなさい。毎度ここまで来て机に術式展開させるのも面倒でしょ」

「おお、わかった。いやあ、なつかしいな、術式の書写。いっそ死んだ方がマシだと思うくらいには繰り返したから、目を瞑つぶっててもできるぜ」

　急に遠い目をしだしたメレアを見て、アイズは少し不安になった。
















「あ、でも全部描こうとすると馬鹿みたいに大きい紙が必要になるから、ひとまず部分的に。あと、全部描かれるとこの複雑さと膨大さのせいで夜うなされそうだからやめて」

「俺はうなされた」

「うなされるのはあんただけでいい」

「はい」

　そう言って、リリウムは机に展開された術式陣の部分部分を指差しながら、メレアに書写する範囲を指示していった。

　その様子をアイズは楽しげに眺めていた。





◆◆◆






「そういえば話は変わるけど、あんた、知ってる？」

「なにを？」

　ふと、メレアが術式の書写をしている間にリリウムが言った。

「最近ここ、出るらしいわよ」

「だからなにが」

「幽霊」

「えっ」

　メレアが目を丸くし、眉まゆ根ねを寄せながら、されど瞳ひとみには好奇心の輝きを灯ともして、絶妙に不安と好奇の入り混じった表情を浮かべる。なかなか器用な表情だとリリウムは思った。

「本気で言ってるの？」

「ええ。ほかの魔王たちも幽霊を見たってビビってたわ。幽霊よりおそろしいものをいくらでも見てきてるはずなんだけど、かなりビビってたわ」

「リリウムはなんともなさそうだね」

「あたしは──いや、そもそもあんたの方がビビるのおかしいわよね。あんたその幽霊の最たるものと実際に生活してたじゃない」

「あ、言われてみれば」

　メレアはいまさら気づいたと言わんばかりに手で膝ひざをぽんと叩たたく。

「いやいや、でも英霊たちは俺からすると幽霊って感じじゃなかったし。幽霊ってもっと無機物的で、人間の話が通じなくて、問答無用で襲い掛かってきたりとかしそうじゃん」

「言わんとすることはわかるけど、あんたが言うとなんだか滑こつ稽けいね……」

　リリウムが疲れたように肩を落とした。

「ちなみにその幽霊ってどんなやつなの？」

「さあ？　あたしは直接見たことないからわからないし、ほかの魔王たちが話してた情報もいまいちバラバラなのよね」

「ふむふむ」

「ただ、夜中に奇妙な衣きぬ擦ずれの音とか、廊下をコツコツと歩く足音が聞こえたとか。あとたまに銀光りするものが角を曲がっていくのが見えたとか、微妙な目撃情報ならいくつかあるわ」

「断片的なのがかえっておっかないな」

「ただの幽霊ならいいんだけど、実は実体のある侵入者でした、なんて洒落しやれにならないわよね」

　たしかにそれが一番おそろしい。

「まあ、うちには獣より獣らしい番犬みたいなのが何人もいるから、その警戒網に一つも引っかからないのであれば大丈夫なのかもしれないけど」

「俺は特に殺気とかは感じないなぁ」

「あんたの警戒網が一番精度高いから、それなら大丈夫かもね」

「でも、油断は禁物だ。これから特に意識しておく。──というか、いっそのことその正体みんなで確かめればいいんじゃない？」

「うーん。……それもそうね。それぞれの仕事の合間を見計らって何人かで探してみるか」

　と、そのあたりでリリウムがアイズを見た。

「ちなみに、アイズは何か知ってる？」

「えっ？」

　アイズは妙に驚いた表情でリリウムの質問を訊き返した。二人が話している間はうわの空だったようで、目をぱちくりと瞬しばたかせている。

「〈星樹城の幽霊〉の話。聞いたことあるでしょ？　あいつらみんなこういうみょうちきりんな噂うわさが好きだから」

「あ、う、うん。──でも、わたしは、見たことない……かな？」

「そっか。アイズが見たことないなら、いっそう真偽が怪しいわね」

「そうだな」

　メレアが最後に付け加えて、いったんその話題は終わりになった。





◆◆◆






「──さて、今日はこのあたりで終わりにしようかしら。あんたも疲れたでしょ」

　メレアの術式相談を受けていたリリウムが、ついに大きく息を吐いて言った。凝った身体をほぐすように腕を上に伸ばしながら、メレアの反応を待つ。

「くっそー、やっぱりすぐに解読とはいかなそうだなぁ」

　メレアは悔しがるように言って、それからリリウムの提案に答えを返した。

「まあ、リリウムの言うとおり今日はこれくらいにしようか」

「じゃあ、ちょっと支度をしてから晩餐室に行くわ」

「わかった。時間はいつもどおりで」

「ん。ちなみに料理は？」

「匂いがする。たぶんもう厨ちゆう房ぼうにサルマーンあたりが入っているんだろうさ」

「相変わらず鼻がいいわね」

「生態能力は〈竜神カレル・ヌーサの進しん因いん〉のおかげで日々進化中だからな」

「またわけのわからないものを」

　リリウムがげんなりとして言う。

　さきに立ち上がって蔵書室の扉に手をかけていたメレアは、そんなリリウムに苦笑を返して答えた。

「そのうち時間があるときに話すよ。俺が竜語を発声できるのはこれのおかげなんだ──とだけ今は言っておく」

「はいはい」

　リリウムが「これ以上情報を詰め込まれるとさすがにあたしもパンクする」とつぶやいて、しっしと手でメレアを追いやる。

「じゃあ、アイズもまたね」

　最後にメレアはアイズの方に視線を向け、顔に微笑を浮かべて手を振った。

「うん。また、ご飯のときに」

　アイズもメレアに手を振り返し、ついにメレアは蔵書室から出て行った。

「あっち行ったりこっち行ったり。意図してるのかどうかはわからないけど、やっぱり結構気をまわしてるのかしらね」

　リリウムはメレアが出て行ったあとにそんなことを言う。

「うん。みんなの、主あるじだからね」

「──そうね」

　リリウムとアイズは小さく笑って、晩ばん餐さん会かいまでの残り時間で再び読書に耽ふけった。





◆◆◆






「サル！　塩！」「サル！　塩！」

「知ってるぜ！　それ砂糖だろっ！」

「なぜバレた！」「バレた！」

「同じ技を何度も使いすぎなんだよ、バカどもめ。──おいっ、だからって無理やり入れんのはやめろよッ！　バ、バカッ！　砂糖味の蒸し焼き鶏ローストチキンなんか食いたくねえわ!!」

「俺も食いたくねえわ！」

「叫んでる暇あったらまず手伝えよっ！　メレア!!」

　星樹城一階。

　あのけばけばしく毒々しい大広間を抜け、まともな白石造りの廊下をしばらく歩いた先。

　そこには設備の整った厨房があった。

「そうは言ってもな」

　食堂の傍そばに作られた厨房には白いエプロンを身に着けた〈拳けん帝てい〉サルマーンがいて、同じく小さなエプロンを身に着けている青銀髪の双子──〈リィナ〉と〈ミィナ〉を相手になにやら大立ち回りを演じている。

「これはこれで見ごたえが」

「見ごたえ！」「見ごたえー！」

　双子がメレアの言葉をきゃっきゃと復唱する。リィナは手に持っていた砂糖をサルマーンの手元の蒸し焼き鶏ローストチキンにかけようと迫り、ミィナはサルマーンの動きを封じるべくその腰元に抱きついていた。

「ホントお母さんみたいだな、サルマーン」

「お前あとでぶん殴るからな！」

　サルマーンは砂色の髪を揺らしながら、ぎゃあぎゃあとやかましい双子をどうにかいなしつつ、メレアの方に威嚇するような声を飛ばす。

　メレアはそれをにやにやとして受け止めつつ、事の次第を見守った。

「わかった！　あとで飴あめ玉だまやる！　城の裏の路地の──あれだ、テンダー菓子店の〈紫輝石パープルテンダー〉！」

「そ、それはっ……！」「最近売り上げ急上昇中のブランド飴！」

　サルマーンの放った言葉を聞いて、急に双子の目つきが変わる。その目がまるで鑑定士のごとき光を放っているのをメレアは見た。──完全に目利きのそれだ。

「もう、しかたないなぁ」「しかたないなぁ」

「なに？　なんなの？　なんでこいつらこんな飴にくわしいの？　いや俺もたいがいレミューゼ国内の菓子事情にくわしくなってきてるけどよ」

「三個ね」「わたしとおねーちゃんで三個ずつね！」

「おい！　あれ飴のくせにクソたけえんだよ！　二個な！」

「えー」「やむなしー」

　どうやら商談が成立したらしい。

　そのあたりを見計らって、メレアはついに厨房の中へと足を踏み入れた。

「また俺の小遣いが減る……これ以上金の亡者に借りを作るのはやばい気がするぜ……」

　ぶつぶつつぶやいているサルマーンに歩み寄り、その肩をぽんと叩く。

「どんまい」

「おめえが先に助けてればこんなことにはならなかった……！」

「ごめん、わかってて見てた」

　メレアが眉まゆ尻じりを下げたわざとらしい笑みを作ると、すかさずサルマーンが右の拳こぶしを振り抜いた。狙いはメレアの横っ腹。えぐりあげるような軌道だ。

「ふはは、この程度で俺の防御はやぶれんよ！」

　その拳を、メレアはとっさの動きで受け止める。

「くそっ！　こいつの強さが今はうらめしい！」

　拳と手のひらでぎりぎりと競せり合いながら、サルマーンが悔しげにうめいた。

「はあ。……まあいいや。とりあえず俺は調理に戻る」

「うむ、善処したまえ」

「お前暇そうだな。手伝えよ」

「俺は木の実を焼くのにも失敗できる男だ」

「やっぱいいや、じっとしてろ」

「うん」

　メレアは厨房においてあった椅子に腰かけて、サルマーンが術式炎の上で鉄製のフライパンを振るのを見ることにした。

　今手を加えているのは蒸し焼き鶏ローストチキンとはまた別の料理らしい。見慣れない色の肉らしきものがフライパンで舞っている。

　──あれ、もしかしてエルマが取ってきた大蛇の肉かな……。

　そんな嫌な予想を浮かべつつ、不意にメレアは自分の膝元に双子のうちの一人が飛び乗ってきたことに気づいた。

「メレアー」

「ん？」

　少女が悪戯いたずらっぽい笑みでメレアを見上げる。

「わたしはおねーちゃんとミィナのどっちでしょうか！　失敗したら〈紫輝石パープルテンダー〉一個ね！」

　腰を優に超える長さの青銀の髪で、メレアの足元をくすぐりながら、甘えた声で彼女は言った。

　メレアはそんな少女に同じような悪戯げな笑みを返し、答える。

「油断ならないな、どこでも賭かけを展開してくる。──だが甘い！　貴様は今自分で『おねーちゃんとどっち』と言った！　つまり貴様は妹だ！　ミィナだな！」

「はうっ！」

「バカだろ、お前」

　サルマーンがフライパンを振りながら嘆息する音が厨房内にこだました。





◆◆◆






「よし、ほかのやつらも戻ってきたし、ひとまず俺はこんなもんでいいか」

　サルマーンがフライパンを振るい、メレアが双子の妹──〈氷ひよう王おう〉ミィナとじゃれあってから数分。

　星樹城の厨房の中へさらに幾人かの魔王たちが気だるげな声をあげながら入ってきていた。

　彼らは、「お、メレア」と主の姿に気づくと、片手をあげて挨あい拶さつをし、続いて厨房の一角にある衣装箱を開けていく。その中にはサルマーンが身に着けているのと同じ白いエプロンが入っていて、彼らはそれを慣れた仕草で身に着けていった。

「結構料理能力高いやつがいて助かるなー」

「サルだけやたら突き抜けてるけどな。こいつもマリーザ並みに器用だぞ」

　うち一人の魔王がそんなことを言って、術式炎の前でフライパンを振っている砂色髪の青年を指す。

「たまたまだ。もともとそんな苦手ってほどでもなかったし。──まあでも、いい機会だから久々に調理に関する本なんかを漁あさってみたりもした。レミューゼにおもしろそうな古本屋を見つけてな」

　サルマーンはフライパンの上の料理を皿に盛り付けながら、淡々と答える。

「こうして家らしいところにいられるから、落ち着いて本を読める。俺にとってそれは結構な僥ぎよう倖こうなんだよ」

　と、次の言葉を放とうとしたところで、ようやくサルマーンはちらとメレアに視線を向けた。

「てか、人がいないうちは俺がやってもいいが、俺は一応〈剣エメリー〉所属だ。〈魔拳ゼステイス〉をもっとうまく使えるようになる、ってのが役割的にはまっとうなんだ。もう少し人数が増えたら、こっちはほかのもっと料理が得意な魔王に任せたいところだぜ」

「そうだねぇ」

　メレアはサルマーンの言葉にうなずきを返した。

「魔拳は魔拳でかなり厄介な能力だ。お前ら術師が使う術式みたいに明確な式があるわけじゃない」

「へえ？」

「七帝器のなりそこないって、一部じゃあそう呼ばれてるが、なりそこなった挙句にえらい方向に飛んでいった。作ったやつも自分でなにを作り出したかわかってねえんじゃねえかってレベルでな。ここじゃあくわしいことは省くが、いっそ七帝器みたいにわかりやすい能力になってくれてりゃ良かったぜ」

　サルマーンは袖そでをまくって、その両腕に刺青いれずみのように刻まれている紋様を見つめた。

「ま、ともかく、俺たち〈剣〉もそろそろ動きてえなってこと」

「──うん。他都市への交易に出かけてたシャウが帰ってきたみたいだし、なにか出先で情報を得てきたかもしれない。あとは魔王関連の噂うわさを集めてる〈知識ラズラス〉の魔王たちが帰ってきて、なにか情報を取ってきてくれればってところかな」

　メレアは思案げな表情を見せて答える。

「あいつらに期待するしかねえか」

「今日の晩餐会で、大きく動く算段をつけたいね。いきなり大きく分散して行動するのも問題だけど、かといっていつまでも動かないでいるわけにはいかない。基本的に分の悪いことをしようとしているのはこっちだから」

　メレアの言葉に、サルマーンが「まったくもって」と肩をすくめた。

「まあ、動き方の最終決定権を持つ俺としては、みんなを遠くに送り出してもきっと無事に帰って来られるだろう、って確信がないうちはやっぱり怖いんだけど」

　膝ひざ元もとで楽しげに身を揺らしているミィナの頭を優しく撫なでながら、メレアが小さくこぼす。

　サルマーンの手伝いをはじめた魔王たちは、それぞれの定位置につく前に、そんな言葉をこぼしたメレアの肩を叩たたいて、ほのかな笑みを見せた。

「お前の思いもわかる。──まあ、魔王がいる場所へ遠征ってことになると、最初はある程度のまとまりで、だな」

「うん。人が増えて選択肢が増えたら、もう少し柔軟に考えてもいいかもしれない。……人が増えるってことは魔王が増えるってことだから、喜んでいいのか、悲しんだ方がいいのか、難しいところだけどね」

「そんなことまで気にしてたら気がもたねえよ」

「はは、まったくだな」

　サルマーンが鼻で笑ってみせて、メレアもそれを受けて笑った。そこでその話題は打ちきりになった。

「よし、んじゃ行くか。大方味付けと前処理はしておいたから、あとは手て筈はずどおりに。俺は先に晩ばん餐さん室しつに行ってるぜ」

「了解ー」

　サルマーンがついに盛り付けを終え、腰からエプロンを外す。

　それから足にへばりついていたリィナの首根っこをつかみ、

「メレアはミィナを連れてけよ。こいつらここに置いておくと邪魔にしかならねえからな」

「邪魔とは失敬な！」「失敬なー！」

「了解した」

「あっ！」

　メレアが妹のミィナを脇に抱きかかえて立ち上がった。

「じゃ、またあとで」

　二人は厨ちゆう房ぼうに残る魔王たちに声をかけて、そのまま晩餐室へ向かう。背後から「うーい」などと近頃では聞き慣れた魔王たちの気だるげな声が返ってきていた。

「ていうか、ふと思ったけど、料理得意なやつが男ばっかってのも問題だよな……」

「次にここに来る魔王がとても料理の得意な女性であることを祈れ」

　メレアの言葉に、サルマーンはがっくりと肩を落とした。





◆◆◆






　その日の夕暮どき。

　レミューゼの街で、夜から店を開ける晩餐専門店や、ちょっとした歌劇場などが明かりを灯ともしはじめたころ。

　星樹城の廊下を魔王たちが足並みをそろえて歩いていた。

　三階から二階、二階から一階へ向かううちに、それぞれ別の部屋から出発した魔王たちが続々と合流していき、最終的には一団となって廊下を歩きはじめる。

　ついには場外から急ぎ足で戻ってきた魔王たちも合流して、弾むような慌ただしさが星樹城の中を走った。




「はい、じゃあ何日かぶりの晩餐会をしまーす」

「軽いな、おい」

「さすがに初めてじゃないからな。もうかしこまったのはいいよね。俺もお堅いのは嫌いだ」

「まあ、それもそうだな」

　魔王たちが目指していたのは晩餐室だった。

　場所は一階。奥間。蔵書室に似て多数の枝付き燭台ジランドールやシャンデリアが吊つられた部屋である。

　内装は大広間のような毒々しいものではないが、部屋にある長テーブルや家具にはなかなかに派手な彫刻がなされていたり、足場を覆う絨じゆう毯たんにもまた派手な模様が描かれていたりで、寝泊まりに使う二階以上の部屋と比べるといくぶん煌きらびやかさが見て取れた。

　そんな晩餐室の長いテーブルの左右には、今、二十人ほどの魔王たちがずらりと並んで座っている。彼らの目の前には、香ばしい香りを立たせる褐色の肉類が皿に盛られて置かれていた。

「今日も今日とておいしそうだね」

「地味に手間かけてるからな。あとは砂糖味じゃないことを祈っとけ」

　黄こ金がね色いろに輝くとまで形容したくなるような、ぴかぴかと光る肉汁が、皿上の肉の切れ目から漏れている。決して豪華とは言えないにしても、肉のほかにも葉よう菜さいや穀物の彩りがあって、食彩は豊かだった。魔王たちの胃が我慢しきれないとばかりに音を鳴らす。

「さて、いろいろと班ごとに情報交換をしたいところではあるけど──」

　今か今かとそれらの食彩に銀食器を突き立てたい衝動を抑えていた魔王たちの耳を、声が穿うがった。

　心地よく響き、よく通る声。──メレアの声だ。

　メレアは長机の長辺にずらりと並ぶ魔王たちとは別で、彼ら全員の顔が見えるテーブルの短辺に一人座っていた。いわゆる最上座である。

　しかしそこに座るメレアは誰よりも我慢できないとばかりに、両手に銀食器を持ってうずうずとしていた。

　そして──

「まずは食べてからにしよう！」

　歓声があがった。

　直後、彼らは思い思いに食前の礼を通したあと、その手の銀食器を香ばしい香りの中に差し込んだ。





◆◆◆






「あ、意外と〈赤燐大蛇カールネツカ〉ってうまいな」

「私が取ってきたんだぞ！」

「わかってるわかってる。エルマはえらいねー」

「ば、ばかにしてるのかっ！」

「え？　褒めて欲しかったんじゃないの？」

「──ちょ、ちょっとだけ」

「すごい早さで認めた……」

　やり取りが一つ。

「お、この羊肉もなかなか」

「私が取ってきたんですよ!?」

「わかってるわかってる。シャウは──がめついねー」

「なんか私だけ褒め方おかしくありません!?」

「え？　でもうれしいんでしょ？」

「──ええ、否定はしません。それに、これに口をつけた者たちから小遣い差っ引きますから間違ってませんし」

「えっ!?」

「ハハッ！　これ交易品として買ってきましたからね！」

「先に言えよッ!!　さらっと帰ってきてえげつないな！」

「〈財布リスタール〉の長おさは私です」

「誰だッ！　こいつに権限与えたの！」

『お前だよ』

　やり取りが二つ。

　連動した魔王たちの声が響いた。

　晩餐室は例によって騒がしい。だが、決して嫌な騒がしさではなかった。

　食事がはじまって二十分もすると、食事を終えた者たちが何人か出てくる。

　しかし、早くに食事を終えた者たちは、決してまだ食べている者たちを急せかしたりはせず、ただみなが食べ終わるのを雑談しながら待っていた。

　また、食べるのが遅い者たちも、さほど焦ることはない。

　というのも、彼らの長たるメレアが、一番食べるのが遅かったからだった。

「わたしは、とても、まずしいくらしを、していました。なので、ときどきあたえられる、おいしいしょくじは、じっくりあじわってたべるように、なりました」

「遠い目で言うのやめろ。こっちが切なくなる」

　三席ほど奥で肉汁の滴る羊肉を口元に運んでいたサルマーンが、それを放り込む前に沈痛な様子でメレアに言った。

「よく嚙かむのはよいことですよ？　メイドとしても奨励いたします」

　メレアの左隣に座って、背筋をピンと正しながら葉菜を銀食器にからめていたマリーザが、付け加えるように言う。

「ふー、食った食った」

「エルマはもう少し嚙んで食べなさい」

「えうっ!?　だ、だって食べてる間に敵に襲われたら……」

　そんなマリーザの対面にいたエルマは、唐突にマリーザから鋭い指摘が飛んできたことに驚いて、腹をさすっていた手を止めて身体からだをびくりと震わせた。

「はあ……。相変わらず傭よう兵へい癖ぐせが抜けませんね、あなたは」

　エルマのことを呼び捨てにするマリーザは、メイドというより同年代の友人という感じで、さほど硬さを感じさせない。

　冷ややかなジト目はあいかわらずだが、そこにもいくつかの種類があることにみなが気づくくらいには、多彩な感情を表に出すようになっていた。

「むう……。わ、私はマリーザほど育ちが良くないからな」

「わたくしもさほど育ちはよくありませんよ」

「じゃ、じゃあ！　……あれ、なにが違うのだろうか……」

「おもむろに涙目になるのやめろ」

　最後にまたサルマーンのため息があがって、涙目でうんうんと唸うなりはじめたエルマの姿が残った。

「てか、お前最近やたら外で怪物退治してきてるけど、これ、いっそのこと保護してなにかに使ったりできねえかな」

　女としての格の違いに打ちひしがれていたエルマに、話題を変えるようにしてサルマーンが言う。

「あ、ああ。私もそう思うことはあるんだが、今回のはあくまで討伐依頼でな。すでにこの大蛇がだいぶ家畜を食ったあとだったから、どうにも」

「まあ、そこはしかたねえな。ただ、これから先、微妙な塩あん梅ばいの依頼があったとき、殺しちまうよりは引き入れた方が益がでることもあるかもしれねえ」

「ノエルもいるしね」

　ふと声を挟んだのはメレアだ。

　メレアは頰ほほにげっ歯類のごとく肉をため込みながら、エルマとサルマーンを交互に見る。

「そういやそのノエルはどうしてるんだ？」

　サルマーンが首をかしげてメレアに訊たずねた。

「放し飼いにしてる」

「なにそれ超おっかねえ」

　サルマーンが頰を引き攣つらせる。

「大丈夫だよ、人目につかないようにとは散々言ってあるから。最初は星樹城の裏手の中庭に寝床を移そうかとも思ってたんだけど、最近やたらに育っててさ。かえってノエルに窮屈な思いをさせることになりそうだから、逆に放し飼いにしてみた」

「なんかノエル、育ち方が異常だよな。あれ本当に普通の地竜レイルノートか？」

「うーん。地竜に関しては俺もさほどくわしくないから、そのあたりも〈知識ラズラス〉の面々に調べてもらってるけど……」

　そう言ってメレアは咀そ嚼しやくを続けつつ、〈知識〉の長であるリリウムの方に視線を移す。

　リリウムは慣れた手つきで行儀よく肉を切っているところだったが、メレアの言葉と視線を受けるといったんその手を止め、姿勢を少し傾けながら言葉を返した。

「まだわからないわ。そこまで手が回らなくてね。あたし以外の魔王たちに任せてるけど、収穫はなし」

「そっか。まあでも、すぐに対策が必要って項目じゃないから、放っておいても当分は大丈夫だと思う」

　メレアは口の中のものを嚥えん下かしながらうなずいた。

「ともかく、周辺の地理は最新の情勢も含めてレミューゼの兵士たちに教えてもらって、それを踏まえてどこまでなら行っていいかとかもちゃんと決めてある」

「入用のときは？」

「〈竜りゆう鳴めい〉を使うよ」

「〈竜鳴〉？」

「竜語の発声を応用した鳴き声のこと。竜族がその集団ごとで使い分けてる合図みたいなものだ。集団によって微妙に音色が違って、種類は千差万別だから、俺とノエルの間でしか使えないけど、ひとまず入用のときはこれがあれば大丈夫」

「そうか」

「しかし、ノエルも暇そうだからなあ。竜とは言わないまでも、たしかに友達の一人や二人、作らせてやりたいなあ」

「いったい竜族以外のなにが竜の友達になれるんだ。普通の獣じゃビビって動けなくなるだろ。下手したら鳴き声で気絶してひっくり返るぞ」

「んー……、〈有翼獅子グリフオン〉とか？」

　メレアは前世で積んできた幻想動物の情報を検索して、まっさきに浮かんだ名前をぽつりと口に出した。

　その名前にサルマーンは、

「あー……、まあ、いりゃあな。かろうじていけるかもしれねえ」

　思案げに間延びした声をあげたあと、そんな答えを返した。

「いるにはいるんだ？」

　サルマーンの声音にそんなニュアンスを感じ取って、メレアは訊ね返す。目にはあきらかな好奇心の灯ともし火びが見えた。

「いるぞ。希少種にたぐいされるもんだが」

「ふんふん」

「もちろん地竜と比べると霞かすむがな。──てか地竜を飼ってる現状がまずおかしいんだよなあ……」

「じゃあ、もしこれからそういう獣系の種族と出会うことがあったら、彼らを引き入れることも考慮してみようか。当然ながら、無理やりにではなく、いわば──はぐれだったりした場合」

　サルマーンが頭を抱えるのをおもしろそうに見ながら、メレアがまた声をあげた。

「……そうだな。しかし、そうなるともう人間にかぎらずいろんなはぐれもんが集まる城って感じで、本格的に魔王城なんて形容が似合うようになる」

「当面は星樹城で押し切ります」

　メレアが断固として言うが、サルマーンはそれに対して苦笑しながら肩をすくめてみせた。

「ともあれ、そんときは世話を放り投げるのも問題だから、また専門の班を作るか」

「〈魔王の獣〉とか？」

「ほら、いよいよもって物騒な名前だ」

「はあ……、まあ、そもそも魔王なんて形容が物騒だからしかたない」

「違いねえ」

「いずれその単語ごと意味を変えるよ」

　と、そんな会話をしていると、いつの間にかメレアの手元の料理も残り少なくなっていた。

　メレアはそのことに気づいて、いったん会話を切ると、一度に残りを口の中に放り込む。そうしてもぐもぐと顎あごを動かし、十分に嚙んだのちに吞のみ込んだ。

　手を合わせて「ごちそうさまでした」と言ったあと、メレアは机に並び座る魔王たちの顔をぐるりと見回す。

「うん、まあ、そのあたりもこれから話そう」

　場を仕切り直すように、うなずきを一つ。

　魔王たちはそんなメレアのうなずきに合わせ、一斉に真剣な視線を向ける。雑談がぱたりと止やんだ。

「──お待たせ、じゃあ、報告を聞こうか」

　そうしてついに、〈魔王連合メア＝ネサイア〉の全体会議がはじまった。
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「〈七帝器〉関連の情報は？」

「正直に言えば難航中。やっぱり文献が少なすぎるわ。エルマの話にもあったとおり、暗黒戦争時代のあとの七帝家が意図的に情報の抹消を図ったんだと思う」

　メレアがまっさきに訊ねたのはそのことについてだった。答えるのは〈知識〉の班長であるリリウムである。

　彼女は紅色の髪を大きく後ろに流し、前髪も耳に掛け、体裁をさして気にしていない完全な仕事姿勢に移行してから、メレアの問いに答えた。

「そっか。──エルマの方でなにか思い出した情報は？」

「いや、悪いが私も自分の一族以外の具体的な情報はほとんど持っていない。私の祖父たちが剣帝家の情報を掘り返せただけでも、私としてはよくやったと思うくらいだからな。他帝家の話はなおさらだ」

「なるほど。とはいえ、まったく手がかりがないわけではないはずなんだよな」

「なぜそう言い切れる？」

　メレアが顎に手をやって放った言葉に、エルマがすぐさま問いを返した。

　メレアはその問いを受けると、エルマの方に顔を向けながら、人差し指を立てて言う。

「セリアスが、〈槍そう帝てい〉の〈魔ま槍そうクルタード〉を奪い持っていたから」

「そういうことか」

　エルマが目を丸くして、なにかに勘付いたようにうなずいた。

「ムーゼッグ家が実は〈槍帝〉でした、とかでなければ、セリアスはそれを奪うに際してどこかから七帝家の情報を得たはずだ。現在の〈槍帝〉、もしくは魔王として大々的に認定されていなくとも、〈魔槍クルタード〉を継いでいる末まつ裔えい、それの存在を、どこかから突き止めた。……まあ、仮にその末裔が魔王に認定されていなくとも、魔槍を持ってる時点で自動的に魔王に認定されているようなものだろうけど」

　メレアが苦々しげに言う。

「となれば、ほかの七帝家の情報もまったく存在しないわけではない、と考えた方が筋が通るか」

「〈知識〉の精神衛生的にもいいわね」

　リリウムが鼻で息を吐きながらエルマの言につけ加える。

「自分で存在しないと思ってるものを追い掛けるのは疲れるなんて話じゃないわ」

「はは、そうかもね」

　メレアが苦笑してうなずく。

「ともあれ、七帝器に関しては収穫はなし、と。──うーん、たぶんセリアスも七帝器の本当の使い方を言いふらすような真ま似ねはしないはずだけど、少し心配だな」

　セリアスが持っていた魔槍クルタードは、メレアが接触の際に隙をついて奪取した。

　おそらくあの場面で、かつセリアスがメレアに対して油断を抱かなければ、それを奪取するのにより多くの労力を必要としただろう。あれは一度きりの、初めて正面を切って出会ったからこそ誘えた油断だった。

　──仮にやつが別の七帝器を手に入れて再び目の前に現れたら面倒だな。

　七帝器にかぎらず、一度剣を交えた体験が、セリアスにさまざまな対策を練らせる基盤になる。

　メレアはセリアスの戦に対する才能を、決して侮ってはいなかった。

　──まあ、個人戦ならともかくとして、ムーゼッグ軍という大個体に七帝器が渡るのは困る。

　セリアスならば七帝器を振ることを専門とした兵団くらい作るだろう。──一発であれだ。それを何発も振るわれれば、戦争の定石など木こつ端ぱ微み塵じんである。戦域が焦土と化している未来を、メレアは脳裏に見た。

　──お前にも見えているだろう。

　そしてセリアスも、おそらく同じ光景を見ている。ゆえに、セリアスも当然、『相手もそれを使ってきたら』ということに思考を巡らせるはずだった。

　なによりセリアスは、この時代における七帝器の初撃を、受けた側なのだ。

　実際にそれを振るった自分と同じか、それ以上の衝撃を受けたはずである。

　──使わせたくないだろうな。

　当然、使う側として独占したい。双方が使うという状況も避けたいはずだ。あれの打ち合いになれば、まともな戦術は蚊か帳やの外におかれる。──博ばく打ちのような戦争で、ここまで育ててきたムーゼッグがなくなるのは避けたいだろう。

　そういう諸々を考えると、やはりセリアスは七帝器の本当の力をまだ隠しておくだろうという予測が生まれてくる。

　少なくとも、自分たちの手に七帝器が再び戻って来るまでは、ひた隠しにする。

　どこでその情報を公開しようとするかは、メレアにもまだわからない。

「懐に見えない爆弾を抱えているみたいだ」

　メレアがようやくぽつりと言葉をこぼした。

「まったくだな」

　その声にエルマが相あい槌づちを添えて、ほかの魔王たちも苦々しくうなずきを見せた。

「まあ、その点はハーシムも積極的に協力してくれる。いざというときの情報の封じ込めには、セリアスとハーシムが国をあげて動くだろう。俺たちはひとまずその波に乗っかっていればいい。ただ、情報があればそれは交渉材料にもなるから、継続して探すことにしよう。〈知識〉の面々にはあるかどうかもわからない情報を探させるようで悪いけど、頼むよ」

　メレアは苦笑して言った。

　晩ばん餐さん室しつの左方奥に固まっていた〈知識〉の面々は、そんなメレアに同じような苦笑を浮かべたまま、しかしはっきりと答えて見せる。

「任せろ」

「うん、任せる。俺はそこんとこまるで役に立たないからな」

　恥ずかしそうに頭をかきながら、メレアは彼らに対する信頼を言葉に表した。




「じゃあ、次に移ろうか。──シャウ、なにかある？」

「おや、私ですか」

　次にメレアの声が飛んだ先にいたのは、晩餐室の右列中央にいたシャウだった。

　二つ飛ばした右隣にサルマーンがいて、その間にはリィナとミィナが座っている。

「早くしゃべれ、亡者ー」「もじゃー」

「なんか最後、別の物体になってますけど……。私別にもじゃもじゃしてませんからね！」

　シャウはその金糸のようなさらさらの髪をわざとらしく舞わせ、隣にいた双子に見せつけた。

「おっと、私としたことがムキに。……ごほん。──で、えーっと」

　シャウが芝居がかった身振りで悩んで見せる。

「そうでした。交易ついでになにか情報を得てきてないか、ってことですね」

「俺の言葉足らずを完かん璧ぺきに補ってくれて助かるよ」

　メレアが笑い、さらに付け加えた。

「現状、一番外に出向いているのは〈財布リスタール〉の面々だろう。交易を中心にしていることもあるけど、内側でもやることの多い〈知識〉と比べて、外側の情報に特化しているのはシャウたちだ」

「ごもっともで」

「なにかある？」

「ふむ。──あ、そういえば」

　シャウは左の掌てのひらの上に右みぎ拳こぶしをぽんと落とし、これまたわざとらしく閃ひらめいたように言った。

「西側との通商が再開されそうだという話をしましたが、そのあたりの情報を他商会の商人たちと交換しているときに、少し興味深い話を聞きました」

「へえ？」

　メレアの赤い瞳ひとみにゆらりと光が揺蕩たゆたった。

「〈芸術都市ヴァージリア〉って知ってます？」

「芸術都市？」

「ええ、そうです」

　シャウが襟を正して少し真面目な表情を浮かべる。

「芸術を集積する都市ですよ、芸術。──音楽、演劇、絵画、文学、骨こつ董とう。それらが組み合わさった歌劇に、少々芸術かどうか怪しい『新しいなにか』まで。まあ、一口には表しきれないようなさまざまな芸術が集積する都市です。一応、都市国家なので国家ではありますが、さほど独立性はありませんね。道楽者たちの遊び場、というところでしょうか」

「へえ。どこにあるの？」

「東大陸の北東に。海沿いです」

「ふむふむ」

　メレアは近頃マリーザにぶち込まれた世界地図を頭の中に広げた。他大陸の地図はまだ少しぼんやりとしていたので、東大陸の地図だけ拡大して広げ、芸術都市ヴァージリアの大体の位置に目星をつける。

「どうやら通商の再開と同時に、周辺諸国の貴族や有力者たちも多少元気を取り戻したようでして。今年はヴァージリアへ向かう者が例年より増える見通しになっています」

「ふーん」

「で、ここからが本題」

　シャウは爽さわやかな微笑を浮かべ、その口の前に人差し指を一本立てて見せた。

「そんなヴァージリアには、これからの道楽シーズンに、みなの『明星』となるやもしれない役者の卵がいるらしいのです」

「役者かぁ」

「ええ。正確には、歌劇役者の卵らしいのですが」

「それが俺たちと関係するの？」

「あくまで憶測ですよ？　ですが、伝え聞いた話では──」

　シャウは絶妙な間をとってから、おもむろに言い放った。

「彼女は、〈魅惑の女王〉と呼ばれているらしいです」

　メレアたちにとってそういう仰ぎよう々ぎようしい形容は色々な意味で慣れ親しんだところである。

　比較的短い形容がつけられる英雄と魔王の〈号制度〉に照らしてみると、やや長いという思いもあったが、それにしても──

「まったくもって、変に響いてくる言葉だ。立場のせいかな」

　メレアが呆あきれるように笑って言った言葉が、今の魔王たちの胸中を端的に表していた。
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「いたって普通の形容にも思えますし、やや穿うがった視点から見てみると──まあ、気になりますよね」

「……そうか、こういうこともあるのか。必ずしも号そのものが広まるわけではないし、かといって完全に無視してしまうほど的外れでもない」

「厄介ですが、私たちが相手にしているものは人の思考と言葉の産物ですからね。芸術都市の人間が華美な言葉を好むことも含め、今回は特に判断がつけがたいところで」

　メレアの困惑を含んだ声に、シャウが肩をすくめて答えた。

　メレアはそれから少しの間、視線を机上の空になった料理皿に落として、沈黙する。

　しばらくそうやって考え込む仕草を見せたあと、ようやく顔をあげた。

「ちなみに、なにかそれに付随する情報はある？」

　シャウはメレアの言葉を受け、今度は頭の中の情報を漁あさるように視線を左右に動かした。

「そうですねぇ……。大々的、かつ明確な情報は──、あ」

「なにかあった？」

　閃いたようなシャウの仕草に、メレアが首をかしげる。

「いえ、これはさきほどの情報よりもっと憶測じみているので、やや口に出すのが忌避されるところなのですが」

「いいよ、教えてくれ。あくまで一情報としてでいい。その情報の確度や正否を判断するのには、俺や〈知識ラズラス〉の面々も手伝うから」

「──それならば」

　シャウは小さくうなずいて、続けた。

「これもまた噂うわさですが、ヴァージリアへ向かう貴族たちにまぎれて、〈サイサリス教国〉の狂信者どもが遠征に出向いている、との情報が」

「サイサリスって──」

　シャウの言葉を受けたメレアは、すぐにその名を脳裏で反はん芻すうさせる。どこかで聞いたことがある名前だった。

「ああ」

　数瞬ののち、メレアはぼんやりと思い出す。たしか、霊れい山ざんからの脱出のときに聞いたのだ。

「リンドホルム霊山で話し合っているときにちらと言いましたが、私のことを追っていた国家です。サイサリス教の教皇を頂点に据えた、都市国家ですよ」

　シャウの口ぶりは容易にサイサリス教に対する嫌悪を感じさせた。

「ちなみに、サイサリス教って？」

「どこにでもありそうな一神教です。結構昔からありますが、最近はやや嫌な変容を遂げている節もありますね」

「というと？」

「一部、教皇と神が同一視されるようになってきているんですよ」

　シャウは失笑を浮かべる。

「サイサリス教は、かつての戦乱時代に人々の倫理を保つのに非常に良いい働きをしました。教義はわりと寛容的で、そのおかげか他宗教を攻撃することもほとんどありません。なので、地域性と結びつきすぎて変に教義が分化することも少なく、どちらかと言えば、『信じるものがなくなったのならこれを頼りにしなさい』というような、万人に対する説法のようなものでした」

「ふむ」

「たしかに教義性が強いものと比べるといささか支えとしての力強さには欠けたかもしれませんが、時代が時代でしたので、そういう当たり前の倫理を忘れさせないという点で、かなり役に立ったでしょう。実際、サイサリス教がなければ歴史が変わっていたと思います」

　そう告げるシャウは、一転して真面目な表情を浮かべていた。

「そんなにか。俺はあんまり馴な染じみがないけど、人の心の作用としてそういうものが生まれるのはわかる気がするよ」

「ハハ、まあ、『昔のこんな偉大な人間がこんなことを言っていた。だからその言葉を信じてみよう』というのとさほど変わりませんからね。その点は個人の自由です。──しかし」

　シャウが話を戻す。

「さきほども言いましたが、今のサイサリス教はやや嫌なものに変わりつつある。そもそも〈サイサリス教国〉などというものが生まれたこと自体、当初のサイサリス教からは考えられない。あれは土着しない説法です。ひとところに足をつけて、聖地のごとき定住国家をつくるのは間違っている」

　メレアはシャウの言葉の内面に、珍しく熱いものを感じ取った。シャウが今のサイサリス教に嫌悪を表す理由と、なにか結びつきがあるのかもしれない。

「教国を作るときに信者たちは反対しなかったの？」

「いくらかはしたでしょう。しかし、教国を建国した時期が絶妙だった。──〈転換期〉ですよ。あの悪徳の魔王と英雄の動乱が終わろうとした、ほんの一時の平和な時代。あの時代に、誰かがそれをやった」

　メレアは久々にあの転換期の話題を耳にした気がした。

　かつてはフランダーからよく聞いた話だが、最近は今の時代に思考を割くのに精いっぱいで、なかなかそこに思いを巡らせることはなかった気がする。

「時代が平和であれば、相対的にサイサリス教に頼る者は少なくなります。なので、そのまま平和な時代が続くと思っていた者たちは『変なことをしているやつがいる』程度にしか思わなかったでしょう。……教義の拘束が薄いということもありました。教義の拘束が薄いということは、横の繫つながりが薄いと言いかえることもできます」

「やりたいなら勝手にやれ、って感じか」

　メレアが腕を組みながら唸うなった。

「そうですね。もともと存在自体が消極的、消去法的に見られるものでしたから。時代が戦乱の時代のままであったら、清貧なサイサリス教が国家のどろどろとした思惑に穢けがされるのを嫌がる者も多くいたでしょう。それこそ、今の時代なんかは」

「だけど、まだそのサイサリス教国が存続しているということは──」

「ええ、その土台をうまく利用して、新生とも言えるサイサリス教を作った者がいるのです。かつての建国者が今の教皇である、ということは寿命的な問題からありえないにしても、建国した者の末まつ裔えいが今の実権を握っているというのもまた、ありえそうな話ですね」

　シャウは苦笑を浮かべながら『よくある世襲の話です』と付け加えた。

　メレアはその言葉を受けて、いったん自分の頭の中で情報を整理する。

　そうやってしばらくを過ごして、今度は少し苦々しげな表情を浮かべた。

「複雑だな。なまじ名前が同じだから、どうとも。まるで魔王の名が都合の良いい意味の変遷を経て継がれるのと同じようだ」

「そう、ですね」

「いろんなことが起こったのは、やっぱりあの転換期か。しかし、よくもまあうまいことやったもんだな。その教皇ってのはさっきシャウが言ったとおり、サイサリス教の神と同格に昇ろうとしているんだろう？」

「ええ。さぞ厳重に守られていることでしょう。教皇本人も表にはほとんど出て来ませんから、かなり防御が堅いです。もし仮にそうやって身を守るためにサイサリス教国を作ったのだとしたら、その一族はおそろしく先見の明があったのだと思──」

　そう言い放った直後だった。

　そこまでを聞いたメレアが、口を半開きにして固まる。急になにかに勘付いて、急いで頭の中で情報を整理しているようにも見えた。

「待て。──先見の明？」

　引っかかった。

　メレアはシャウの説明を信用した上で、改めてその情報を反芻させる。

　実はこのとき、シャウも同じく固まっていた。

　二人は同時に、なにかに勘付いていた。

「もし本当にそんな先見の明があったのだとして、かつ、シャウの言うとおり身を守るために教国を作ったのだとしたら──」

　二人は頭に浮かべたそれが憶測の域を出ないことも自覚していた。

　されど、そう思わずにはいられない。

　あくまで憶測だ。憶測だが──

「その先見の明で〈魔えい王ゆう〉が狩られる時代の到来を予感した当時の英雄か魔王が、その身を守るためにサイサリス教国を建国した、と考えられなくもない。……いや、考えすぎか」

「いえ、奇遇なことに、私も今そう考えました」

　シャウも真面目な顔で顎あごに手をやって考え込んでいる。

「……ですが、かなり都合良く解釈した上で、という注意書きは付け加えておいた方がよさそうですね」

　最終的にシャウはそんな言葉を付け加える。

「そうだな。結果的に今の時代が魔王を狩る時代だから、そういうふうに見えているだけかもしれない。単純に、『私腹をこやしたかった』とかもあり得るわけで」

　メレアもうなずいて答える。

「ええ。──ただ、芸術都市への道すがらに彼らを見た、という情報もこうしてありますから、いずれはしっかりと調べる必要があるかもしれません」

「というかよくその商人もサイサリス教国の信者だってことがわかったよね」

「新生サイサリス教にどっぷりつかっている狂信者にかぎり、わかりやすい目印があるのですよ」

「へえ、それは？」

　シャウはおもむろに自分の首を指差した。

「首筋に印が入っているんです。人間の眼めを象徴する印です。だいぶ装飾が加えられていますけどね」

「なるほど。なら芸術都市に向かうに当たってはそのあたりも頭に入れておこうか」

「あれ？　いつの間にか芸術都市に行くってことになってますけど、メレアさりげなくうずうずして勝手に決めてません？」

「えっ!?」

　メレアはぎくりと肩をあげて身を強こわ張ばらせる。

　その左隣ではマリーザがジトりとした視線をメレアに向けていた。

「メレア様？　内心で『このまま芸術都市に行ってあの紙束から一時的にでも逃れよう』とか考えておいでですか？」

「そ、そんなことないさぁ」

「本当に？」

「ほ、ホントホント。──で、でもさ？　みんな忙しいし、せっかく情報入ってきたし、ほかにそれらしい情報もなさそうだし、さほど遠くなさそうだし、そろそろ〈剣エメリー〉兼魔王連合メア＝ネサイアの長おさとして俺も実働した方がいいんじゃないかなあ……なんて？」

　びくびくと伺いをたてるようにマリーザを見たメレアは、しばらくの間マリーザの値踏みするような視線にさらされた。

　それから数秒経たって、今度はマリーザが一度メレアから視線を外し、晩ばん餐さん室しつに集まる魔王たちをぐるりと見回す。その目には『ほかになにかあれば言いなさい』というような促しの意味が込められていた。

　だが、その視線に対しての声は返ってこない。

　つまるところ、今有力な筋はそれくらいらしい。

　そんな答えを確認したマリーザは、ようやく整然とした佇たたずまいを崩して、小さくため息をつきながら再度メレアに視線を向けた。

「はあ。……わかりました。では少し様子を見てまいりましょう。ただし、不穏な情報もありますから、安全を期すために複数人でまいります。わたくしは当然ついていきます。そうすれば道中で勉強ができますからね」

「あっ、はい」

「残りの面々は──まあ、そこはメレア様が長ですから、メレア様がお選びください。いったんメレア様のご意見を伺った上で、修正個か所しよがあればその都度指摘します」

「あれ？　俺長だよね？　なんか働きが下っ端的じゃない？」

「メレア様はご自分の決定に常にうなずくだけの側近をお求めですか？」

「ごめんなさい助言ください。まだちょっとこういうの一人で決めるの怖いです」

「はい、喜んで」

　マリーザは妖よう艶えんな笑みを浮かべて答えた。

　それから彼女は続く動きでメレアの左手を取る。

「しかし、いざというときはあなたの御み心こころにただ従いましょう。わたくしはあなたが死ねと仰おつしやるのなら、死ぬ覚悟があります。加えて、あなたが命を落としそうになったときは、命令がなくとも、勝手に動かせていただきます」

「そんなときは来ないし、そんな命令を下すことはない。あと、俺をかばって死ぬのも許さない」

　一転して断固とした言葉を放ったメレアを、マリーザはじっと見つめていた。

　メレアの眼は、強い意志の光を灯ともしながら、ひたすらまっすぐにマリーザの眼を射い貫ぬいている。

　有無を言わせぬ迫力が、そこにはあった。

「ふふ──冗談でございます」

　マリーザはそう言って、少し嬉うれしそうに、それでいて艶あでやかな仕草で、目を伏せた。

　メレアの手から自分の手を離し、ゆっくりと立ち上がる。

「それでは、今日の晩餐会はこれで終了ということでよろしいでしょうか？」

「うん、いいよ。芸術都市の件については、このあと考えて早めに知らせる。──まあたぶん、〈剣〉の戦闘員がメインで、あとは〈知識ラズラス〉と〈財布リスタール〉からも、能力次第で諜ちよう報ほう要員に何人か引っ張るかもしれない。だから一応みんな、用意はしておいてくれ」

　メレアが大まかな概要を述べたとき、長机の隅の方に座っていたアイズが、わずかに驚いた表情を浮かべていた。

「御意のままに。──はい、では各自食器を片づけて持ち場に戻るように」

　マリーザが白手袋をつけた手を二度叩たたいて音を鳴らすと、魔王たちが各々に返事をしながら立ち上がる。

「はは、いつも思うけど、こうやって見ると普通の大家族みたいだな。場所が場所なだけに雑事は召使が出てきてぱぱっとこなすのかと思いきや、結局最後は自分で片づけだ」

　食器を手に持って厨ちゆう房ぼうに向かいはじめた魔王たちを見て、メレアが苦笑した。

「メレア様の分はわたくしが代わりにやってもよろしいのですが、あなたはあまりにも家事が出来なすぎるので、その訓練も兼ねています」

「ちなみに俺、皿何枚割ったっけ……」

「七日で十枚です。奇跡的なペースですね。徐々に少なくなってきましたけれど、初日がひどいものでした。それでも、親指で皿をぶち抜くことがなくなった分だいぶマシでしょう」

「一枚ごとに俺の小遣いが……」

「ご抗議は〈財布〉の方へ」

「完全に俺に非があるから抗議なんてできないんだよねっ……！」

　メレアが打ちのめされたように椅子にがっくりと座り、天井を仰いだ。

　マリーザはその姿を見ながら小さく息を吐いて、

「今日も見て差し上げますから、また練習しましょう」

「ぜひ頼むよ……」

　しかし最後には、まるで優しく弟を見守る姉のように、柔和な視線をメレアに送っていた。
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　マリーザの監修のもと、慣れない皿洗いに勤いそしんでいたメレアは、その間に頭の別の部分でさきほどのシャウの話を振り返っていた。

　──サイサリス教国。

　その存在自体には、まださほど大きな思いを抱いてはいない。

　ただ、その在り方については、思うところがある。

　──身を守る防壁、か。

　これもさきほどの仮にの話を踏まえた上でだが、一つの在り方としてサイサリス教国は十分一考に値する。

　つまるところ、サイサリス教国の教皇が、身を守るためにサイサリス教という母体を利用していたのならば、という話だ。

　──もしたった一人で、身を守るために国家までを作ってしまった者がいるのならば、それはおそろしい人物だ。

　きっとその者には、さまざまな知識の積み重ねがあったのだろう。たとえば、かつての似たような時代の歴史についてであったり、その時代の人間の思考についてであったり。

　その者は人の心の作用を知っていて、さらに──

　──次の時代には身を守るために、より強固な力が必要であることを知っていた。

　セリアスと話したときのことを思い出す。

　あのときの言葉は、メレアの中に記憶の傷のごとくして、生々しく、それでいてくっきりと残っていた。




『間違ってなどいない。時代が力を求めた』

『それでも人は時代には抗あらがえない』




　身を守るためには力がいる。

　セリアスは終始、より大きな、まるで人の手の加わる余地のない世界の意思であるかのように、その時代というものに根拠を求めた。




『号のある家に生まれた瞬間、そいつは魔王だ。そういう慣習と風習を、私たちが作ったのだからな。変えたくば変えればいい。ムーゼッグを倒せば変えられるぞ』




　一方でセリアスはこうも言っていた。

　──やつは時代に根拠を求めつつ、今の魔王のシステムに変容の余地があることを無意識に感じ取っていたのだろうか。

　だからこそ、時代という神のごときなにかに、願望のように根拠を求めた。

　それが確固たるものであるように、と。

　もともと、セリアスには口では説明しがたい二面性がある。

　対たい峙じしたメレアにはそれが感じられた。

　これらの言葉もまた、その特性の表あらわれだったのかもしれない。

　──お前の言葉にうなずくのは癪しやくだが。

　しかしメレアは今回のサイサリス教国の話を聞いて、一定の願いを叶かなえるためにはそれに見合った力が必要なことを再度認識した。

　無論、決して忘れていたわけではない。

　ただ近頃は、どうやって第一の目的を叶えるか、どうすれば魔王という言葉が変容するのかというもっとも難しい事柄に悩んでいたために、その手段にまで思考が十分に巡っていなかったのだ。

　──当面やるべきことは、身を守ること。

　転じては、力を蓄えることである。

　サイサリスを見ればわかる。少なくとも力というものは、この時代におけるもっとも有用な盾の一つなのだ。ある一線を超えることで、力は触れられざる『聖域』を作り出す。

　一時代を作ろうとしているムーゼッグに対抗するためには、いったいどれほど大きな力が必要なのか。

　また、彼らが率先して変容させはじめている魔王や号の制度を変容させるには、いったいどれほどの力が必要になるのか。

　今の魔王たちを守るには、

　──俺は、どれだけ強ければいい。

　その瞬間、メレアの中に〈魔ま神じん〉としての意志が燃え盛った。

　それはメレアの──最強への意志でもあった。
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　正直、ゾっとした。

　マリーザは、メレアが皿洗いの途中に物思いに耽ふけるように目を細めたことには気づいていた。

　そうして別のことに気を巡らしているうちに、力の加減に意識が向かなくなって、じきにメレアは手元の皿をぶち割るだろう。

　そう予想したマリーザは、幾秒してからメレアに声をかけようとした。

　が、

「メ──」

　肩に触れようとした手が、思わず止まる。呼ぼうとした名は一音で止まり、それ以上喉のどから出てこなかった。

　その停止がメレアの身体から漏れだした、えもいわれぬ殺気のようなものが原因であることに、マリーザは気づいた。

　動物的な勘でそれを察知したマリーザは、わずかの間に服の下に汗がにじみ出したのを感じる。大きな唾つばが滑り悪く喉を下っていった。

　──眼めが……

　メレアの赤い瞳ひとみは、瞳どう孔こうを竜のそれのごとく縦たて長ながに変形させ、おそろしげな光を放っている。瞬またたき一つない。

　それからいくばくかして、ついに皿がパリンと音を立てて砕け散った。

　十一枚目、とまだ冷静さを保っている頭の一部分で数え上げたところで、マリーザはメレアが考えていることを悟る。

　力の加減。そのフレーズから、なんとなく結び付いた。

　──力。

　たぶん、それだ。

　皿が割れた瞬間が、もっともメレアの気配が鋭かった。

　目の前にいる者が魔神であることを、マリーザは疑わない。

　──この方は、力への志向性を忘れてはいない。

　むしろ、増進させている。

　そのときのメレアには、いつもの優しい、それでいて無邪気な気配は微み塵じんも感じられなかった。時折マリーザが抱く、メレアに対する異性としての感覚さえ、感じ取れない。

　性別を超越した、一個の形容しがたい怪物としての側面。

　最近はあの気配を感じることが少なかったけれど、それはきっと、考えなければならないことが急に増えたからだ。

　この主あるじの中には、常に多くの思考がある。

　きっと誰よりも、悩んでいる。

　そんな中に、むしろ大きくなった怪物としての一面も紛れているのだ。

　──もしかしたら、今回の遠征では……

　その一面が、また大きくなるかもしれない。

　サイサリス教国の名を頭に思い浮かべたマリーザは、なんとなく、そのことを予感していた。
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「──あっ」

　気づけば、手元の皿が一枚パリンと割れていた。

　メレアは手元で鳴った音でハっと我に返って、横で自分を監督していたマリーザを見る。おそるおそる、怯おびえた子犬のように。

「……」

「……て、てへっ？」

「……」

「あっ、これダメか、悪手か」

「……皿を洗うのに、いったいなぜそれほどの覇気を放つ必要があるのです？」

「ご、ごめんなさい……」

「はあ……、まったく。メレア様の家事の壊滅加減はむしろ日に日にひどくなっているような気さえいたしますね」

　マリーザは腰に手をやりながら大きなため息をつく。

「しかし、割ってしまったものは仕方ありません。しかたないので、罰を与えることで相殺といたしましょう」

「えっ!?　今日にかぎって罰!?」

　メレアは初めての出来事に目を大きく見開いて驚いた。

　そう、罰を与えるなど初めてのことだ。

「わたくしは本来罰を与えられる側の存在でございますが、メレア様は優しすぎてご褒美──ああいや罰を与えてくださらないので、いっそこちらから与えてみようかと思いまして」

「罰ってさ、『逆立ちで山を登りきれ』とか、『お前今日から一週間飯抜きな』とか、『僕の術式三千回書写ね』とか、『あー、すまん！　つい手が滑って眼球に肘ひじがーっ！』とか、あと、えーっと……」

　いったいこの主はなにに罰を与えられてきたのだろうか。そもそも罰とはなんであったか。マリーザの中で若干価値観が揺らいだ。

「そう、あれだ。『俺、自分の身体がどれだけ丈夫だったかちょっと客観的に見たいから、ひとまずお前今から霊れい山ざん飛び降りてみろよ。大丈夫、死にゃしねえさ。──たぶんな』とか。……そういうのじゃないよね？」

「それはたぶん罰ではなくて拷問かなにかです」

「あれ拷問だったのか……」

　メレアが遠い目でどこかを見つめた。

　そんなメレアを取り戻すべく、マリーザはすかさず口を開く。

「そうですね……、では」

　一拍ののち、マリーザが言った。

「その……、足を……舐なめさせていただければ……」

　もじもじとしながらマリーザが言おうとした瞬間、不意に厨ちゆう房ぼうの入口から声が飛んできた。

「お前それ自分の欲望前面に出すぎだろッ!!　たしかにある意味罰だけど!!　──ったく！　忘れもん取りにきたらこれだ！　ホントこいつら奇人ばっかじゃねえか！　油断も隙もねえな！」

「ちっ」

　サルマーンが少しぼさぼさになった頭でビシっと指を差してツッコんでいた。

　マリーザは悔しげに舌打ちをしたあと、サルマーンの方に視線を向ける。冷然としたジト目がその顔に乗っていた。

「はて、奇人とは。わたくしは完かん璧ぺきなメイドを目指すごく普通の女でございますが」

「お前が普通の女なら世の大抵の女は普通だよ！」

「はあ、これだから世間知らずは」

「その言葉そっくりそのまま返してえ……!!」

「ところで、頭がぼさぼさですけど、いかがなされました？」

「あ？　──ああ、ちょっと双子がな」

「ハッ、まさかついに手をお出しに……」

「なんでそうなるんだよッ！」

「ほら、あなたも奇人……いえ、変態ではありませんか」

「おいメレア、今ならこいつぶん殴っても大丈夫だよな。女であることを加味してもたぶん結構余裕で許されると思うんだけど──ってお前逃げる気満々じゃねえか！」

「じゃっ！」

　マリーザと舌戦を繰り広げていたサルマーンが気づいたときには、メレアはすでに厨房の窓から身を乗り出していて、片手をびしりとあげてにこやかな笑みを浮かべていた。

「罰は怖いからな！」

　どうやらメレアの中では昔の数々の罰が蘇よみがえって、マリーザの言葉どころではなかったらしい。いかにして逃げるかに注力した結果、窓から逃げ出すことにしたのだろう。

　爽さわやかな笑みを見せたメレアは、次の瞬間にはそのまま厨房の外へと逃げ出していた。

「ああっ！　逃がしてしまったではありませんか！」

　マリーザは窓辺を指差して、頰ほおをふくらませながら言った。

「お前わりとマジで悔しがってんな……」

「くっ、……いえ、まだわたくしは諦あきらめません。次の機会を狙うことにします」

「そこは諦めとけよ……」

　そうして残る皿をすさまじい速度で洗いはじめ、瞬く間に後片づけを終えたマリーザは、残る部屋の最終点検を速攻で終えることを胸に決め、いそいそと動きはじめた。

　サルマーンはその光景を、肩をすくめながら見ているばかりだった。

「ホント、かえって優秀だから厄介だよなこいつら……」

　拳けん帝ていのため息が、厨房にこだました。
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　厨房から逃げ出したメレアは、いったん星樹城の広大な中庭に出たあと、別の入口から城の中へと戻っていた。

「さて、部屋で解読の続きでもしようか」

　残る就寝までの時間を再びの術式解読につぎ込むべく、自室への道を歩みはじめる。




　メレアの部屋は、星樹城の上階──その五階にあった。

〈魔王連合メア＝ネサイア〉の長おさとして使う執務室とは、また別のものだ。

　メレア自身は執務室に寝泊まりしても──マリーザの用意した紙束がないかぎりは──別段構わないのだが、のちのちこの集団が大きくなったときのことを考えると、どうやらそちらの方がいいらしい。

　いわく、組織としての健全さのためである、と。

　マリーザやシャウが、率先してそんなことを理由にあげていた。

　その言葉の意味を、しばらくしてからメレアも理解する。

　というのも、今の時点ですでにメレアより上の階に自室を作ることを忌避する魔王がいたのだ。

「これはこれで、五階まで上がるのがめんどくさいんだけどね……。こんなところまで俺が長であることを主張する必要はない気もするんだけど」

　これまでの出来事を経て、メレアに対して大きな恩を感じているというのが最たる理由らしい。

　恩を感じられるのは別に嫌なことではないのだが、そもそも世間一般の慣習に疎いメレアからすると、「適当でいいじゃん」と思いたくなるときもある。

　しかし彼らは、生まれた土地や、教えられてきた民族的な慣習、慣例ゆえに、そうしたいと言って譲らなかった。

「まあ、これからもっといろんな生まれの魔王が来るかもしれないから、面倒だからと投げっぱなしはよくないか」

　むしろ、そういうことがあることを改めて再確認させられて、〈魔王連合メア＝ネサイア〉という集団がどれだけ繊細な集団であるかということに思いが到る。

「いきなりは無理だけどな……！」

　なんでもかんでも最初からこなすのは無理だ。忘れないように意識しながら、徐々に考えていこう。

「よし」

　そんな意気を強めたところで、メレアは二階の廊下の突き当たりにたどり着いた。

　目の前には上下開閉式の窓がある。

　今は開け放されていて、淡い色遣いのステンドグラスがはめ込まれた窓板が少し視線をあげたところに見えた。

　窓の外に視線を向ける。

　すぐ下に樹きの枝が見えた。

　大星樹の枝──ここまで太いとそれ自体が木である。

「……誰もいない」

　メレアはその足場を確認して、次にあたりをきょろきょろと見回した。

「五階まで階段使うの面倒だしな」

　メレアは近頃、星樹城に絡みつくように手を伸ばしている大星樹を伝って、よく五階まで駆け上っていた。

　特に夜は、大星樹のきらきらと光る粒子が綺き麗れいだし、最近活気に満ち溢あふれてきたレミューゼの街並みもよく見える。

　ちょっとした距離ではあるが、ただ階段を使って五階まで上がるよりは、そうやって外の空気に触れながらの方が楽しみがいがあるのだ。

　ふと自分のそんな性質に思いを到らせると、なんだかんだとリンドホルム霊山という場所でこれまでの人生を歩んできた経験が、好悪の基盤として影響を及ぼしているのかもしれないと思わずにいられない。

　──外への執着があるのかな。

　同時に、かつて刻んだもう一つの生における外への執着が、自分にはあるのかもしれないとも思った。

「いずれにせよつまり、俺が階段を使わずに五階へ上がることは正義──」

　マリーザに発覚すると行儀が悪いと怒られることがあるが、要はバレなければいいのだ。

　バレなければ──

「メレア、くん」

「はぁうっ!?」

　意を決して窓辺から足を外に出したあたりで、不意に後方から声が掛かって、メレアは逆の足を窓枠に引っ掛けそうになった。




　落ちる代わりとばかりにぶつけた脛すねをさすりながら、おそるおそるメレアは後方を見やった。

　自分の名の呼び方から、その声の主がマリーザではないことはほぼ確信しつつ、されどもしかしたらわざとこちらを油断させるために彼女の真ま似ねをしているのかもしれないとも思って、警戒は怠らずにいく。

「──アイズ」

「あ、な、なんか、ごめん？」

　メレアは視界に声の主を収めて、ひとまず安心した。

　そこにいたのは、小首をかしげて少し困った様子で謝罪を述べる──〈天てん魔ま〉アイズだった。銀の瞳ひとみに困惑を浮かべ、止めない方がよかっただろうかとわかりやすく悩んでいるさまには小動物のように庇ひ護ご欲よくを誘う愛らしさがある。

「いや、大丈夫、大丈夫」

　メレアは笑ってそう言いながら、アイズが出てきた部屋の標識板に『蔵書室』と達筆な文字で書かれているのを見直して、ようやくこの状況に合点した。

　どうやらアイズはまだ蔵書室で資料を読み漁あさっていたようだ。

「マリーザには大星樹を使って五階に上がってること黙っててね……？　すでに一回怒られてるから二回目はやばいよな……」

「うん、やばい、ね」

　アイズはくすくすと楽しそうに笑いながら、うなずく。

「だよなー。でもこのコースが一番景色が良いいんだよなぁ」

　メレアは髪を手でがしがしと乱しながら悔やむように言った。

「でも、わたしは、黙ってるから。良いいと、思うよ」

「さすがアイズ、話がわかる」

　メレアは天使でも見るかのようなきらきらとした目でアイズを見て、それからまた窓枠に足をかけた。

「あっ、メ、メレア、くん」

「ん？」

　すると、そこで再びアイズがメレアを呼び止める。

「どうかした？」

　メレアが首をかしげてアイズに訊たずねるが、アイズは手指を胸の前で絡めてもじもじとするばかりで、すぐには声を発しない。

「あ、あの……芸術都市の、メンバー、どうする、の？」

　ようやく意を決するようにアイズが放った言葉を聞いて、メレアはわずかに眉まゆをあげた。

「うーん、まだ悩み中かなぁ。ある程度見当はつけてるんだけど、本人の意志も考慮しようと思ってるから、今の時点では保留なのが多いんだ」

「そ、そっか」

　アイズはメレアの答えを聞いて、また黙り込む。

　しばしの間が空いて、再び口を開いた。

「あの……わたし──」

　その直後。

　メレアがなにかに気づいてアイズから視線を逸そらした。

「……なんだあれ」

　思わずアイズから視線を切ったメレアは、彼女の立つ廊下の奥の方に、得体の知れないものを見つけていた。

　マリーザではない。

　それは、廊下の曲がり角のあたりで首だけをひょっこり出してこちらを見ている──全身銀ぎん鎧よろい姿の人ひと形がただった。
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　アイズは急に不審な表情を浮かべたメレアを見て、言おうとしていた言葉をとっさに嚙かみ潰つぶしたようだった。

　メレアはそんなアイズに悪いことをしたと思いながらも、まだ意識を切り替えられない。

　アイズの後方にいる謎なぞの物体が気になってしかたがなかった。

「……」

　階段のある広間から、こちらの様子を窺うかがうように首だけを出している体勢。その曲くせ者もののような体勢であることもそうだが、もっとも問題となる点が──

「ごついな……」

　その頭全体が銀色の兜アーメツトに覆われていることだ。

　──いっそのことこの光景はホラーだろ……

　思わず曲者と称したが、彼には見覚えがある。──実をいえば本当に『彼』であるのかはまだわからないのだが、背の高さからひとまずは彼としていた。

　──たしか、今は〈剣エメリー〉にいるんだっけか。

　なにを隠そう、彼は同じ〈魔王連合メア＝ネサイア〉の仲間だった。

　霊れい山ざんでのムーゼッグとの戦いのとき。そしてレミューゼとの共闘のとき。彼が誰よりも前に出てその身を張っていたことを覚えている。

　また、山頂での墓作りのときも、全身鎧姿で墓を器用に建てる異様な姿に、「なんだあれ」との感想を抱いた覚えがあった。

　ともかく、仲間であるという認識は決して噓うそではない。

　ただし──まだその素顔を見たことがなかった。

「や、やあ、元気かい」

　メレアはぎこちない動きで廊下の奥の彼に向かって手をあげる。

「……」

　すると向こうも、廊下の陰から分厚い鎧に包まれた片手を出して、ぺこりとその兜アーメツトを揺らしながら挨あい拶さつを返してくれた。

「……」

「……」

　固まるメレア。首をかしげるアイズ。廊下から恥ずかしそうに首だけを出す彼。

　謎の空気が一瞬にして広がった。




　兜アーメツトをかぶって頭全体を隠している彼は、まだ廊下の奥で肩身を狭めながら、メレアの様子を窺っていた。

　アイズと違って背がすらりと高いが、仕草だけを見ると同じく小動物のようである。

「あ、シラ、ちゃん」

　と、そんな中、意外にも最初に行動を起こしたのはアイズだった。

　アイズはメレアの視線を追うように後方を振り返って、その廊下の奥で頭を出している彼に気がついた。アイズの自然な声掛けには、街中で友人にあったときに声を掛けるときのような、ある種の親しみが表れている。どうやら二人の間には自分以上の絆きずなが存在するようだと、メレアはそのとき察した。

「知り合い？　──いや、いまさら知り合いだなんていうのもあれだって俺もわかってるんだけどさ」

「うん。何度も、守ってもらったの」

　戦いのときの話だろう。

　たしかに今思い返してみれば、あの目立つ銀鎧をアイズの傍そばで何度か見かけた覚えがある。

　どちらかといえば攻撃に傾いていた自分たちとは違って、彼は積極的に盾になろうとしていた魔王だったかもしれない。

「というか……、ちゃん？」

「そう、だよ？　シラちゃんは、女の子、だよ？」

「……」

　メレアは頭を抱えながら、心の中で自分を叱しつ咤たした。

　今までずっと『彼』と呼んでいた。

　素肌や素顔を見せないからしかたないだろうと言い訳したくもなるが、間違っていたのは自分だ。

　──あれ、でも今まで何度か実際に『彼』って呼んじゃったよな……。

　ついでに言えば、男だとみなして、サルマーンと軽口を言い合うノリで言葉を投げかけてしまったこともないわけではない。

　──むしろあるわぁ……。

　メレアはそんなことを思い出すと同時、おもむろに『彼女』の方を振り向いてつま先をそろえ、ゆっくりと膝ひざを曲げていった。

　アイズと彼女はそれを見ながら首をかしげていたが、しばらくしてようやくメレアの行動が土下座に直結するものだと気づいて動き出す。

「っ……！」

　アイズが止めるより先に、廊下の向こうから彼女ががっちゃがっちゃと鎧を鳴らしながら駆けて来た。すさまじい威圧感だ。

「ず、ずっと、男だと……っ！　俺はなんて浅はかなことを……！　このままだといずれ〈魂の天海〉に行ったときに女英霊たちにボコられるっ……！」

　やがてメレアの傍にまで駆け寄ってきた彼女は、半泣きで跪ひざまずこうとするメレアの肩を支えて、大きく首を振った。兜アーメツトがその動きに応じて首元の鎧との接合部分をこすり、また音を立てる。

「ゆ、許してくれ……」

　メレアはどうやら今までの行いを猛省しているようだった。──すると、

「べ、べつに、いいから」

　兜アーメツトの向こう側からこもった声が返ってきていた。たしかにそれは、女の声だった。

「わたしが、ずっと、脱がなかったのが、悪いの」

　短く音節を区切る彼女の話し方は、どことなくアイズに似ている。

　やがてメレアは、謎の全身鎧に肩を支えられながら、さらにその兜アーメツトと見つめ合うというかなり奇き天て烈れつな状況に身を委ゆだねつつ、今度は彼女の方に次の動きがあることに気づいて、黙ってその動作の完了を待った。

　彼女は、兜アーメツトを脱ごうとしていた。

「いつまでもこれじゃ、みんなにも、悪いから」

　素っ気ない言葉遣いにも聞こえるが、メレアは素っ気ないというより口下手という印象を受けた。

　そんなことを思っているうちに、目の前の彼女がついに兜アーメツトを脱ぎ去る。

　分厚い銀の兜アーメツトの下から現れたのは──

「──」

　まさしく、女性だった。

　見み紛まがうはずがない。

　それくらい、綺き麗れいだった。

「あ、あんまりまっすぐ、見ないで」

　彼女はメレアの視線を恥ずかしがるように、瞳を斜め下に逸そらしていた。

「あ、いや、その」

　まだメレアはうまく言葉を出せない。

　彼女は健康的な小麦色の肌を持っていて、思わずその美しさに見とれた。

　そんな肌と強いコントラストを醸す艶つやのある桜色の髪から、なかなか視線が外せない。

　そしてなにより、その頭の頭頂近くにあって、恥ずかしさを表すようにぴくぴくと動いている猫のような耳を見て──ついには完全に固まった。
















「ね、猫耳……？」

　ぽつりとメレアの口からこぼれた言葉に、彼女はまた頰ほほを赤らめる。

　すらりと伸びた麗人らしい体たい軀くからは考えられないほど、彼女は恥ずかしがり屋のようだった。





◆◆◆






　右に、左に、視線を泳がせておろおろとする彼女。

　するとそんな彼女に救いの手を伸ばすように、隣で様子を窺っていたアイズが声をあげた。

「シラちゃんは、そういう、一族なの」

　アイズの声を受けて、メレアは直後に得心した。一族、という言い方は、おそらくアイズの気遣いだろう。

　気遣いなく言えば──

「そういう……〈魔王〉なの」

　そう言ったのはアイズではなく彼女自身だった。まだ視線は斜め下に落としているが、口調はハッキリとしている。

「なる……ほど」

　理解する。そして、似たようなタイプが自分の親たる英霊たちの中にもいたことを思い出して、さらに深く納得した。

　──〈竜神カレル〉と同じタイプか。

　人間以上のなにかになろうとした者たち。自分もそんな者たちの影響を、実は受けている。

　自分が竜語を紡げるようになった根本の要因は、急速な進化の因子たる〈竜神カレル・ヌーサの進しん因いん〉があったからで、それによる生体器官の変化が起こったからだ。

〈竜神〉は、およそ憧あこがれのみで竜になろうとしたとてつもない馬鹿であったが、一方でそのたぐいまれな才能が結果的に竜の本質的な特性──その生態的な進化の因子を抽出することにもなった。

　──馬鹿でかつ、ひたすらにまっすぐな英雄だったな。

　メレアは〈竜神〉が英雄であったことを疑わない。彼が竜に憧れるのにも理由があった。

　しかし一方で、彼がいろいろな意味で馬鹿であったことも疑わない。天才と馬鹿は紙一重、という言葉を、彼は地で行った。ほかの英霊たちにいたっては、〈竜神〉の話を聞いて、『馬鹿に圧倒的な才能と底抜けの正義感を与えるとこうなる』と腹を抱えて笑っていたものだ。

　ともあれ、そういう話を踏まえると、ほかにも人間以外の生物の能力を身に宿そうとした者がいてもおかしくはないと思えてくる。

　──彼女は……

「俺と、同じだな」

　通ずるところはある。

　彼女の先祖はなにになろうとしたのだろうか。

　まだ、わからないことだらけだ。

　されど、そんなメレアにも、この時点で予想できることが少しだけあった。

　メレアは改めて彼女を観察する。

「……」

　外の視線から隠れるようにかぶった分厚い兜アーメツト。同じく全身を隙間なく覆う銀色の鎧。人の視線をおそれるように目をそらす仕草。

　奇き矯きようとすら言えてしまう様相の一つ一つに、実は大きな意味が隠れている。

　きっと彼女は、それゆえに苦しんできた。

　どうしようもない、魔王の血のもとに生まれたがゆえに。

「でも、俺のよりずっと──」

　ふと、メレアの口から衝動的に言葉がもれていた。

　それは打算なく、ただストレートな感情に基づいて放たれた言葉。

「かわいいね、その耳」

　メレアはふと笑って、彼女の頭に生えている獣の耳に触れていた。

　艶のある桜色の髪と同じ色をしているが、質感は少し違う。ふわふわとしていて、肌触りが良いい。

「えっ？」

　彼女はメレアの行動にわかりやすく狼狽うろたえた。

「あっ……んっ、……ちょ、ちょっと、くすぐったい、かも──」

「うあっ！　すまん！　つい！　……いや待て、他意はないんだ。そんなに顔を赤らめられるとなんか俺がいけないことをしたような感じにっ！」

　隣でアイズが後ろを向いて笑っていることに、メレアも気づいていた。

　──意外としたたかだ、アイズ。

　よほど自分が慌てふためいているのがおもしろかったのだろうか。

　メレアはそんなアイズを横目に、しかしすぐに彼女の方に視線を戻した。

　気を取り直して、問いかける。

「その耳を見せたくないからいつも鎧を？」

「う、うん……」

　彼女はうつむき気味に、さらに自じ嘲ちようするような笑みを美び貌ぼうに浮かべ、答えた。

「そっか……。大変だったね」

　メレアは決して「そんなことで」とは言わなかった。

　その苦しみは、その人間にしかわからない。

　だから、多くを言わない。

　──でも、

「なんかあったら、俺のとこにおいでよ」

「え？」

「俺、みんなの話に興味があるから、なんか話したいことがあったら、俺のところに来てよ」

　だからといって、それをわかろうとする意志まで捨てているつもりはなかった。

「っ」

「あ、あれっ？　俺なんか言っちゃった!?」

　メレアの言葉を受けた彼女は、ついにメレアの眼めを見た。優しげな光の灯ともった赤い瞳ひとみが、映る。

　彼女はそれを見ながら、凍ったように動きを止め、しかし不意に、目元を潤ませた。

　その様子を見たメレアは、あたふたとしてアイズに助けを求めたが、アイズはまた笑っているだけだった。

「あ、ありが、とう」

「お、おう、俺一応みんなの主あるじだしな！」

「こういうときだけ、逃げ道に、使うね？」とアイズから軽口が飛んでくる。

「誰だっ！　アイズの軽口の才能を発掘したやつは！　……だいたい俺たちか」

「あと、マリーザさんと、シャウくん？」

「ていうかほかの魔王の大部分がその出自のせいかひねくれた言い方をするからなあ……」

　とはいえ、アイズのそれはシャウたちのそれほど迫真ぶってはいない。

　子どもが役者の芝居を真ま似ねするような、愛あい嬌きようのあるわざとらしさがあった。

「あ、あの」

「ん？」

　そうやってアイズと言葉を交わしていると、ついに目の前の彼女が言葉を切り出した。

　彼女はきらきらと蠟ろう燭そくの光を受けて輝く桜色の髪を揺らし、再びメレアの眼を見ながら言う。

「〈シラディス〉。わたし、シラディスって、言うの」

「おお、そういえば名前を聞いたことがなかったね。今思うとそれもすごいけど……」

　我ながらおかしな集団にいるな、と短く繫つないですぐに話を戻す。

「俺、メレア。メレア・メア」

「うん、知ってる、メレア」

「よし、じゃあ──いや、シラちゃんって呼ぶとマリーザあたりがちらちら『わたくしも』とかうるさそうだから、シラディスって呼ぼうか」

「うん、それで、いいよ」

　シラディスはそう言って立ち上がった。

　背はメレアよりも高い。本当に、言われなければ男だと思ってしまいそうなほどの背の高さだ。

　しかし、その首元、兜アーメツトを脱いだおかげで少し見えるようになったシラディスの身体からだには、男の武骨さは映っていなかった。

　全身鎧のせいでやたらと大きく見えるが、彼女の身体そのものはすらりと伸びて女らしいしなやかさを呈している。

　そんな身体でこの重そうな全身鎧を着て走れるということは、

　──それが彼女の因子か。

　言ってしまえば、魔王と呼ばれる所以ゆえんたる因子。

「──〈獣じゆう神しん〉」

「ん？」

「わたしの先祖の、号」

　神号。

　彼女が照れとも恥じらいとも言えない、微妙な忌避の感情すら見て取れる仕草で放った言葉が、メレアの腹の底に納得を落とさせる。

「そっか」

　その細身ながらのたぐいまれな膂りよ力りよくは、彼女の号にまつわるものなのだろう。

「そのあたりも、気が向いたら話してよ」

　メレアは言った。

　早めに聞いておきたいという気持ちも当然ある。その方が〈剣エメリー〉として動くときに計画を立てやすいからだ。

　だが、それは彼女の意志を捻ねじ曲げてまで訊きくものでもない。

　そんな必要があるくらいなら、自分がその部分をカバーする。

　──我ながら理想主義的だ。

　そう自分を揶や揄ゆしながらも、メレアはその方針を決して曲げるつもりがなかった。

「じゃあ、ひとまず今日は遅いし、ていうかそろそろマリーザが最後の掃除を終えて上に戻ってくるだろうから、俺は急いで自室に──」

　メレアとアイズのメイド、そして星樹城における家政婦長ハウスキーパーとしても活動するマリーザは、いつも晩ばん餐さん会かいのあとに魔王たちが使った共同スペースの掃除と点検を行う。

　それを終えると、ようやく自室へと戻っていく。彼女の部屋は四階の、メレアの部屋の真下だ。

　となれば、彼女は階段を使う。つまり、ここでばったり出くわしてしまう可能性があるということだ。

　メレアはそれを察して、アイズとシラディスに挨あい拶さつをしながら足早に窓辺に向かった。

　そして、

「それじゃ──」

「それじゃ、ではありません。どこへ行くおつもりですか？　こちらは階段ではありませんよ？」

　メレアは足を掛けようとした窓辺の方向から、冷たい声が飛んできたことに気づいて、そのままギギギ、と錆さびついた鉄製の扉を開けるがごとき動きで声の方を振り向いた。

「……や、やあ」

「やあ、でもありません。また大星樹の枝を伝って自室まで行こうとしましたね？」

　そこにはマリーザの姿があった。

　なぜか先回りをして窓の外に立っている。

「してないしてない。窓から……景色をね？　見ようとね？」

「ならその上げている片足はなんなのです？」

「これは……えーっと」

　メレアの警笛は逃げろと騒ぎ立てている。言い訳は無理そうだった。

「もしかしてそれ、わたくしの方に向けているということは、やっぱり舐なめてもいいんですか？」

「や、やめろっ！」

「──冗談でございます」

「今答えるまでに間があった……」

　マリーザは窓外の大星樹の枝に立ちながら、口元を純白の手袋付きの手で覆い、もう片方の手で「またまた」と演技にすら思えないべたな身振りを見せている。──動きはそんなだが、目はさほど笑っていない。汚れ一つない白はく皙せきに乗った妖よう艶えんな紫の瞳は、妙に熱っぽいものを湛たたえてメレアの足を見ていた。

「階段使おうね！」

「最初からそうすれば良いのです」

　メレアが踵きびすを返したことにうなずきながら、少し残念そうな表情を見せたことを、アイズとシラディスだけは見ていた。




「そういえば、シラちゃん。なにか、メレアくんに、言いにきたんじゃ、ないの？」

「……あ」

　メレアとマリーザが去ったあと、その場に残ったアイズとシラディスはしばしの間会話をしていた。さきのようなやり取りがあったとおり、実を言えばアイズとシラディスはこれまでも会話をしたことがある。

　兜アーメツトをかぶって鎧よろいを纏まとい、声を発することもあまりなかったシラディスだが、〈ネウス＝ガウス公国〉を発たったあとに立ち寄ったオアシスで、実は口を滑らせたことがあった。

　声を出さなかったのにさほど大きな意味はない、と個人的には思いたいところであったが、もしかしたら自分の性質を誰かに知られることをおそれるあまり、そんなところにまで制動ブレーキが掛かっていたのかもしれない。

　しかし、それでいてもアイズは特別だった。

　──アイズは……

　人の警戒を解きほぐす。彼女自身が武器を持たないことや、彼女がとても──言ってしまえば弱かったのが理由の一端かもしれない。

　──違う。アイズは、もっと……

　シラディスは思い直した。

　たぶん、最たる理由は──彼女の性格だ。

　──うまく、言えないけど。

　悪意がない。

　それも、純粋だからというよりは、悪意に慣れ親しんでいるがゆえに、悪意を扱い慣れている、という印象だ。

　扱い慣れているから、それを御することもできる。

　そうやって彼女は、彼女の身体から嫌な悪意というものを浄化させている。

　──アイズは、誰よりも強い。

　アイズには一言では表しきれないような不思議な包容力があった。

　同じ女であるシラディスでも、そう強く思うほどに。

　それが母性であるのかどうかはわからない。

　むしろ、もっと高次元のなにかのようにさえ思えてくるが、そこを明確にする意味もさほどないように思えた。

「えっと」

　そんな彼女に出会ったときの衝撃は大きかった。

　オアシスのときにほんの少し言葉を交わしただけなのに、心が解きほぐされた。

　それから少しずつ、会話をするようになった。

「そう、だ。わたしもメレアに、ついていくって、言おうと思ったんだ」

「芸術都市？」

「そう」

　シラディスは両手で顔を覆いながら思考を戻した。

　今ごろ気づいたわけだが、見事に機会を逸してしまった。

　こうやってメレアを追いかけてこられただけでも、自分的には褒めてやりたいところであるが、肝心の用をこなせなかったのではやはり意味がない。

　やってしまった、とシラディスは自分の不ふ甲が斐いなさに泣きそうになった。

「むぅ……、うまくいかない」

「大丈夫、だよ？　明日あしたもメレアくんは、いるから」

「うん……」

　自分の腰あたりにしか届かない華きや奢しやな身体のアイズが、なぐさめるように背を叩たたいてくれているのが、シラディスにもわかった。

　鎧越しなのが、かえって申し訳ない。

「明日、この鎧も、脱ごうかな。──城の中でだけ」

　まだ鎧なしで外に出るのは憚はばかられる。

　でも、

「みんなには、あんまり隠し事、したくない」

　そう思えるようにもなった。

　だから、仲間である魔王たちしかいないこの星樹城の中でなら、獣の耳や『尻しつ尾ぽ』を隠すために着ているもろもろの装備を外してもいいかもしれない。

　自分の部屋以外で普通の服を着るのは久々だが、一応シャウから支給されている小遣いで服を買ったりもした。女らしいかはわからないが、ひとまずは大丈夫だと思う。

「じゃあ、明日もう一回、メレアくんのところに、行く？」

「……うん」

　アイズが横からひょこりと顔を出して、見上げてきた。

　シラディスは彼女の銀の眼を見てきゅっと口を結び、意気を強めたようにうなずいた。




　星樹城の廊下を、桜色の髪をたずさえた背の高い褐色の美女と、華奢で小さな銀色の眼を持った少女が肩を並べて歩く。

　その光景は、凹おう凸とつこそあるものの、不思議と心和む光景であった。

　互いに人付き合いが苦手であることを知っている二人は、そうやってよくその日のがんばりをたたえ合うように、何度も肩を並べて歩いていくことになる。

　それが実は、星樹城におけるほかの魔王たちの『癒いやし百景』の一つになっていることを彼女たちが知るのは、もう少し経たってからのことだった。








第四幕　【不穏な気配】









「サル、トイレ……」「サルー……」

　シラディスがはじめてメレアの前で兜アーメツトを脱いだ日の深夜。

　自室でジランドールの明かりを頼りに読書に耽ふけっていたサルマーンは、銀縁の眼鏡の縁を支えながらげんなりとした表情で部屋の入口を振り向いた。

「なんだよ、最近ようやく二人で厠かわやまで行けるようになってたじゃねえかよ、なんで今日にかぎって俺を呼ぶわけ？」

「だってぇ……」「おばけ出るってみんな言ってるんだもん……」

　サルマーンは双子──リィナとミィナの訳を聞いて、大きなため息をこぼした。それからやれやれと肩をすくめ、手元の本を閉じる。

「あ、しおりを挟み忘れた……」

「サル早くー」「漏るー」

「やめろバカ。……わかった、わかったから、もう少し我慢しろ」

　しかたなくしおりを挟むのを諦あきらめて、サルマーンは眼鏡をかけたまま椅子から立ち上がった。

「はあ……、こうなると俺の読書時間の確保のためにも早急に例の幽霊騒ぎをどうにかしねえとな……」




　サルマーンは左手にリィナ、右手にミィナの手を握って、星樹城四階の共同トイレに向かった。

「冬ってわけでもねえのに夜は冷えるな」

　星樹城の廊下がだだっ広いことも寒さの原因だろう。本当に冷えるときは、リリウムが暖房代わりに〈命めい炎えん〉を貸してくれることがある。優先順位としては女性陣が先で、リリウムの術素に余裕があるときには残りの魔王たちにも配ってくれることがあった。ちなみにメレアが最後だ。

「あいつは霊れい山ざんで十何年も過ごしてるわけだからな。そりゃあ寒さには強つえぇわ」

「メレア、化石ー……」

　リィナが目元をこすりながら何気なく言った。

「別にそれは直接の原因じゃねえよ……」

　たしかに化石ならば寒さなど感じないだろう。しかしそれはあくまで比ひ喩ゆであって、メレアは一応生身の人間だ。

　と、珍しく妹のミィナが姉の言葉を復唱しなかったことにサルマーンは気づいて、右手側に視線を移す。

「おい、歩きながら寝んじゃねえ」

「むにゃ……」

　ミィナは両足をだらりとさせながら、サルマーンの右手に吊つり下がるようにして廊下を滑っていた。すでに歩いてはいない。今手を離したら間違いなく顔面から床に崩れ落ちる。

「はあ……」

　サルマーンはしかたなく右手に力を込めて、ミィナを吊り上げる。

「新手の筋トレかよ……」

　さっさと二人をトイレに連れていって、部屋に戻ろう。読みかけの料理本が自分を呼んでいる。せめてリィナは自分で歩かせようと、一度彼女の額を指で小突き、さらに廊下を奥へと進んでいった。




　それから数十歩。ようやく廊下の突き当たりにある共同トイレへやってきたサルマーンは、二人を起こしてトイレの中へと向かわせた。

「サル、中怖いー」「おばけー……」

「勘弁しろよ……」

　さすがに中までついていくのは御免こうむる。誰かに見られたらどうする。また妙なうわさを流される。〈魔王連合メア＝ネサイア〉の外道たちは、殊、身内に対して結構厳しい。いじれるところは徹底的にいじってくる気質だ。

「ちゃんとここで待っててやるから」

　こんなことならマリーザにでも頼むんだった。思いながら、サルマーンはトイレの扉の横に寄り掛かる。白石の壁を覆うひんやりとした冷気が背を撫なでた。

　しばらくして。

「……」

　ようやく中から双子たちが戻ってくる。

「サル……」「サルゥ……」

「なんだよ」

　微妙に重苦しい雰囲気をまとって戻ってきた双子を見て、サルマーンは嫌な予感を覚える。

「漏れた……」「漏った……」

「噓うそだろ……」

　サルマーンの身体からだに電流が走る。

「うん」「噓」

　げんこつを落としたい。サルマーンは額に青筋を浮かばせて、どうにか衝動を抑えた。

「よし、ともかく用は済んだんだな。なら帰るぞ」

　また二人の手を取って、サルマーンは来た道を戻りはじめる。

　その、帰り道。

　三人は三階へと続く階段の傍そばで──

　幽霊に出会った。




　最初に気づいたのは妹のミィナだった。

　用を足したせいか来たときよりはだいぶ目が開いている。

　ミィナは今度こそ自分の足で歩きながら、三階へ下りる階段の傍まで来て、その視界に動くものを見つけた。

「サ、サル」

「あ？」

「い、いま、階段のところ、白いのが……」

　わなわなと震えながら階段の下を指差すミィナ。サルマーンは片かた眉まゆをあげながら怪け訝げんな表情で彼女の指先へ視線を移す。サルマーンの視界にはなにも映らない。

「見間違いだろ？」

「絶対いた。白いの。スッて動いた」

　それでもミィナは頑かたくなに首を振っている。

「しかたねえな……。ビビったままでまたトイレに起こされるのはめんどくせぇ」

　そうまで言うのなら、いっそのことここで白黒はっきりさせてしまおう。

　サルマーンはそう思って、おもむろに三階への階段へつま先を向ける。

「お前らも行くか？」

「おばけこわい……」「でも気になる……」

　子どもの好奇心は面白いものだ。思いながら、サルマーンは双子をひょいと担ぎ上げて、両肩に乗せた。

「これならいいだろ」

「ちゃんとおばけ倒してね……」「倒してね……」

「殴れるならちゃんと倒してやるよ」

　サルマーンはそう言って、三階へ続く階段を下りはじめた。




　足音を殺して三階の廊下にたどり着く。今のところ嫌な気配はない。

　──いねえな。

　階段の踊り場から三つ又に分かれている廊下を見渡して、不審なものが映らないか確認する。

　──二階、あるいは一階まで下りたか。

　双子の言葉を信じるならば、幽霊は階下へ下りていた。三階にいないとなれば、さらに下へ下りていった可能性が高い。

　サルマーンはさらに二階への階段を下り、最終的には一階の毒々しい大広間まで足を運んだ。

　と、そんなときだった。

　──マジかよ。

　見えた。

　ひらひらと舞う白い布。

　魚の尾ひれのようにわずかに視界に映った幽霊の足跡を、サルマーンは自分の目で確かめる。

　──逃がすか。

　白い布は一瞬で大広間の巨大な支柱の陰に隠れてしまった。

　その尻尾を逃すまいとサルマーンは走り出す。双子が同じくその白い布を見て恐怖に縮こまり、サルマーンの頭にしがみついた。

　──眼鏡がずれる。

　微妙に悪い視界の中、されど臆おくすることなく支柱の裏へと回ったサルマーンは、軽く身構えながらあたりを見渡す。

「いねえ」

　回り込んだ。が、そこに幽霊の姿はない。

「俺に気づいたのか？」

　ほかの支柱の周りもぐるりと回って、逐一たしかめたが、やはり幽霊の姿は見当たらなかった。

　大広間にはいくつかの支柱があるが、基本的に視界は良いい。白い布が支柱の陰に消えてさほど時間も経っていない。自分の足なら追いつけるだろうという自負もあった。

「まさか本当に姿を消せるんじゃねえだろうな」

　もしそうなら厄介だ。

　なにかしらの害意を感じたわけではないが、以後も同じだとはかぎらない。

「……わりとマジで早めに解決すべきかもな」

　それからしばらく周辺を見回ったサルマーンは、結局幽霊の姿を見つけられずにその夜の捜索を断念した。

　双子を部屋まで送り届け、早く眠るように言いつける。

「今日のは幻だ。もしかしたら誰かが術式で悪戯いたずらでも仕掛けたのかもしれねえ」

　我ながら下手な言い訳だと思いながらも、サルマーンは双子を安心させるために言った。

「ここにはお前らも含めて悪戯好きが多いからな」

　そうして部屋の扉を閉めようとして、

「今日はサルの部屋で寝る……」「サルのところで寝る……」

「……」
















　なんとなくこうなるとは思っていた。

「……わかったよ、今日だけな」

　あんなことがあったのでは仕方ないだろう。

　ほかの仲間たちにバレないことを心の中で祈りながら、結局サルマーンは双子を自分の部屋で寝かしつけた。

　二人が寝入ったあとで読みかけの本を開き、

「あー、どこまで読んだか完全にトんじまった……」

　サルマーンはがっくりとその肩を落とした。

　自分の読書生活の安寧のためにも、さっさとこの事件を解決しよう。

　──明日あしたメレアにでも言ってみるか。

　サルマーンはそう決心して、その日はすぐに寝ることにした。





◆◆◆






　次の日の朝。

　メレアは人よりは多少短くて済む睡眠を貪むさぼり終え、日課としている朝の肉体鍛練をこなし、星樹城の中庭へと繰り出していた。

「──ふう」

　大星樹側に開けた中庭は、自分が走り回れるくらいには広い。少し無理をすれば運動場とさえ言えるかもしれない。

　メレアは、大星樹の子のように中庭外縁をぐるりとまわる星樹たちに目を向けつつ、清すが々すがしい空気を肺はい腑ふにため込んでから大きく息を吐いた。

「行くか」

　それから中庭の外縁を、なんともなく歩きはじめる。

　風が吹いてきて、頭の上に妙な感触があった。──おそらく寝癖だ。変な寝癖になっている部分を風が撫でるので、いつもと違う感触がするのだ。

「どこの世界でもこれは共通だな」

　世界、というよりも身体、と言った方がいいだろうか。

　ともあれ、寝癖を直さない自分は前と変わらない。

　そこに変な親近感のようなものを感じる。

「はは、自分に親近感って、なんか変だな」

　自分の口をついて出た言葉に苦笑をこぼして、

「──さて」

　メレアは思考を切り替えた。




　こうして朝の散歩をするにも、意味はある。

　考え事をするときは、歩くにかぎるのだ。別に、早く歩かなくてもいい。

　ただ、こうして周りに気を遣わずに歩いていられる場所で、気の向くままに歩いていると、いつも頭のまわりが良くなる。

　医学にさほど通じているわけではないから、いわば経験論的だが、メレアはそういう自分の経験を無視はしなかった。

「重視しすぎるのもあれだけど」

　メレアは星樹の脇を歩きながら、考える。

「誰を連れていくか」

　芸術都市の〈魅惑の女王〉のうわさ。

　実際に気になるし、様子を見に行くこと自体は決めている。芸術都市ヴァージリアにさまざまな人間が集まるのであれば、情報収集がてら、ということにもなるだろう。

　魔王に関連するらしき情報がまだそれくらいしかないということもあるが、そろそろ自分で動きたいという思いがメレアの中には強くあった。

「マリーザはついてくるって言ってたからな」

　黙っててもついてくるだろう。『暴ぼう帝てい期き』のこともある。

　しかしそうなると、

「アイズは──」

　メレアはふと彼女の存在に思い至って、頭の横を数度指先で搔かいた。髪が指に絡まって、ついでにもう一度寝癖の存在を知らせてくる。

「うーむ」

　できれば連れて行きたくはない。それはマリーザも同じだろう。

　だが、マリーザはアイズを第二主人とみなして特段に気を回しているから、もしかしたら近場に置いておきたいという思いも抱いているかもしれない。

　──どうだろうな。

　あのマリーザも、最近ではほかの魔王たちとの絆きずなを確認してか、わりと放任することも多くなった。彼女なりに、あまりべたべたしすぎても悪いとバランスを取ろうとしているのだろう。そのあたりは彼女のメイドとしての矜きよう持じの問題だから、よくわからない。

　ともあれ、そう考えると、もしかしたら星樹城にしっかりとした防衛戦力が残るのであれば、マリーザはアイズを城に置いていこうとするだろうか。

「結局は、アイズの意志によるか」

　思考が堂々巡りをはじめたので、ひとまずはそこで止やめておくことにする。

「あとは……シャウかな」

　たぶん、来るだろう。

　サイサリスの話に珍しく熱がこもっていたこともある。

　金以外の話をする際に、シャウがあそこまで饒じよう舌ぜつになるのはなかなか珍しいことだ。

　加えて、芸術都市に流れ込んでくる──いわゆる芸術商品たちに、商人としての興味を抱いている節もあった。

「結局のところ、結構増えそうだな。でも城には城で、〈剣エメリー〉のやつを十分残していかないと」

　ハーシムには書簡あたりで自分が城を空けることを知らせていくつもりだが、いざというときのためにもしっかりとした防衛戦力を残していかなければならないだろう。

「組織を管理するってのは難しいもんだ」

　メレアはさまざまなことに気を回しているうちに、思わずそんな愚痴をこぼした。

　そうやって、うんうんと唸うなりながら中庭を二周したあたりで、不意にメレアは視界の奥の方に人影を見つける。

　その人影はどんどん近づいてきて、

「よう、相変わらず朝がはええな」

　姿がはっきりと視認できるあたりになって、その人影は軽快な動作で片手をあげた。──サルマーンだ。

「そっちもね」

「いろいろあってな。で、そんなお前に朝っぱらから相談なんだが」

「ん？」

　サルマーンが中庭の星樹林にぽつりと置かれている木製のベンチを親指で指した。

「とりあえず、座って話そうぜ」

「別にいいけど。俺の方にもサルマーンに訊きいておきたいことがあったからちょうどいい」

　メレアはサルマーンの促しにしたがって、そのベンチに腰掛けた。
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「さて、どうすっかな」

　ベンチにどかりと腰かけたサルマーンは、片腕を背もたれの上に乗せながら口を開いた。

「俺の方を先に話しちまうと、お前たぶんすぐに動きたくなるだろうから、お前から話せ」

「そう言われると余計気になるな」

　メレアは少し悪戯っぽく笑いながら、サルマーンを上目使いで見る。

「まあいいや。──俺の方はヴァージリアの件だよ」

「なるほどな」

　サルマーンがなんともなく答える。あらかじめ予想はついていたかのような反応だった。

「行くなら俺も連れてけ。道中いろいろと話す時間ができる。何度目かの晩ばん餐さん会かいでお前から聞いた〈武ぶ神しん〉やら〈剣けん魔ま〉やらの話も気になってんだ。道すがら、ちょうどいいだろ」

　残ってレミューゼ城の文献を漁あさるのも悪くねえが、と付け加えて、サルマーンが足を組んだ。

「わかった。でも、リィナとミィナはどうする？」

「あー、あんまり連れて行きたくねえけど、勝手についてくるだろうな。無理やり置いていけなくもないが、そうすると城に残るやつらが苦労しそうだ」

「じゃあ、できるだけ危険の少なそうなシャウの側に同行すればいい」

　メレアはその瞬間にあることを決めていた。ゆえにそんな言葉が出た。

「シャウはシャウで、たぶん芸術都市の商品の物色と、あと情報の収集をすると思う。せっかく遠出するわけだしね。──で、一方の俺は、例の〈魅惑の女王〉を第一目標にして追う」

「なるほど、二班に分けるわけか」

　サルマーンのうなずきを見てから、メレアが身振り手振りを加えて続ける。

「そう。それで、おそらくなにかあるとしたら俺の方だ。仮に〈魅惑の女王〉が魔王であるなら、その魔王の力を狙う者たちはなにかを仕掛けてくる。それがムーゼッグかサイサリスか、ほかの誰かかはわからないけど」

「だな」

「だから、リィナたちが心配ならシャウと同行させよう。シャウにも一応護衛は必要だろうし、ちょうどいい」

「お前、俺とあいつらをもうセットで考えてやがるな？」

　今度はサルマーンが悪戯げな笑みを浮かべた。メレアが双子だけで護衛と呼ぶことはないだろうと、サルマーンもわかっていた。

「当然」

「少しは躊躇ためらえよ……」

「──おかーさん」

「次言ったらぶっ飛ばす」

「冗談冗談」

　メレアが楽しげに笑う。

「まあ、もし行くなら、その方がいいな。あいつらにほかの街を見せてやりたいってのもあるし、それなら金の亡者と一緒にいた方がなにかと便利だろう」

「ホント、おかーさん兼おとーさんだな」

「うるせえ」

　サルマーンが恥ずかしそうに顔をそむけながら言った。

　メレアはその様子をからかわず、素直な微笑でもって見つめる。

　あの歳としで親がおらず、そのうえ魔王としての悲劇を経てきた彼女たちを、サルマーンは誰よりも気にかけていた。

　ほかの魔王たちも同じく彼女たちのことを気にかけてはいるが、サルマーンのそれは一つ抜きんでている。

　それが彼の賞賛すべき特質であることを、また誰もが理解していた。

「じゃあ、大事をとってあと一人か二人、護衛役になれる〈剣〉の面々を連れて行こう。向こうで調整できるように」

「それがいいな」

　そうして方針が決まったところで、メレアがわざとらしく一息をついた。

「俺の話はこんなところ。──で、サルマーンの話は？」

　一瞬ののち、メレアの目に好奇心の光が灯る。

　その光を見たサルマーンは、

「ホントお前、好奇心の獣だな。妙な話に対する嗅きゆう覚かくがやたらに鋭い」

「まあね」

「でも今回の話はおもしろそうってだけじゃねえぞ。場合によっちゃ面倒事になる可能性もまだ残ってるからな」

「へえ？」

　メレアが少し真面目な表情になって眉まゆをあげた。

　そのあとでついに、サルマーンが話を切り出す。

「〈星樹城の幽霊〉な、昨日、俺も見た」

「ホントに？」

「ああ」

　くわしい経緯は省いて、サルマーンはメレアに幽霊の目撃情報を話した。

「サルマーンでも追い切れなかったの？」

「逃げられた、ってより、うまく紛れられた、って感じが強つええな。普通に逃げたんなら捕まえる自信はあった」

　サルマーンの身体能力は魔王たちの中でも特に優れている。気配に対する敏感さや、害意に対する嗅覚も同じく相当なものだ。

「もしかしたらなんらかの術式か、特殊な力を持ってる可能性がある。あとはそれこそ、本当に完全な霊体である可能性もな」

　サルマーンの説明を受けて、メレアもやや怪け訝げんな表情を浮かべた。

「そっか……、たしかに気になるな。というか、これを放ってヴァージリアに行くのは避けたいところだ」

「そうだな。んじゃ、今日改めて探りを入れてみるか？」

　昨日の今日でまた幽霊が動き出すかはわからない。しかし一方で、小さな目撃情報自体はほかの何人かの魔王たちからぽつりぽつりと上がってきているところでもある。であれば、実は頻繁に徘はい徊かいしているのかもしれない。

「よし、そうしよう。ちなみに昨日は何時ごろ見かけた？」

「深夜だな。たしか日付が変わったあたりだ」

「ならその少し前に待ち合わせよう。ほかの暇そうな連中にも声を掛けとくよ」

「頼んだ」

　そうして幽霊捕獲作戦が立案される。勝負は今夜だ。

「さて、んじゃそろそろ行くか。たしかこのあとも予定あった気がすんだよな。……あ、やべえ」

「ん？」

　話を切り上げたサルマーンが、なにかに気づいたように重い声を放つ。メレアは首をかしげて頭の上に疑問符を浮かべた。

「そういや今日エルマが料理教えろとか駄々こねてたんだった」

「え？」

「やべえ……、やべえ……！　今何時だ!?　鐘何回鳴った!?　あいつ俺がいないと勝手に作り出すんだよ！　『今日の私ならできる！』とか毎回謎なぞの自信を持ってな！　ほかの料理当番が止めてりゃ無事だが、もし止められてなかったら今日の朝飯で魔王連合メア＝ネサイアが全滅するかもしれねえ……！」

「……」

「……」

「走ろうか」

「そうだな」

　二人は同時に走り出す。

　周りで二人を見守っていた星樹たちが、笑うように風に揺れた。
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「今日は朝から小食なやつが多かったな」

「……」

「みなの胃の調子が悪かったか。週のいつごろならいっぱい食べられるんだ？」

　──頼む、まだそのあたりにまで気をまわさないでくれ。

「なあ、メレア、お前はどの曜日に私の料理を食べたい？　週初めの紫の曜日か？　それとも週終わりの黄の曜日か？　休みの日がいいなら黒の曜日と白の曜日も捨てがたいな」

　──死の宣告だろうか。

　メレアは朝食を腹半分に収めたあと、意気揚々と次の死の曜日を決めているエルマと並んで、星樹城の廊下を歩いていた。

　朝食後。いったん部屋へ戻って一日のための身支度をする時間である。

　四階にあるエルマの部屋と、五階にあるメレアの部屋は、道が重なりやすく、朝の食器洗いを終えたあとに一緒に会話をしながら歩くことがままあった。

「今日はみんな、たまたま調子悪かったんだよ。き、昨日久々の晩餐会をやってたくさん食べたからね」

「そうか、なら前日に晩餐会がなければいつでもいいか」

　──ごめんみんな、下手打った。

　メレアはエルマに背を向けて顔を両手で覆った。

「ん？　どうした？　やっぱり食べ足りないか？」

　エルマはそんなメレアを見て、小首をかしげている。

「い、いや、そんなことないよ。──ちなみにエルマってさ、料理作ってるとき味見とかする？」

「はは、当たり前だろう。人に食わせるのだ、味見は必要だ」

　──あっれー。おかしいなー。

　エルマから返ってきた答えは、メレアの予想とはだいぶ違った。

　正直に言えば、もしかしたら味見をしていないのではないかと思っていた。

　実際そう疑うくらいにエルマの料理は──独創的な味である。

「今日のはちょっと不思議な味だったが、まあ食えないほどではない」

「ちょっと!?」

「えうっ!?」

「あ、ああ、ごめん、急に大声出しちゃったね」

「び、びっくりしたぞ……」

　戦時には凛りんとして隙のないエルマも、こうして星樹城にいるときはずいぶんと気を抜いているようで、突然大声をあげたりすると、よく動物のごとくわかりやすい驚きを見せる。

　思わず口から弾はじけたメレアの声に、エルマはビクリと肩を震わせたあと、すばやい動作で両手をあげて身構えた。謎の構えだが、びっくりしたということはよくわかる。

　それを見たメレアは手を振りながら謝って、あらためて話題を戻した。

「そ、そうか、味見はちゃんとしてるんだ……」

　ということは、エルマ自身今日の朝の料理を口に入れているはずだ。

　それでもけろっとしているどころか、自分で食ったあとに人にまで出している。

　──もしかしてエルマ、舌が壊れているのか……。

　加えて、人外の胃を持っているのかもしれない。

　──うまいものは普通にうまいって言うんだけどな……。

「エルマって好き嫌いあんまりないよね」

「ああ。傭よう兵へいをやっていたころ、頭の良いい相手と戦ったことも結構あってな。いわゆる、正面からぶつかるだけではなく、こちらの兵士の補給線を分断したりしようとするやつらだ。それで何度か兵糧不足に陥ったことがあって、そのときに食えるものを片っ端から食ってみたから、あまり好き嫌いはない。土を食べるよりはマシだしな」

「どうかなー」

「ん？」

「い、いや、なんでもない」

　──なるほど、エルマの舌は味に対する評価の下限がおそろしく広いのか……。

　ある意味それも進化かもしれない。成長というよりは、進化と言ってしまった方がかえってしっくりくる。それくらいの変異である。──あの料理を食えるということは。

　──しかし、まずいものをまずいと思わないのは料理人になるのにものすごくネックになるんじゃ……

　エルマの厚意は非常にありがたい。

　たしかにメレア自身、料理なんてものは苦手だ。

　というより、基本的に家事なんてものはたいがい苦手だ。

　そんな中で、エルマはせっせとみなのことを気遣いつつ、いろいろと行動してくれる。

　料理以外のことに関して言えば、さほど手際が悪いというわけではないのだ。マリーザやほかの女性陣の指導のおかげもあるだろう。

　ただ、ただ料理だけは──

「ま、まあ、サルマーンとか本当に料理うまいから、今日は時間が合わなかったけど、次はちゃんと教えてもらえるといいね」

「ああ、そうだな。まったく、今日もその予定だったのに、あいつ、遅れてきたんだ」

　エルマは腕を組んで頰ほほを膨らませた。大人びた切れ長の目に不機嫌そうな色が乗るが、そうやってふくれっ面を浮かべるさまは少女のようでもある。

「二度連続はないさ」

「そうだといいがな」

　──みんなのためにも、二度連続はキツすぎるから、なんとしてでもやつを遅れずに厨ちゆう房ぼうへ送り込まなければならない。

　そう思いつつも、メレアはエルマに料理をするなとは言えなかった。

「きっとエルマならすぐにサルマーンよりもうまくなるよ」

「そ、そうか？　お、お前が言うなら頑張ってやらんこともない！」

　送った言葉にエルマがパァっと表情を明るくさせたので、メレアは柔らかい苦笑を浮かべつつうなずきを返した。

　──こういう無邪気な表情を表に出せる機会が増えたのは、良いいことだ。

　ふくれっ面から一転、にこにことした笑みを浮かべながら四階への階段を上りはじめたエルマを見て、メレアは戦事から離れていられる今を大事にしようと、再度心の中に刻み付けた。

「あ、そうだ」

「どうした？」

　四階へ続く階段を半分ほど上りきり、その踊り場へと足を踏み入れたあたりで、メレアが自分の少し先をステップ調に歩くエルマに声をかけた。

「エルマ、芸術都市行く？」

　例の件だ。

　マリーザとサルマーン、さらに双子とシャウを連れて行くことは決めているが、サルマーンに話したとおり、行動班を二班に分けるに際して、護衛がもう一人か二人欲しいところだった。

　エルマ自身が芸術都市に用があればそれで構わないが、おそらくないだろうとの予想もある。

「当然だ」

　と、頭の中でぐるぐると考えていると、エルマがほとんど間をおかずに答えを返してきた。彼女は黒髪を後ろに払って、姿勢を正しながらメレアを真っ向から見据えている。

　その立ち姿はまさしく〈剣帝〉という感じであった。

「私は常にお前の隣に──ん？　なんかこの言い方はまずい気がするな……いやでも、前にも同じことを言ったような……」

「エルマ？」

「……」

　剣帝然とした立ち姿から一転、言葉の途中で顔を真っ赤に赤らめはじめたエルマに、メレアが首をかしげてみせる。

「い、いやっ！　なんでもないっ！　と、とにかく！　私も行くぞ！」

　エルマはメレアの不思議そうな視線を受けて、しどろもどろになりながら言った。両手をぶんぶんと振って、まるでその視線を遮さえぎるようにしている。

「げ、芸術都市は骨こつ董とう品ひん等の年季の入ったものも集まったりするのだろう!?　もしかしたら七帝器も紛れ込んできているかもしれないしなっ！　ほかにもこう、なんか、いろいろ、じょ、じょうほうが！」

「そ、そうだね。まあエルマは七帝器関連に関して〈知識ラズラス〉の一員でもあるし、そっちの仕事のためにもちょうどいいかもしれないね」

「そう！　そういうことだ！」

　メレアの言葉に、まだ顔を赤くさせたまま大きく三度うなずいたエルマは、慌てたように踵きびすを返した。

「じゃっ、私は今日も依頼があるのでなっ！　着替えてまた出る！」

「うん、気をつけて。芸術都市に行く日程が決まったら知らせるよ」

　メレアは内心に「俺も行きたいなぁ」と思いながら、しかし自分には自分のやるべきことがあるので、どうにかこうにかその好奇心を抑え込んだ。

　──もうしばらくすれば、そんな余裕も出てくるのだろうか。

「あ、そういえばエルマ、〈星樹城の幽霊〉の話についてなにか知ってる？」

　エルマがぎこちない歩みで視界の外に外れる寸前で、メレアは思い出したように付け加えた。

「幽霊なんか怖くないぞ！　たとえいたとしても叩たたき斬きってやる！」

「うん、なにも知らないんだね」

「叩き斬ってやる！」

　自分を奮い立たせるようにエルマが放った声は、廊下の奥まで響いていった。
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「メレア様、お勉強の前に訪問者がございます」

「はえ？」

　メレアはエルマと別れて自室に戻ったあと、部屋で十分に胃を休め、のちに二階の執務室へと向かった。

　いつもの、マリーザによる講義の時間である。

　加えて、各班から書類としてまとめられた情報を確認する重要な時間でもあるが、その日はその前にやることがあるらしかった。

　メレアに心当たりはなかったが、マリーザが淡々と横に立って秘書然として告げるので、間違いこそないだろうと思う。

「誰？」

　メレアは執務椅子に深く座って、横に立つマリーザを見上げた。

　するとマリーザは、

「いいですよ、お入りなさい」

　と執務室の扉の方を向いて、よく通る声を飛ばした。

　その声に反応するように扉が開き、向こう側からマリーザの言う訪問者が現れる。

「んん？」

　その訪問者は、張りのある褐色の肌に、綺き麗れいな艶つやの掛かった桜色の髪を持った、長身の美女だった。すらりと伸びた四肢に、女らしい色気を十二分に醸す曲線美のある体たい軀く。ぴくぴくと小刻みに動く不思議な獣の耳を頭につけて、また同じく──

「犬の尻しつ尾ぽみたいなのが──」

　ついていた。間違いなく、ついていた。

　薄手のシャツの下の方で、左右にゆらゆらと動く毛に覆われた尻尾は、髪と同じく薄い桜色の毛に覆われている。犬のそれとも、猫のそれとも言い難いが、ふわふわとしていて、思わず衝動的に触れたくなるような、圧倒的なまでの手触りの良さをメレアに予感させた。

　──えーっと……。

　即座には誰だかわからなかった。

　──……あ。

　しかし一瞬ののち、メレアは気づく。昨日の晩ばん餐さん会かいのあとに、彼女と顔を合わせた。あの特徴的な全身鎧よろいがなかったので、とっさに気づけなかったのだ。

「シラディス？」

「う、うん」

　昨日、メレアに〈獣神〉であることを名乗った彼女。──シラディス。

　彼女は鎧をすべて脱いで、はじめてメレアの前に姿を現していた。

「よし、あとで尻尾を触らせてくれ」

「えっ？」

「メレア様」

「冗談だ、つい気が逸はやった」

　あれは魔性だ。そう思いながら、メレアは気を取り直してシラディスに視線を向ける。

　シラディスは今の瞬間的なやり取りに、見事おいていかれたようだった。あたふたとしながら、メレアとマリーザの顔を交互に見ている。

「それで、どうした？」

「あ、あれ？　あんまり、驚かない？　嫌じゃ、ない？」

「なにが？」

　シラディスはメレアの問いに答える前に、そう訊たずねていた。

　もじもじと手指を合わせて、機嫌を窺うかがうようにメレアの顔を見ている。驚くほど長身だが、その様相はむしろ小動物に近い。

「し、尻尾とか……」

「嫌どころか触らせてくれ」

「メレア様」

「油断も隙もねえな」

「ご自分へのお言葉ですか？」

　マリーザの的確な返しに、メレアは肩を落としてみせながら、またシラディスに言った。

「全然嫌じゃないよ。かわいいもんさ。俺、ほかにも尻尾生えてるやつみたことあるけど、そいつの尻尾は竜族の尻尾だったからね。あの尻尾には殴られまくったからあんまり良い思い出ないけど、それと比べると、いやホント、かわいい、触りたい」

「そ、そんなに？」

「うん」

　メレアは真顔で答えた。隣でマリーザが手袋をはめ直していた。

「じゃ、じゃあ、あとでなら──」

「マジで!?」

　メレアがハっとした顔で勢いよく椅子から立ち上がる。

　しかしマリーザがおもむろに拳こぶしを中段に構えたのが見えて、メレアは椅子に座り直した。

「よろしいですか？」

「よろしいです。──それで、どうしたの？　なにかあった？」

　椅子に座り直したメレアは、少し真面目な表情に戻って、シラディスに訊ねた。

　対するシラディスは、両手で自分のシャツの裾すそをつかみ、意を決するようにして口を開く。

「わた、しも……ヴァージリア、行く」

「芸術都市？」

「うん。昨日、言おうと思ったんだけど、忘れてて」

「ふむ」

　メレアは、シラディスが〈剣エメリー〉に所属していることを覚えている。加えて、戦いの術すべに優れているのも知っている。

　以前の戦いの中でも、特に武器を使っていたということはないが、鎧越しの殴打で人を軽々と飛ばすほどのたぐいまれな膂りよ力りよくを見せつけていた。

「鼻も、利くよ。音も、普通の人間よりは聴き取れる。なにかあったら、追跡もできるし、ちゃんとみんなを守れる」

　いつの間にか、シラディスの口調は確固としたものに変わっていた。

　それが決意の表れであることに、メレアもマリーザも気づいていた。

　メレアは幾秒かの間視線を机に落とし、思案げに時を過ごす。

　そうして再び視線をあげて、シラディスを見据えながら言った。

「いいの？　それ、あんまりほかの人に知らせたくなかった力でしょ？」

　シラディスの言葉は、その容姿と号にまつわる力を匂わせていた。

　メレアはそれに気づいて、また、これまでの彼女のおそれを知っていて、訊ねた。

　彼女は〈獣神〉としての力が人に知られてしまうことをおそれている。

　あるいは、獣との混ざり者のような姿を、人に知られたくなかった。

「うん、構わない。昨日、決めたから。ここのみんなになら、知られてもいい。それと、ここのみんなのためになら、魔王としての力もためらわずに使う」

「──そっか」

　メレアは決意のこもった瞳ひとみをしかと向けてくるシラディスに、優しげな微笑を返した。

「じゃあ、一緒に行こう」

「っ！　うん！」

　メレアがうなずくと、シラディスはその尻尾を大きく振って、嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「別にいいよね？　マリーザ」

「いいもなにも、決めるのはあなた様ですよ。──まあ、あえて申し上げるならば、わたくしも賛成でございます」

　マリーザはそれ以上なにも言わなかったが、それでも少し、嬉しげだった。その様子が、彼女なりにほかの魔王のことも気にかけている証拠のように感じられて、メレアはまたほのかな笑みを浮かべる。

「となると、このあたりかな。あんまり人数が多くなりすぎても、動きが鈍くなったり死角が多くなったりするかもしれない」

「そうでございますね。多すぎればそれだけ目立つ、ということでもありますし。どちらかと言えば調査という色が濃い今回の遠征は、いざというときのための人員を確保しつつ、速やかに動けるくらいの人数を維持するのが肝要だと思われます」

「リリウムあたりはどうするだろうか」

「『今回はパス。人が離れすぎるのも問題だし、こっちはこっちで〈知識〉としてやることがある』と言っていました」

「もう聞いたのか」

「リリウムの方から先に」

「まったく、リリウムは本当に頭の回りが速いな」

　マリーザ越しの報告は、彼女たちの部屋が近いことも関係しているのだろう。そんな予想を浮かべながら、メレアは彼女の言葉を受け取った。

「たしかに、ほかの魔王の情報も同時に調べておいて欲しいし、リリウムが残るというならそれでいいか。ついでに、俺がいない間の諸もろ々もろの指示はリリウムに任せてもいいかな」

「リリウムならこなすでしょうけど、たぶん頼むときにものすごくめんどくさそうな顔すると思いますよ」

　マリーザは少し困ったように眉まゆ根ねを寄せて言った。

「たしかに、リリウムの仕事は増えるからな……」

　メレアの脳裏には、その気の強そうな目元を冷ややかに細めてこちらを見据えるリリウムの顔が、くっきりと映っていた。

「おみやげ、選ぶの手伝いましょうか？」

「ああ、その作戦で行こう」

　ずいぶんとマリーザはリリウムのことを知っている。

　女性陣は自分の知らぬ間に交流会でも開いているのではあるまいか。

　メレアはそんなことを思いながら、マリーザの提案したおみやげ作戦を採択した。

「あとはアイズか。──シラディス、アイズはなにか言ってた？」

「特に、なにも。はっきりとは、聞いてない、かな」

「そっか」

　シラディスの答えに、メレアは考え込む素振りを見せた。

「今回は諜ちよう報ほうも兼ねるから、アイズの力があるとかなり助かるんだけど……」

　しかし一方で、わざわざ彼女を危険があるかもしれない場所へ連れて行くことに、やはり抵抗もある。

「我ながら優柔不断だ」

「メレア、だからね」

　ふと、そうやって悩む様子のメレアを見て、シラディスが楽しそうに笑った。

「アイズに、直接、訊きいてみれば？」

　さらにシラディスがそんな提案をする。

「そうだな。──まずは本人に訊いてみるのが一番かもしれない」

　そうしてメレアはいったん思考を切った。

　それからメレアは、最後に例のことをシラディスにも訊いておこうと思って話を変える。

「あ、そういえばシラディス、もう一つ訊きたいんだけど」

「ん？」

「〈星樹城の幽霊〉の話について、なにか知ってる？」

「幽、霊……？」

　シラディスは小さく首をかしげて、ほんの少し間をおいてから答えた。

「……ん、わからない、かも」

「そっかー」

　またしても収穫なし。

　やはり結局は今日の夜の実地調査でなんらかの尻尾をつかむしかなさそうだ。

　メレアは残念そうに肩を落としながら、小さくため息をついた。





◆◆◆






　その日の深夜。

　レミューゼの空に暗がりが下りて、黄金色の月光がレミューゼの街並みをしんしんと彩る時分。

　魔王たちの住まう星樹城の一角に、白い布がひらりと舞っていた。

「──」

　白い布は、背後からの視線を振り切るように、白石の敷き詰められた廊下の角をするすると抜けて行く。

　そんな白色が星樹城の二階にある蔵書室の中へと入っていったとき、ちょうど同じ色の髪を持った男が、偶然にも廊下を歩いていた。

「……」

　見てしまった。──メレア・メアは震えた。

「ほ、本当だったのか……」

　大星樹の天てつ辺ぺんに登って、一人ぼんやりと夜空を眺めていた帰りのことである。

　──気配に嫌なものは感じないけど。

　害意に対して敏感なメレアの感覚器は、一瞬視界に映った白い布に対して生身の気配を感じつつも、そこに嫌なものを捉とらえなかった。

　──サルマーンたちはもう来てるかな。

　今日の昼間にサルマーンと〈星樹城の幽霊〉の尻しつ尾ぽをつかもうと作戦を練っていた。結局のところ、単純な待ち伏せをしようということで概おおむね合意に至ったが、作戦開始まではまだ少し時間がある。

　すると、

「おい、今いたよな」

　不意に後ろから声がして、メレアは振り返った。

「残念ながら金の匂いはしませんね……」

　サルマーンとシャウが、廊下に面した吹き抜けの窓の外からメレアのいる場所へよじ登ってきていた。

「幽霊なんか怖くないぞ！」

　さらに逆方向。『備品倉庫』と標識板に書かれた部屋から、エルマが魔剣クリシューラを抜きながら現れる。

「自分の姿を鏡で見てからもっかい言え。あと声がでけえ。気づかれるだろ」

　窓から廊下に入り込んできたサルマーンが、エルマを見て額を押さえる。

「なんだかんだみんな集まってたんだね」

　メレアは三人を見てから苦笑を浮かべ、それからすぐに歩き出した。

「ともかくまずは追おう。ぼけっとしてると見失いそうだ」

　魔王四人による真夜中の追跡劇がはじまった。




　夜の星樹城はところどころに設置されたジランドールの光に照らされて、幻想的な雰囲気を醸している。

　メレアたちが追っていた白い布は、そんな星樹城の廊下をひらひらとすり抜けて行った。

　四人の視線を絶妙にかいくぐるさまは、まさしく実体をつかませない幽霊のようである。

「くそ、別に速くはねえんだが、絶妙に尻尾がつかみづれえな。見つけたと思ったらすぐに角を曲がりやがる」

「こっちの追跡がバレてるみたいな感覚にすらなるね」

　それから幾分もしないうちに、白い布は星樹城の外に出た。メレアたちも同じ道を通って外に出る。涼しい風が頰ほほを撫なでた。
















「外？　城に住みついてる幽霊じゃねえのか？」

　サルマーンが首をかしげて言う。

「出稼ぎに行く幽霊がいてもいいじゃないですか」

「その許容の仕方はおめえにしかできねえ」

　足音を殺し、ほとんど人通りのない表通りに出た。

　そうして星樹城の門を抜けたところで、ふと、メレアがあることに気づく。

「あれ？　なんか銀光りするものが通った気が……」

　白い布はまたも絶妙に表通りの角を曲がって見えなくなったが、その幽霊の後を追うようにもう一つの物体が視界を横切った気がした。月光と淡い街がい燈とうに照らされた銀色の何か。どこかで見たことがあるような気もする。

「一人でも二人でもかかってこい！　私が叩たたき斬きってやる！」

「だからお前は落ち着けよ」

　サルマーンがまたエルマをなだめる。

「まあいいや。このまま追おう」

　結局四人はそのまま大星樹の周囲をぐるりと回り込むようにして、星樹城の反対側にあるレミューゼ城の前にまで進んだ。

　白い布はレミューゼ城の城門を抜け、そのまま城の中へと姿を消す。

「……おい、門番はどうした。普通に入っていったぞ」

「ちゃんと門番はいるけど……」

　メレアはサルマーンのげんなりとした声に訝いぶかしげな様子で答える。

「俺たちも行くか？」

「ここまで来て引き下がるわけにはいかないだろ……」

　結局メレアたちは門番たちに目を丸くされることを覚悟で、レミューゼ城の城門をくぐることにした。

「これはメレア様、こんな夜分にいかがされましたか？」

「いかがって……」

　メレアたちが門番の前にまでたどり着くと、門番が目を丸くして言った。

「今、ここを幽霊──じゃない、誰か通ったよね？」

　メレアが訊たずねると、門番は首をかしげて答える。

「いえ？　誰も通っておりませんが」

「んん？」

　どうにも的を射ない。まさか本当に自分たちにしか見えていないのだろうか。

「き、貴様っ！　私を脅かそうというのか！　そ、そ、そうはいかないぞ！　私は幽霊だって斬れるんだからな！　……斬れるからな！　……どうしようメレア、不安になってきた」

　エルマがついに目元を潤ませてメレアの服の袖そでをつかんだ。

「単純に金の力で買収されてるんじゃないですかね？　金の力は偉大ですからねっ！」

「ホント清すが々すがしいな、お前の思考回路」

　シャウが両腕を開いて高らかに言った言葉に、サルマーンは嘆息しながら肩をすくめた。

　結局メレアたちは、「ハーシムに用がある」と適当に理由をつけて、入城の許可をもらうことにした。




「いよいよもって訳がわからなくなってきた」

　レミューゼ城の中は夜中であっても明るかった。さすがに昼時より人影は少ないが、それでも忙せわしなげに城の中を走る文官たちの姿がある。彼らは両手に大量の紙束を抱えながら、ときおりメレアたちの姿に気づいてぺこりと頭を下げた。

「そうだな。……それにしてもなんだ、俺、ここではぜってー働きたくねえわ」

「激務そうですねえ。でも、この城からはしっかりと金の匂いがしますから、その点では健全な職場だと思います」

「いつも思うんだがお前の鼻ってどうなってんの？」

　メレアを先頭に城内を歩きながら、サルマーンとシャウが言葉を交わす。

　そうこうしているうちに四人は手の空いていた文官の一人に案内されて、ハーシムの執務室にたどり着いた。

「陛下からはすでにお許しを頂いているので、どうぞ中へ」

「ありがとう」

　優雅な一礼を見せて再び仕事へと戻る文官を見送り、ついにメレアたちは扉の前に立った。

「もしかしたらハーシムが幽霊についてなにか知ってるかもな」

「その可能性もある。ともかく、まずは中に入るぞ」

　そう言って、サルマーンがハーシムの執務室をノックした。

　中から「入っていいぞ」という声が聞こえて、ついに四人は部屋の中へと足を踏み入れた。





◆◆◆






「なんだ、そろいもそろって。こんな真夜中に報告会か？」

　執務室の中に入ると、普段着に身を包んだハーシムが四人を出迎えた。

「いや──」

　ハーシムは長机の傍そばの椅子に腰かけながら、リラックスした様子で頰ほお杖づえをついている。

メレアたちはそんなハーシムに一いち瞥べつを向けたあと、すぐにその正面に座っていた小さな人影に目を移した。

　そこに、

「あれ……？」

　思いもよらぬ影を、見つける。

「アイズ……？」

「……」

　長机を間に挟んでハーシムの向かいに座っていたのは、純白の首巻マフラーを首に巻いた──〈天魔〉アイズだった。

「どうして、アイズが──」

　その隣には全身を銀の鎧よろいで包んだ人影。不動のままアイズの隣に立つさまは、まるで彼女の護衛戦士のようである。

「それと、シラディスか？」

　メレアに続いてサルマーンが言う。その声に反応して銀の兜アーメツトがわずかに縦に揺れた。

「こんなところでなにをしてるんだ、アイズ」

　エルマが驚いた表情でアイズに訊ねた。

「……」

　しかしアイズは、エルマの問いにすぐには答えない。彼女は申し訳なさそうな顔をして、じっとうつむいていた。

　すると、二人の間に割って入るように、ハーシムが苦笑しながら言う。

「さすがにバレたな。おれとしてはよくぞここまでメレアたちを撒まいたと褒めたいところだが」

　そのあたりで、メレアは二人が向かい合っている長机の上にあるものが設置されていることに気づいた。

「あれ、それって──」

　メレアが指差す先に、白黒の駒こまが複雑に置かれた台があった。

「〈世界遊戯シヤトランジ〉だ。いわゆる盤上遊戯の一種だな」

　盤上遊戯。メレアは頭の中で言葉を反はん芻すうする。

「駒をいろいろなものに見立てて王を取るために動かす。東大陸では駒を都市国家に見立てることが多いな。あとは──」

　メレアが内心に逡しゆん巡じゆんしているうちに、ハーシムが次々と解説を述べた。

「魔王やら、英雄やらに見立てることもある。おれやお前たちからすると皮肉っぽいことこの上ないだろうが」

　ハーシムが大げさに肩をすくめて言った。

　メレアたちはハーシムの説明を受けながら、長机の前に歩み寄る。机上の盤上遊戯台を見ると、どうやら黒の駒をハーシムが、白の駒をアイズが動かしているようだった。

「でも、なんでアイズがハーシムと世界遊戯シヤトランジを？」

　メレアが訊ねると、アイズが気まずそうに視線を落としたままで答える。

「その……、勉強、に」

「勉強？」

　ようやくアイズから声が返ってきた。

　しかしメレアにはいまだに状況がつかめない。

　すると横からハーシムが付け加えた。

「世界遊戯シヤトランジは戦術眼を鍛えるのにうってつけの遊戯とされている。遊びとは言っても奥が深くてな。実際にかつての名軍師は世界遊戯シヤトランジの名士でもあったと言われてるほどだ」

「──軍師」

　不意にメレアはアイズが膝ひざ元もとに一冊の本を置いていることに気づいた。本の表題は『戦術論』。

　そこでメレアは、この状況をようやく理解した。さまざまな要素が結びつき、メレアの脳裏に一つの答えを浮かび上がらせる。

　たぶんアイズは、仲間たちを助ける力を得るために、秘密裏にここへ通っていた。

「わたしは、みんなみたいに、戦うことが、できない」

　すると、アイズが顔をうつむけて、まだメレアの方を見ないままで言った。

「でも、みんなに、すべてを任せたままでいるのも、つらい、から……」

　ぽつりぽつりとこぼれてくる彼女の言葉。されどその言葉には強い意志がこもっている。

「わたし、にも、なにか、できないかと、思って……」

　申し訳なさそうに言うアイズを、メレアはじっと見つめる。もう、自分の中に浮かんだ答えを疑う余地はなかった。

「勝手に、こんなことをして、ごめんなさい」

　アイズは謝った。みなにいらぬ心配をかけたのではないかと、思ったのかもしれない。

「本当に、ごめ──」

　と、さらにアイズが謝罪の言葉を重ねようとしたところで、メレアがそれを遮った。

「別に、そんな顔をしなくてもいいんだよ、アイズ」

　メレアは優しげな笑みを浮かべて言った。




「アイズは優しい上に、責任感が強いからね」

　そのことを理解していない者は、〈魔王連合メア＝ネサイア〉の中にはいない。

「それと、こんな俺が言うのもなんだけど──気持ちはわかるんだ」

　噓うそではなく、気休めでもない。メレアは知っている。

　動きたくても、動けない者のつらさを。

　今でこそ自分で言うように器に恵まれているが、かつてはそうではなかった。

「っ」

　メレアの言葉を受けて、アイズは身体からだを震わせた。

　それから胸に詰まっていた感情を一緒に吐き出すように、次々と言葉を紡いだ。

「わた、しは……、〈天魔〉、だから。身体が人一倍弱いのは、ご先祖さまが、いつからかそうなるように、したから……」

　その理由。

「害が、ないよって、伝えるために」

　メレアはアイズの言葉を聞いた瞬間、〈天魔〉の一族が背負ってきたあまりにも深い憎しみの業を直視した気がした。

　口が開いたまま、時が止まる。

　凍った思考から復帰したときにまず先に漏れたのは、

「……そこまでしたのか」

　そんな言葉だった。

「わたしの、一族は、ずっと昔から、眼めが良かった。見なくてもいいものを、見ることが多かった。だから、人の悪意を、受けることも多かった」

〈天魔の魔眼〉という特殊な眼を持つことで疎まれたアイズたちの一族は、人々から迫害されまいと、自分たちが眼以外に脅威性のないことを周りに知らせようとした。

「口が堅いって、伝えるために、最初は、喋しやべることを、やめたの」

　それでも疎まれた。

　見えたものを喋らないからといって、見ていないわけではない。

「でも、だめだったから、今度は、身体を弱くしたの。知っていても、なにもできないって、伝えるために」

　見たことを誰にも言わないし、知っていても自分たちはなにもしない。──なにもできない。

　そのために自分たちの身体に制限を掛けた。

「たぶん、最後は、眼を潰つぶさないと、だめなんだと思う。わたしは、お父さんとお母さんがいなくなったとき、そうしようかって、思った」

　アイズは涙を流さなかった。眼は潤んでいたが、泣かなかった。

　逆に、メレアを見て、儚はかなげな、そしてそれゆえに触れがたい美しさをもった微笑を浮かべて、言葉を続けた。

「でも、最後にって、そう思って登った、あの霊れい山ざんで、メレアくんたちに、会ったから。──それは、やめたの。こんな眼だけど、誰かの役に立つって、わかった、から。……それに、この眼は、〈天魔〉の家族との、繫つながりだから。失いたくない繫がりだって、今は、思えるから」

「……そうか」

　メレアはアイズの微笑に笑みを返して、彼女の頭に優しく手を添えた。

　彼女は嬉うれしげに眼を細めたあと、またメレアの方を見上げて続ける。

「だから、メレアくんは、もしかしたら少し、嫌な気持ちになるかもしれないけど──でも、わたしは、わたしにやれることをやろうって、思う」

　アイズはその魔眼をみなのために使える道を探した。

　そうして最初にたどり着いたのが、戦う者たちをサポートする『軍師』という道だったのだろう。

　ムーゼッグとの逃走戦のときもそうだったように、たしかにアイズの眼がなければ分が悪かった状況はいくつもあった。

「だ、だから──」

　ふと、そこで彼女の表情がわずかに強こわ張ばった。

　と同時に、メレアは彼女が何を言おうとしているのかに勘付く。

『だから』と何度も重ねる彼女には、そうして馬鹿丁寧に筋道を立てながら、どうしても伝えたいことがあるようだった。

「──」

　しかし、アイズの言葉はそこで途切れた。まるで彼女の中にあるもう一つの意志が、次の言葉を発することを邪魔しているようだった。

「ヴァージリアのこと？」

　代わりに、メレアが言葉を発する。

　瞬間、アイズが驚いた表情でメレアを見た。──彼女の唇は震えていた。

「わた、しは……」

　行きたいのだろう。メレアにはアイズの思いが手に取るようにわかった。

　そして同時に、なぜアイズが素直にその言葉を伝えられないのか、そのことについても確信を抱いた。

　──アイズはみんなを手助けしたい。

　ヴァージリアに向かうにあたって、自分の眼が多少は役に立つだろうという思いも持っている。

　しかし一方で、自分がいざというときに守られる立場にあることも知っている。

　聡そう明めいで、優しく、自分を律する意志が強いゆえに、彼女は二つの理性の狭はざ間まで葛かつ藤とうしていた。

「俺は──」

　そしてメレアは、そんな彼女に声をかけた。

「あえてアイズにはなにも言わない」

　それは、メレアにしては珍しく厳しい言葉であっただろう。そのことを証明するように、後ろにいたエルマやサルマーン、シャウまでもが驚いたように目を丸くしていた。

「どの選択も、アイズの意志だ。先に言っておけば、俺にはアイズの意志を尊重する準備がある。──けれど、アイズの口から直接その言葉を聞くまでは、俺から進む道を決めるような真ま似ねはしないでおこうとも思う」

　別に、長おさとしてそれを決定してもいい。

　だが、殊、アイズに関しては、どこかで彼女自身に一歩を踏み出させないと、いずれ取り返しのつかないことになる気がしていた。アイズが自分の意志を言葉にしようとして思わず口を止めてしまった姿を見て、メレアは妙な危機感を覚える。

　──早いうちにアイズ自身にその選択をさせないと、アイズは自分の葛藤に圧おし潰されてしまうかもしれない。
















　今はまだいいが、それが積もりに積もったとき、もはや彼女だけではそれを解消できなくなっているかもしれない。

　──それは、ダメだ。

「わがままは悪じゃない。それに俺は、これでも一応みんなの長だ。そのわがままが通せるか通せないかは、俺が真剣に考える。だから──」

　あきらかに彼女がついて来るべきではないと判断したとき、たとえアイズが泣き叫んで願ったとしても、メレアは彼女を安全な場所に置いていくだろう。その点に関して、メレアはブレない。

「自分が本当はなにを望んでいるのかは、自分で見つけて、判断をして、自分の口で言うんだ」

　彼女の引っ込み思案な性格や、自分の意志を押し殺しがちな性格。そういったものがこれまでの〈魔王〉としての人生に強く影響を受けていることはわかっている。だが、だからといってこのままではいけない。彼女はもう無理にそういう生き方をしなくてもいい。

　だから、

　──自分が本当はどうしたいのかを、今ここで言ってくれ……アイズ。

　メレアは目を瞑つぶった。彼女に厳しいことを言っているのをわかっていて、願うように心の中で言った。

　そして答えは──震える彼女の声に乗ってやってきた。

「わ……わた、し、を…………ヴァージリアに、連れて、行って」

　メレアは目を瞑ったまま彼女の言葉を受け止めた。その小さな身体から放たれた希望の言葉を、決して放すまいと、心の中にぎゅっと包み込む。

「……ハーシム、一つ訊きく」

　それからメレアは、この場で静かに話に聞き入っていたハーシムに訊たずねた。

「感情論抜きで答えろ。──お前の目から見てアイズはヴァージリアの遠征に必要だと思うか」

　メレアはこの時点でアイズに「なら一緒に行こう」と言いたくてしかたなかった。彼女が自分の意志でヴァージリアについていきたいと言えたことだけで、「よく言った」と褒めて抱きしめてやりたかった。

　だがメレアは踏みとどまる。

　──アイズには根拠が必要だ。

　きっと自分たちがどんなにアイズの力を認めたとしても、アイズは素直にその言葉を受け止められはしないだろう。リンドホルム霊山から一緒に生き抜いてきて、強い絆きずなで結ばれているからこそ、彼女への評価に思いやりが混ざってしまうことをアイズ自身気づいている。

　だからアイズには、外部の根拠が必要だった。

「──一に、アイズには〈天魔の魔眼〉がある」

　メレアの問いを受けたハーシムは、そんな言葉から話をはじめた。

「〈魅惑の女王〉を探すにあたって、その力は間違いなく役に立つ」

　ハーシムはメレアと同様、真剣な表情をしていた。

「二に、仮になんらかの交戦状況が発生して、小集団で動かなければならなくなったとき、アイズの戦術眼が役に立つ」

「そういうものを学びはじめてさして日は経たっていないと思うが」

「その浅さを考慮しても、アイズにはセンスがある。一応言っておくが、お世辞は完全に抜きだぞ。おれも軍隊を率いる立場だからな。そのあたりには合理性で答える」

　ハーシムはそう前置いて続けた。

「戦略規模になるとたしかにまだ拙つたない部分はある。だが小集団を率いての戦術規模になったとき、アイズには的確に先を読んで手を打つ力があるのだ。特に、目標を囲って追い込む手腕にはおれも唸うならされることが多い」

　机上の世界遊戯シヤトランジの駒こまを拾って、こつ、と台に打ちながらハーシムが言った。

「舞台となるのがヴァージリアという都市であることもアイズを連れて行く利点としては大きいな。建物や狭い路地が密集する都市地帯では、通常の視界しか持たない者には死角が多い。だが天から状況を俯ふ瞰かんできる眼を持つアイズは、少なくともお前ら〈魔王連合メア＝ネサイア〉の中でもっとも的確に手を打てる者の一人に入るだろう」

　ハーシムは〈黒の王〉の駒を指に挟みながらメレアを指し、「たぶん、お前よりずっとうまいぞ」と付け加えた。

　そこで、ついにメレアが目を開く。

　目の前にはうつむき気味なアイズの姿があった。耳が少し赤い。

「──わかった」

　メレアはつぶやいて天井を見上げた。

　すると、

「ア、アイズの護衛は、わたしがする！」

　そのメレアの姿を悩んでいるふうに判断したのか、今まで黙って話を聞いていたシラディスが、兜アーメツト越しに熱のこもった声をあげた。

「だから、メレア……！」

　メレアは別に、迷っていたわけではない。ただ少し、自分の感情が昂たかぶってしまったから、それをなだめるために一呼吸を置いただけだ。

　ハーシムの言葉を誰よりも嬉しく感じていたのは、ほかでもないメレアだった。

「大丈夫だよ、シラディス」

　メレアはそう言って、視線をアイズに戻す。

「アイズ」

　メレアは彼女の名を呼んだ。アイズの肩が、びくりと震えた。

「──一緒に行こう」

　その言葉のあとにアイズがゆっくりとメレアを見上げる。

　彼女の目には、涙が浮かんでいた。

「ハーシムにここまで言わせるとはさすがだ。アイズはみんなの自慢だよ」

　アイズはそれから小さくうなずいて、しかし声はあげずに顔を両手で覆った。

　メレアはそのあたりでさすがに我慢ができなくなって、ゆっくりと彼女の頭に手を伸ばし、また優しくその髪を撫なでた。

　──よかった。

　きっと彼女は、前より少し自分に自信が持てた。そうであると、信じたい。

　──本当に、よかった。

　これから少しずつでも、彼女が自分の感情を押し殺しすぎずにいられるといいと思う。

　今の自分には誰かを導くなんてたいそうなことはできない。

　だがそれでも、この〈魔王連合メア＝ネサイア〉の長として、せめて自分を慕ってくれている魔王たちには、きっかけを与えてやりたいと思う。

　──傲ごう慢まんだろうか。

　自分に心の中でため息をつきながらも、メレアはその意志で魔王たちの内面へ踏み込む意志を固める。

　自分が教えられるのは、自分が英霊たちに教えられた生き方や考え方に基づくものが大半だ。

　けれど、そういうものが今の時代の魔王たちにとってきっかけの一つになるのであれば、それはそれで嬉しく思う。

　──フランダーなら、彼らをどう導いたのだろうか。

　メレアは心の中で、かつて自分を導いてくれた彼の姿を思い返した。




「さて、じゃあそろそろ俺たちは戻るよ。アイズはどうする？」

　アイズが落ち着いてからしばらく経って、ハーシムとも軽い打ち合わせをしたメレアはついに帰り支度をはじめた。

「わたしは、もう少し、残ろう……かな？　ハーシム、さんが、許して、くれるなら……だけど」

「構わんぞ。おれもこれが結構楽しみでな。日中は書類仕事ばかりで面白みがない。加えて朝寝坊してもアイシャに言い訳が立つ。こういう言い訳だとあいつも強く出てこないのだ」

　ハーシムが腕まくりをしながらアイズとの二戦目に備える。意気揚々と世界遊戯シヤトランジの駒たちを集めはじめた。その姿は少し子どもっぽい。

「わかった。まあ時間も遅いし、あんまり無理はしないようにね。倒れると余計労力がかさむって、俺の体験に基づいた数少ない金言だから」

「ふふ、メレアくん、いっぱい倒れてそう」

　アイズの表情はずいぶん和らいでいる。まだ眼めの周りに涙のあとがあるが、表情それ自体はむしろ晴れやかだ。

「じゃあ、ハーシム、アイズを頼むよ」

「帰りはこちらからも護衛をつける。……というかアイシャがアイズのことを気に入っているから、勝手に護衛につくだろうな」

「なるほど。マリーザからなにか吹き込まれてそうだ」

「もともと好みが一致していたらしい」

　ハーシムがわざとらしく肩をすくめた。

「気が合うようでなによりだ」

　それからメレアは、アイズの隣で静かに立っていた銀ぎん鎧よろい姿の仲間に声をかける。

「シラディス」

　心なしか銀の鎧は縮こまっていて、彼女が鎧の中で申し訳なさそうに肩をすくめているのが透けて見えるようだった。

「これからもアイズの護衛を頼むよ。レミューゼの中とはいえ、夜中にアイズ一人を外に出すのは少し心配だ」

　兜アーメツトの中の彼女はどんな表情をしているのだろうか。一瞬そう思ったメレアだったが、大げさに喜ぶ犬のようにぶんぶんと首を振った彼女を見て、すぐに答えを知った。

「じゃあ、俺たちは先に戻るよ。二人ともあんまり遅くならないようにね」

　そう改めて言ってメレアが踵きびすを返す。後ろにいたサルマーン、シャウ、エルマも、満足げな表情でそれに続いた。

「メレア、くん！」

　すると、扉をくぐろうとしたメレアをアイズが呼び止める。

　メレアは彼女の方を振り向いて、小さく眉まゆをあげた。

「──ありが、とう」

「礼を言うのはこっちさ」

　アイズの嬉うれしそうな顔を見て、メレアもまた同じ表情を浮かべた。

　そうして〈星樹城の幽霊〉の話は、いったんのところ落着となった。








第五幕　【麗しの舞台へ】









「それで、幽霊の件は解決したのね」

　晩ばん餐さん会かいから数日が経った。

「うん。これで後腐れなくヴァージリアに行ける」

「もう行く気満々なのね……」

　その日、メレアの自室に二つの声が響いていた。

「まあいいわ。どうせこうなるだろうと思って、一応できるかぎりのことは調べておいた。魅惑っていうから、演技者だとか、誰かを魅了する精神系の術式だとか、そういう方面を重点的に」

「うんうん、なんかわかった？」

「──いいえ、逆にわからなくなったわ。そういう括くくりだと実は結構数が多くてね」

「そっか。まあ、そういう術式は難易度が高いだけに効力も絶大で、昔からいろんな人が開発に勤いそしんでたっていうからね」

「人間相手にすると変数式が膨大になるものね。ちゃんと作用するとあんたの言うように強力だけど──だからその分、使ってるやつがいれば結構目立つわけで」

　部屋の隅からあがっていたのはリリウムの声だった。

「誰々を操ったとか、人民をうんたらかんたらとか、例によって創作との境界があいまいな文献も多かったわ。〈人形王ジユーダス・ベルベツト〉とかは文献の数も多いし、わりとわかりやすい方なんだけど。でもあれは魅了するとかじゃなくて、物理的かつ強制的に人の身体からだを操作するって感じだったし……」

「それに〈人形王〉の秘術はセリアスがすでに使っていたから、末まつ裔えいか、また別の伝承者かはわからないけど、術者は殺されてるんじゃないかな」

「そういえばそうだったわね」

　リリウムの言葉に答える声は、衣装棚のあたりから響いていた。よく見ると、開け放された衣装棚の中に、一人頭をつっ込んでなにかをまさぐっている人影がある。散らかった服の隙間から、わずかに雪白色の髪が見えた。──メレアだ。

「あっれー、あの服どこにしまったっけ」

「はあ……。あんた、少しは部屋の掃除しなさいよ。なんで一日や二日でこんなぐちゃぐちゃになるのよ。服の畳み方めちゃくちゃだし」

「時期が悪かったんだって。遠出のためにいろいろ備品探してたらこんなことに」

「ああもう。──はい、これ。それとこれも持っていきなさい。あとこれと、このローブと、向こうは海沿いで風が寒いだろうからこの肌着も」

　メレアが一向に目的の物を見つけないことに業を煮やしたリリウムは、同じく服に埋もれるようにして、しかしメレアとは違っててきぱきと、あたりの服を拾い上げていった。男物の下着に構うこともなく、必要なものをするすると探し出してはメレアの隣にある布袋に入れていく。

　メレアはそんなリリウムの動きの邪魔にならないように、借りてきた猫のように大人しくしながら、ただ布袋の口を両手で開いているばかりであった。




　芸術都市ヴァージリアへの出発が、その日の夜に迫っていた。

「それで、誰が芸術都市についていくのかは完全に固まったの？」

「うん。もう了承も得てる。双子たちを連れて行くかどうかは最後まで迷ったけど、二人の強い希望があったからね」

「たしかに、あの子たちは少し心配ね」

「でも、だからといってレミューゼにずっと閉じ込めておくのもかわいそうだ。もっと状況が切迫したときは、いずれにせよ外には出せなくなるから」

「そうね……。なら、今のうちに外の世界をもっと見せてあげないとね」

　子どもには広い世界を見せる必要がある。いずれ彼女たちが自分たちでなにか大きな物事を決定するときに、その判断材料になるものをたくさん見せてやる必要がある。それは彼女たちの身の安全を確保するのと同じくらい、きっと大事なことだ。

「護衛役も十分につけた。あとはサルマーンが常に傍そばにいるだろう」

「お守が板についてきたわね、あのなんちゃって脳筋も」

「おもしろい表現だな」

「脳筋系に見えるのに実のところ中身は真逆だから」

　リリウムの独特の表現におもしろそうな笑みを浮かべながら、メレアが布袋の口を締める。

「あと、シャウとアイズの護衛にマリーザとシラディスをつけるよ」

「アイズはともかく、金の亡者に護衛なんて必要かしら」

　リリウムが紅髪の毛先を捩ねじりながら、げんなりした様子で言った。

「たとえヴァージリアが火の海になっても護衛なしで勝手に生還しそうだけど」

「シャウは総じて器用だからね。でも、いざというときの瞬発力には欠ける。極端なことを言えば、突然目の前にセリアスが現れたりしたらさすがのシャウも後れを取るかもしれない」

「あたしたちからすると悪夢みたいな状況ね」

「ありえない話じゃないさ」

　〈戦乱の寵ちよう児じ〉は依然として脅威である。おそらくあれと真っ向から対たい峙じしてやり合えるのはメレアぐらいだろう。その事実を魔王たちは決して忘れない。

「さて、これで準備はよし、と」

　すると、ようやく旅支度を終えたメレアは改めてリリウムの方に顔を向けた。

「少しの間城を空けるよ。その間、こっちのことはリリウムに任せる」

　真面目な顔でそう言ったメレアに、リリウムは手を振りながら答える。

「はいはい。いってらっしゃい。あたしはこっちでできるかぎりのことをしておくから、あんたもあっちからなにかしらの収穫は持ってきなさいよ」

「うん、必ず」

　一瞬、リリウムはほんの少しさびしげな表情を見せたが、彼女自身そのことに気づいていて、すぐにその表情は消えた。次いで彼女の顔に表れたのは、出来の悪い弟を心配するような、ほのかな優しさの宿った笑みである。

「あんたも気をつけなさいよ。あんたはこの中の誰よりも強いけど、一人じゃできないことも多いんだから」

「わかってる。気をつけるよ」

　メレアはリリウムの言葉に素直にうなずいて、笑った。





◆◆◆






　夜。茜あかね色いろに染まっていた空は暗がりに覆われ、月光が街を彩りはじめた時分。

　芸術都市への出発を控えた遠征組の魔王たちは、その日の仕事を早めに切り上げて、それぞれの自室へと戻っていた。

　朝方にこなしておいた荷造りの成果を回収し、出発へ備えるためだ。

「メレアの部屋が散らかってるかどうか賭かけようぜ、金の亡者」

「いいですね、なにを賭けます？」

　そんな中で、もっとも早くに身支度を終えていた二人の魔王が、メレアの部屋へ続く階段を上っていた。

「そうだな……、お前が勝ったら、芸術都市から帰ってきたあとの最初の晩餐会で、作った料理の特に良いいところばかりを盛り合わせてやる。珍味やらなにやらのな。芸術都市だし、珍しい食材も多そうだから、俺が負けたら見繕っておいてやるよ」

「それ、本当に食べられるものなんでしょうね……？」

「さすがにそこまで意地悪じゃねえさ。負けには潔い方だぜ、俺は」

　肩を並べて階段を上る二人は、楽しげに身を揺らしながら、芸術都市から帰ってきたあとのことを話していた。

「ふむ。では、あなたが勝ったら？」

「そうだな……、来月の小遣いに色をつけてくれれば、文句はないな」

「端的でよろしい。程度は互いに要交渉、ということにしておきましょうか」

「ああ、互いに無理のない程度にな」

　と、ついに二人が、五階への階段を上りきる。ものの数歩も歩けば廊下に出て、さらにそこから十数歩歩けばメレアの部屋、という位置だ。

　二人はそこでまったく同時に立ち止まり、いくばくかの間思案げにうなった。

　そして、片方が先に声をあげる。

　先に声をあげたのは、七しち分ぶ袖そでのシャツを着た軽装の男──〈拳けん帝てい〉サルマーンだった。

「散らかってるに一票」

　その言葉のあとに応えるように声をあげたのは、ゆったりとした長袖の衣装を数枚着込んだ紳士様の男──〈錬れん金きん王おう〉シャウだった。

　彼はいくつかの指輪がはめられた手指の一本、その人差し指をぴんと立たせて、もったいぶるようにして言う。

「では、ここは大穴で、散らかっていないに一票」

「よし、決まりだな」

　サルマーンはシャウの応答を受けて、にやりと笑いながらうなずいた。

　二人はそれを合図に、再び歩を進めはじめる。廊下に踏み入り、絨じゆう毯たんの敷かれた少しほかよりも豪ごう奢しやな通路を歩く。

　そうしてある扉の前で立ち止まり、サルマーンが率先してその扉をノックした。

「おい、いるか、メレア」

　すると中から、「いるー」と間延びした声が返ってきて、

「開けるぞー」

　言いながら、ゆっくりとサルマーンは扉を開けた。

　徐々に開いていく扉の隙間から、部屋の中を見やる。二人は部屋の中の状態が、自分の願いどおりの状態になっていることを内心に祈っていた。

　そして──

「……ああーっ！　くそ！　負けた！　なんで今日にかぎって片づいてんだよっ！　マリーザはまだ寝てるだろ!?　それ知っててこっちに賭けたのに！」

「ハ、ハ、ハ、甘いですね、サルくん。もっと情報には敏感でなければ！　私はすでにリリウム嬢がメレアの部屋に入っていったという情報を入手済みなのですよ！　そこでなにかが起こった可能性は大きい！」

「なにかってなんだよ！」

「冷静に考えてみなさい！　若い男女が男の部屋でっ、なにかを！　──普通ならなにかこうあの双子に聞かせられないような行いを予想するかもしれませんがっ、しかし！　一方は辺境の山育ちの化石！　一方はまともな方ですけど最近一番忙しくてお疲れ気味な研究職の女！　……ない！　男女の営みなどまずない！　どちらかと言えば出来の悪い弟の様子を見にくる姉のごとく！　たぶんあの奇き天て烈れつなメイドがいないことを心配した彼女がちらっと荷造りの手伝いに来たのではないかと」

「淡々としてるふりしてそこまで考えてたのかよ……！　気持ちわるっ！」

「金が掛かっているのならば私は全力ですからねっ！」

「お前らホント楽しそうだな」

　くやしげに頭を抱えるサルマーンと、鼻高々に演説をするシャウを、メレアは部屋の中からうんざりとした様子で眺めながら、そんな声をあげた。




「というか、リリウムの部屋、この下の一個隣だから、シャウの今のテンション高めな演説は聞こえてたかもしれないよ」

「えっ？　……また横腹つねられるんでしょうか、私……」

　メレアの言葉に、シャウが急にしゅんとする。

「ちぎられないだけマシだろ」

　横からサルマーンが出てきて、シャウの肩を叩たたいた。

「いやでも、多少脚色はしましたけど、言ってること自体はかなり事実に即したものですし……」

「それが問題なんだろ」

　二人はそのあたりから声をひそめて、二人の間だけで聞こえるように、ぼそりぼそりと言葉を交わしはじめる。

「あー……、かえって意識していること自体は事実ですから、よけいに図星で怒るかもしれませんね……。彼女、自分で気づきませんからねえ……。学識に優れていることは、必ずしもほかの部分でも明敏であるということの証明になるわけではないようで。文献の細かい部分には気づいても、自分自身の感情には疎いんでしょうねぇ……」

「そんなもんだ」

「俺の部屋で俺をおいて話をするのはやめろ」

　メレアは急に内緒話をはじめた二人に首をかしげるばかりであったが、そのまま放っておくと埒らちが明かないと思って、良いいところで声を挟んだ。メレアの赤い眼めにはじとりとした視線が乗っていて、顔には面倒そうな表情が映っている。

「で、そろそろ時間？」

「そんなところです」

　メレアの問いに、シャウが襟を正しながら答える。

「じゃあ、行こうか」

「ええ。ほかの面々も、今しばらくすれば来るでしょう。先に馬車の確認がてら、外で動いておきましょうか」

「そうだね」

　シャウの提案にメレアがついに立ち上がった。座っていたベッドが、きし、と軽い音を鳴らす。

　メレアはそのまま、机の上に載せておいたひも付きの大布袋を背負いあげた。旅荷物だ。

「荷造りはちゃんとできましたか？」

「子どもに訊きくような言い方だな」

「実際、世間の常識的にはあなたは子どもみたいなものですし。旅をしたことだって──まあ、あの馬鹿みたいな逃避行を除けば──初めてでしょう？」

「さすがになにを持っていけばいいかは考えればわかる。……けど」

「けど？」

　メレアはそう言った直後、恥ずかしそうに頭をぽりぽりと搔かいて、一拍をおいてから続けた。白状するような様相だ。

「大体は、リリウムに詰め込まれたよ」

「ああ、なら大丈夫ですね。彼女なら向こうの気候や芸術都市ゆえに起こり得る事態にもある程度の予測がついているでしょうし。いやあ、一から私が教えても良かったんですが、面倒ですからね。メレアの周りには優秀な世話焼きが多くて実にすばらしい。私の横の青年も含めて」

「俺を一緒にするんじゃねえよ」

「そうですね、あなたは双子専用ですからね」

「それもちげえよっ！」

　また二人がちらほらと皮肉の言い合いをはじめたところで、メレアは苦笑を浮かべながら歩を進めた。

　二人の肩を押しながら、部屋の外へと向かう。

　二人を部屋の外に押し出して、後ろ手に扉を閉めようとしたところで、ふとメレアは部屋の中を振り向いた。

　近頃でずいぶんと見慣れた自分の部屋が、視界に映る。

　それを扉の前からぼんやり見やりながら、最後には鋭い意志の光を目に宿らせ、言った。

「──ちゃんと、帰って来るよ、ここに」

　メレアは最後に、ゆっくりと扉を閉めた。





◆◆◆






　三人は一足先に星樹城の外に出て、城の前の大通りにシャウが待機させていた馬車の点検に移った。

　今回の馬車は前の逃避行でシャウが通りすがりの商人から買い取った馬車よりも豪華で、なにより丈夫そうである。

　馬車を引くと思われる馬も、ときおり街中で見る馬より身体からだが大きく見えた。この時季は冷えるという芸術都市ヴァージリアの気候に耐えるためか、脂肪もそれなりに乗っている。

「逃げるわけではありませんからね。今回はこのあたりがちょうどいいでしょう。さすがにリリウム嬢の炎馬と比べると馬力やもろもろは劣るかもしれませんが、この馬たちはリリウム嬢の体力を奪ったりはしません。それに、十分に頭が良く、なにより丈夫だ。帰りもなんなく私たちを連れて帰ってきてくれるでしょう」

「そっか」

　メレアは縄で星樹城の門の脇わきにつながれていた馬たちに近寄って、その首筋を優しく撫なでた。

　すると馬が嬉うれしげに身を揺らし、鼻先でメレアの頰ほほを押し返す。

「大事にしないとな」

　メレアはそんな馬の行動を受けて笑みを浮かべながら、そう言った。

「ええ。この馬たちは〈魔王連合メア＝ネサイア〉名義で買いましたから、ちゃんと帰ってきた暁には厩うまやを作って世話をしてやらねば。まあ、わざわざ作らずとも、ハーシム陛下から借りることもできるでしょうけど」

　馬とたわむれるメレアを見ながら、シャウも微笑を浮かべている。

「でも、せっかくなら特製のものを新しく作ってやりたいところでもあるなあ」

「そうですねえ」

「ま、そのあたりは芸術都市からの帰り道にでも考えようか」

「ふむ。そうしましょうか」

　と、そのあたりで、二人は互いの話中に『帰ってくる』という言葉が多く紛れ込んでいたことに、なんとなく気づいた。

　そのことに気づいたメレアは、ふと微笑を苦笑にかえて、内心にこぼす。

　──そう、まずは帰ってくることだ。

　なにがあるかはわからない。

　なにもないかもしれないし、なにか意図せぬことが起こるかもしれない。

　しかし重要なのは、しっかりと帰ってくることである。

　自分たちの居場所は今ここにある。

　仲間たちが、この城で待っている。

　長おさである自分が、彼らをおいて消えるわけにはいかない。

　常にみなの寄り掛かれる支柱であり続けようとする意気は、メレアの中にしっかりと輝いていた。

「それにしても、馬もながら馬車も豪華だなぁ。これ、変に目立ったりしない？」

「しませんよ。──ええ、まったく」

　メレアのふとした疑問に対し、シャウは間髪容いれずに答えていた。気づけばシャウは屈かがみ込んで、馬車の底板の接着を確認している。

「これから向かうのがこの時期シーズンの芸術都市ですから。質素な馬車だとかえって目立ちます」

　芸術都市の、いわゆる最盛期シーズンには、前にもシャウが言っていたとおり、周辺の貴族や成金商人、はたまた他大陸からの有力者など、多くの富める者が集まってくる。

　豪華客船で来る者。

　気取った馬車で来る者。

　ときたま有翼獅子グリフオンに跨またがって来る者まで、その様相はさまざまだ。

　そして、そんなシーズンにヴァージリアの都市門をくぐる者たちは、えてして豪華な身なりをしていた。

　そうなると、貧相な身なりや馬車でヴァージリアへ向かえば、かえって目立つことになる。

「適度に豪華であることが、なにごともない旅には必要なのです」

　シャウは当然そのことを最初から知っていて、行きの支度を任されたときにはすでにこの絵を頭の中に想像していた。

「とはいえ、帰りはどうなるかわかりませんから、もしあまりよろしくない場面に遭遇したときは、馬車は置いていきます。馬はヴァージリアにいる商友にでも任せましょう」

　シャウは後輪の点検に移りながら、メレアに言う。

　メレアはシャウの真ま似ねをして、前輪の方を屈んで見ているところだった。

「そのときは例の方法で帰るってことだな」

「そうです。──いや、それはそれで別の意味で生きて帰れるか不安になるんですけど」

「え？　楽しいよ？　ともかく準備の方はしっかりしておいたから、大丈夫だ」

「なにが大丈夫なのか再度問いたい気分です」

　シャウがぶるりと身を震わせた。

　そうこうしているうちに、馬車の点検が終わる。

　すると、もう一台の方の馬車を一人で点検していたサルマーンが、凝りをほぐすように肩をまわしながら二人に歩み寄ってきた。

「こっちは大丈夫だ。寝台車の方も問題ない」

「そうですか。お疲れ様です」

「まあ、できれば寝台車は使いたくねえが、行きずりにちょうどいい宿場がねえときはおとなしくこれ使った方がいいな」

「ですねえ。逃げるときほど急いでいるわけではありませんが、かといってゆっくりする意味もありませんし。体調や状況に合わせて、最善を探しつつ行きましょう」

「ああ。──さて、そろそろ女性陣が来るころかね」

　今度は筋を伸ばすように背中を反りながら、サルマーンが星樹城の城門の方を見た。

　街路に面している星樹城の窓辺からは、ぽつりぽつりと光が漏れている。日はすでに沈み、街の街がい燈とうにも火が灯ともりはじめていた。紺色の空気の中を、煌きらびやかな光が躍る。

　メレアも立ち上がって、サルマーンの横に立ちながら、巨大な星樹城を見上げていた。

「こっちはこっちで、帰ってくるころにはなにか収穫があるといいね」

「それが良いい知らせであることを祈るぜ」

「ま、悪い知らせは帰ってくる前に芸術都市に届くさ」

　メレアが苦笑して言う。

「んだな。つっても、ここはレミューゼだからな。今のところ味方は俺らだけじゃねえ」

「そう、なんだかんだと言っても、ハーシムがレミューゼにいるというのは大きい援護だ。ハーシムにも今日から何日か城を外すということはちゃんと伝えてある」

「ほー、長らしいことしてるじゃねえか」

　サルマーンが髪と同じ砂色の眼を見開いて、楽しげにメレアを肘ひじで小突いた。

「俺を『主あるじ』だとなんだとのたまう連中がたくさんいるからな。乗せられてるだけさ」

　冗談を言うように、メレアが鼻で笑って返す。

「言うようになったじゃねえか」

「もともと皮肉は得意な方なんだ。二十一人の魔王と出会って余計にひどくなった節もあるけど」

「これからもっとその魔王が増えるかもしれねえけどな」

「……うん」

　メレアはそのことに思いを馳はせた。

「嬉しいような、切ないような。そればかりはきっと、いつまでも区切りをつけられない部分なのかもしれない」

「……そうだな」

　二人はそこで言葉を切った。そしてまた同時に、星樹城を見上げた。

　ふと、街路に面している星樹城の窓辺から、何人かの魔王がひょっこりと顔を出して手を振ってきているのが見える。

「あいつらも自分の仕事しながら、意外とよく周りを見てるよな」

　サルマーンが笑って、彼らに手を振り返した。

「うん。みんな本当に、よく見てる」

　メレアもそれに倣って、手を振る。




　旅先から帰ってきたとき、またこの光景を見られるだろう。

　メレアはそのことを確信していた。

　そうなるべく、みずからの身に宿った力と、そして研けん鑽さんによって積んだ力を使うべきなのだと、自分に強く言い聞かせた。








幕間　【とある舞台裏の暗闇で】









「もっと人を集めなよ。この街にはボンクラが多いからね。もっと集められるだろう？」

「わかっています」

「本当かな。本当にわかってるのかな？　──実はあれ、使ってないんだよね？」

「っ……！」

「アハッ！　やっぱりそうだ！　そうだと思ったんだよぉ。たしかに客の実入りは良いんだけどさぁ、なぁんかこう、病的なものをまだ感じないんだよねぇ」

「……病的とはよく言ったものですね」

「だってぇ、本当のことだもーん。……いやでも、キミはすごいよ。〈魔王〉としての力を使わないでこれだけ人を呼び込めるんだからさぁ。それって本当にキミの歌とか踊りが悪魔じみてるってことだしさぁ」

「褒めるならもっと言葉を選んでください」

「あいにくボク、人を褒めるのが得意ではないんだ。アハハ」

　芸術都市のとある片隅。

　ほの暗いどこかの劇場の『舞台裏』で、二つの声が交差していた。

　一つは、この世のものとは思えないほどおそろしく美しい音色の声。それは優れた声を持つ鳥の一鳴きよりも人の心に響き、瞬く間に精神の傷を癒いやさんばかりの不思議な力を持っているようにさえ聞こえる。

　対照的に、もう一つの声は、美しい音色を持ちながらも人を小ばかにしたような、声音にさえそんな色を混ぜ込んだ──別の意味で不思議な響きを持った声だった。

「ころころと表情が変わる方ですね。役者にでもなったらどうです」

「だめだめ、ボクすでに演じてるから。そうなると二重に演じることになっちゃう。ボクはそんなに器用じゃないから、今はこれでいいの。もし今の役よりもおもしろそうなものがあったら、ちゃんと今の役をやめてから、そっちに鞍くら替がえするよ。どう？　誠実でしょ？」

「誠実な役者ならちゃんと最後まで役を演じきってから舞台を降りますよ」

「アハッ、正論すぎて胸に刺さるなぁ」

　舞台からの照明が、わずかに暗幕の隙間からその舞台裏を照らしていた。

　空からの一筋の陽光のごとく、線となって舞台裏に入り込んできたその光は、一瞬、舞台裏で軽妙な声を弾ませていた人物の相そう貌ぼうを照らす。

　それはまるで、道化師ピエロのような格好をした男だった。

　一見して、おどけている雰囲気が伝わってくるような、軽妙で派手な形なりをしている。

　だが、不思議とそこには妖よう艶えんさも混じっていて、形容しがたい色気を感じさせた。

　服装的にかろうじて男かもしれないと判断がつくが、厚く化粧を施された顔は中性的な美貌を宿している。身体も大きすぎず、小さすぎず、されど細身で、また、その四肢の動きが奇妙ななめらかさを伴った艶つやを演出していた。

「あなたも表舞台に立てばいいのに。今はそんな道化師のような化粧をしてますけど、もともとずいぶん整った顔をしていますよね」

「あれ？　ボク褒められてる？」

　道化師はおどけた仕草でわざとらしく驚きよう愕がくを表して見せた。口元を隠すようにあげた手の爪に、黒い爪化粧マニキユアが光っている。

「いやいや、でもボク、表舞台ってもう飽きちゃったんだよ。さんざん小さいころに出ていたからね」

「初めて聞きます。あなたの身の上話」

「噓うそかもしれないよー？」

「たしかにあなたは常人に比べたら噓つきですけど、かといってやたらめったらと噓をつくタイプでもありませんから。なんとなく、本当か噓かはわかる気がします」

「あらら、なんか付き合い長くなってボクの性質見抜かれちゃった？　魔性だねえ。──キミの眼めは本当に魔性だ」

「皮肉はよしてください。今、あまり良いい気分ではないので」

「なんでい、一曲終えて、この歌劇場にやってきた観客たちがみんなキミにメロメロになったところじゃないか。女としてはこれ以上ない幸せじゃない？」

「わかってて言っているでしょう」

「ああ、そうだった、そうだった。キミは本意じゃないんだよね。──サイサリスのためにこうして人を惹ひきつけるのが」

「……」

　道化師は妖艶な微笑を浮かべた。

　と、暗幕の向こう側で舞っていた光がまた方向を変えて、今度はやや角度をつけて舞台裏に差し込んできた。

　それは、ついに道化師の対面に立っていた女の姿をちらりと映す。

　道化師の対面に立っていた女は、誰にもケチのつけようがないと思えるほどの、絶世の美女だった。

「本当にキミは美しい」

　もはやそれ自体が芸術品のごとく、非の打ちどころのない麗女として存在している。

　すらりと伸びた背に、女らしいたしかな丸みのある身体からだの線。

　タイトなドレスの上から見える腰元のくびれは、それのみで芸術細工の一片のようである。

「少し怒った顔もまた、魅力的だ。お淑しとやかで上品な顔立ちなのに、ときおりそうやって気の強さが表に出てくるのが良いいギャップになってる」

　そしてなによりも特徴的なのは、透き通るような水色の長い髪と、七色の宝石オパールのように光る二つの眼だった。それは見る角度や光の当たる具合によって、さまざまな色彩を放っている。

「うーん、役者としては完かん璧ぺきだけど、女としてはちょっと完璧すぎるかなぁ」

　彼女には女としての隙がなかった。

「私は〈魅み魔ま〉の名のもとに生まれた女です。普通の女としては生きられません。だから、いまさらそういう観点で評価される意味も、ありません」
















「自分を卑下するね、キミ。〈魅魔〉なんて悪い呼び名じゃなくて、おとなしく〈魅惑の女王〉って言えばいいのに。魅魔って、怪物的な意味合いもあるからなぁ……。あの号制度って、力の序列だけじゃなくて、そのほかのいろいろな人の思念によっても位が変わるのが面倒だよね。印象とか、そういうので。たとえば──憎悪の深さとか」

「特に、魔号はそうでしょうね」

「魔、なんて言っちゃうとねえ」

　道化師の声のあとに、一間の静寂が吹き込んだ。

「しかし、魅魔は魅魔です。もっとも世に一般的なあの号制度が私を魅魔だと断定するかぎり、私は魅魔なのです」

「ふーん。……じゃあ、もし誰かがそれを壊したら？」

「アレが壊れることなどあるのでしょうか。悪徳の魔王の時代から、英雄の時代にまで続き、そしてなおも、レッテルを貼はるための道具として今にまで残っているアレが」

「たしかに、長年続いている文化だから、それそのものが壊れることはないかもしれない。でも、今の号に込められた否定的な意味合いが、また昔の肯定的な意味合いに変わっていったら？　あの号はすでに何度か意味を転換しているじゃないか」

「ありえません。ムーゼッグという強国がそれを使って力を貪むさぼるうちは。そして力を貪ったムーゼッグは、誰の手にも負えない怪物になっていきます」

「……ま、キミがそこまで言うなら、今はこのままにしておこうか。ムーゼッグがいなくなったとて、まだキミの今の主であるサイサリスもあるからね。──ともかく、キミには課せられた義務がある。また貪どん欲よくな力の追求者たちに追われたくなければ、おとなしく義務を果たして、サイサリスに守ってもらうべきだ。その点は忘れないように」

「……わかっています」

「じゃ、ボクはそろそろ行くよ。いやぁ、久々にいっぱい喋しやべったから、疲れちゃった」

　不意に、舞台裏から気配が一つ消える。

　まだ光は女の艶なまめかしい肢体を照らしていたが、その光はしばらくして元の位置に戻った。

　そのときに走った光の線の中に、すでにあの道化師の姿はなかった。

　舞台裏の暗闇の中には、ただ宝石のように美しい女の肢体が、ゆらゆらと漂っているばかりだった。
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「人が悩んでいるさまは本当に美しいなぁ……」

　道化師が芸術都市ヴァージリアの街角をぴょんぴょんと跳ねながら歩いていた。

　つま先にまで意識の張り巡らされたような、異様になめらかな身振り。まるで舞台の上で跳ねるさまを演じるかのようだ。

　道化師の口からこぼれる言葉は、さきほどまでとある歌劇場で話をしていた女に対する言葉だった。

　道化師はその中性的な美貌に妖艶な笑みを乗せ、そのままヴァージリアの表通りから一つ裏に入った道へと進んでいく。

「〈シーザー〉」

　と、不意に。そんな道化師を呼び止めるかのごとく、声が走った。

　音の出どころは道化師の後方。細い路地の入口あたり。

　道化師はその声に気づくと、まず微笑を浮かべていた自分の顔を両手で覆って、それから数瞬してから、踵きびすを返すように振り向いた。

　振り向くと同時に解ほどいた両手の下からは、さきほどまでの微笑とは質の違う、『貼り付けたような笑み』を乗せた道化師の顔が現れる。

「やあ、夜分までお仕事ご苦労様です。ボクに何か用ですか？　──サイサリスの狂信者の諸君」

　道化師が振り向いた先には、三つの白いローブ姿の人影があった。

　そのどれもが、ややだぶついたローブのフードを目深にかぶり、顔を隠すようにして、表通りへ続く細い路地の入口に立っている。

　そのうちの一人が、道化師の言葉に率先して答えた。

「貴様もサイサリスの一員であることを忘れるな、シーザー。軽口を慎め」

「いやですよぅ、ボク、定期的に軽口吐かないと死んじゃう病気なんですよぅ」

「教皇に──」

「言いつけちゃう？　別にいいけど、ボクはあくまでキミたちの長おさである〈サイサリス教皇〉と直接取引をして協力しているだけであって、決してサイサリス教の信者というわけではないんだよ？　教皇もそれで納得していたから、キミたちがどうこう言ったところでなんにもならないと思うんだけど」

「ッ！　小こ賢ざかしい道化め！」

「なんか言いがかりな気がするけれど、面倒だからいいや。キミたち幹部との話は本当につまらないからね。キミたちはまるで人形劇に出てくる人形だ。──ああ、いやいや、怒らないで、怒らないで。今のは口が滑ったよ」

　道化師はわざとらしくおどけて続けた。

「まあ、ちゃんと求められた仕事はしているから、それで多少の軽口とか軽挙は許して欲しいかなぁ！　あの歌劇場、〈レーヴ＝オペラ座〉をうまいこと買収したのだってボクの成果なわけだし。キミたちがさっさと教会の運営資金を流してくれればなにごともなくうまくいったわけだけれど」

「そんなものに使う金などない。新生サイサリスの隆盛のためには、もっとほかに金を使うべき場所が──」

「ああもう、いいからいいから。ボクが悪かったよ。変な軽口挟んだらキミたちの演説のスイッチが入っちゃった。それで、なにか用なわけ？」

「あの女に早くあの秘術を使えと言え」

「あれ？　使ってないのバレちゃった？」

「あの女に魅了されていることは間違いない。だが、それだけだ。教化の様子を見ていればわかる。まだずいぶんと自我が残っている」

「あーらら」

「あの秘術を使えば教化に手間など掛からないはずなのに」

　声を発していた白ローブの男が、憎々しげにつぶやいた。

　それを見ていた道化師は、小さく鼻で笑っていた。

「人間、楽なものにすがりたくなる気持ちはわかるけど、なんだかあの清貧で、それでいて上品だったサイサリス教の信者たちが、そうしてうまくいかないことに腹を立てているのを見ると、ボクは悲しくなってくるよ。キミたちは新生サイサリスに協賛した信者たちで、おかげでずいぶんと世間的には裕福な生活をするようになったけれど、変わらず古きサイサリスの教えを実践している彼らとどちらが幸せなんだろうね」

「黙れシーザー。そもそも神を持たないお前が勝手なことを言うな」

「神なんてどこにでもいるものさ。ボクはそういう意味では無神ではなくて多神なわけ。ボク、魅了されやすいからいろんなところの神さまに尻しつ尾ぽ振っちゃう」

　道化師──シーザーは「アハハ」と笑い声を加えながら、二度三度尻尾を振るジェスチャーをして見せた。

「ま、そんなボクだからこそ彼女の魅力に対しても対応できるわけだけど。おかげでこんなお守みたいな役目を教皇に言いつけられちゃった」

「ならそれを忠実に実践しろ。早くあの秘術を使わせるのだ」

「はあ……、わかった、わかったよ。近いうちにそうする。──じゃ、ボクもちょっと疲れてるから、今日はこのあたりで勘弁してくれ」

　シーザーの放った言葉の語尾には、一転してそれまでの軽妙さは消えていて、むしろ声で人を突き殺すかのような、細剣の切っ先のような鋭さをもった音色が乗っていた。また、シーザーが妖艶な化粧の下からのぞかせた表情も、とってつけたような笑みではなく、どことなく怒っているふうなものにいつの間にか変化している。

　それに気づいた白ローブの男は、シーザーの雰囲気に気け圧おされたように一歩後ずさりし、

「次はないぞ、シーザー」

　そんな台詞せりふを吐きながら、表通りへと消えていった。

　それに続くように、ほか二人の白ローブたちもすうっと姿を消す。

　残された道化師は、また顔を両手で覆ってから、楽しげな微笑を顔に宿した。

「──まともな神がいるなら、私だってぜひ信仰したいね。こういう時代は見るに堪えない俗物が増える」

　しかし、その声だけは、まだ前の鋭い音色を引きずっていた。
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　それからいくらか裏路地を歩いたシーザーは、また一つ隣の路地へ移動し、表通りへと戻っていった。

「さすがに人が多いねぇ」

　シーザーが踏み入った表通りは、ヴァージリアの西の都市門から直線上にあって、シーズンに外からやってきた旅人や商人、そして貴族たちがひときわ多く入り乱れている、特に主要な路地であった。

　シーザーが寝床にしている安宿が、その表通りのさらに向こう側の路地にある。

「毎度のことながら、まるで戦場のようだ」

　シーザーはうんざりしたように言葉をこぼし、一度大きく深呼吸をした。

　そうして、ようやく目の前の人の波へと身を飛び込ませる決心をする。

　一歩人の波へと踏み入ったところで、どことなく怪しげな商人たちが路地の脇わきで露店を開いているのが見えた。ヴァージリアに入ってきたばかりの旅人や貴族連中を狙った露店だ。

「おっとと、よそ見はいけない」

　それらの隙間を縫って、足場を確認しながら、彫刻入りの煉れん瓦が路みちへ二歩目を踏み込む。

　馬車などの大型の通行物が来ていないことは波に入る前に確認したが、いったん人の波に入ってしまうともはや離れた場所の様子などうかがえない。

　心の中で『面倒なものが通りませんように』と祈りながら、焦らず、着実に、前に足を置いていった。

　そしてついに、どうにかこうにか逆側の路地脇まで足を運ぶことに成功する。

　当然ながらそこにも露店がずらりと並んでいた。

「お、シーザーじゃねえか」

　と、ちょうど人の波を越えたところにいた逆側の露店の店主が、シーザーを見て声をあげた。

「はい？」

　シーザーは道化師としての微笑を浮かべながら、その声の方へ顔を向ける。

　そこには小こ綺ぎ麗れいな格好をした、だが少し靴だけがくたびれている、一人の商人がいた。

　何度か見た顔だ。

「えーっと」

「ラルバスだよ。お前が使ってる宿の隣人だろ」

「──ああ！　そうだった、そうだった。ラルバスさん。たしか、流れの商人で？」

「そうだよ。あんまりこういうところで商売はしねえが、今シーズンの芸術都市は儲もうけどころだって商人仲間に聞いてな。場に合わせる必要があるから、しかたなく大枚はたいて小綺麗な衣装まで買って、ここでものを売ってるわけよ」

「ははあ、なるほど、なるほど」

　小綺麗な衣装まで買って、と言うが、靴はやはりくたびれている。

　シーザーはそう思いながら商人ラルバスの靴を見ていると、ラルバスもシーザーの言わんとすることに気づいたらしく、肩をすくめて答えた。

「さすがに足元は見られねえと思って、ケチっちまった」

「意外と足元って大事ですよぅ？」

　そういう油断が、かえって商人としての足元を見られるということを、どうやらこの商人は知らないらしい。小綺麗にするにも、靴というのは大事なものだ。

　シーザーはかつて少し関わったことのあるとある商人の言葉を、頭の中に思い浮かべていた。

　──あの金の亡者は、まだ元気に亡者をしているのかな。……亡者をしているって形容もなんだけれど。

　あれはあれで、独自の神を持った男だった。

　それが不完全な神であることを自覚していた分、変に悟っていた節も見え隠れしていたが、ともあれ不思議と金の亡者でありながら俗物という感覚は持たなかった。

「ちなみに、売り上げの方はどうです？」

　シーザーはラルバスの開いている露店の脇に通行人の邪魔にならないように立って、露店棚に置かれている品を見てから言った。

「良いい感じだ。やっぱりこの街はボンクラが多い。ここだけの話だが、ここにある芸術品は贋がん作さくが多くてな。おもしれえのが、贋作ならまだしも、そこらへんのやつがボロ布丸めて作ったようなよくわからねえものにも、『これはすばらしいものだ』とかなんとか言って目に見えねえ価値をつけながら買ってくやつがいる。貴族ってもピンからキリまでいるな」

　シーザーはその露店棚に並んでいる品々に贋作やガラクタが交じっていることを知っていた。

　芸術都市ではよくあることだ。

　一番そういうものを作りやすく、また、それで素人しろうとを食い物にしやすい。

　芸術都市に来るのは必ずしも目利きの芸術家や趣味人ばかりではなく、ただ金を持っていて、煌きらびやかだからと社交にやってきた貴族などもいる。

　そういう面々が、カモになりやすい。

「芸術はよほどのものでなければ価値が移ろうものですからね。なかなか価値の移ろわない芸術を完成させる芸術家は、いわゆる天才というやつでしょうけど、そんな彼らでも『よくわからないもの』を作ることはままある」

「道化師が芸術について語るのもまた、なんか変な感じがするな」

「そうですかぁ？　ボク、結構いろいろ知ってますよぅ？」

　シーザーは妖よう艶えんな笑みを浮かべてから、わざとらしく両手で口元を覆った。

　それからシーザーは、そろそろ話を切り上げようと一歩後ろへ下がる。

　適当にタイミングを見計らって、その場をあとにしようとした。

　しかし、

「おっ！　いいカモ見つけたぜ！　見ろよ！　あれは『おのぼりさん』ってやつだろ」

「……はて？」

　急にラルバスが興奮気味に言いながら、ある方向を指差した。

　ラルバスの指は、西の都市門からずっと続いてきている長蛇の列の、後尾の方へと向けられている。

　華美な馬車やらが人の群に交じって通りすぎるなか、その馬車の裏手の方に、とある一団がいた。

「……」

　決して身なりは悪くない。

　それでいて華美な服装を身に纏まとう者の多いこの界かい隈わいでは、特段に目立つというほどでもない。

　絶妙にバランスの取れた豪華さをまとった一団である。

　彼らの特徴がそれのみであれば、なにごともなく見過ごしたかもしれない。

　しかし、

　──うわぁ……おのぼりさんだぁ……。

　その先頭にいた超俗的な容姿の男の目が、これでもかときらきらと輝いていた。

　それが好奇心から来るものであることを、男の仕草が伝えてくる。身体からだはうずうずとしているふうで、脇に並んでいる芸術露店の方にしきりに視線を送っていた。きょろきょろしているとはまさにあのことだ。

「ああ……本当に、おのぼりさんですねぇ……」

「だろ？　身なりも悪くねえし、あれはカモれるぜ！　ちょっと行ってくる！　悪いが店番しといてくれ！」

「えっ？　ちょっ──」

　するとラルバスが、近場にあった適当な商品を腕に抱えてかの一団へと一目散に駆けて行ってしまった。

　店番を任されたシーザーは、啞あ然ぜんとして立ちすくむばかりである。

　別にこのまま行ってしまってもいいかもしれないが、自分がいなくなればここの店は無人になり、もしかしたら手癖の悪い誰かに商品を盗まれるかもしれない。

　──宿の部屋、隣だしなぁ……。

　あとあと文句を言われるのは嫌だ。

　しかたなくシーザーは店番を頼まれることにした。

　こちらからちょうどあの一団とラルバスの姿が見えるから、その不公平な勝負を見てしばし時間を潰つぶすことにしよう。

　そう思って、シーザーは腕を組んで事の次第を見守ることにした。──が、

「あ、あれ……？」

　直後、シーザーは思わず疑問調の声をあげてしまっていた。

「もしかしてあれって……」

　ラルバスがカモりにいった一団の中に、どうにも見覚えのある人影があったような気がして、シーザーは二度三度と目元をこすったあと、もう一度熟視を飛ばした。

「あ、やっぱり」

　間違いない。

　シーザーはあの一団の中にいる金髪の男に、見覚えがあった。

　かつて、少し関わりを持った男。

　──『金の亡者』、〈シャウ・ジュール・シャーウッド〉。

　なぜ、あの男がここに。

　いや、それよりも、

　──なんであの男が誰かの後ろを歩いているんだろう。

　まるで、あの先頭にいるおのぼりさんふうの男に、仕えているような位置取り。

　少なくとも、自分の知るあの金の亡者は、ああして誰かの後ろを歩くような男ではなかった。

　商人としても、商会の頭取として、常に前を歩く男だった。

　自分が誰かに仕えるとしたら、自分よりも高潔で、自分にはできないことをしてしまえる者に仕えたいと、一度だけ聞いたことがある。

　──見つけたのか。

　まさか。

　あの男は人の創つくりだしたもっとも強い権威に愛されている男だ。

　あの男は金を稼ぐ才能にこれでもかと恵まれ、そしてそれを使うことで大抵のことはできてしまう男だ。

　そんな男が仕えるあの奇妙な雪白の髪をした男は──

　そう思った直後、ラルバスとその雪白髪の男の間で、一ひと悶もん着ちやくがあったことをシーザーは知る。

　なにか、身体が大きく動いた。

　シーザーからはラルバスの背が邪魔になって、細かい部分が見えづらい。

　シーザーはそれが気になった。

　だから、ラルバスに悪いとは思いつつ、少しだけ店棚から離れて、彼らの様子が見える位置にまで移動することにした。








第六幕　【芸術都市ヴァージリア】









「この街すごいな！」

　シーザーがかの一団を見つけるほんの少し前。

〈メレア・メア〉率いる〈魔王連合メア＝ネサイア〉の遠征組が、芸術都市ヴァージリアへと到着していた。

　馬車に乗っての行程は足掛け五日ほどを要した。これでも馬車をよく飛ばした方だ。

　メレアたちが拠点としているレミューゼ王国は、もともと東大陸の中央やや北東よりに位置する。

　それでも、大陸の北東の果てまではそれくらいの時間が必要だった。

「時間をかけて来た甲か斐いがあった！」

　メレアたちは芸術都市の西の都市門に到着すると、手短に入都の手続きを終えた。

　大方そういった細かな手続きはシャウが行っていたが、メレアものちのち必要になると思って、横でやりようを観察していた。

　しかし、

　──見るだけじゃわからないな、これは。

　ごく自然な動作でシャウが拳こぶしの中に握った銀貨を入都管理者に手渡したところまでを見て、結局はそんな言葉を浮かべる。

　あとでその銀貨になんの意味があったのかを訊きくことにした。




　そうこうしているうちに、同じく今ほどヴァージリアにやってきた貴族旅人や商人たちに交ざって、どんどんと都市の中を進んでいく。

　メレアは仲間たちのわいわいとしたやり取りを話半分に聴きながら、もう半分の意識を街路の両りよう脇わきに開かれている露店群に向けていた。

　露店棚には、見たこともない、不思議なものがたくさんおいてあった。

　絵画、彫刻、からくり細工。宝石のついた指輪に、ときおり見えるのは術式細工入りの小物。

　あれにどんな価値があるんだよ、と思わず笑ってしまうような石ころまである。

「芸術都市かぁ」

　メレアにとって芸術は、特に知識のない分野だ。

　この世界の一般的な事柄にさえまだ十分な知識が蓄積されていないというのに、急に文化の粋たる芸術など理解できるわけもない。

　──こういうのは、その芸術の生まれた背景を知ってないとわかりづらいよな。

　一方で、そういうものを理解できればとてもおもしろそうだとも思う。

　──芸術にくわしい人間がいれば、ぜひこのあたりも教わりたいな。

「なにか欲しいものでもあったか？」

　ふと、先頭を歩いていたメレアの隣に、〈剣帝〉エルマがやってくる。彼女もまた楽しげな表情を浮かべていた。

「気になるものはたくさんあるけど、欲しいってほどじゃないかな。買ったところでどこに置いておこうかって感じでもあるし」

　メレアは物を置く身振りを加えながら、飄ひよう々ひようと答える。

　対するエルマは、その答えに困ったような笑みを返して続けた。

「ふむ、私と似たような考え方だな。──まったく、二人して文化的に遅れているとは」

「こうなると、ぜひとも芸術にくわしい人材が欲しくなってくるところだね」

　メレアが手を頭の後ろで組んで、わざとらしく嘆くように言った。

「金の亡者が〈財布リスタール〉に引き入れたがりそうだ。『芸術がわかれば金になる！』なんて言って」

　エルマがからからと笑いながら言って数秒も経たたないうちに、後ろの方から「そのとおり！」という声が飛んできて、メレアとエルマは顔を見合わせて嘆息した。

「シャウ自身も商人としては手を出してる分野だろうから、やっぱり人よりはくわしいんだろうけど」

「ああ、金を基準にあらゆる知識を貪むさぼっている亡者だが、だいたいのことに金が関与してくる世の中だとそれはそれでおそろしい行動欲求になるものだな」

　と、そこでメレアとエルマは一拍をおき、そして同時に後ろを振り返った。さらに、振り返った先にいた金の亡者から声があがるよりも先に声を合わせて、

『金の力は偉大なのです！』

　と言い放つ。

　案の定、シャウがマリーザに耳を引っ張られながらも並々ならぬ気合でもって同じ台詞せりふを吐こうとしているところで、

「ああ……先に言われてしまいました……」

「あなたの行動原理は単調ですからね」

「シンプルが一番ですよ」

　シャウが少ししょんぼりとしているのを見て、またメレアとエルマは笑い合った。
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　しばらく芸術都市の街路を歩くと、徐々に人の列にも余裕が出てくる。

　といっても、都市門付近よりは少しマシ、という程度で、レミューゼと比べるとまだまだ混雑している感じだ。

「そういえば、俺たちの宿は？」

　さらにいくばくか歩いたところで、メレアがシャウの方を振り返り、そんな問いを投げかけた。

　脇の露店に熟視を向けていたシャウは、メレアの問いに気づいて視線を戻すと、すぐに答える。

「この街路の一本隣の裏通りにあります。治安はさほど悪くありませんから、裏通りという言葉面を気にする必要はないですよ」

　シャウはそこでわずかな間を入れて、それから続ける。

「それに、表通りはこんな状態ですからね。うるさくて眠れないのもまた問題です」

「なるほどね」

　たしかに表通りに面した宿であったら、喧けん騒そうにうんざりしそうだ。

　日中ならまだしも、寝る時間にまで騒がれては困りものである。

「なら、そろそろ隣の路地に──」

　メレアはひととおり露店も眺めて、ひとまず自分の中の好奇心に区切りをつけると、宿に向かうべく声をあげた。

　だが、

「そこの旦だん那なさん！」

　その言葉は、横から飛んできた威勢の良い声に遮られる。

　気づくと一人の男が、メレアの前に駆けてきていた。

　メレアの隣にいたエルマが反射的な動きでマントの下に手を入れ、魔剣の柄つかに手をかける。

「足止めしてすんません！　しかし旦那さんにどうしても見せたいものがありましてね!?」

　どうやらその男は、ここに来るまでに何人か見かけた押し売り系の商人であるらしかった。

　エルマはそれに気づいてひとまず臨戦態勢を解くが、しかしまだマントの下から手を抜いてはいない。

「うん？　見せたいもの？」

　対し、商人に言いよられた当事者のメレアは、ありきたりな前置き文句に嫌な顔一つせず、言葉を返していた。身体の方も、特段に身構えている様子はない。

「どれどれ？」

　メレアは押し売りに嫌な顔をするどころか、むしろ歓迎しているような素振りさえ見せて、商人に歩み寄った。いっそのこと押し売りというイベントを楽しんでいるかのようでさえある。

　そのころには後ろを歩いていた魔王たちの眼めにもメレアの前に立ちんぼする商人の姿が映りはじめて、それを見た一部──シャウ──が、「二十点」と言葉をこぼした。

　シャウの視線は、商人の足あし元もとに向けられていた。

「これでございます！」

　そうこうしているうちに、商人がメレアの促しに応じて、片手に持っていた細長い何かを差しだす。

　それは、仰々しく布にくるまれていた。

「これ？」

　メレアが首をかしげると、商人が「まあみてくだせえ」とその布を解ほどいていく。

　中から現れたのは──一振りの剣だった。

　ふと、メレアの後方で、「十点」とシャウがつぶやいた声が聞こえた。さらにその声に、マリーザの声が続いている。──「ちなみに、内訳は？」「なぜ帯剣していない人間に剣を売りに来るのでしょうね」「なるほど」「まあ、華美な剣ですから、飾り程度にということでしょうか」等々。

「これを売りたいと」

「すばらしい品でございます。南の大陸の、かの〈剣魔〉が使ったと言われる名剣で」

「ほー、〈剣魔〉」

　商人の口から放たれた単語に、メレアの眉まゆがぴくりと上がった。

「そうかぁ……、〈剣魔〉が」

　もったいぶるように、それでいて不思議がるように、メレアはうんうんとうなずいている。

　少し困惑したような色があるものの、まだやわらかさの残る笑みが、メレアの顔には乗っていた。

「はい。──かの有名な七帝器のうちの一つ、〈剣帝〉の〈魔剣クリシューラ〉に匹敵するとも言われる名剣でございます」

「ははぁ。剣帝の、魔剣クリシューラに。──ほうほう」

　今度はエルマの眉が上がっていた。メレアと同じように、大げさなうなずきを見せている。

　その顔には、わざとらしく興味深げな表情が浮かんでいた。

「しかし、もしかしたら、クリシューラ以上にまがまがしい魔剣と言った方がいいかもしれません。かの〈剣魔〉は、この剣で無む辜この民を何百人も惨殺したと言われております。そうして、剣に彼らの怨おん念ねんが宿り、不気味な、削るような切れ味を湛たたえ、そして一度使った者の手から死ぬまで離れないといういわくつきの剣になりました」

　商人の売り文句のあとに、再度後ろの方から、「五点」というシャウのつぶやきがあがっていた。そのつぶやきに対し、マリーザが作業のように内容を訊たずねる。──「内訳は」「形容が派手すぎます。あと、まとまりがない」シャウは両手をあげて、やれやれと肩をすくめていた。

　ほかの魔王たちは、そんな二人のやり取りを苦笑を浮かべて聞きつつ、再度意識をメレアの方へと戻す。

　そこで──彼らはある異変に気づいた。

「あっ、やべっ……あいつの親の中に本物の〈剣魔〉がいるんだった。無辜の民を惨殺、ってのはいくら噓うそでもまじぃな」

　小さくサルマーンの声が上がる。

　両脇に双子を控えさせているサルマーンの視線は、メレアの背に向けられていた。

　そしてその目は──

　メレアの背から怒気の気配が立ち昇っていることを、たしかに読み取っていた。

　サルマーンから一瞬遅れて、ほかの面々もメレアの怒気を察する。

　短いながらも濃密な付き合いの蓄積が、彼らにメレアの内心を容易に読み取らせた。

「あ、訂正します。零点です」

　サルマーンに続いて、シャウが声をあげた。

「……」

「訊ねないのですか？」

　内訳を求めなかったマリーザに対し、逆にシャウが訊ねるが、マリーザは、

「言わなくてもわかります」

　と嘆息を返すばかりだった。

　そんなマリーザもまた、メレアの背中からひと時も視線を外していない。

　彼女は今まで膝ひざ元もとで綺き麗れいに手指をそろえて組んでいた手をほどき、両腰の横においていた。いつでも動けるように、身構えたような体勢だった。

「まあ、この場合は彼に運がなかった。まさか本当の〈剣魔〉を知る人間が目の前にいるとは普通思わない」

「いざとなったら止めます」

「大丈夫ですよ、大げさですね。メレアだって獣じゃないんですから。──しかしまあ、一応警告はしておいてあげましょうか。同じ商人としてのよしみで」

　と、シャウが少し声を大きくして、一人状況がわからずほくそ笑んでいる商人に向けて声を投げかけた。

「そこのあなた！　それくらいにしておいた方がいいですよ！　まだご自分の頭の中の『警笛』が鳴らないようでしたら、おとなしく私の警告に従っておいた方がいいです。早く別を当たることをお勧めします」

「──あなたの心身のためにも」と、最後にシャウは小さく付け加えた。

　だが、商人の方は、それを商人除けの言葉であると認識したらしく、ここで引き下がってやるものかとばかりに、続けてメレアにくらいついた。

「〈剣魔〉の所業は、魔と呼ばれるだけあって、最近では特に忌避されるものですが、それはそれで価値があります。たぐいまれな悪徳ゆえの希少性があるのです。そんな男が使った剣が、世界にたった一本ともなれば、なおさらその希少性は言うに及びません。──誰もが欲しがります。今だけでございます。どうか、お買い上げを」

「……」

　商人の雑な売り文句を聞いたメレアは、結局、言葉を発さなかった。

　だが、さきほどまで顔に浮かべていた柔らかな笑みはいつの間にかどこかへ消えていて、その表情の変化が、ようやく商人にただならぬ事態の変化を知らせはじめる。

　メレアの赤い瞳ひとみは、視線だけで人を射い殺ころさんばかりの、鋭すぎる眼光を湛たたえていた。




「……ほかを当たってくれ」

　それでもメレアは、手を出したりはしなかった。

　商人の言葉のいくつかは、間違いなくメレアの神経を逆さか撫なでしていたが、それのみで激情を暴発させるほどメレアとて稚ち児ごじみてはいない。

　一瞬脳裏に〈セリアス・ブラッド・ムーゼッグ〉との感情の応酬が想起されて、それとの対比が、今回の出来事の些さ細さいさをまた強調した。

　──偽ぎ譚たんは偽譚だ。

　メレアは本物の〈剣魔〉を知っている。彼の人柄、理念、無念と信念。リンドホルム霊れい山ざんで彼の心に触れて、その口から彼の思いを聞いた。

　そんなメレアにとって、商人の紡いだ〈剣魔〉の偽譚は看過しがたいものであったが、もともと謎なぞの多い〈剣魔〉がこうして良くも悪くも話の題材にされるのは、メレア自身予想していたことでもあった。

　実態が十分に知られていないのだから、ある意味それもしかたのないことなのだ。

　──でも、いずれ、しかるべき方法で真譚を広めてやる。

　決意するような言葉を内心に浮かべ、メレアはついにみずからの怒気をなだめきった。

　そうして、商人の身体からだを優しく押しのけ、前へ進もうとする。

　その光景を後ろで見ていた魔王たちは、ようやく詰まっていた息を吐いた。

　吐かれた息には、安あん堵どの色が混ざっていた。

「な、ならっ！　そちらの御お嬢じようさん──」

　──が、商人の方が愚鈍だった。

　彼はすかさず別の、踏んではいけないものを踏んでいった。

　商人はメレアに商談を断られるやいなや、焦った様子で押し売りの矛先を変える。メレアに続いて前へ進もうとしたエルマへ、すがるように駆け寄っていた。

　先へ行こうとした〈魔神〉の足が──

　止まっていた。
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　商人は中途半端に目が利いた。

　エルマがマントの下に隠すように剣を帯びていたことを、なまじ利く目で見定めていた。

　ゆえに、自分の売ろうとしている剣との比較をさせようと、すがるようにエルマに近づきながら許可もなくマントを翻す。

「ほら！　御嬢さんの剣よりこちらの方が──」

　そうやってちらりと見えた本物の魔剣クリシューラを鼻で笑って、また手に持っていた剣を差し出した。

　商人最大の失敗は、その一連の行動の中に潜んでいた。

「……」

　メレアは商人の声が鳴った直後に足を止め、まだ振り向かないままで沈黙していた。

　かえってメレアがすぐに振り向かなかったことが、仲間たちに並々ならぬ焦りを抱かせる。

「お前今、鼻で笑ったな」

　メレアは、エルマの魔剣がどういった経緯で作られたかを知っていた。

　そしてエルマが、そんな魔剣にどういった思いを抱いているのかも知っている。

　魔剣クリシューラは、エルマに七帝家としての責務を想起させる呪のろいの剣であると同時に、かつてのエルマの先祖が、誰かにとっての英雄になろうとして創つくった誇りの剣でもあった。

　それはエルマにとって、ただ重いだけの剣ではない。彼女の葛かつ藤とうと矜きよう持じ、さまざまな思いの通った、代えがたい剣なのだ。

「いくらだ」

「えっ？」

　メレアがようやく商人の後方で振り返って、訊ねた。

　商人は後方からの声に驚きながらも、すぐに振り向いて、

「ぎ、銀貨十枚でございます！」

　嬉うれしげに言う。

「そうか。──シャウ」

「手持ちはありますよ」

「俺の小遣いから引いておいてくれ」

「今回はサービスしましょう」

「恩に着るよ」

　メレアはシャウとの端的な会話を切り上げると、おもむろに商人に一歩近づいた。

　対する商人はそわそわとして、やはり嬉しげだ。

　すると、メレアは次に、サルマーンの両隣で興味なさげに事が終わるのを待っていた双子の一方──姉のリィナに声をかけた。

「リィナ、さっき外で拾ってた木の枝、俺にくれるか？」

「えー」

　リィナは手にちょっとした木の枝を持っていて、それで石床を擦こすって遊んでいた。小枝というほどではないが、杖つえにするには少し心もとない太さだ。

「あとで飴あめ玉だまを買ってやろう」

「あげるっ！」

　リィナはメレアの提案を受けて、すぐにその木の枝を嬉き々きとして投げた。

　メレアはそれをキャッチし、そのまま枝の太さを確かめるように表面を撫でる。

　それはまるで、剣の刀身を確認するような仕草でもあった。

「これは、ただの木の枝なんだが──」

　と、メレアが、一連の動作を見て首をかしげていた商人に対し、また言葉を放った。

「は、はあ」

　急に放たれた言葉に、商人はきょとんとして呆ほうけた声を返す。

「まあ、手で叩たたけば今にも折れそうなわけだ」

「そうで、ございますね」

「それで、お前の──いや、あなたの、〈剣魔シン＝ム〉の使ったという魔剣は、名剣だという」

「シン……？」

「ああいや、知らないならいいんだ。そこまで知らないなら、別に」

　また首をかしげる商人をよそに、メレアは冷めた視線で商人の手の上の剣を見ていた。

「さぞ切れ味が鋭くて、丈夫なんだろうな」

「はい、その点は間違いなく」

「そうか」

　メレアは真顔でうなずいた。

　すると、メレアはそのうなずきのあと、動きを見せた。

　ゆっくりと、手に持っていた枝を天に掲げる。

　それはまるで、剣を上段に構えるかのような体勢だった。

「〈剣魔シン＝ム〉の技を使うのは久々だ。いまだにあの御み業わざは俺にとって深遠で、感覚を降ろすまでに手間と時間が掛かるから、あまり使わないんだが。……まあでも、その程度のなまくら相手ならうまくやれるだろう」

「え？」

「持ってろ。動くなよ」

　まるで剣を振り下ろさんばかりの動きを見せたメレアに、商人はぎょっとして一歩下がろうとした。

　しかしメレアが、それを鋭い声で制する。

　静かでありながらも、強烈な圧のこもった声だった。

　そして──

「──」

　ぴん、と。一瞬空気が張りつめた。

　喧けん騒そうの合間を縫うようにして、おそろしげな『剣気』が、メレアの身体から発せられて街路に走った気がした。

　その、直後。

「〈剣魔シン＝ムの一いつ閃せん〉」

　目めにもとまらぬ速さで、メレアの掲げた木の枝が振り下ろされた。

　それは天からまっすぐに落ちてきた雨粒のように、静かに、そしてなめらかに、地に落とされた。

　天地を縦に割断した剣閃は、

「あ──」

　商人が差しだすように手に持っていた偽の魔剣の刀身を、真っ二つに割断した。

　たかが木の枝による剣閃。

　されどそれは、メレアに振り下ろされた瞬間だけ、どんな名剣よりも切れ味の鋭い剣のように変へん貌ぼうしていた。

　商人は信じられないものでも見るような目で、自分の手元の剣を見つめている。

　口は開いたまま、啞あ然ぜんとしているふうだった。

「教えておいてやる。本当の〈剣魔〉は、剣を選ばなかった。だから、『剣魔が使った名剣』などというものは存在しない」

　そんな商人に対して、メレアが言った。

「剣魔はあらゆるものを剣に見立てた。剣魔が突きつめたのは『斬る』という事象そのものだ。むしろ彼は良いい剣に頼ることを最初は忌避した。──死んでからは認めていたみたいだがな」

　我慢していた怒気を一気に吐き出すかのように、メレアが次々と言葉を並べる。

「そしてもう一つ。剣魔は無む辜この民を惨殺なんてしていない。たしかに彼は斬きれる人間を探してはいたが、けっして、戦いの道にいない者を手にかけたりはしなかった」

　メレアがもっとも看過しがたかったのは、その点にあった。

「彼が〈剣魔〉と呼ばれた理由は、悪徳性が際立っていたためではない。当時のある〈悪徳の魔王〉を、剣の道を究めるついでに殺したからだ。……彼の場合、ついで程度に魔王を討ってしまえる異様さと、それ以外に表立った功績がなかったから、結果的に魔号が与えられたにすぎない」

　メレアは同時代に生きていたほかの英霊たちの話を、頭の中で反はん芻すうさせる。

「当時の号制度が達成した偉業の大きさに関係なく、ただ力の序列のみで決まっていたとすれば、彼は〈剣けん神しん〉と呼ばれたかもしれないと言われている。本人は──『どうでもいい』と言っていたけれど」

　剣魔はそういう世俗の事柄にあまり興味がなかった。

「たぶん剣魔は、さっきお前の言ったような偽譚が世に広まったとしても、同じくそれを『どうでもいい』と適当に流しただろう。目の前でそれを語られても、あるいは普通に許してしまったかもしれない。──だがな」

　メレアの瞳の中に、断固とした意志の光が輝く。

　一度静まりかけた怒気が、再び腹の底で煮えはじめていた。

「たとえ剣魔が許しても、俺はそれを許さない」

　剣魔に剣魔なりの矜持があったように、メレアにはメレアの意地があった。

　メレアがそこまで言ったあと、商人の手から割断された偽の魔剣がからんと音を立てて落ちる。

　しかしメレアは、そうして落ちた剣を、もはや一いち瞥べつすらしなかった。

「ちゃんと代金は払う。だが二度とさっきの売り文句を俺の前で使うな。別に、ほかでも使うなとは言わない。それはあなたの自由だからな」

　メレアはそこでいったん言葉を切り、また一歩、商人へ近づいた。

　商人はメレアの前進にびくりと身体を震わせ、啞然としていた表情を恐怖の表情に歪ゆがめる。

　対するメレアは、さらにもう一歩商人に近づき、ついにその手が届く位置にまで歩み寄った。

　そして、優しく商人の肩に手を掛けて、言った。

「ああでも、間接的にでもさっきの売り文句が俺の耳に入ってきたら──」

　耳元を優美に撫でるように、至極優しく、〈魔神〉が囁ささやいた。

「また商品を買いに来るよ」

　そう言って、ついにメレアは踵きびすを返した。

　商人は虚うつろな光を瞳ひとみに宿して、放心したようにその場に固まる。

　呆ぼう然ぜんとする商人の横を、ほかの魔王たちがするりするりと抜けていった。

　と、最後に商人の横を通ったシャウが、商人の手を取って代金分の銀貨を握らせると、顔に妖よう艶えんな微笑を浮かべて口を開いた。

「次からは売る相手をちゃんと選んだ方がいいですよ。なんでもかんでも押し売ればいいというものではありません。あと、小こ綺ぎ麗れいさを演出したいなら、しっかりと足元にも力を入れましょう。靴、くたびれてますよ？　──あなたの下心が足元に表れている」

　シャウは最後に、「それでは、同じ商人としてあなたの商売繁盛を願っております」と付け加えて、その場を去った。

　街路に取り残された商人──ラルバスは、ただ呆然として、彼らの背を見ていた。

　のちに道化師シーザーがその場に来るまで、彼はずっと、そのままだった。








エピローグ　【魔王歌劇の幕が上がる】









　魅惑の女王──ジュリアナ・ヴェ・ローナは、舞台を終えたあと、首にその長い水色の髪をマフラーのように巻きつけて外に出た。

　芸術の街は夜時。

　夕闇に覆われてもなお、その街はきらきらとまぶしい光に満ちている。

「今日はひときわ盛況ですね」

　劇場に面した路地を見ると、今の舞台を観み終えた観客たちがぞろぞろとたむろしていた。

　彼らは劇に対する論評や賞賛を、楽しげな様子で口に乗せている。

　──ありがとうございます。

　ジュリアナは内心で彼らに礼を言いつつ、その路地とは真逆の方向に歩いて行った。わざわざ彼らの目を盗むために裏口から出たのに、表通りにいっては意味がない。さいわい、裏口付近には人の姿がなかった。

　頭の上から装飾用の布を巻き、顔の下半分も髪の上からもう一枚首巻マフラーを深く巻くことで隠し、先を行く。

「すみません、通ります」

　次の舞台の劇場へは、ヴァージリアの中央通りをまたがねばならないので、歩を進めるごとにどんどんと人の波が荒々しくなった。

　加えて、ここのところは街の外からやってくる旅人や貴族たちの人数も増えて、日に日にその影響を受けている気がする。

　ジュリアナは目の前にいる紳士たちの隙間を手で縫い、どうにか身体からだをすべり込ませようとした。

　が、

「あっ」

　すぐに弾はじかれてしまう。

　──困りましたね……。

　どうにも今日の人波は今までと一線を画すらしい。

　踊るために身体を鍛えてはいるが、もはやそれだけではどうしようもないレベルだ。

　すると、そうやって惑っている間に、近場にいた商人が自分の胸のあたりを指差してけらけらと笑っていることに気づいた。

　どうやら自分が人波に弾かれていたさまを、目ざとく観察していたらしい。

　その商人の眼光は変に鋭くて、あまり良い印象を抱かなかった。

「そんなたいそうなもんを胸にぶらさげてるからだ」

　商人がけらけらと笑ったまま言った。

　ジュリアナはその馬鹿にするような言い草と、品のない言葉に、少しかちんとくる。

　気づけば口を開いてしまっていた。

「べつに、好きでぶらさげているわけではありません」

　おそらく、眉まゆ尻じりは吊つり上がっているだろう。

　シーザーにも「キミっておしとやかそうな顔をして、結構派手に言い返すよね」と皮肉のように言われたことがある。

　わりに激情家なところがあることは自覚していた。演者としては長所でもあるし、もちろん一方で──短所でもあるだろう。

「へえ、世のご貧相な女性方が聞いたら卒倒しそうな台詞せりふだねえ。──まあ、それはともかくとして、あんたが好きじゃなくてもほかの男どもは好きかもしれねえ。特に今はシーズンだ。金のあまった貴族連中があんたみたいなのを買いたいっていうかもしれねえ。俺、そういう商売もやってるんだが──」

　なるほど、それが目当てか。

　内心に思って、もう無視して先に行こうとまた前を向いた。

　人の波。

　この商人の近くにはいたくないので、どうにか乗り越えたい。

　そう思っていると、

「おい、聞いてんのか」

　不意に商人に腕をつかまれた。

「っ」

　瞬間、ジュリアナの中にある歯車が鈍い音を立てて動く。激情という名の潤滑油が、当人の意志とは関係なく──とある力を呼び起こした。

「放してください」

　彼女の宝石のような眼の中に──おそろしく緻ち密みつな術式紋様が浮かんでいた。

　それは曲線の多い独特の文字で描かれていて、薄い桃色に輝いている。

　その不思議な眼に睨にらまれた商人は、急にぼうっとしたように動きを止めた。

「な、なんだ……、頭が……」

「もう一度言います。手を放してください」

「くそ、ふざけん……な。こんな上玉、逃がしてたまる……かよ」

　それでも商人の手はジュリアナの腕から離れなかった。

　そのことに気づいたジュリアナは、改めて眼を見開く。

「本気で、使いますよ」

　その淑しとやかな外見からは想像できないほどの凄すごみの利いた声で、彼女が言った。

　と、その次の瞬間。

「やあ、なにか困ってるの？」

　ふと、傍そばにあった路地から、世にも奇妙な白髪赤眼の男が現れた。唐突な来訪者に、ジュリアナはびっくりして我に返る。彼女の瞳に浮かんでいた術式紋様は、その一瞬の間に消えた。

「というか、さっきの会話がちらっと聞こえたから来たんだけどね」

　一目見て、ジュリアナはその白髪赤眼の男の超俗性に引き込まれた。




　珍しい色合いという以外にも、その男には独特の雰囲気があった。

　そんな超俗的な容姿の男の隣には、金髪の背の高い男がいる。小綺麗な身なりをしていて、顔もかなり整っているが、不思議と男性的な香りは立っていない。これはこれで、また奇妙だ。

「シャウ的に、この状況は邪魔に入っても大丈夫だと思う？　商人的な観点から」

「私自身は、この商人が話していたような商売があること自体に是とも非とも言いませんが、いずれにせよ誘い方はよろしくない。ここまで強引だと、もはや商売の取引というよりただの強盗です。彼女という商品を無理やりに奪おうとしているわけです。なので、邪魔に入っても問題ないと思いますよ。──というか私が言わなくたってどうせ助けるじゃないですか、あなた」

「まあそうなんだけどね」

　と、その男たちの後ろから、さらにぞろぞろと数人の人影が現れた。

　先頭の白髪赤眼の男だけでなく、そのほかの面々もいろいろな意味で目立つ者が多い。

　メイド衣装。全身鎧よろい。双子らしい二人の少女。

　さらにあとから、足先にまで完かん璧ぺきに意識の行きわたったような、おそろしく整った姿勢と動作で歩く黒髪の女が出てきた。

　──とても綺き麗れいですね……。

　同じく身体を動かす者として、その美しく凛りんとした女に強い驚嘆の念を抱く。まともな鍛え方ではあんなふうにはならないだろう。

　それから、砂色髪の男と可愛かわいらしい銀眼の少女が現れて、いったん人影は途切れた。どうやらこれで全員ということらしい。彼らは一団だった。

「そこ、越えたいの？」

　と、ジュリアナが商人ともども啞あ然ぜんとしていると、ふいに白髪の男の赤い瞳がこちらを向く。

　男は自分の後方を指差していた。

　相変わらずそこにはまるで途切れる様子のない人の波がある。

「え、ええ」

　少しびっくりして反射的に答えていた。

　答えを受けて、男は「うーん」と唸うなる。

　そして、

「少し、失礼してもいいかな。ほんの十秒くらい、抱えさせて欲しいんだけど。そうしたら越えられるよ」

「え？」

　男はなにかを持ち上げるような仕草を見せながら、「どうする？」と首をかしげている。

　ジュリアナはなんのことかと首をかしげたあと、まあよくわからないが、ここを越えられるというのならうなずいておこうかと思って、素直にうなずいた。

　ここで商人にいびられ続けるよりはマシだし、彼からは商人と違って下心が見えない。

「まあ、べつに構いませんが……」

「よし、なら、その方法でいこう。──っと、その前に」

　男が商人の手をつかんで自分の腕から引き剝はがした。まるで虫でも摘つまむような柔らかい動作に見えたのに、男に手をつかまれた商人は顔を苦痛に歪めてうめいた。結局商人は多勢に無勢であることを理解したのか、男につかまれた方の手をかばいながら悪態とともにその場を去る。

　──赤子の手をひねるようですね……。

「これでよし」

　男は満足げにうなずいて、再び金髪の男の方を振り向いた。

「じゃあ、ちょっと行ってくるよ」

「お気をつけて。さきほど説明した宿の場所は覚えていますよね？」

「うん、覚えてるよ」

「では、もしなんでしたら、少し都市内を視察に回ってもいいですよ。あなたの足なら簡単に回れるでしょうし、全員での視察は明日あしたからでも特に問題はないでしょう。──なによりあなた、基本的に一匹で放し飼いにしていた方が動きは速いですからね」

　好奇心の獣だから、と最後に金髪の男がため息まじりにつけ加えた。

「わかった。──それじゃ、失礼して」

　白髪の男はそれからすぐ、自分の横に歩み寄った。

　そして気づいたときには、自分の身体が軽い石でも持ち上げるかのように、抱き上げられていた。

「わっ」

　自分を抱える男の手からは、確かな丁重さが感じられる。

　誰かに抱きかかえられるなど幼少のころをのぞけばほとんど初めてだが、恥ずかしさを覚える一方でちょっとした嬉うれしさのようなものを感じてしまっていた。

「今から跳ぶからね。ちゃんとつかまっててね」

　しかし、次の瞬間。

　視界が大きく揺れる。

「えっ？　えっ!?　──ひゃっ！」

　ジュリアナは男に抱きかかえられながら、近場の建物の屋根へと跳びあがっていた。

　──えっ？　ど、どうやって……!?

　なにがなんだかわからない。

　芸術都市の高い場所を流れる風が、頰ほほを打つ。

　それから今度は、すさまじい勢いで景色が流れはじめた。

　──なにがどうなって……っ！

　ジュリアナは言葉にならない悲鳴をあげながら、男にしがみついた。

　今はこの身体のたしかさだけが、頼りだった。




　そうして魔王歌劇の幕が上がる。

　その舞台は名も知らぬ〈魔神〉と〈魅魔〉の、早すぎた邂かい逅こうからはじまった。

















あとがき









　本作を手に取っていただきありがとうございます。著者の葵あお大いや和まとと申します。

『百ひやく魔まの主あるじ』もついに四巻目となりました。四巻は今までとは少し雰囲気が違って、これまであまり表に出てこなかった魔王たちの側面が描かれた──ような気がします。

　さて、前三行で当巻における真面目ノルマをすっきり達成したので、話を唐突に変えますが、わたしは昔から道化師とかピエロといったものが好きです。ピエロ恐怖症という言葉を耳にすることもありますが、わたしの場合は逆で、幼少時にはピエロのぬいぐるみを肌身離さず持っていたそうです。なぜ両親が微妙にリアル志向なピエロの人形（通称ピーちゃん）をわたしに与えたのかはさておき、どこへ行くにもその人形を持っていました（わりと不気味だね）。わたし自身の記憶にあるのは、そのピエロのぬいぐるみを子ども用のバスケットゴールにぶち込んでいる光景でしょうか。ダンクされ為す術すべもなくネットに引っかかるピエロ。哀愁と愛あい嬌きようが漂ういい感じの光景だったと記憶しています。今になって考えると、ピエロというよりはぬいぐるみの手触りが好きだったのかもしれませんが、結果として現在の嗜し好こうに反映されているので、幼少時の経験は大事だなぁ、と思い至りました。ありがとうピーちゃん、君のことは忘れない。

　そのほか、カラスやきらきら光るものが好きだったりするので、このあたりにも幼少時の経験が反映されているのかもしれませんが、そのあたりは追々思い返してみようと思います（前世の記憶まではいかないと思う）。みなさんも自分の好きなものを思い浮かべて、もしそれが幼少時の経験に影響されているなぁと思ったら、教えてください。今後の参考にします（何の参考になるのかはわかりません）。

　と、四巻目にしてそろそろあとがきで何を書いたらいいかわからなくなってきたので、今回はわたし自身に関するとてもどうでもいいことに触れてみました。今後も機会があれば、どうでもいいことに触れていこうと思います。

　というところで、今回も最後に謝辞を。

　編集者という立場から、多角的な視点の提供と、なによりこの作品を一緒に楽しんでくださる担当編集様。そして、作中のキャラクターたちに、色、形、表情というような、わたしには与えることのできない命を吹き込んでくださるまろ様。いつもイラストを見せていただくたびに、人知れず感動に打ち震えています。今回も、本当にありがとうございました。そのほか、本作に関わっていただいた多くの皆様に、御礼申し上げます。

　そして最後に、読者の皆様。『百魔の主』も気づけば四巻目です。こうして四度目の御礼を申し上げることができるのも、皆様がこの作品を手に取ってくださったおかげです。本当にありがとうございます。願わくは、本作が皆様の楽しみの一つになっていることを祈りつつ、今回のあとがきの締めとさせていただきます。


平成二十八年　一月　水の冷たさが染みる冬の夜中に　　　　　

葵　大和　


















レジェンド　電子特別お試し版　（著：神無月紅　イラスト：まろ）
















　高校二年生の夏、佐伯玲二は事故で命を落とす。気がついた彼の前に現れたのは、異世界の大魔術師ゼパイルだった。

「汝には秘められたる魔力がある。その才をもって、我が一門が生みだした『魔獣術』を継承して欲しい」

　その願いを承諾した玲二──レイは、異世界エルジィンで第二の生を歩み始める。新たな肉体と強力無比なマジックアイテム、そして相棒の魔獣セトとともに……。

　これは、異世界に新たな〝伝説〟を刻む少年の物語。







　プロローグ







　真夏の日差しが照りつけ、これでもかとばかりに強烈な日光が降り注ぐ中、佐さ伯えき玲れい二じは自転車で赤信号待ちをしながら額の汗を拭ぬぐった。

「暑いと言うか、すでに熱いだな」

　蟬の鳴き声が聞こえる中、忌々しげに太陽を睨にらみつける。

　まだ午前十時過ぎだというのに、すでに気温は三十度を超えていた。ＴＶだと地方によっては四十度オーバーというニュースも最早珍しくないのだが、東北の田舎町に住んでいる玲二にしてみれば三十度という気温も相当にきついものがある。

「この暑さなら、川で泳いでいた方が良かったな」

　この台詞せりふが玲二の住んでいる場所がどれほど田舎なのかを表しているだろう。何しろ携帯の電波ぎりぎり入るかどうかという場所なのだ。この街にも家から自転車で一時間以上を掛けて辿たどり着いている。

　本来なら高校二年の夏休みと言えば受験勉強で忙しいのだが、玲二はその辺を全く気にしていない。何故なら玲二の通っている高校から進学する者は極めて少なく、その殆ほとんどが地元に就職するのだから。

　それゆえの気楽さで、玲二は高校二年の夏休みを本来の意味である長期休暇として十分に楽しんでいた。もちろん課題は出たのだが、夏休みを満喫するためすでに片付け終わっている。

　そんな中、何故一時間以上も掛けてわざわざ街まで出て来たのかというと、単純に書店から楽しみにしている小説の新刊が入ったと連絡があったからだ。

「でも、もう少し涼しくなってからか……いや、父さんか母さんに車で送って貰もらえば良かったな」

　愚痴りつつ、Ｔシャツの胸元を扇あおいで中に籠こもっている熱気を外に逃がす。

　とは言っても、この気温だ。まさに焼け石に水以外の何ものでもない。

　赤信号を待っているほんの数分の間に、再び浮き出てきた汗を再度拭って少しでも暑さを忘れられる何かがないかと周囲を見回す。

　数十年前はそれなりに賑にぎわっていたのかもしれないが、今ではシャッターを閉めている店が六割を超えている。高校卒業後は地元に就職する者が多いとは言っても、子供の数自体が少なくなっているのだからどうしても先細りになってしまうのだ。

　現に玲二から少し離れた所にある場所でも家の解体が始まっていた。

「このまま過疎っていくんだろうな」

　そうは言いつつも、特にこれといった解決策はないので自分にはどうしようもない。

　そんな風に思ったときだった。『危ない、避よけろ！』と声を掛けられたのは。

　殆ど反射的にそちらへと視線を向けると、五メートルほどの鉄骨が目に入り……それが玲二がこの世で最後に目にした光景となった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「おお……やっと……」

　そんな声が聞こえてきて、玲二はふと目を覚ます。周囲に見えるのは何も無い白い空間。それが延々とどこまでも続いているように見えた。

「……ここはどこだ？」

　確か自分は鉄骨に押し潰つぶされたはず……と、本来なら死の恐怖を覚えて泣き叫ぶ場面なのだが、不思議と冷静に判断が出来ている。

「目が覚めたかね、我が後継者候補よ」

　そう話し掛けられ、声のした方へと意識を向けると、何故か自動的にその存在が目に入ってくる。

「光球？」

　そう、それは直径三十センチほどの光球だった。それがまるで興奮しているかのように激しく明滅しながら声を発しているのだ。

「我が光球だとするのなら、汝なんじもまた光球ということになるのだが。その辺は理解出来ているかね？」

　その光球の言葉を聞き、初めて自分の身体も眼前にあるのと同様の光球であることに気が付く。

　確かに手も足もなければ、当然視覚や聴覚といった感覚も無い。それなのに何故か見て、聞けるのだ。

「どうなっている？」

　自分の現在の状況を理解しつつも、全く焦りといったものが湧き上がってこないままに呟つぶやく。この辺は、田舎で育った大らかさゆえなのだろう。

　山奥では夜になれば殆ど明かりの無い中で山道を歩くというのも珍しくはない。そんな状況になったとき、パニックを起こすのが最も危険なのだから。その経験が普通なら混乱状態になるはずの状況で玲二を落ち着かせていた。

「落ち着け、後継者候補よ。……いや、取り乱してはいないか。さすが我が後継者候補と呼ぶべきか」

「後継者、候補？」

「うむ。そのために汝の魂が消滅する寸前に我がこの場に隔離したのだ」

　光球の話す魂の消滅という言葉に、鉄骨が迫ってくる場面を思い浮かべる玲二。確かにあの状況で助かる可能性はまず無いだろう。

「そうだな。確かに俺は死んだ……はずだ。じゃあここはいわゆる死後の世界って奴か？」

「否。ここは世界と世界の狭はざ間まにある一種の精神世界。我が後継者を捜して術を行使し、汝がそれに引っ掛かった」

　抑揚の少ない声でそう告げる光球に、玲二がピクリと反応する。

「それは、あれか？　お前が因果律とかそういうのに干渉して、俺を殺したとかか？」

　昨今の小説や漫画、映画、ゲーム等を嗜たしなむ玲二にとってはお馴な染じみの展開ではある。……もっとも、それが自分の身に起きたのだとしたら嬉うれしくはないのだが。

　しかし、目の前の光球は再び明滅しながら声を発する。

「否。我が行使した術は、我の後継者となり得る資質を持つ者の魂が死に瀕ひんしたとき、死後の世界へ向かう前に一時だけこの精神世界へと誘いざなう術である」

　その言葉を聞き、多少ではあるが気分が軽くなったように玲二には感じられた。この光球の言っている内容が事実だとしたら、自分の死はこの光球には何の関係も無いらしい。……ただし、その話している内容が全て事実だとしたら、だが。

　さすがに初めて会ったばかりの見知らぬ他人……と言うか見知らぬ光球の話を全面的に肯定は出来なかった。

　とは言え、いつまでもこのままという訳にはいかないので、玲二は話の先を促す。

「続けてくれ」

「うむ。先程も言ったが、我は自分の後継者たりえる存在を呼び出す術を行使した。その結果現れたのが汝となる。ゆえに後継者候補」

「さっきから気になってたんだが、何の後継者なんだ？」

「すでに消失寸前となっている魔術、魔獣術と呼ばれる魔術の後継者だ」

　どこか悲しげに呟き、明滅する光球。

「我は汝を呼び出したときに、その記憶を大雑把にだが読み取らせて貰った。我の世界は汝の世界とは違い、魔術というものが存在する。その魔術の中でも我は強大な魔力を持つ魔術師であった。そしてそれは我の一門も同様。その我の一門が生み出したのが魔獣術と呼ばれる魔術となる」

「生み出したのがお前の一門で、それがすでに消失寸前ってことは、かなりマイナーなんじゃないのか？」

「それは否定せん。そもそも魔獣術を使うための前提条件が、莫ばく大だいな魔力を持っていることなので、どうしても才ある者が集まった我が一門の者以外には使いにくい魔術なのだ」

「膨大な魔力って……それは俺にもあるのか？」

　その膨大な魔力が魔獣術とやらの前提条件である以上、その後継者と見なされた自分にもその魔力が無いと話にならないだろう。そう思って尋ねた玲二だったが、光球の返答は予想を超えたものだった。

「ある。と言うか、世界でも最高峰の魔力を持つと言われたこのゼパイル・ゾンドよりも巨大な魔力を持っている。それこそ汝の世界では汝以上に強大な魔力を持つ者は存在しないほどに。それほどの魔力を汝はその身に宿しているのだ。……魔術の無い世界に何故汝のような突然変異とも呼べる存在が誕生したのか。興味深い事例ではあるが、すでに我にはその謎を解き明かす時間は存在しない。ゆえに良く聞いて判断して欲しい」

　それから光球の語ったことは以下のようなものだった。

　この光球の世界には先程も言ったように魔術というものが存在している。そしてそんな魔術師たちの中でも選よりすぐりの魔力を持った、世界でもトップクラスといえる魔術師たちが集まって作ったのが、光球の言う一門らしい。

　魔術師のみの集団ではあったが、その戦力は一国を数時間で滅ぼすと言われるほどの戦力だったとか。そんな世界でも選りすぐりの魔術師たちが集まって生み出された、ある種の奥義とも言える存在が先程光球の告げた魔獣術と呼ばれている魔術だった。

　しかし、その魔獣術を使うには莫大な魔力が必要であり、光球の一門以外に使いこなせる者はいなかった。そして不幸なことに、一時代に天才と言われる魔術師たちが集まった影響か、下の世代には光球たちほどに才ある魔術師が現れることは無かったらしい。他にも、魔獣術を実行するときに魔術的な制約によりその効果を高めている関係上、一生で一度しか使えないというのも魔獣術が広まらなかった大きな理由だろう。

　そして天才と呼ばれる魔術師たちでも当然寿命は有限であり、一人倒れ、二人倒れとその人数を次第に減らしていくことになった。

　そんな一門の中で最後まで生き残ったのが目の前の光球であったが、それでも寿命には勝てない。自分たちの生み出した魔獣術がこのまま消え去るというのは我慢出来ない。しかしこの世界には魔獣術を継げる者はいない。なら他の世界なら？　という考えで、光球は己の命と魔力の全てを使い生涯最後の術を行使した。そして世界と世界の狭間に精神世界を創造し、数百年近く魔獣術を継ぐ資質のある魂が世界から離れていくのを捜しており、それに引っ掛かったのが玲二の魂だった。

「なるほど、大体の事情は分かった。……ちなみに、もしそれを断ったとしたらどうなる？」

「どうにもならん。汝はこのまま死後の世界へと旅立ち、新たな命として再び生を得るだろう」

「じゃあ、魔獣術を継ぐと言ったら？」

「その場合は我が汝の触媒となり、汝に新たなる肉体を授けよう」

　光球のその言葉を聞き、玲二の光球はピクリと動く。

「……ちょっと待て、色々と聞き逃せない単語があるんだが。まずはお前が触媒になるっていうのは？」

「そのままの意味だ。我の知識を汝に渡すために必要な手順となる」

「それは、あれか？　お前と俺が融合するという感じなのか？」

「否。我はあくまでも触媒に過ぎない。汝に必要最小限の知識を譲渡した後は、そのまま汝に吸収され消えていく。ただし、汝と我が一つになるというのは変わらない。主体はあくまでも汝であるが、倫理観の類たぐいは我の世界で生きるのに適応して変化するものと予想される」

　少なくとも自分の人格はそのまま残ると聞き、思わず安あん堵どの息を吐く玲二。そして次の質問に移る。

「必要最小限の知識？」

「そうだ。魔術とは想像力に多大な影響を受ける。ゆえに我の知識の全てを汝に授けると、それは固定観念となる。そして汝の魔術に悪影響を及ぼすだろう」

「……なるほど、知識については理解した。それで新しい肉体というのは？」

「汝は汝の世界で己の肉体を失っている」

　光球のその言葉に、目の前に迫ってきた鉄骨を思い出す。確かにあの鉄骨に潰されたのだとしたら、自分の肉体はまずまともな状態ではないのは玲二にも想像出来た。

「まあ、それは確かに」

「ゆえに、我と我が一門が魔力と技術の粋を集めて創造した、新たなる肉体に汝の魂を定着させる」

「なるほど、それが新たなる肉体か」

「また、汝が魔獣術を継いだ後に当然我は消滅する。ゆえに我と我が一門が残した幾つかの魔法道具は汝の物となる」

「世界最強の魔術師たちの遺産、か。至れり尽くせりだな。だが、新しい肉体となると魔力云うん々ぬんの話はどうなるんだ？」

「問題無い。魔力とは魂に備わっているものであり、肉体に備わっているものではない。ただし、注意せよ。汝が受け継ぐ魔獣術は、その存在を知れば多くの者が求めるだろう。我等の生み出せし魔獣はかつて一国の軍隊すらも滅ぼすだけの力を発揮したのだから。ゆえに、権力を持つ者たちは敵対すれば身の破滅を、そうでなければ自らの陣営に引き込まんと手を打ってくるだろう。そして後者の場合でもその者に協力しないのであればいっそのこと……と命を狙われるのは目に見えているだろう。ゆえに汝は魔獣術について出来るだけ隠さなくてはならん。その上で、汝に魔獣術で生み出された魔獣がどこまでも高みに昇って欲しい」

「魔獣術を隠さなければならないというのは理解出来たよ。それに、俺が持ってるっていう強大な魔力はそのままってのも。けど、それならお前自身がその肉体を使って生き返るという手段は使えないのか？　最初から俺が魔獣術を使うんじゃなくて、お前自身が育てた魔獣を高みへと導くとかすれば……」

「否。我が魂とその肉体は適合性の問題があり、なおかつ我の魂はすでに年老いて磨すり減っている。好奇心や探求心、未知への渇望と言ったものがすでに存在していない我では、魔術師としての生をこれ以上は望めない。そして何よりも、我の生み出せし魔獣は国が連合を組んで討っており、すでに存在していない。ゆえに汝なんじに我等が生み出した魔獣術の可能性を託すのだ。……これで汝に伝えるべき内容は全て伝えた。ゆえに問おう。我と我等が残せし魔術を継承するや否や？」

「このままここで断ったとしても、死後の世界とやらに行くだけなんだろうしな。いいだろう、その申し出を受けさせてもらう」

　玲二の言葉に光球が数回明滅する。

「感謝する。ではこれより始めよう」

「ああ。どうすればいいんだ？」

「難しくはない。この空間にいる時点ですでに準備は整っている。後は我と汝が接触すれば、自動的に完了して汝が再構成される。同時に新たなる肉体に汝の魂が定着して覚かく醒せいするだろう」

「分かった。……やってくれ」

「うむ。ではこれより開始する」

　そう宣言すると、光球は玲二の方へと近づき……そのまま重なる。

「佐伯玲二、汝に感謝を。そして新たなる人生に幸多からんことを」

　光球のその言葉と同時に、玲二の意識は闇に沈んでいった。







　第一章







　奥深い森の中にその建物は存在していた。周囲にあるのは天を突くかのような大樹ばかりであるにもかかわらず、何故かその建物には柔らかな日光が降り注いでいる。そんな建物の中は一切の人ひと気けが無く、生き物の気配も無い。だが、不思議なことに何故かその建物の床には埃ほこりは一切積もっておらず、清潔な状態が保たれていた。

　そんな建物の中にある一室で玲二……否、かつて佐伯玲二と呼ばれていた人物は目を覚ます。

「……ここは一体？」

　周囲を見回し、額に手を当て数秒考え込むが、すぐに何かを理解したかのように頷うなずく。

「そうか、俺はあの光球を吸収して……あぁ、なるほど。知識はある。そして意識は俺のままだ」

　呟つぶやきながら周囲を見回し、ようやく自分がベッドで寝ていたことに気が付く。床には魔法陣が描かれており、つい今し方まで眠っていたこの肉体に何らかの魔術を施していたのだろうと予想出来た。ベッドから起き上がり、枕元に置かれていた衣服を身につける。

「新しい肉体か。……どんな身体になったんだ？」

　あの光球、ゼパイル・ゾンドの用意してくれた水の入った桶おけへと自分の顔を映してみる。

　そこに映し出されているのは真っ赤な髪をした少年の顔だった。顔立ちはどちらかと言えば美形よりと言っても問題無いと思う程度には整っている。目の色は青で真っ赤な髪との対比が印象に強く残るだろう。身長百六十五センチ程度で、外見年齢的には十五歳前後といったところか。生前の年齢が十七歳だった玲二にしてみれば、二歳ほど若返ったことになる。

「もっとも、ゼパイルから貰もらった知識によると十分とんでもない肉体らしいが」

　玲二が教えて貰ったゼパイルの知識によると、この肉体はゼパイルとその一門が魔力と技術の粋を結集して作った……否、創ったものだ。老化によって一門が消滅していった経緯があるため、不老処置を施されている。

　そして不老ではあっても不死では無いというのがポイントだ。さすがに世界有数の魔術師たちが集まっても不老不死という人類の夢には到達出来なかったようだ。その代わりに驚異的な回復力が宿っており、身体能力に関してもかなり高性能に創られているらしい。

　ゼパイルの知識から自分の肉体の性能の情報を引き出し、大体の理解をした後はテーブルの上にあった水差しへと視線を向け、ふと気が付く。

「そう言えばこの水も数百年前の物なんだよな」

　そう呟き、コップへと水を注ぎじっと見つめる。ゼパイルの言葉が正しいのなら、魔獣術の後継者を捜すためにあの光球になって世界の狭はざ間まにある精神世界に引き籠こもったのが数百年前。当然この肉体や水、ベッド、衣服等にしても、ゼパイルが光球になる前に用意された物のはずだ。それがここまで新鮮な状態を保っているというのを考えると、世界でも有数の魔術師たちが集まって出来た一門というのを実感することが出来た。

　まるで山奥の清水を汲くんできたばかりと言われても、信じられるほどに新鮮な水だ。東北の山奥と呼んでもいいような田舎に住んでいた玲二としては、美う味まい水というのは飲み慣れていた。だが、それらと比べても天と地ほどの差があるように感じられ、あまりの美味さに一息でコップの中の水を飲み干し、さらに数杯。そしてようやく一段落する。

　ゼパイルからの知識でどこにどういう物があるのかというのは大体理解しているが、それはあくまでもゼパイルから譲られた知識だ。実際に自分の目で確かめる必要性はあるだろう。そう判断し、まず最初に部屋の中を見回す。

「ん？　これは……」

　最初に目に留まったのは、壁に掛けられている絵だった。そこには十二人が描かれている。

　地術、水術、風術、光術、闇術、時魔術、空間魔術、召喚魔術、錬金術、数術、古代魔術。そしてそれらを率いる火術を操るゼパイルの十二人だ。すなわち一国を数時間で滅ぼせると言われた一門というのが、この絵に描かれている魔術師たちなのだとゼパイルの知識が教えてくれている。

　だが、玲二がその絵に目を奪われたのはそれだけではない。その絵の中の一人、数術を操る人物の着ている服だ。それはどう見ても日本の中学生や高校生が着ている黒い学生服で、おまけに本人も黒髪、黒目と日本人の特徴を備えている。ゼパイルの知識からその人物のことを引き出す。

「タクム・スズノセ。数術士、か。これはどう考えても俺と同郷だろう」

　ゼパイルの知識にあるタクム・スズノセという人物は、不老という特性を持っていた。そしてタクム・スズノセの特性を取り入れ、より改良されて創り出されたのが今の玲二の肉体だとゼパイルの知識は教えている。

　だが、不老のはずの人物が死んでいる。それを不審に思った玲二は再度ゼパイルの知識を引き出す。

　その結果判明したのは、タクム・スズノセは大国の権力闘争に巻き込まれた末に毒を盛られたというものだった。その後は何とかゼパイルたちの下に逃げ込めたのだが、結局解毒が間に合わなくてそのまま……という流れのようだ。

「貴族とか普通にある世界らしいから、権力闘争に巻き込まれたらそうなるか」

　ちなみにタクム・スズノセの使う数術というのは彼個人のオリジナル魔術であり、彼以外に扱える者はいなかったらしい。その効果は対象を数値化出来るというものだった。玲二はゲームに出て来るステータスやアナライズ、鑑定といったものと同じだと判断する。

　この世界では全く未知の魔術であったらしいが、サブカルチャーをこよなく愛していた玲二にとってはなんとなく理解出来る能力だった。




「これは……時魔術を使ってこの屋敷の時間を止めていたのか」

　先程の部屋には他に気になる物が無かったため、外へと出て塵ちり一つ無い通路を見て思わず玲二は呟き、そしてゼパイルの知識に導かれるように廊下を進み、やがて数分と経たずに『この扉を開ける者、魔獣術の資格無き者には呪いが降りかからん』と書かれたプレートが掛けられている研究室へと辿たどり着く。

　この世界の文字で書かれている文章だったが、ゼパイルを吸収したおかげなのだろう、全く問題無くプレートの文字を読むことが出来ていた。

　ゼパイルの知識によると、魔獣術の後継者となれるほどの魔力を持たない者がこのドアを開けようとした場合、瞬時に燃やし尽くされるほどの業火が襲い掛かってくるらしい。

「随分と過激なセキュリティだ」

　茶化したように呟きつつも、そっと扉へと手を伸ばす玲二。ゼパイルから魔獣術の後継者としてお墨付きを貰っていたとしても、やはり万が一を考えてしまうのだろう。

　だが、伸ばした手はあっさりと扉へと触れ、本人も呆あつ気けに取られるほど簡単にドアは開かれる。

　安あん堵どの息を吐きつつ、研究室の中へと入って行く。

　研究室の中は先程の部屋と比べてかなり広かった。玲二の感覚で言うと三十畳ほどの部屋、となるだろうか。そのうちの半分、奥の方にある床には巨大な魔法陣が描かれている。入り口近くの半分は、寂しくテーブルが一つ置かれているだけだ。

　ただ、その代わりという訳ではないのだろうが、唯一存在しているテーブルの上には細さい緻ちな飾りの施された宝石箱がポツンと置かれているのを発見した。多少の危機感は抱いたものの、そっと手を伸ばして蓋ふたを開ける。宝石箱の中に唯一入っていたのは、直径十センチ程度の腕輪。

　腕輪を宝石箱から取り出して眺める。確かに一見すると綺き麗れいな腕輪にも見えるが、それでも宝石箱の方が細かな細工や宝石が埋め込まれていたりと金銭的な価値が高いように玲二には思えた。

　違和感。腕輪を手に取った玲二の頭を過よぎったのはそれだった。金銭的な価値の高い宝石箱の中に、それほど金銭的な価値が高くない腕輪を入れておくというのは普通に考えてありえないだろう。つまりこの腕輪には何かある。そう判断した玲二はゼパイルの知識を引き出す。

　幸い、手に持っている腕輪の知識は必要最小限と言われていた知識の中に入っていたらしく、その存在をすぐに理解する。

　この腕輪はゼパイル一門の空間魔術師リズィ・フローと、世界最高の錬金術師と言われたエスタ・ノールの二人をメインに、数術士のタクムも協力して魔力と技術の粋を集めて作りあげた代物で、ゲームではよくあるアイテムストレージで、名前は『ミスティリング』というらしい。

　思わぬ品にニヤリとした笑みを浮かべた玲二は、ミスティリングを一いつ旦たん宝石箱の中へと戻し、続けて部屋の奥にある魔法陣へと歩み寄っていく。

「これが魔獣術のための魔法陣、か」

　魔獣術。すでにそれがどんな魔術なのか、玲二はゼパイルの知識から引き出して知っていた。

　この魔法陣の中心で呪文を唱えると、魔法陣が施術者から魔力を吸収する。そして吸収した魔力を基に魔獣が生み出されるのだ。

　なお、生み出される魔獣に関しては、施術者の魔力、内面、性格、深層心理、趣味嗜し好こうといった様々な要素が複合的に関係してくるので、自分で任意に選んだりは出来ない。

　それだけならゼパイル一門の奥義と言える魔術とは言えないだろう。だが、この魔獣術により生み出された魔獣はある特性を持っている。すなわち、魔獣の体内に必ず存在している魔石を魔獣術により生み出された存在が捕食することにより、より強く、より強大に、より素早くと進化していくのだ。そしてその進化は捕食した魔石により千差万別であり、無限の可能性と称されるのに相応ふさわしい可能性を持っている。その進化の先、すなわち魔獣がどこまで強くなれるのかについては、理論上では際限が無いとなっているが当然そこまで魔獣を育て上げた者は存在していない。だが、ゼパイル一門の魔術師が魔獣術で作り出した魔獣は、一国の軍隊を相手にしても互角以上に戦えるほどの存在と化していたらしい。

　ただし、注意事項として魔獣術で生み出された存在が捕食出来るのは、あくまでもその魔獣や魔獣術を使った者が戦闘に参加して倒した魔獣の魔石でなければいけないという制限がある。これは、敵の魔獣と戦うことにより魔石の放っている魔力と、自分の魔力の波長を合わせることが魔石を吸収するためのプロセスの一つとなっているためだ。

　すなわち、魔獣術とは己と共に育っていく魔術、とでも言い換えられる代物なのだ。

　なお、魔法陣が吸収する魔力が莫ばく大だいなために、通常の魔術師では魔力どころか生命力や命といったものまで吸収されてしまい、さらに不純物が混ざってしまう関係で魔獣が生み出されずに儀式は失敗に終わる。

　改めて魔獣術についての知識を引き出すと、深く深呼吸をして魔法陣の上へと進み出る。

（ゼパイルとの契約もあるし、何より俺自身が魔獣術とやらには興味を惹ひかれている。ならここで試さない手はないな。……にしても、俺はもう少し慎重だったと思うんだが……これも吸収の影響か？）

　内心で呟つぶやく玲二。吸収前にゼパイルが言っていた変化、それがこれなのかもしれない。そう考えつつ、魔法陣の中央に立ち口を開く。

　魔法陣を起動させる呪文については、ゼパイルの知識の中に存在していたので躊躇ためらいは無かった。

『我、魔力と共に魔獣を生み出す者。魔獣と共に生きし者。我が魔力を喰くらい、我が内に眠る魔獣をこの世に顕現させよ。我と共に生き、我と共に死す。その姿を現せ！』

　魔力を言葉に乗せて紡ぐのがすなわち呪文。本来なら数年の修行が必要なその行為も、ゼパイルの知識を受け継いだ玲二は寸分の狂いもなくやってのけていた。世界最高峰の魔術師であるゼパイルですら驚いたほどの莫大な魔力をその言葉に乗せて。

　すると次の瞬間には玲二の乗っていた魔法陣が光り始め、徐々に、徐々にその輝きは強くなっていく。玲二から放たれた莫大な魔力を吸収してその光を増しているのだ。しかし、いくら玲二が莫大な魔力を持っているとは言っても、その魔力は当然無限ではない。魔法陣が輝き始めてから五分、十分、二十分。

「ぐぅっ！」

　やがて限界が近付き、魔法陣に片かた膝ひざを突く。そして次の瞬間、すでに周囲を見ることすら出来ないほどの輝きを放った魔法陣が一際眩まばゆく輝き……唐突に魔法陣からの発光が消え去る。

「で、出来た……のか？」

　限界近くまで魔力を魔法陣に吸い取られたため、半ば朦もう朧ろうとした意識のまま周囲を見回す玲二。その目に入って来たのは、艶つやのある黒。漆黒とでも呼ぶべき色の繭のようなものだった。その繭が次第にひび割れ……砕け散ったのを見た瞬間、玲二の意識は闇へと沈んでいく。気を失う寸前に玲二が感じたのは、ふさふさとした温かい何かと、『グルルゥ』という甘えたような声。そしてカランッと何かが床へと落ちる音だった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「グルルルゥ」

　そんな声を聞きながら目覚めた玲二が感じたのは、妙に手触りの良い温かい毛並みだった。

「……んあ？」

　目を擦こすりながら周囲を見回すと、まず目に入ってきたのはふさふさの毛並み。その毛並みを持った何かが、まるで玲二を守るかのように己の身体を枕にして玲二を寝かせていたのだ。

　そのことに気が付き、目の前にある毛を撫なでながら周囲を見回す。するとどこか心配そうに玲二の顔を覗のぞき込んでいた存在と目を合わせることになった。

『…………』

　お互いが無言でそれぞれの顔をじっくりと見つめ合う。

　玲二の目に映っているのは、黒く鋭いクチバシに円つぶらな青い瞳ひとみだ。その青い瞳は、どこか心配そうに玲二の様子を確認している。

　自分と同じ青い瞳だな、と何となく思った次の瞬間には目の前にある顔、すなわち猛もう禽きん類るいの顔が玲二の顔へと押しつけられていた。

「グルゥ」

　まるで猫が甘えているかのようなその仕草に、思わず笑みを浮かべながら鳥の頭を撫でる。

　するともっともっとと言うようにさらに頭を擦りつけてきた。そんな鳥の頭を撫でながら、ふとその全体を見渡した玲二が手を止める。

「グルゥ？」

　どうしたの？　とでも言うように小首を傾げる鳥をそのままに、自分が寄り掛かっていた場所へと視線を向ける。するとそこにあったのは、予想していた鳥の羽毛ではなく、滑らかな手触りの、まるでシルクのような毛並みだった。猫科……というよりは、獅し子しの身体のように見える。ただし前足に関しては猛禽類のそれらしく鋭く尖とがっていた。獅子の身体に猛禽類……否、鷲わしの頭、前足、そして折りたたまれてはいるが、背からは翼も生えている。そんな幻獣の名前を玲二は知っていた。

「グリフォン」

「グルゥ」

　正解、とでも言うように再び鷲の頭を擦りつけられる。そこまで呟き、玲二はようやく自分が何故気を失っていたのかを思い出すことが出来た。

「そうか、俺は魔獣術の儀式をやって……」

　グリフォンの存在に納得すると、改めて目の前にいる魔獣へと視線を向ける。躍動感に満ちている獅子の身体に、鋭くも愛らしい鷲の顔。折りたたんでいる翼を抜かした大きさは大体二メートルほどだろうか。
















　玲二の記憶にあるグリフォンと言えば、当然ゲームや小説に出てくるものだった。それらの知識では、グリフォンというのは非常に獰どう猛もうであり攻撃的となっている。しかし、目の前にいるグリフォンにそんな様子は一切無い。むしろ、仔こ猫ねこがじゃれついてくるかのように顔を擦りつけてくるその様子を見て、獰猛云うん々ぬんというのはちょっと考えられなかった。

「あるいは魔獣術で生み出されたグリフォンだからか？」

「グルゥ」

　そう呟いたとき、丁度タイミング良くグリフォンが喉のどの奥で鳴く。

「……もしかして俺の言葉を理解しているのか？」

「グルゥ」

　当たり、とでも言うように再びグリフォンが鳴くのを見て、ゼパイルの知識を引き出す。

　それによると魔獣術で生み出された魔獣の能力は、魔法陣に吸収された魔力量によって千差万別となっていた。つまり、玲二の莫大な魔力を基に生み出された目の前のグリフォンは、それだけ高い能力──少なくとも人語を解する能力──を持っているのだろう。

「なるほど、大体分かった。……まずは名前を付けるか」

　目の前のグリフォンは何故か最初から玲二に懐いてはいるが、本来の魔獣術の手順で言えば魔獣を生み出した後、名前を付けて初めて魔獣の存在が確立されるのだ。

「グリフォン、空、嵐……セトっていうのはどうだ？」

　セト。それはエジプト神話に登場する神の名前であり、嵐を司る神とされている。他にも荒々しさや戦争も司っており、偉大なる強さを象徴する神としても知られていると説明する。

　自分を守るかのように存在していた目の前のグリフォンを見て、連想された名前がそれだった。

「グルルルゥ」

　セトの由来を聞いたグリフォンも嬉うれしげに喉を鳴らす。

「よし。今日からお前はセトだな。俺は玲二。……いや、違うな。それは前の俺の名前だ」

　懐いてくるセトの頭を撫でながら考える。佐伯玲二という存在はあの鉄骨に押しつぶされて死んだのだ。今ここにいるのは、佐伯玲二がゼパイルを吸収した存在。いくら主な人格は玲二のままだとは言っても、そのまま佐伯玲二という名前を使うのはどこか違和感がある。また、ゼパイルの知識によればエルジィンというこの世界に佐伯玲二という名前が合わないというのも理解している。

「玲二……そうだな、これからはレイと名乗るか。よろしくな、セト。俺の名前はレイだ」

「グルルゥ」

　そう告げてセトが返事をした瞬間、脳裏にスキル一覧なるものが浮かび上がった。

「これは、何だ？」

　突然脳裏に表示されたその文章。レイの感覚で言えばゲームのステータス画面のようにも見える。……その割にはスキル一覧としか書かれておらず、ＳＴＲ、あるいは力、攻撃力といったゲーム的にお馴な染じみのものは表示されていない。それ以前にそこに表示されている名前はセトであってレイ、あるいは玲二では無いのだ。

　慌ててゼパイルの知識から情報を引き出す。

「……なるほど、お前の仕業かタクム」

　そう、魔獣術を作り出すにあたってタクムが手を出したのがこのスキル一覧だった。セトが魔石を捕食することにより、覚えたスキルを表示出来るようにしたのだ。さすが現代日本から転移してきた存在と言うべきだろう。

「いや、便利と言えば便利だからいいんだけどな」

　せっかく異世界へと来た、あるいは生まれ変わったというのに、微妙に日本の残り香がする状況に苦笑を浮かべ、セトと共に立ち上がる。

「グルル」

　と、そんなレイを見ていたセトが、今まで自分の陰となっていた場所から細長い物体をクチバシで咥くわえてレイへと差し出す。

「これは……鎌？」

　鎌、と言ってもそれは草刈り用の鎌ではない。柄の長さが二メートルほど、刃の長さが一メートルほどという、まさに死神の大鎌。デスサイズと呼ぶのに相応ふさわしい代物だった。

「これを、どうしろと？」

「グルゥ」

　これはお前のだ、と言わんばかりにクチバシに咥えた大鎌を差し出され、反射的に受け取る。

　柄の部分は黒く、刃の部分も黒い。総じて漆黒とでも呼ぶべき色をした大鎌を手に、レイはふと思い出す。

「そもそも俺がこの研究室に来たときは大鎌なんて存在していなかった。つまりいつの間にか現れていたんだよな。……考えられる可能性は一つ、か」

　今日だけで何回目だろうか。再度ゼパイルの知識から情報を引き出すと、その結果はすぐに出た。

「やっぱり魔獣術が原因、か」

　ゼパイルの知識によれば、魔獣を生み出す過程で莫ばく大だいな魔力が放出され、生み出された魔獣が許容出来る以上の魔力が放出されると、その余剰魔力はマジックアイテムとして生み出されるらしい。もちろんそうなるよう術式に手を加えたのはタクムだった。

　だがゼパイルやその一門が行った儀式では、放出された魔力全てが魔獣を生み出すのに使用されていたため、マジックアイテムが生み出されることは無かったらしい。つまりタクムがお遊びで付け加えた術式が、レイの莫大な魔力ゆえにその効果を発揮したのだ。

「で、タクムが関係しているとなると……」

　その大鎌を手に、ステータス、と内心で呟つぶやくレイ。すると当然とばかりに持っていたマジックアイテムのステータスが脳裏へと表示される。




【デスサイズ】




「って、死神の大鎌そのままの名前かよ。もう少しくらい捻ひねってもいいんじゃないか？」

　とは言っても、文句を言うべきタクムはすでにこの世に存在していない。溜ため息いきを吐きつつもデスサイズの説明を読んでいく。

　一つ目の能力は、魔術の発動体。莫大なレイの魔力で創られたマジックアイテムであるため、その性能は極めて高い。

　二つ目の能力は、セトと同じく魔石を吸収して新たな効果を獲得することが出来る。同時にセトと同じように獲得した能力のリスト化も可能。

　三つ目の能力は、重量軽減。デスサイズと同じ魔力波長を持つ者。つまりレイとセトに限り、殆ほとんど重さを感じずにデスサイズを振り回せる一方で、それ以外の者が持った場合は本来の重量となる。

　四つ目の能力は、魔力を通すことにより大鎌としての基本性能が上がる。

　これらの事柄が脳裏のステータス覧には表記されていた。

「これは……確かに魔術の発動体としての効果もある武器というのは嬉しい。嬉しいんだが……普通、こういうときは剣とかじゃないのか？　何で大鎌？」

　性能は圧倒的なのだが、使いこなすのが難しそうな玄人くろうと好みのマジックアイテム。それがデスサイズを持って感じたことだった。

　ひょいっとばかりにデスサイズを持ち上げ、重量軽減の効果を早速実感する。

　本来、この大きさの金属なら重量は十kgや二十kgどころではないだろう。だが、今レイが持っているデスサイズは殆ど重さを感じない。感覚的にだが百ｇあるかどうかといった所か。

「確かにこれは凄すごいな」

「グルゥ」

　レイの感嘆の言葉に、セトも喉の奥で鳴いて同意する。

「さて、最大の目標であった魔獣術は無事継ぐことが出来た訳だが……これからどうする？」

　セトの、まるでシルクのような滑らかな毛を撫なでながら呟くレイだったが、これからの目標はともかくこのままこの建物にいるという訳にいかないというのはすぐに分かった。何しろ飲料水はともかく、食料が十日分程度しか残っていない。

「いや、食料はあっても俺の分だけでセトの食う分が無いな」

　魔獣術で生み出された存在だといっても、当然生きている以上は食料は必要だ。セトの体長二メートル以上という大きさを考えると、この屋敷に留とどまっていられるのは一日。頑張っても二日といった所だろう。

「と言う訳で、早めに人のいる街なり村なりに行かないといけないんだが……」

　ゼパイルの知識によると、この屋敷は空間魔術による結界が張られているのだが、周囲の森には凶悪な魔獣が多数生息しているとある。何故そんな場所にこの屋敷を建てたのかと言えば、ここがゼパイルたちにとって一種の避難所のような場所だったからだ。そのため、凶悪な魔獣が多数生息しているこの森に強力な結界を張って魔獣は屋敷に入ってこられないようにし、なおかつ外敵への防衛用に魔獣を利用することを考えたのだ。

「それはいいんだけど、ファンタジー世界初心者の俺がそんな魔獣の住んでる森を抜け出せるかどうか……ってのは考えて欲しかったんだがな」

　愚痴るように呟き、思わず溜息を吐くレイ。

「グルルゥ」

　片方二メートル近くもある翼を広げるセトだったが、レイは軽く首を振る。

「空を飛んでいくのはちょっと難しいな。何しろ竜種すら住み着いているらしいし」

「グルゥ」

「気にするな。そもそもセトにしろ俺にしろ、どれだけの力を持っているのか分からないんだからな」

　セトの頭を撫でながら慰めるように話し掛けつつ、何か無いかと周囲に視線を向けると宝石箱が視界に入る。そう、ミスティリングの入っている宝石箱がだ。

　ミスティリングの中に何か使える物があるかもしれない。そんな期待を胸に宝石箱の前へとセトと共に移動する。

「グルルルルゥ」

　何故か宝石箱を見て機嫌良さそうに喉のどを鳴らすセト。その様子を見ていたレイは、グリフォンは宝物を集めるという伝説があったのを思い出す。

「セト、しばらくその宝石箱で遊んでてもいいぞ」

「グルゥ」

　その言葉に、セトは嬉しそうに宝石箱へと頰を擦りつける。レイはその様子を微笑ましげに眺めながらミスティリングへ右手を通す。するとレイの腕よりも幾分か大きかったはずのミスティリングは見る見る縮まり、レイの手首に丁度いい大きさへと自動的に変化した。

「で、ゲームとかだとリストが表示されるんだけど……あぁ、思うだけでいいのか」

　脳裏に展開されたリストを見たレイは思わず溜息を吐く。確かにミスティリングの中には幾つかの道具、それもマジックアイテムが入っていた。だが、その数は全部で十にも満たず、最も期待していた食料の類たぐいも存在していない。

　しょうがないので、現状を打破するために必要そうなマジックアイテムをゼパイルの知識から探っていく。その結果見つけたのは使えば自分がどの系統の魔術を使えるのかが分かる『診断のオーブ』と呼ばれる使い捨てのマジックアイテムだった。

　世界最高峰の魔術師であるゼパイルから莫大な魔力を持っていると断言されたレイは、自分がどのような魔術に向いているのかを確認するためにも診断のオーブをミスティリングから取り出して自分の魔術適性を調べることにする。

　自分の魔術適性を想像しながら診断のオーブへと掌てのひらを置く。これで使用者の魔術適性のシンボルがオーブへと現れるのだ。例えば水の魔術適性がある場合は水滴が、空間魔術の適性がある場合は扉が、錬金術の適性がある場合はフラスコが、という具合にだ。

　そして期待しながらオーブへと視線を向けたレイの目に映ったのは炎のシンボルただ一つのみだった。そして、炎のシンボルが現れたと同時に使い捨てのマジックアイテムでもある診断のオーブは、サラサラと細かい砂のようになって崩れていった。

「待て。ちょっと待て」

　数秒と経たずに消え去った診断のオーブのあった場所を見て、思わずといった様子で呟く。

「グルゥ？」

　少し離れた場所で宝石箱を愛めでていたセトも何かを感じたのか、振り向いてレイの方へと視線を向ける。

「俺の魔術適性が炎だけ？　それはあれか？　炎の魔術師であるゼパイルを吸収したからか？」

　そう呟きながらも、内心では違うだろうと判断する。吸収した際に得た知識によれば、確かにゼパイルは自分のことを火術士と称していた。だが、それは火の魔術が一番得意であったからそう名乗っていたのであって、当然のように他の魔術もある程度は使いこなしていたのだ。

「つまり、純粋に俺の適性は火の魔術にのみ特化している……のか？」

　ゼパイルにすら驚嘆された自分の魔力。それが火の魔術に特化しているのなら、予想以上の戦力になるのは間違い無い。だが……

「この森の中で魔術初心者の俺に火の魔術を使えと？」

　そう、問題はそれだった。当然火の魔術となると操るのは火であるのだが、周囲には森が広がっている。もし自分が魔術の制御に失敗したら、己の莫大な魔力で放たれた火の魔術はたちまちこの森を焼き尽くしてしまう可能性があるのだ。それも下手をしたらレイやセトごと。

「地水火風の中でも、せめて火以外だったら森の中でもそれなりに安心して使えたんだろうが……いや、どのみち明日には強制的にでもこの屋敷を出ないといけないんだから、手持ちの札で何とかするしかない」

　本来なら十日分の食料があるといっても、それはあくまでレイだけを対象にした場合だ。二メートルを超す肉体を持つセトにしてみれば、それこそ数食分にしかならないだろう。このままこの屋敷に残っていたら餓死をする。ゆえに明日にでもこの屋敷を出てなるべく早く村なり街なりに向かうというのがレイの出した結論だった。

「なら、まずは魔術をきちんと使えるかどうかの確認だな」

　ゼパイルから受け継いだ知識は、魔術を使うための必要最小限のものだ。固定観念が魔術に悪影響を及ぼす以上はしょうがないのかもしれないが、それでも今のレイにとってみれば恨めしい気持ちが浮かんでくるのはどうしようもなかった。

　未いまだに宝石箱を愛でている様子のセトからも心配そうな視線を向けられつつ、魔獣術に使う魔法陣から少し離れた場所へと移動する。

　一応床に描かれている魔法陣は魔獣術以外に反応はしないと知識は教えているが、それでも念には念を入れて困ることはないだろう。

　魔術の発動体であるデスサイズを握り、深く深呼吸をして意識を集中。すると自然に己の身に宿っている魔力を認識出来ていた。

　魔術とは言葉に魔力を乗せて発する呪文により世界を騙だまし、一時的に書き換え、己の望む結果を導き出す術だ。ゆえにその呪文は魔術師によって違うし、他の魔術師と同じ呪文を使っても同様の結果を得るというのは不可能に近い。もっとも、地水火風光闇以外の魔術はこの原則が異なっている部分もあったりするのだが、火の魔術適性しかないレイにとってはこれこそが魔術の真髄だった。

『炎よ、我が指先に集え』

　言葉に魔力を乗せ、呪文を唱える。この際に重要なのはイメージだ。呪文によって世界を書き換えるという過程は同じでも、術者のイメージが明確であれば明確であるほどにその効果は高くなる。そして、漫画、アニメ、映画、ゲーム、小説といったサブカルチャーを好んでいたレイにとって、その類のイメージはそう難しくはなかった。

　呪文によって世界の法則が書き換えられ、レイのイメージが浸透していく。

『小さき炎』

　呪文によってイメージが固定され、レイの右手人差し指の先に拳こぶし大の炎が現れる。

「人生初めての魔術、か」

　正確に言えば魔獣術こそがレイの人生初の魔術だったのだが、魔獣術は床に描かれた魔法陣の上で特定の呪文を唱えると魔法陣が施術者の魔力を吸収し、魔獣を生み出すという殆ど自動的に行われる魔術だ。最初から最後までを己の意志で行ったという意味では、確かに今の火の魔術がレイが自力で行った人生初の魔術と言えた。

「これ以上の魔術の練習はちょっと難しいな。下手をしたらこの屋敷ごと燃やし尽くしてしまう可能性もある。特に魔獣術の魔法陣を消失するのは絶対に避けたいし」

　チラリ、と魔獣術の魔法陣へと視線を向け、時間は無いとばかりに次にやるべきことを思い出す。

　ミスティリングの中に入っていたマジックアイテムの確認だ。その中の一つは使い捨てのものだったが、ゼパイルの知識によると残りはきちんとしたマジックアイテムだったからだ。

　よほどに宝石箱が気に入ったのか、猫のように喉を鳴らしながら顔を擦りつけているセトを横目に、先程同様にミスティリングのリストを脳裏に展開する。

　まず最初に目に入ったのは『ドラゴンローブ』だった。デスサイズという武器があるために防具を探したのだが、それっぽいのはドラゴンローブしか無かったのだ。

　小さく溜ため息いきを吐き、ゼパイルの知識からドラゴンローブの情報を引き出す。

　幸い、ミスティリングの中に入っている各種のマジックアイテムに関しては、ゼパイル曰いわく最小限の知識の中に入っていたので問題無く情報を引き出すことに成功する。











【ドラゴンローブ】

数百年を生きた竜の革を利用して作られたローブ。皮自体を竜の血や骨粉を使って染め上げているので、破格の魔術防御を誇る。また、竜の革を二枚重ね合わせて作られているローブで、革と革の間には竜の鱗うろこを挟んであるために物理的な防御力も高い。使われている革は火竜と水竜の物なので、暑いときには涼しく、寒いときには暖かくして快適な着心地を得られる。このローブを作った錬金術師、すなわちゼパイル一門の錬金術師であるエスタ・ノールが手を加えてあり、一見して高性能なマジックアイテムには見えないような隠いん蔽ぺい効果や魔力を通すことによりあらゆる汚れを消去する効果も付けられている。













　魔術防御の高さや物理防御が高いというその高性能ぶりに驚かされるが、何よりもレイを驚かせたのは、着るエアコンや洗濯いらずともいえる機能だった。

　ミスティリングのリストからドラゴンローブを選択すると、次の瞬間には右手に黒いローブが現れている。

　ドラゴンローブを身に纏まとい、次のアイテムへと目を移し、先程同様にゼパイルの知識から情報を引き出す。











【スレイプニルの靴】

八本足を持つ馬型の魔獣であるスレイプニル。その速度は地上を走る魔獣の中でも最高峰であり、なおかつ空をも走ることが出来る。その魔獣の革を使って作りあげた靴。効果としては装備している者の速度を上げてくれるというものと、数歩ではあるが空を蹴けって跳ぶことが可能になる。




















【風操りの腕輪】

装備している者に飛び道具、あるいは攻撃魔術が放たれたときに一度だけだが防いでくれる。使用後は十時間経たないと再度の効果を発揮しない。




















【剛力の腕輪】

装備している者の力を上げる腕輪。




















【吸魔の腕輪】

装備している者が敵を攻撃してダメージを与えた場合、ダメージ量に比例して魔力を吸収する。




















【ミスリルナイフ】

魔力と親和性の高いミスリル鉱石。その中でも最も高品質な鉱石を使って作られたナイフ。流した魔力量によって斬れ味が変化する。













　以上の五つをミスティリングから取り出して床へと並べる。

　使い捨てでもあった診断のオーブを入れて合計七つ。ミスティリングを合わせてこの八つのマジックアイテムだけがゼパイルがレイへと残した遺産だった。

　スレイプニルの靴を履き、ミスリルナイフの入った鞘さやを腰にぶら下げ、魔法を使う関係上吸魔の腕輪をミスティリングとは反対の左腕に身につけてからセトへと声を掛ける。

「セト、ちょっとこっちに来てくれ」

「グルゥ？」

　レイの呼びかけに、何？　と小首を傾げたセトが宝石箱から離れて近寄ってくる。

　そしてそんなセトへと風繰りの腕輪と剛力の腕輪を差し出す。

「このマジックアイテムをセトに身につけさせたいんだが、いいか？」

「グルルゥ」

　主人であるレイからのプレゼントに、嬉うれしそうに喉のどを鳴らしながら左右の前足を差し出す。

「これは……嵌はめられる、のか？」

　どう考えても腕輪の大きさよりも足の方が大きい。そう思いつつも、マジックアイテムだけに何とかなるだろうと判断して右足に風操りの腕輪、左足に剛力の腕輪を近づける。すると次の瞬間、スゥッと浮き上がった腕輪が大きさを変えてセトの両足へと綺き麗れいに収まった。

　さすがマジックアイテム、と感心しながら嬉しそうに喉を鳴らすセトの頭を撫なでるレイ。

　武器に魔獣術で作成されたデスサイズと腰に装備しているミスリルナイフ。防具に竜の革を使ったドラゴンローブ。足下にはスレイプニルの靴。そして右手首にはミスティリングを装備し、左手首に吸魔の腕輪。本人は全く自覚していないが、セトに装備させたマジックアイテムも含めて、この世界では超一級品とも言えるマジックアイテムばかりだった。

　装備した品を満足気に眺めていたレイだったが、ドラゴンローブに包まれた腹にセトが自分の頭を擦りつけてきた感触で我に返る。

「どうした？」

「グルルゥ」

　悲しげに鳴きながら、再びレイの腹へと頭を擦りつけるセト。

「腹が減ったのか？」

「グルゥ」

　コクリと頷うなずき、空腹を訴えるセト。それを見ていたレイも、自分がかなり空腹であるのに気が付く。

「そう言えば、起きてから何も食べてないしな。じゃあ、食堂で旅立ち前の最さい後ごの晩ばん餐さんと洒落しやれ込もう」

「グルゥ」

　頷いたセトと共に、研究室を出て食堂へと向かうレイ。

　その後、食堂の厨ちゆう房ぼうに残っていた味も素っ気もない黒パンを水でふやかして腹の中に入れ、最後の晩餐と呼ぶには寂しい夕食を終えた後は疲れもあって、寝室で異世界エルジィン最初の夜を過ごすのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　建物の周囲には巨大な樹木が連なっているにもかかわらず、何故か朝の清々しい光が差し込んでいる。周囲の空気も朝ということもあって非常に澄んでいた。もし森林浴をしたいという者がいたのなら、ここは絶好の場所だろう。……ここまで来られれば、だが。

　そんな建物から一歩を踏み出したレイとセトは周囲の様子を確認するように数分ほど進む。するとやがて屋敷に張られている薄い膜のような物が見えてきた。

「これが結界だな。ここから一歩でも出れば、そこは魔獣たちの楽園だ。覚悟はいいな？」

「グルルゥ」

　セトが勇ましく鳴き、レイもまたここまでは肩に担いでいたデスサイズをいつでも使えるように両手で握りしめる。

　本来であればレイとしてはもう少しこの場で魔術の訓練を行いたかったのだ。だが、そう出来ない事情があった。何しろ十日分残されていた食料は今朝の朝食ですでに底を突いてしまったのだから。十日分の食料をたった二食で食い尽くしてしまったのは、当然レイの隣で周囲を警戒しており、いつでもレイを庇かばえるように行動しているセトだった。

　本来なら森の中で自分が食べる分のパンを数個くらいは残しておきたかったレイだったのだが、空腹のために悲しそうな瞳ひとみでパンが欲しいと甘えてくるセトに負けてしまい、その結果最後のパンはすでにセトの胃袋の中だ。

　そのため、セトを含めた自分の食料を何とか工面する必要があり、レイとセトは森の外へと出る決断をした。

　当初はこの付近にいる魔獣を倒して食料にするという考えもあったのだが、竜種すら存在しているこの森で戦闘に関しては初心者でしかないレイが生き残るのはどう考えても難しい。それにレイにも、もう少し豊かな生活をしたいという欲望もある。

　そのため、森を出て街へと向かい、ゼパイルの知識にあった冒険者ギルドへと登録することを決めたのだ。冒険者ギルドに登録すれば、魔獣を倒して魔石とセトの食料を入手出来、倒した魔獣から得た爪や皮といった素材を売ることでレイの生活費になり、さらには依頼という名目で追加報酬を貰もらえる可能性もあるのだから。

　改めて決意を固めたレイは、セトと共に結界の外へと一歩を踏み出し……目の前の光景に啞あ然ぜんとする。

　結界を一歩外に出た途端に感じたのは、圧倒的な生き物たちの濃密な気配。レイになる前の玲二が住んでいたのは東北の田舎町。当然近くには山があり、川があった。ウサギやリス、鹿、猿、狐、狸、猪といった動物を見るのもそう珍しいことではない。山奥へと行けば、遠くからではあるがときには熊ですら見つけることもある。

　だが、今レイが感じている気配の数々は、それらと比べても圧倒的なものであり、結界の周囲を取り巻くように覆っている木や草といった植物、それらはすぐ近くに山のある生活をしていたレイにとっても、その殆ほとんどが初めて見る種類のものだった。

　さすがに数百年も放っておかれただけあって、道らしい道は無い。見上げるほどの大木が多数生えているので適当な間隔が開いており、歩くのにはそれほどの苦労はないのだが、それでも二メートルを超すセトにしてみれば多少の狭さは感じているらしく、ときどき苛いら立だたしげに喉の奥で唸うなっている。

「グルルゥ」

　翼を軽く動かしながら顔をレイへと擦りつけてくるセト。煩わしい地上ではなく遮る物の無い空を飛んで移動したいと態度で示している。

「落ち着け。昨日も言ったと思うが、この森には竜種も住んでるんだ。空を飛んでいったらあっさりと朝食にされてしまうぞ」

「グルゥ」

　レイの言葉にしょんぼりと肩を落とすセト。図体は大きいが、何しろ生後一日目なので忍耐というのがまだまだ足りなかった。




　結界を出てから三十分ほど。時間にすればそんなものだが、速度を上げるスレイプニルの靴を履いているレイと、グリフォンであるセトはかなりの速度で森の中を進んでいた。そんな中、ふと赤い果実を目に留めて手を伸ばす。

　だが、次の瞬間……

「グルルゥッ！」

　何かを警戒するように、セトが果実の生っている木の向こう側にある茂みへと向けて唸り声を上げる。

　レイはその唸り声に反応するようにしてそっと果実から手を離してデスサイズへと手を伸ばす。そのときの本人は全く気が付いていなかったが、レイの心に戦闘に対する過剰な恐怖心や躊躇ためらいといったものは一切存在していなかった。

　やがて、がさがさと音を立てて茂みが揺れ、セトが警戒している相手が姿を現す。

『…………』

　数秒、レイとセトは無言で目の前に現れた熊と見つめ合う。

　大きさは二メートル弱だが、縦に大きい分セトよりも大きく感じる。見るからにがっしりした身体付きをしており、同時にその毛には水を纏まとっていた。また、両方の手から三十センチほどの鋭く長い爪が伸びており、禍まが々まがしさを感じさせる。頭の中では何で毛の上から水が落ちないんだろうか？　と考えていたレイだったが、沈黙を破ったのは当然の如く目の前にいる水熊（仮称）だった。

「ガアアアアァァァァァァッッ！」

　周囲一帯へと響き渡るような雄お叫たけびを上げながら、四つん這ばいになってレイとセトへと襲い掛かる。

「ちぃっ、やるぞ、セト！」

「グルゥッ！」

　了解、とばかりに鋭い声を上げたセトは、デスサイズを構えたレイと共に水熊を迎え撃つべく進み出た。

「ガアアアッ！」

　獲物が逃げずに自分の方へと向かって来たと認識した水熊は、十センチはあろうかという牙きばを剝むき出しにしながら鋭い爪をセトへと振り下ろす。

　セトはその一撃を横に跳んで回避。跳んだ先に生えていた木を蹴けり、三角跳びの要領で攻撃を外した水熊の胴体へと前足の鉤かぎ爪づめを叩たたき付ける。

　セトが足場にしたためにメキメキと音を立てて折れた木をチラリと確認したレイは、セトの膂りよ力りよくに苦笑を浮かべながら刃の方ではなく石突きを先に出すような形でデスサイズを構える。この森の中では二メートルの長さを誇る大鎌を自由に振れるような場所は殆ど無いため、石突きの部分を槍やりのようにして使うことにしたらしい。

「ガァッ！」

　セトの鉤爪により切り裂かれるような一撃を受けた水熊は、苦く悶もんの声を上げつつもセト目掛けて再度その爪を振り下ろす。

　セトはその攻撃を後方へと跳躍して回避。攻撃を外した水熊はバランスを崩しよろめき……その隙を突き、レイがデスサイズの石突きを水熊の脇腹へと突き出す！

　ドスッという鈍い音を立てながら、水熊の纏っている水や毛を無視するかのように脇腹を貫通する石突き。

「ガアアァァッッ！」

　グニュリとした肉を貫く感触に軽く眉まゆを顰ひそめながらも、水熊がその右の爪を振り上げているのを見たレイは石突きを力任せに抜き、豪腕の一撃が振り下ろされる前に距離を取る。

　石突きを抜いた瞬間、僅わずかに水熊の血がこぼれ落ちるが、水熊はそんなのは気にしないとばかりに凶悪な爪を振り下ろす。

「ガアアアァァッ！」

　目の前の小さな生物如きに傷を付けられた驚きと苛立ちに吠ほえた水熊だったが、その傷は決して小さいものでは無かった。ただし、魔獣の生命力を考えた場合は致命傷というほどでも無い傷だ。
















　そんな水熊を観察しつつ、レイは自分の身体能力に内心驚きを隠せなかった。何しろ、突いたのはあくまでも石突きの部分なのだ。当然そこには刃がある訳でもないので、水熊の肉体を貫くほどの威力があるとは思っていなかった。

　新たに得た肉体の身体能力の高さに驚きつつも、決して油断はせずに水熊の様子を確認する。

「……何？」

　だが、今度はレイが驚く番だった。何と石突きで貫通された水熊の脇腹が纏っていた水で覆われたかと思うと、見て分かるほどの速度で再生しているのだ。レイが驚きで固まっている十秒程度で水熊の脇腹の傷から流れていた血は止まり、傷そのものも綺き麗れいに消え去ってしまう。

「つまり回復させる暇も与えずに一撃で大きなダメージを与えるしかないのか」

　チラリとデスサイズの刃の部分へと視線を向け、ふと気が付く。

（しまった。魔力を流せばデスサイズの威力が上がるのを忘れてたな。さすがに初戦闘で緊張……緊張？）

　そこまで考え、ようやく自分の緊張度合いに気が付いた。緊張はしているが、小説とかで新兵や素人しろうとが良くやるように緊張のあまり身体が動かないといったことがなかったのだ。

（それに関しては今はどうでもいい。それよりも現状の手持ちの札で一番攻撃力が高いのはデスサイズだが、この森の中で自由に振り回せるほどの空間的余裕が無いから難しい。かと言って炎の魔術を森の中で使うというのはどう考えてもまずい）

　レイが頭の中で考えている間にも、セト、水熊、レイの一人と二匹は迂う闊かつに動けずに膠こう着ちやく状じよう態たいとなっていた。

　水熊にしてみればセトに攻撃すればレイにその隙を突かれ、逆にレイに攻撃してもセトにその隙を突かれる。

　セトとレイにしてみれば、脇腹を貫通するほどの一撃を十秒程度で完全回復されてしまうのだから、無駄に攻撃しても意味は無いように感じている。

　水熊とセトが相手を威圧するようにお互いを牽けん制せいしている間、少し離れた場所でレイは必死で頭を働かせていた。

（どうする、一か八かデスサイズに魔力を通して大鎌の部分で振り切ってみるか？　……いや、そんな博ばく打ちのような真似は最後の手段にするべきか。かと言って他には……火事になるのを覚悟して火の魔術を使う？　それこそ駄目だろう。洒落しやれにならない火レベルの山火事になる可能性がある。……いや、待て。火事？　火の魔術？　デスサイズの柄……っ!?　そうか！）

　内心の考えを連想ゲーム的に一瞬で纏めたレイは、水熊と睨にらみ合っているセトへと声を掛ける。

「セト、もう一度水熊の体勢を崩してくれ！」

「グルゥッ！」

　任せろとばかりに高く鳴いたセトは、敵の意識を自分に向けさせるために水熊の周囲を歩き回る。

「ガアアァァ」

　水熊もさすがにその様子を捨て置けなかったのか、次第にレイから意識を逸そらしてセトへと集中していく。

　そんな時間が数分ほど続き、膠こう着ちやくした状態に我慢出来なくなったのか、唐突に水熊が高く吠える。

「ガアアアアアアアアッッッッ！」

　その雄叫びと同時に水熊の毛を覆っていた水が浮かび上がり、目の前で三個の小さな水球へと変化し、次の瞬間にはその水球がセトへと向かって撃ち出される。

（ここだ！）

　水熊とセトの様子に、ここが勝負の分かれ目と判断したレイは、意識を集中していつでも呪文を唱えられるように準備をする。

　空を裂くかのように水熊から放たれた水球、その数三つ。それを確認したセトは、木々の間を縫うようにして水熊との距離を縮めていく。

「グルゥッ！」

　セトが盾とした木に水球の一つが命中して幹を抉えぐる。

「グルルゥッ！」

　セトの頭を抉らんとした水球を一瞬で動きを止め、地に伏せて回避。頭上を通り過ぎていった水球は、背後にある木へとぶつかって木の幹と共に水を周囲へと散らす。

「グルルルルルルゥッ！」

　地に伏せた状態から、全身のバネを活いかして前に突進。水熊目掛けて急速に距離を詰める。

　その様子は、最後の水球が自分に命中するよりも前に水熊へ一撃を加えようとしている。

「ガアァァッ！」

　……ように、水熊には見えていた。そのために勝利の雄叫びを上げる水熊。しかし。

　空中で進路を変更し、セトの胴体目掛けて直上から襲い掛かってきた水球。その一撃はセトの身体に命中する直前、まるで何かに遮られたかのように唐突に砕け散った。

「ガァッ!?」

　何が起きたか分からない水熊。それも当然だろう。魔獣である水熊にはセトの着けている腕輪の一つ、『風操りの腕輪』に十時間に一度だけという限定ではあるが、飛び道具や攻撃魔術を防ぐ効果があるとは知らない。よって。

「グルルルルルゥッ！」

　水熊の懐に潜りこんだセトは、雄叫びを上げながら右前足で目の前にある水熊の足を掬すくい上げる。

「ガアアァッ!?」

　文字通りに足下を掬われ、その場に転倒する水熊。それはセトが着けているもう一つの腕輪である『剛力の腕輪』によって増した膂力によるものだった。

　セトを信じ、成り行きを見守っていたレイは水熊が倒れた瞬間に魔力を練り上げ、呪文を唱えながら転んだ水熊へと向かって走り出す。

『炎よ、汝なんじは蛇なり。ゆえに我が思いのままに敵を焼き尽くせ』

　魔力の籠こもった呪文により、世界が書き換えられる。その結果魔術発動体であるデスサイズに炎が集まり……

「はぁっ！」

「ガァッ!?」

　倒れ込んだ水熊の背へと再びデスサイズの石突きを突き刺して最後の呪文を完成させる。

『舞い踊る炎蛇！』

　呪文が完成した瞬間、デスサイズの石突きから放たれた炎で出来た蛇は水熊の背から頭部へと肉体内部を焼きながら昇っていき……

「ガアアアアアァァァァッッッッ！」

　己の脳を焼かれる恐怖と苦痛に満ちた悲鳴を上げ、水熊はそのまま地面へと崩れ落ちるのだった。




「何とか、なった……か」

「グルゥ」

　命を失い地面に横たわっている水熊の死体の隣で、レイもまた地面に座り込みながら思わず呟つぶやく。

「セトもよくやってくれた。お前がいなかったらこいつにここまで綺麗には勝てなかっただろうな」

「グルルルゥ」

　セトの頭をコリコリと搔かいてやりながら褒めるレイ。セトもまた頭を搔かれるのが気持ちいいのか、猫のように喉のどを鳴らしながら上機嫌で頭を擦りつけてくる。

　そんな状態が続くこと数分。気を取り直したレイが立ち上がる。

「この魔獣の死体をどうにかするにしても、取りあえずは場所を移動しないとな。恐らくすぐに別の魔獣が来るのは間違いないだろうし」

　周囲は水熊とレイたちとの戦いによる影響で木々が折れていたり、地面が削れていたりする。また、水熊が流した血の臭いや、身体の内部から焼かれたことによる肉を焼く匂いも漂っていた。

「で、問題はこの水熊をどうやって持っていくかだが……ん？」

　悩んでいたレイの目に入ってきたのは、右手に装備されているミスティリング。ゼパイルの知識によると生き物を入れることは出来無いとあったが、水熊はすでに死んでいるのだから問題は無いように思える。

「収納」

　水熊の死体に触りながら呟くと、次の瞬間には水熊の死体は跡形もなく消えていた。念のために脳裏にリストを展開すると、きちんと水熊の死体と表示されていたので収納は完全に成功したのだろう。

「なるほど、生き物は無理でも死体なら収納可能なのか」

　感心したように右手に嵌はまっているミスティリングを眺めていると、再びセトがレイへと頭を擦りつけてくる。

「グルゥ」

　早く行こう、とでも言うように再び顔を擦りつけてくるセトの背を撫なで、その場を後にするのだった。




「よし、ここまで来れば大丈夫だろう」

　水熊との戦いがあった場所から二十分ほど移動した場所でようやく足を止めて、セトと共に周囲の景色を見回す。

　すでに日差しもそれなりに高くなってきており、ジワジワとした暑さが周囲を包み始めていた。

　しかしレイは自動的に一定の温度を保ってくれる機能を持つドラゴンローブを着ているし、グリフォンであるセトに至っては全く気にした様子は無い。それでもさすがに水熊との戦闘後に殆ほとんど休み無しでここまで移動してきただけに、地面へと座り込んだ。

「グルゥ」

　撫でて、とでも言うように頭を擦りつけてくるセト。その愛らしい様子に心を癒いやされながらそっと手を伸ばす。

　そのままゆっくりとした時間が十分ほど過ぎ、水熊の解体をするべく立ち上がる。

「セト、水熊の解体をするから、血の臭いとかで他の魔獣が寄ってこないように警戒しててくれ」

「グルゥ」

　レイの言葉に小さく頷うなずき、少し離れた場所へと移動して周囲の様子を警戒するセト。

　その様子を頼もしそうに眺めながら、ミスティリングから水熊の死体を取り出す。

「さて……とは言っても、どうしたものか。熊の解体なんてやったことないぞ」

　レイには家で飼っていた鶏の解体くらいしか経験が無かったため、さすがに二メートル近い水熊の巨体を前に悩む。魔獣の解体方法は最小限の知識に入っていなかったらしく、ゼパイルの知識から情報を引き出すことも出来なかったため、最終的には独学での解体へ挑むことになり、デスサイズでは刃が大きすぎて解体に向かないということでミスリルナイフを取り出して水熊の死体と向き合う。

　本来は非常に高価なマジックアイテムであるミスリルナイフ。もしこの世界の冒険者が今からレイがやろうとしている光景を見れば、間違い無くどやすだろう。あるいは泣き出す者すらもいるかもしれない。だが、使える刃物がデスサイズとミスリルナイフしか無い以上、しょうがないというのがレイの正直な気持ちだった。

　そんな気持ちを抱きつつ、意を決して水熊の脇腹へと魔力を込めたミスリルナイフを差し込む。するとさすがミスリルと言うべきか、何の抵抗もなく、まるで水面に刃を刺したような感覚でスッとナイフの刃が毛皮へと差し込まれる。

　そのまま筋肉に沿って毛皮を剝はいでいくレイ。当然初めての経験だったので、間違って毛皮を切るといった失敗はそれなりにあったが、ナイフの斬れ味のおかげで比較的綺き麗れいな状態で毛皮を剝ぎ取ることには成功した。

　ひとまず剝ぎ取った毛皮はミスティリングの中へとそのまま収納し、次に水熊の心臓へと魔力を流していない状態のナイフを突き立てる。ズッと肉を切る感触の次に、コツッとナイフの刃先が何かにぶつかったので注意してナイフの刃でその異物を抉り取る。出て来たのは、レイの拳こぶし大の大きさの結晶、すなわち魔石。全ての魔獣がその身に宿している物質であり、同時に魔獣術で生み出した魔獣を成長させる上で必要不可欠の物。

　手に入れた魔石を破壊しないようにそっと横に置き、次は自分とセトの食料として水熊の解体へと取り掛かる。

　そこからは自分たちの食べる分の肉の解体で、なおかつ凄すさまじい斬れ味を誇るミスリルナイフがあるということで数分ほどで水熊は右腕、左腕、右足、左足、胴体、頭と六つの部位に分けられるのだった。

「グルゥ」

　血の臭いを嗅かぎつけたセトが、喉を鳴らしてレイへと近寄ってくる。その視線は水熊の胴体から取り出した内臓へと向けられていた。

「……腹が減ったのか？」

　その様子を見ながら、すでに癖になったようにセトの頭をコリコリと搔くレイ。

　魔獣の内臓ということで毒の類がある可能性も一瞬考えたが、セトが全く問題にしていない様子を見ると食べても大丈夫なのだろうと判断する。セトのおねだりするような視線に負けたという面もあったのだが。

「セト、食っていいぞ。ただ、胃と腸、精巣、肝臓は食わないようにな」

「グルゥ！」

　嬉うれしそうに喉を鳴らし、早速目の前にある内臓をクチバシで突つつき始める。

　レイが精巣と肝臓を食わないように言ったのは、うろ覚えの知識ではあるがフグがそこに毒を持っていたとＴＶか何かで見たからだ。胃と腸は言うまでもないだろう。

　よほど空腹だったのか、セトは瞬く間にレイに注意された以外の水熊の内臓を食べ尽くし、猫が満足したときのように喉をゴロゴロと鳴らす。

「落ち着いたみたいだな、ほら、ちょっと来い」

　レイに呼ばれて頭を寄せてきたセトのクチバシ、内臓を食べたために汚れているそこを近くの木から取った葉で拭ふいてやると、それが気持ちよかったのか、セトは目を閉じて喉の奥で機嫌良さそうに鳴いていた。

　やがてクチバシの掃除も一段落し、最後の仕上げとばかりに水熊から採取した魔石へと手を伸ばす。

「この魔石を食う……んだよな？」

「グルゥ」

　当然、とばかりに頷くセト。もしかしたらセトにとってはデザート感覚なのかもしれない、と思いながらも拳大の魔石を差し出すレイ。

　そしてセトはその魔石をクチバシで咥くわえ……特に躊ちゆう躇ちよもせず一飲みにする。

　レイがそんなセトの様子を注意深く見守っていた、そのとき。唐突に頭の中で声が響く。




【セトは『水球　Ｌｖ．１』を習得した】




　それはまるで、ＲＰＧで新スキルを習得したのを知らせるアナウンスメッセージのようだったが、レイはそのようなゲーム的な趣向を凝らす人物に不幸にも心当たりがあった。

「タクム、お前か……」




【セト】

　・水球　Ｌｖ．１

【デスサイズ】

　・なし




　毎度の如く行われたタクムのお遊び的な要素に溜ため息いきを吐きつつも、それが有用なのは事実だったので、諦あきらめたように受け入れるレイ。

　そんなレイに、どうかしたの？　とばかりにセトは顔を擦りつける。

「いや、何でも無い。それより水球ってのはあの水熊が使ってた奴だよな？」

　レイの言葉にセトは喉を鳴らしながら頷く。

「よし。なら早速使ってみてくれるか？　戦力の把握はしておきたい」

「グルルルルルゥッ！」

　セトが雄お叫たけびを上げると、クチバシのすぐ前に直径三十センチ程度の水球が現れる。その様子は、確かに水熊が使っていたものと同じように見えた。

「よし。次は、あそこに生えている木の幹にぶつけてみてくれ」

　レイの指示に従い、水球を飛ばすセト。放たれた水球は水熊のものよりも速度が遅かったが、それでもそれなりの速度は出ている。そしてそのまま木の幹へとぶつかり……木の表面だけを周囲へとばらまいた。

「グルゥ……」

　水熊の使った物に比べると、明らかに水球の飛んでいく速度も遅く、威力も低い。水球の数に関しても、水熊が三つを同時に使っていたのに対してこちらは一つだ。セトとしても自信があったのか、予想外の結果を見て残念そうに俯うつむく。

　そんなセトの背を、レイは励ますように撫でながら声を掛ける。

「そう落ち込むな。そもそもまだＬｖ．１なんだからこんなものだろう。お前ももっと魔石を吸収すれば水球のＬｖも上がるだろうし、他のスキルも入手出来るさ」

　本当？　とでも言うように小首を傾げてレイを見上げるセト。その様子は愛らしく、とても空の王者である鷲わしと百獣の王と呼ばれる獅し子しが合わさった姿とは思えないものがあった。

「ああ。それに水球は別に攻撃だけに使えるという訳じゃない。少なくとも、これでセトと一緒にいる間は水には困らないしな」

　そんなレイの言葉に、任せてと短く喉のどを鳴らしてあっさりと機嫌を直すセト。この辺りの単純さは生後一日目だからだろう。

「ともかく、水熊の解体も終わった。魔石の吸収も終わった。その効果も確かめた。なら血の臭いに惹ひかれて魔獣が来る前に場所を移動しよう」

　レイの言葉に頷いたセトと共に、急いでその場を離れる。

　そうして、そこには水熊の解体で流れた血とセトの食べ残した内臓の残りだけが残るのだった。




　水熊を解体した場所から移動して三時間ほど。レイは目の前に広がる光景に、思わず溜息を吐く。

　地面には六匹の狼の残ざん骸がいともいえる姿があった。毛皮を剝がれ、肉を切り分けられたその様子を見ながらレイの顔に浮かぶ表情は苦々しげなものだ。自分たちを襲ってきた狼をセトと共に倒したまでは良かった。

　グリフォンのセトと、ゼパイルたちの技術の結晶ともいえる、人外じみた身体能力を持つ身体。その二つの要素があれば狼程度は敵ではなかったのだから。だが、その狼を倒して解体をし始めたときに事情は変わる。毛皮は恐らく売れるだろうと判断し、肉も食用に切り分けた。しかし、レイとセトにとって最大の収穫であるはずの魔石が出てこなかったのだ。それも、六匹全ての体内から。

　セトを成長させるために必要な魔石が一つも入手出来なかったのを疑問に思い、ゼパイルの知識から情報を引き出すと、さすがに魔獣術に関わる知識のためか最小限と言われた中に入っていたのだろう。無事に引き出すことに成功する。




　魔獣、魔物、モンスター。呼称自体は多数あるが、それらが示すものは同一だ。すなわち、魔石と呼ばれる結晶を己の心臓に持つものの総称だ。

　魔石を持つものは基本的には攻撃性が高く、自分たち以外の種族を見つけると襲い掛かってくる。ゆえにこそ『魔』獣と呼ばれているのだ。

　しかし、現在レイの前に倒れている狼たち。これらは種別的には魔石を持っていない普通の獣でしかない。

　つまりこの狼たちをいくら倒したとしても、セトやデスサイズを成長させるための魔石は入手出来ないのだ。

　なお、普通の獣が何らかの手段──生まれつきの突然変異だったり、魔力スポットと呼ばれる場所に長時間いたり、何かの偶然で手に入れた魔石を吞のみ込んだり──で魔石を手に入れ、なおかつ子孫を残すことに成功した場合は、新たな魔獣としての生態を確立することになる。




　つまり、自分たちが倒した狼は魔獣ではなく単なる獣であり、当然魔石を持っていないというのを理解したのだ。

　狼を倒すのに使った労力を考えると、レイが溜息を吐くのもしょうがないといえるだろう。

　だが、このままここにいても解体の際に出た血の臭いで他の魔獣を引き寄せる可能性があると思い出し、再度溜息を吐きながら毛皮と肉をミスティリングの中へと収納する。

「しかし、これは……ちょっとまずいな」

「グルゥ？」

　どうしたの？　と小首を傾げるセト。そのセトの身体を撫なでながらレイは答える。

「結界から出てまだ数時間。それですでに水熊と狼の群れに襲われただろう？　つまり、この森の中には俺たちの予想以上に魔獣や獣の数がいる訳だ。そうなると、野営をするのもかなりの危険を伴う」

　セトの身体を撫でながら内心で考えを纏まとめていくレイ。数分後、ようやく考えが纏まったのかセトの顔を覗のぞき込む。

「なぁ、セト。俺がお前に乗って一気に森を駆け抜けるというのは出来るか？　休んでいるときに襲われる可能性を考えると、一気に森の外に出たいんだが。幸い竜種がいるのは森の奥深くだから、外縁部まで行けば竜種に襲われる心配もしなくていい」

「グルゥ！」

　大丈夫！　と言うように地面へと伏せて背に乗るように促すセト。

「よし、じゃあ一気に森を抜けるから……頼むな」

　さすがにセトに乗るとデスサイズが邪魔になるのでミスティリングの中へと収納し、ひらりとセトの背へと跨またがる。

「じゃあ出発だ！」

「グルルルルゥゥゥッ！」

　勇壮な雄叫びを上げ、地を蹴けるセト。その速度は森の景色が見る見る流れていくのを思えば容易に想像が付くだろう。

　レイもまたセトの背の上で苦笑を浮かべるしかなかった。

「なるほど、今までは俺の速度に合わせて手加減してたのか」

「グルゥ？」

　何？　とでも言うように喉を鳴らすセト。何でも無いというようにセトの頭をコリコリと搔かくレイだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　月明かりが降り注ぐ中、セトは夜の森を疾走していた。鷲と獅子という空の王者と百獣の王の両方の特性を持っているグリフォンだったが、その上半身は鷲のそれである。にもかかわらず、セトの青い眼は仄ほのかに降り注ぐ月光の明かりを頼りに危なげなく地面を踏みしめ、夜の森を切り裂くかのような速度で走っている。

「ゼパイルの知識が正しいならとっくに森の外に出てもいいはずなんだが……」

　セトの速度に感心しながら呟つぶやき、周囲の様子を確認するレイだったが、森はまだまだ続いているように見えた。

（数百年でここまで森が広がるのか？）

　内心で呟きつつも、嫌な予感が脳裏を過よぎる。

　その嫌な予感を無視するかのように、セトの首筋を撫でながら話し掛ける。

「それにしてもセトは凄すごいな。午前中からずっと走り続けてるのに全く疲れた様子を見せないし」

「グルゥ」

　レイに褒められ気をよくしたのか、さらに速度を上げるセト。

　その様子に苦笑を浮かべつつも、グリフォンとしても常識外れの身体能力に感心するのだった。

　何しろセトが走り出してからは魔獣にも獣にも一度も襲われていない。正確には走っている途中で目が三つある猿だったり、五十センチはあろうかという牙きばを持った猪だったり、耳が刃状になっているような一メートル近いウサギだったりに遭遇してはいたのだ。だが、そのどれもが森の中を高速で走るセトに追いつくことが出来ずに振り切られていた。

　レイとしては、戦闘経験を積むためだったり、まだ正確には分かっていない自分の肉体のスペックをきちんと理解するため、あるいはセトやデスサイズの成長を促すための魔石の確保という意味もあって、狼のような獣はともかく魔獣との戦闘はしたいと思っていた。

　だが一度魔獣との戦闘を始めれば、それに釣られて集まってくる相手とも戦闘を行わなければならない。そのため、今はとにかく森を抜けるのを最優先目標として、ひたすらにセトに森の中を走って貰もらっていたのだ。

「グルゥッ！」

　そのとき。唐突にセトが鋭く鳴く。声に込められているのは警戒のようにレイには感じられた。

「セト、敵か？」

　レイの言葉に短く鳴くセトだが、レイの目には月明かりだけではどこに敵がいるのかも見つけることが出来ない。

　それでもいつでも反撃出来るようにと、腰に差していた鞘さやからミスリルナイフを抜いて構える。

「グルゥッ！」

　走り続けているセトが鋭く左の方へと顔を向ける。同時に何かが暗闇の中から飛び出す。

「ちぃっ！」

　舌打ちをしながら反射的にドラゴンローブで身を守るように何かを受け止める。

　レイにとって不運だったのは敵が左から襲い掛かってきたことだろう。右から襲い掛かってきたのなら、右利きであるレイはミスリルナイフで迎撃出来たのだ。逆に幸運だったのはぶつかってきた相手が予想外に小さかったことか。おかげでセトの背から転げ落ちるような真似をせずにすんだのだから。

「ギィッ！」

　ドラゴンローブで包まれた何かが鳴き声を上げる。咄とつ嗟さに右手に持っていたミスリルナイフを口で咥くわえ、ドラゴンローブにからめ捕られている相手を摑つかみ、目の前へと持ってくる。

（これは、ムササビか？）

　一見するとリスのような姿と大きさをしているが、その手と足の間には飛膜のようなものが見える。ここまではレイの知っているムササビと同じだ。違うのは尻しつ尾ぽ。何しろ本来はリスのような毛並みをしているはずの尻尾が硬質化しており、鋭利な刃物のようになっているのだ。

「ギィィィッ！」

　自分の身体を摑んでいるレイへと牙を剝むき出しにして威嚇する。口から生えている牙は三センチほどとレイから見れば小さいが、体長十五センチの刃ムササビ（仮）にしてみれば、十分すぎる大きさだろう。

　このまま暴れられても危険だと判断し、左手で身体を捕まえたまま右手で首の骨を折る。死んだのを確認してからミスティリングへと収納。

「グルゥ！」

　再び鋭い声で鳴くセト。今度は頭上から襲い掛かってきた刃ムササビを、口に咥えていたミスリルナイフを手に取って突き刺す。

　グニュウッという、肉を刃物で突き刺した感覚に微かすかに眉まゆを顰ひそめながら刃ムササビの死体をナイフから抜いてミスティリングへ。

　それから数分、木の上や茂みの中と至る所から襲ってくる刃ムササビをナイフで刺し、左手で捕まえてそのまま握りつぶし、セトが鋭いクチバシで喰くい殺し、鋭い鉤かぎ爪づめで引き裂く。だが、刃ムササビたちは仲間がいくら殺されようとも構うことなく襲い掛かり、そのたびに死体を増やしていた。

「くそっ、切りがない！」

　すでに慣れた様子で、ミスリルのナイフを空中で一いつ閃せん。上下二つに分断された刃ムササビが地面へと落ち、それが瞬く間に後方へと過ぎ去っていく。

　このままでは大規模な火災を覚悟して火の魔術でこの辺り一帯を燃やしてしまった方がいいのか？　そんな風に考えていた、そのとき。

「グルルルルルルゥゥゥッ！」

　注意を引くかのようなセトの声を聞き、視線を向ける。するとその視界の先では、ここまで延々と生い茂っていた木がようやく途切れているのが視界に入ってきた。

「出口、か」

　安あん堵どの息を吐きながら、横に生えている木から襲い掛かってきた刃ムササビの胴体へとミスリルナイフを素早く突き刺し、息絶えたところでミスティリングへと収納する。

「セト、ここまで来ればもう飛んでも大丈夫だ。一気に刃ムササビ共を置いていく。行け！」

「グルルルゥッ！」

　了解、とでも言うように高く鳴き、今まで畳んでいた片翼二メートルほどの翼を広げ、そのまま大きく羽ばたき……セトが地面を蹴って浮遊感を感じた数秒後には、セトの姿は森に生い茂っている樹木の上にあった。

　夜空には雲一つ無い状態で月が輝き、月の光を地上へと照らしている。そんな夜空を、セトは翼を大きく羽ばたかせて飛ぶ。夜というのも関係しているのだろうが、夜空にはセトとレイ以外の他には何も存在していない。まさに自分たちの貸し切りのようなその光景は、レイに改めてここが異世界だと強く認識させていた。

　だが、そんな時間も長くは続かない。

「グルルルゥッ！」

　何かを警戒するように鋭く叫ぶセト。その声を聞いたレイは、一瞬で意識を元に戻して周囲を鋭く観察する。

「……何？」

　周囲を見ていたレイの目に入ってきたのは、セトと同じように森の中から浮かび上がってくる無数の影、影、影。月明かりしかないので正確な数は把握できないが、それでも百程度はいるだろうと思わせる数だ。

　そこまでして追ってくる相手が何なのかというのはその影の大きさを見て殆ほとんど反射的に理解してしまった。そう、それはつい今し方まで自分たちを執しつ拗ように狙い続けていた刃ムササビで間違い無い。

（ムササビに出来るのは高い場所からの滑空だけってのが俺の常識だったんだが、自力で空を飛べるとはさすがファンタジー。だが、すでに俺たちは森を出ている。つまりはさっきまでのように火事を心配する必要も無い）

　ミスティリングからデスサイズを取り出し、羽ばたいているセトの翼へとぶつからないように注意して構える。

　何しろレイの肉体に生まれ変わってからまだ二日程度。なおかつセトの背に乗って飛ぶのも初めてなら、その背の上でデスサイズを構えるのも初めてなのだ。下手にデスサイズを振り回してセトの翼を傷つけ、この高さから地上に墜落でもしようものなら助かる可能性は非常に低い。

　今までの森の中とは違い、石突きでは無く一メートル程度の大きさの刃を刃ムササビの群れへと向けながら呪文を唱える。

　すでに森の中では無いとは言っても、ここが森の上空だというのは変わらない。つまりここで使う魔術は広域破壊を行いつつも、その効果範囲は森の上空という限定範囲に留とどめなければいけないのだ。

『炎よ、踊れよ踊れ。汝なんじらの華麗なる舞踏にて周囲を照らし、遍あまねく者たちにその麗しき踊りで焼け付くほどに魅了せよ』

　呪文を唱えながら魔術の効果範囲を指定し、最後のキーワードを口に出す。

『舞い踊る炎』

　そしてレイの魔力により書き換えられた世界は、その姿を現す。

　人間大の炎が数十、数百とその姿を現して自由自在に夜空を動く。明るく輝く炎が周囲を照らしながら空中を動いているその様は、確かに炎による舞踏と表現すべき光景だった。炎の舞踏会の中にいる刃ムササビたちは必死の抵抗を続けるが、自慢の刃状の尾を使ったとしても、あるいはその鋭い牙を剝きだしたとしても、踊り狂う炎に対しては無意味でしかない。一匹、また一匹と燃やされていく。その様子を見て咄嗟に逃げようとした刃ムササビたちもいたのだが、その殆どは炎に追いつかれて一瞬にして燃やし尽くされ、消し炭へと変えられる。それでも何匹かの刃ムササビは運良くレイの指定した魔術効果範囲から逃げ出すことに成功し、森の中へと逃げ込むのだった。

　魔術を使用してから数分。すでに月明かりの照らす夜空に刃ムササビの姿は無く、魔術によって現れた炎もまたレイが指を軽く鳴らすと姿を消す。残っているのは翼をはためかせているセトと、その背に跨またがったレイのみだった。

「グルゥ」

　夜空を舞う炎に花火を思い浮かべて眺めていたレイは、セトの声によって我に返る。

「悪い、ぼうっとしてた。……そうだな。取りあえず森からちょっと離れた所まで移動してくれ。そしたら一休みしよう」

　レイの言葉にセトが高く鳴き、その雄お叫たけびが数分前までは刃ムササビと炎が舞っていた夜空に高く響き渡るのだった。




　セトが夜空を羽ばたく中、レイはその背でミスティリングにデスサイズを収納するのと入れ違いに刃ムササビの死体を一つ取り出す。

　同時に左の腰へと差していたミスリルナイフで刃ムササビの身体を切り裂いていくと、その心臓には数センチ程度の魔石が存在していた。

「魔獣、か。けど……」

　レイは先程の戦闘を思い出す。あのとき、セトは刃ムササビをかなりの数食い千切っていた。そうなると当然魔石もセトに吸収されたはずなのだが、スキル習得のアナウンスメッセージを聞いた覚えは無かった。念のためにセトのスキルをチェックしてみるも、そこに表示されているのは水球Ｌｖ．１だけで変更は無い。

　疑問に思ったレイは、再度ゼパイルの知識を探る。

　それによると、魔石を体内に取り込めば必ずスキルの習得が出来る訳ではないとあり、あまりに実力が低すぎる魔獣の魔石を取り込んでも意味は殆ど無いらしいという事実も新たに判明するのだった。それらの事情を考えると、刃ムササビは実力が低く、水球を習得出来た水熊は強かったということなのだろう。




　森から二十分ほど移動し、広い草原へと到着する。その中でも大きな岩のある場所へと降り立ち、レイはようやく一息吐ついた。

「取りあえずは一安心、か」

「グルゥ」

　岩へと寄り掛かりつつ草の生えている地面へと腰を下ろすと、セトが喉のどの奥で鳴きながら頭を擦りつけてくる。そんなセトの頭を撫なでていると、安堵のためだろう、自分が酷ひどく空腹であったことに気が付く。

「……腹が減ったな」

　思わず口から出たレイの呟つぶやきに、セトもまた同様だと喉を鳴らす。

　腹が減っては戦は出来ぬと、セトに落ちている倒木を拾ってきて貰もらい簡単な魔法で火を付け、水熊の肉をミスリルナイフで切って枯れ木に突き刺して串くし焼やきにしてセトと共に口へと運ぶ。

「……美う味まい」

　まず最初に感じたのは圧倒的に芳ほう醇じゆんな肉の味だった。以前、近所に住んでいる猟師が仕留めた熊肉を食べさせて貰ったことがあったレイだが、そのときの感想は『まあ、不ま味ずくはない……かな？』というものだった。それに比べて水熊の肉はレイの知る熊肉とはすでに別物と言っても間違いでは無いほどの味だ。魔石を取るときに解体して結果的に血抜きとなったのが良かったのだろう。血ち腥なまぐささは殆ど感じられず、微かに残る血腥さも風味豊かな、と表現すべきものになっている。

　ただ、惜しむらくは調味料が全く無いので純粋に肉の味しかしないことだろうか。せめて塩だけでもあれば随分と違うのだろうが。

　実はレイは知らなかったが、魔獣の肉というのは基本的に持っている魔力が高ければ高いほどに美味くなる傾向がある。もっとも、あくまでも傾向は傾向でしかない。魔力が高くても不味い肉を持つ魔獣や、魔力が低くても美味い肉を持つ魔獣というのも存在しているのだが。そういう意味では、初めて食べるのが水熊の肉だというのは幸運だったのだろう。

　こうして、レイとセトは予想外に満足出来る食事を楽しむのだった。




　食事を終え、地面に寝そべっているセトへと寄り掛かり食休みをしていたレイだったが、不意にデスサイズを手にして立ち上がる。

　突然のその行動に、少し目を開けてレイへと視線を向けるセトだったが、周囲に危険は無いと判断したのか食休みに戻るのだった。

　レイはそんなセトの様子に微かに笑みを浮かべ、少し離れた場所まで移動して、デスサイズを近くにある岩へと立て掛けてから身体の調子を確かめるかのように柔軟体操を始める。

　レイの記憶にある玲れい二じの身体は確かにそれなりの柔らかさを持っていたが、レイの身体は予想以上の柔軟さを持っていた。

　まず、立ったままで膝ひざを曲げずに手を真っ直ぐに伸ばすと掌てのひらがペタリと地面に触れることが可能で、さらにまだまだ余裕がある。

　その後も中学や高校で習った柔軟体操を適当にこなし、数分。準備運動はもう十分だと判断したのか、岩に立て掛けてあったデスサイズをその手に取り、両手で持って構える。

「はぁっ！」

　気合いの声と共にデスサイズの刃が空を裂く。だが、本人は何か気に入らないらしく、首を傾げつつ再びデスサイズを構える。

　無言で再度一いつ閃せん。前のときとは身体の捻ひねりが違っていた。デスサイズを振り下ろすときに腰の回転を意識し、その動きが正確にデスサイズに伝わるように放たれたのだ。

　たった二度の振り下ろしでデスサイズの扱いを理解したのか、そのまま右から左への横よこ薙なぎ、あるいは下からの掬すくい上げるような一撃と、他にも思いつく限りの素振りを延々と繰り返す。

　そんな状態が続くこと三十分ほど。最初は腕力任せでどこかぎこちない扱いだったデスサイズを、次第に自由に、そして素早く、鋭く操れるようになっていく。その一撃は、普通の戦士が見たら思わず嫉しつ妬とする速度と鋭さ、と言えば想像出来るだろう。

　袈け裟さ懸けに振り下ろしたデスサイズの刃が地面にぶつかる直前で止め、刃を真上に来るように調整しながら撥はね上げ、そのまま真横へと薙ぐ。

　もし今の一連の攻撃が人間に加えられたのだとしたら、まず袈裟懸けに大鎌で斬られ、その後切り上げられた一撃で右腕を切断され、横薙ぎの一閃で首が胴体から飛ばされるだろう。

　その後も大鎌を連続で振るい、ときには水熊に対して使ったように石突きの部分を槍やりのように使ってデスサイズの一撃と組み合わせたトリッキーな動きを見せつつ、普通の武器に比べると酷く扱いの難しい大鎌という異形の武器の扱いに急速に習熟していく。

　すでに現在のレイの動きは、一撃を入れては止まって、また一撃、といったようなぎこちない動きではなく、演舞と言っても過言ではないほどに研ぎ澄まされた舞となっていた。振るわれる刃の一撃は空気を切り裂くかのような鋭さを持ち、石突きで貫かれた一撃は生半可な鎧よろいなら貫通するような威力が込められている。

　そんな死の演舞とも言える動きをレイは一心不乱に続けていた。そしてその動きはますます研ぎ澄まされていき……

「はぁああぁぁぁぁっ！」

　渾こん身しんの一撃で真横にデスサイズを一閃してその動きを止めた。

　デスサイズでの訓練を始めてからすでに数時間。デスサイズに殆ほとんど重さを感じさせないという能力があったとしても、一度の休憩も無しに身の丈以上もある大鎌を振り続けていたレイは息一つ乱していなかった。そんな様子に、レイは世界最高の魔術師たちが創りあげた肉体の能力をしみじみと実感する。何しろ額に汗がうっすらと浮かんでいるが、見て分かる変化と言えばその程度のものなのだから。

　その結果に満足し、デスサイズを持って焚たき火をしている場所へと戻ると、セトがおかえり、とでも言うように喉の奥で鳴いてレイを出迎える。

　通常のグリフォンとは違い、セトはレイの桁けた外はずれの魔力を基に生まれてきているのでその思考力は通常よりもかなり高く、さらには魔力的にレイとセトは繫つながっている。レイの言葉を理解しているのがその証拠だろう。今もレイがやっていたのは自分の肉体のスペックを確認するというのと、大鎌という扱いにくい武器を使いこなすための訓練だと分かっていたので、甘えたがりのセトであってもじっと我慢していたのだ。

　だからこそ。

「セト、水を貰えるか？」

「グルゥッ！」

　そんな大好きなレイに頼まれると、喜んで水球を発動させるのだった。

　セトに出して貰った水球がプカプカと浮かんでレイの前で停止すると、そこに手を突っ込んで水を掬って汗を洗い流し、人心地付くと地面に座っているセトの身体へ寄り掛かる。そんなレイの行為を、甘えた鳴き声を発しながら受け止めるセト。

　頭を擦りつけてくるセトの相手をしながら、内心で明日の予定を考える。

（取りあえず、当初の目的通りに街か村に行くとして……どっちに向かう？　幸か不幸か森からある程度離れても街道と呼べる物は発見出来なかった。となると、この森はかなり辺境にあると考えていい）

「まあ、その辺は街なり村なりに行けば判明するか」

「グルゥ？」

　どうしたの、と喉の奥で鳴いているセトの頭をコリコリと搔かきながら何でも無いと首を振る。

「とにかく、明日だ。明日の朝になったら人のいる場所を探しに行こうか。セト、見張りを頼めるか？」

「グルゥ！」

　任せろ、とでも言うようなセトの鳴き声を聞きつつ、シルクのような体毛と心地よい体温に包まれて眠りに落ちるのだった。











【セト】

　・水球　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　直径二十センチほどの水球を一つ放つことが可能。威力としては木の幹に命中すればその表面が弾はじけるくらい。






【デスサイズ】

　・なし
















　第二章







　朝日も昇ってきた頃、セトが喉のどを鳴らしながら自分の身体に寄り掛かって眠っているレイに対して身体を揺すって起こす。

「ん？　セト……か？」

「グルゥ」

　目を擦こすりながら周囲を見回すと、すでに太陽がその姿を完全に現しており、早朝であることが理解出来る。一度大きく伸びをし、立ち上がって身体の調子を確かめる。昨夜ゆうべは寝る直前まで身体を動かしていたのだが、筋肉痛のようなものは一切無い。ここでもまた、自分の肉体の能力に驚く。

「グルルゥ」

　セトの声に振り向くと、そこには水球が浮かんでいた。これで顔でも洗えということなのだろう。

「助かる」

　短く礼を言って昨夜と同じように水で顔を洗い、眠っている間もセトが面倒を見ていたおかげでまだ燃えている焚き火で水熊の肉を焼いて朝食を取り、出発の準備は完了した。

「さて、そろそろ出発しようと思うんだが……昨夜は見張りを任せたけど、体力的に大丈夫か？」

　レイの問いに全く問題無いと喉でゴロゴロと鳴くセト。

　通常のグリフォンなら一晩徹夜すれば多少の疲れは見せるのだが、セトはレイの莫ばく大だいな魔力を使った魔獣術によって生み出されたグリフォンだけに、一晩程度の徹夜は問題無いらしい。

「そうか。なら、早速行こうか」

　レイの言葉を聞き、森の中のときと同じく背を屈かがめて乗るように促す。レイは感謝の意味を込めてその背を軽く撫なでてからデスサイズを持ったまま跨またがる。

「グルルルルルルルゥゥッッ！」

　高く鳴き、数歩の助走で翼を羽ばたかせて、まるで空を走るようにして駆け上がっていくセト。そして十分な高度を取ったところで首だけを自分の背に乗っているレイの方へと向ける。

「グルゥ？」

　どっちに行くの？　と尋ねてくるセトに南の方を指し示すレイ。特に南を示したのに理由があった訳では無い。自分の中の直感に従っただけだった。

「グルゥッ！」

　レイの指示に鋭く鳴き、一路南へと進路を取ってその翼を羽ばたかせる。

「……凄すごいな」

　セトの背から眺める光景に、思わず言葉を漏らす。

　レイの眼前に広がっているのは、どこまでも突き抜けるような青空と、一面に広がる緑の絨じゆう毯たん。見渡す限り街や村といった人工物は一切存在しない。

　レイが空からの景色を見て喜んでいるのが分かったのだろう。セトは嬉うれしげに鳴き、より大きく翼を羽ばたかせて空を疾走する。

「……っと、見とれてるだけじゃなくて俺の素性を考えておかないとな」

　そもそも自分はこの世界の常識というものを全く知らない。そのため、世間知らずに見られてもおかしく思われないように自らの設定を考えておかないといけない。そう判断したレイは、景色を眺める気持ち半分、自分の設定を考える気持ち半分で頭を働かせる。

（冒険者として暮らさざるを得ない以上、魔術師という設定は絶対に必要だ。セトと一緒にいるとなると召喚術やテイマー系の能力を持ってるという設定も必要だな。それでいて世間知らずでもいいような設定……）

　今まで読んだり見てきた小説やら漫画、映画といった内容で似たようなものを思い出し……次の瞬間レイの脳裏に浮かんだのは、人里離れた山奥で修行をしていた魔法使いの見習いが、師匠に修行の旅に出されるといった自分が佐伯玲二だったときに読んだ漫画だった。

　そこに現在の自分の境遇を一つ一つ当て嵌はめていく。

（人里離れた山奥に師匠と二人だけで住んでいたので世間について疎い……ＯＫ。その師匠から習った魔法、いや魔術が火の魔術と召喚術……は、セト以外を召喚しろと言われたら困るからテイマーってことにしておくか。ゼパイルの知識によると一応テイマーというのも存在しているらしいし。で、その魔術の師匠に一通りの魔術は教えたからと修行のために空間魔術で見も知らぬ場所に転移させられて、相棒のセトと一緒に魔獣を狩りながら彷徨さまよっていたら街なり村なりを発見した、と）

　頭の中で一通り自分の考えた設定に矛盾が無いかどうかを考え、問題無いだろうと判断する。

　深く考えてみれば、魔術師の修行をしていたのにデスサイズという巨大な大鎌を武器にしていたり、その大鎌が魔術の発動体……いわゆる一般にいう杖つえだったり、修行に出すのに無一文で放り出したり、レイの他にセトも高価で高性能なマジックアイテムを装備していたりと、色々おかしな点は多々あるが、それ以上説得力のある設定が思い浮かばなかったので満足そうに頷うなずくのだった。

　設定を決めてから、数時間。特に何事も無くセトとその背に乗ったレイは、空の旅を楽しんでいた。いや、寧むしろ飽きていた。しばらくは上空からの景色を楽しんでいたレイだったが、延々と同じ景色を眺めているとさすがに飽きてくる。襲い掛かってくる魔獣や、野盗に襲われている商人や貴族の馬車といった存在、あるいは魔獣に襲われている冒険者のような小説で良くある展開が無いかとも思ったのだが、現実はそれほど甘くは無く、全く何も起きないまま時は流れる。

　そしてさらに数時間。太陽も直上へと昇り、時間的にそろそろ昼食をどうしようかとレイが考え始めたとき。

「グルルルルゥッ！」

　セトが注意を引くような鳴き声を上げたのだった。

「どうした？」

　レイの問いに、視線を前へと向けるセト。その視線を追うと、そこには明らかに人工物……というよりはたくさんの家々が存在していた。それも村ではなく、数万人規模は存在していそうなかなり大規模な街だ。魔獣対策のためか街を城壁で覆っている、いわゆる城壁都市とでも呼ぶべき造りになっている。

　さすがに街が近いためだろう。その街から続く街道のような物が眼下には存在している。もちろんコンクリートや石畳で造られた道路ではなく、街に出入りする人々の足や馬車で踏み固められて自然に出来た道路だ。

（さて、どうするか。まず、セトに乗って上空から直接街の中に入るというのは問答無用で却下だろう。となると大人しく入り口から入るのがベストなんだが……入り口近くにセトで直接降りる、というのも門番なりなんなりを警戒させてしまいそうだな。これも却下。なら少し離れた所に着地して、そこからセトと一緒に歩いて街に向かうか）

　下の道路を通っている者たちがセトの方を指さして驚きの声を上げているのを見ながら方針を決める。

「セト、もう少ししたら地上に降りてくれ。飛んでじゃなくて地上を歩いてあの街に向かおう」

　レイの頼みに小さく鳴き、翼を大きく羽ばたかせて街の方へと向かうセト。それから数分、街までの距離が歩いて十分ほどの場所で、レイとセトは空の旅を終えることにした。

　地面へと着地したセトとレイは、街へと続く道路を歩いて行く。その周囲にはセトが着地する所を見ていたためか、一人と一匹からかなりの距離を取って街へと向かう旅人や商人、あるいは冒険者と思おぼしき武器を装備している者たちの姿があった。

（なるほど、あれが冒険者か。武器は剣に槍やり、そして弓。杖を持っているのは魔術師か？）

　それと悟られないように踏み固められた地面を歩き、周囲の様子……中でも冒険者と思われる者たちを観察するレイ。冒険者たちの方も、自分たちが観察されているのに気が付いているのか、あるいは純粋にグリフォンであるセトを警戒しているのか、レイたちの方を警戒していた。

　そんな状態が十分ほど続き、ようやく街の入り口が見えてくる。そこには当然と言うべきか、予想外と言うべきか、五人の兵士たちがそれぞれ槍や剣で武装してレイたちを待っていたのだった。

「……」

　さすがに自分たちから手を出す訳にもいかず、無言で兵士たちに近付いていくレイ。その後に大人しく従って歩いているセト。そんな風に自分たちに近付いてくる一人と一匹の様子を見ていた兵士たちだったが、距離が縮まるにつれて緊張感が満ちていく中で、唐突に兵士の中から一人の男が前に出る。

（他の兵士たちが若いのに比べて、三十～四十代。恐らく兵士たちの纏まとめ役といったところか？）

　そんなレイの予想を裏付けるように、顎あご鬚ひげを生やした中年の男は声を掛けてくる。

「私はギルムの警備隊隊長を務めているランガという者だ。君はこの街に用があって来たと思ってもいいのかな？」

　厳いかつい容よう貌ぼうにもかかわらず、その口から発せられたのは予想外に軽い声だった。その違和感に戸惑いつつも、頷くレイ。

「そうなんだが……この出迎えの様子を見ると、何か問題があったりするか？」

「グリフォンのようなランクＡモンスターを連れているだけに皆みんな戦々恐々としていてね。すまないけど、向こうの詰め所でちょっと話を聞かせて貰もらえるかな？」

　ランガの言葉に周囲を見回すと、確かに門の近くにいる者たちの視線の多くがレイとセトへと集まっていた。特にセトに向けられている視線には恐怖とも畏い怖ふとも取れる色が浮かんでいる。

　ランクＡモンスターという区分は理解出来なかったレイだが、それでも視線の意味が理解出来ないほどに鈍い訳では無い。

（確かに予想以上にセトを怖がっているみたいだな。となると、大人しく詰め所の中で説明をした方が結果的に早くすむ、か）

　内心で溜ため息いきを吐き、男の声に頷く。

「分かった。俺も別によけいな騒動を起こしたい訳じゃないし、そっちの方が良さそうだな」

「悪いね。さすがにグリフォンのような高ランクモンスターを連れた人物をそのまま素通りさせたら、上司に怒られるんだよ」

　厳つい顔に似合わぬ軽い口調で事情を説明するランガ。どうやらその厳つい顔と正反対の軽い口調は、レイやセトを警戒して意図的に出したというよりも、単なる素だったらしい。

　見かけと性格が違う、どこかアンバランスなランガの案内に従い、門の脇にある小さな建物へと向かう。

「その、悪いけどグリフォンが入れる大きさは無いから、外で待ってて貰ってもいいかな？」

「ああ、構わない。セト」

　レイの後ろを大人しく付いて来ていたセトの名前を呼び、嬉しそうに顔を擦りつけてくる頭を撫でながら声を掛ける。

「俺は建物の中で話があるから、セトは近くで休んでてくれ」

「グルゥ？」

　大丈夫？　と青い瞳ひとみを向けて小首を傾げるセトに、頷きを返す。

「大丈夫だ。俺の実力は知ってるだろ？」

　レイの言葉に安心したのか、短く鳴いて詰め所の脇にある草むらに寝転がるセト。一晩の徹夜と、ここまで休み無しで飛んできたことでさすがに多少の疲れはあるのか、その目をゆっくりと閉じるのだった。

　当然、警戒をしていないという訳ではない。並のグリフォンと比べてスペック的に圧倒的な差があるセトは、視覚情報以外の嗅きゆう覚かくや聴覚、あるいは第六感や魔力といったもので、身体を休めながらも警戒をするのはそれほど難しいことではない。

「俺が詰め所の中にいる間、誰かがよけいなちょっかいは出さないようにして貰えるか？」

「もちろん分かってるよ。私としてもグリフォンを怒らせるような事態なんて考えたくないしね。そうだな……君」

　ランガが、近くにいた兵士へと声を掛ける。

「何でしょうか？」

「私と彼が詰め所で話している間、誰かがグリフォンによけいなちょっかいを掛けないように見張っていてくれるかな」

「え？　自分が、ですか？」

「そう。君が」

「……了解しました」

　不承不承、といった感じで頷く兵士。

　どのようなランクが設定されているのかレイは知らないが、少なくとも警備兵たちの様子を見る限り、ランクＡというのは相当に危険なカテゴリだろうというのは容易に予測出来る。それゆえに兵士の気持ちが理解出来ない訳でもないし、レイとしてもこれから世話になる相手を無駄に怖がらせたいとも思えないために、兵士を安心させようと声を掛ける。

「グリフォン、セトは基本的に大人しい。ただ見ているだけなら何もしないから安心してくれ。ほら、ああやって日向ひなたぼっこをしているのを見れば、危険だとは思えないだろう？」

「はぁ……た、確かにそう言われれば、大人しそうに見えるかも」

　セトとしては目を瞑つむって周囲を警戒しているのだが、それは側はたから見た限りでは分からない。寧ろ猫が気持ちよさそうに昼寝をしているように見えるその光景に、兵士の顔から微かすかにだが恐怖の色が消える。

「じゃ、詰め所に行く前に……これを」

　兵士が落ち着いたのを見たランガが、どこから出したのか布きれのようなものをレイへと手渡す。それを受け取ったはいいものの、何のために渡されたのか分からず眉まゆを顰ひそめ、ランガへと視線を向ける。その様子に苦笑を浮かべながらランガは口を開く。

「……君ね。大鎌の刃をそのままで街に入る気だったのかい？　剣を抜き身でぶら下げている人なんていないだろう？　槍はともかく、そんな大きな刃をそのままで街に入る……なんてのはさすがに立場的に見逃せないんだよ」

「……了解」

　言われてみれば納得の説明だった。




　詰め所の中に入り、ランガに勧められて椅子へと座るレイに、ランガは木のコップに入った水を手渡す。

「悪い、助かる」

　さすがに何時間もセトの上で飲まず食わずだったために、短く礼を言ってコップを受け取って口を付ける。

　冷たい……とはとても言えない温度だったが、それでも喉のどが渇いていたためかそれなりに美う味まく感じた。

「もう一杯どうかな？」

　再度コップに水を汲くみ、レイの返事を聞く前にテーブルの上に水の入ったコップを置き、レイの向かいへと腰を下ろすランガ。

「さて、まずは何から聞くべきかな。いや、その前に自己紹介をしておこうか。先程も言ったが、私はこのギルムで警備隊の隊長を務めているランガだ」

「俺はレイで、表にいるグリフォンはセトだ。よろしく頼む」

　短い自己紹介が終わり、いよいよ本題とばかりにランガが口を開く。

「そうだね、まずはこの質問から行こうか。このギルムには何の目的で？」

「冒険者ギルドに登録しようと思って。……冒険者ギルドはある、よな？」

　もしかしたら冒険者ギルドが無いかもしれない。若干だがそんな不安を滲にじませつつ問いかけたレイに、ランガは当然とばかりに頷うなずく。

「そりゃあ当然じゃないか。小さな村にも冒険者ギルドの支部があるのが普通なのに、辺境で唯一のこの街に無い訳がないだろう？」

　ランガのその言葉にレイは大きく安あん堵どの溜息を吐き、前もって考えておいた設定を口にする。

「良かった。何しろ生まれてからずっと師匠との二人暮らしだったから、どうも世情には疎いんだ」

「……さっきの口ぶりからすると、この街に冒険者ギルドの支部があるかどうかも分からなかったのにかい？」

　口調は柔らかいが、噓は見逃さないといった感じでランガが問い掛ける。

「さっきも言ったけど、生まれてからずっと山奥で師匠と暮らしてたんだ。その師匠にしても魔術馬鹿で、常識には疎かったし」

「……魔術？　魔法じゃなくてか？」

　不思議そうに尋ねてくるランガに、レイは小首を傾げながら尋ね返す。

「魔法？　うちの師匠は魔術って言ってたけど……こっちでは魔法って呼ぶのか？」

「……なるほど。確かに君は一般常識を知らないようだね。魔術なんて呼んでいたのは数百年も前のことで、今では魔法と呼ばれている」

　数百年、という所で微かに眉を顰めたレイだったがすぐに気を取り直して話を続ける。

「それが本当なら、確かにうちの師匠はよほどの世間知らずとしか言えないか。まあ、修行に出てこいと言って空間魔術……いや、今風の呼び方なら空間魔法で転移させるんだから、それもおかしくはないかも」

「修行？」

「一通りの魔法を修めたから、後は自分で修行して力を磨けと言われて放り出された」

　レイの言葉を聞いたランガは、思わず気の毒そうな視線をレイへと向けながら言葉を続ける。

「なるほど、それで冒険者な訳だ。ちなみに、表にいるグリフォンは君の魔法で？」

「セトに関しては魔法で従わせてる訳じゃなくて、子供の頃から一緒に育って来たんだ」

「……テイマー、なのかな？」

「俺自身に自覚は無いけど、分類上は多分そうなると思う」

「うーん、召喚魔法とかじゃないのか。……そうすると……」

　レイの言葉にランガは数秒ほど何かを考え、やがて口を開く。

「一応、この街の冒険者にもモンスターをテイムしている者は存在する。ただ、それでもランクＡモンスターのグリフォンを……なんて冒険者はいなくてね。辺境にあるおかげで腕利きの冒険者が揃そろっているこのギルムでも、冒険者がテイムしているモンスターとなるとランクＤまでが殆ほとんどで、極稀まれにランクＣといったところだから、どうしたものかと思ってね」

　そう言うランガだったが、そもそもこの世界の常識を知らないレイにとっては、ランクＡとランクＤの具体的な違いというのは分かっていない。戦闘力や危険度によるランクだというのは予想出来るのだが。

「それと、一応この街に入るには税金を払わないといけないんだけど。山奥で暮らしていたんなら、お金の類たぐいは持って無い……よね？」

　確認するようなランガの言葉に、頷くレイ。

　このエルジィンという世界では、基本的に銅貨十枚で銀貨一枚。銀貨十枚で金貨一枚。金貨十枚で白金貨一枚、白金貨十枚で光金貨一枚となっている。

　レイに分かりやすく説明するとしたら銅貨一枚が百円、銀貨一枚が千円、金貨一枚が一万円、白金貨一枚が十万円、光金貨一枚が百万円といったところか。

「で、基本的に冒険者以外の人──つまり旅人とか商人とかだね──は街に入るたびに銀貨一枚の税金が必要になる」

　冒険者が街に入る際に税金が掛からないというのは単純な話で、税金を掛けると冒険者たちがその街を拠点として使わなくなるからだ。考えてみれば当然の話なのだが、街の中と外を行ったり来たりする必要性のある依頼も多いのに、そのたびに銀貨一枚を取られていては堪たまったものではない。そのため、街を治める貴族たちは冒険者ギルドに所属している冒険者がギルドカードを見せた場合に限り街に入る際の税金を免除している。銀貨一枚の税金よりも、冒険者たちに依頼を受けて働いて貰もらった方が結果的に利益が大きいと判断しているからだ。

　ランガからそのような話を聞いたレイは思わず溜ため息いきを吐く。

「つまり、現在の俺はまだ冒険者じゃない。だから税金が必要だと？」

「そうなるね。師匠から餞せん別べつとかは貰わなかったのかい？」

　ランガの質問に小さく首を横に振るレイ。そもそも師匠というのはあくまでも設定でしかない以上は餞別なんて貰えるはずもない。

「うーん、出来れば私がお金を貸して上げたいんだけど、その辺は規則で禁止されているし……」

　呟つぶやきながらレイをじっと見つめるランガ。

　ランガの立場としては、怪しい人物を街に入れる訳にはいかない。しかし、目の前にいるレイという人物はランガの経験から考えても悪人には見えない。それどころかグリフォンというランクＡモンスターを従え、身の丈以上もある大鎌を操るという、見るからに腕の立つ人物なのだ。

　このギルムは、エルジィンにある大陸の中でも中央大陸の大国であるミレアーナ王国、その中でも人口十万人近くを誇る、辺境唯一にして最大の街である。それゆえにモンスターの討伐という依頼が多く、襲ってきたモンスターに対処するという意味でも、腕の立つ冒険者はいればいるほどに街の安全を守るための力となってくれるのだから、ここでみすみす逃す手は無いというのがランガの考えだった。

「そうだね。じゃあ何か売ってもいいような物とかは無いのかな？　それを私たちが代わりに街の中にある店に売りに行くとかは出来るけど」

「売ってもいいような物……あ、こういうのとかでも？」

　ランガの言葉に、ふと思いつき、脳裏に展開したミスティリングのリストから刃ムササビの死体を二十匹ほどと、水熊の毛皮を取り出す。

「こ、これは……アイテムボックス!?　それにこれは魔の森の入り口に巣くっているジャルムと……ウォーターベアの毛皮!?」

　どこからともなくレイの手の中に現れてテーブルの上に置かれた刃ムササビ──ジャルム──の死体と、水熊──ウォーターベア──の毛皮に驚きよう愕がくの表情を浮かべるランガ。

　なお、レイは全く理解していなかったが、ミスティリングのようなアイテムボックスと呼ばれる種類のマジックアイテムは非常に稀き少しようであり、世界でも数えられるほどの数しか現存していなかったりする。それゆえにランガは驚愕の表情を浮かべたのだ。

「これは、その……もしかして君が仕留めた……のかな？」

「そうなるかな。転移先の森でいきなりその水熊……ウォーターベアとかいうのに襲われて、セトと一緒にどうにかね。初めての実戦だったから、予想以上に苦戦したけど」

「なら、君が転移させられた場所は魔の森ということになる。少なくとも、私の知ってる限りウォーターベアとジャルムの存在が確認されているのは、この辺だと魔の森しかないからね」

「魔の森？」

「ああ。ランクの低いモンスターも多いが、それ以上にランクの高いモンスターが生息している場所として危険視されている森だよ。森の中からモンスターが出て来ることは特殊な例外を除いて殆ど無いから、冒険者たちが進んで出向くことはない。特定のモンスターの素材を得るという依頼のために出向く冒険者はいるみたいだけど。それにしても、初陣でＣランクのウォーターベアを倒すというのはちょっと信じられないね」

「確かに俺一人だとちょっと厳しかったかも。セトがいたからこそ勝てたんだし。で、この毛皮とジャルムとかいうのは買い取って貰える？」

「あ、ああ。すぐに手配するよ」

　レイの言葉に我に返ったランガが部下を数人呼び寄せると、毛皮とジャルムを持たせて街の中へと走らせる。

「申し訳ないけど、買い取りの査定に少し時間が掛かると思うからしばらくこの詰め所で待ってて欲しい」

「そんなに気を遣わなくてもいいさ。グリフォンを連れていきなりやって来て、さらに街に入るために支払う税金を持って無いような俺にここまでしてくれたんだ。ちょっとの時間待つくらいは何でも無いよ」

「そういって貰えると助かるかな」

　苦笑を浮かべるランガだが、元々はランクＡモンスターのグリフォンを連れた相手なので、手荒な真似をしてもまず勝てないと判断して丁重に対応したというのが正しいところだ。

　そして詰め所の中でレイとランガが世間話……という名の情報収集を始めてから一時間ほど。普通なら昼食の時間が終わり、午後からの仕事を始める頃になって、ようやく毛皮やジャルムを売りに出ていった兵士たちが詰め所へと戻ってきた。

「隊長、ただいま戻りました。これがそちらの方の品を売った金額になります」

　兵士が渡した小さめの袋をそのままレイへと渡すランガ。

「その、ウォーターベアの毛皮は処理の仕方に失敗した所が多かったらしく、本来なら金貨七枚らしいのですが金貨五枚に。ジャルム二十匹に関しては、解体すらしていなかったので解体費用込みで一匹銀貨一枚の合計金貨七枚になりました」

（金貨七枚か。予想よりちょっと安かったな）

　内心で舌打ちするレイだが、その原因が自分の解体のミスとあっては誰も責めるに責められない。

　袋の中から金貨を一枚取り出してランガへと渡すと、お釣りと共に首飾りを渡される。

「はい、税金の方確かに。銀貨九枚のお釣りです。それと、テイムされたモンスターや召喚獣を街中で連れて歩く場合は、この従魔の首飾りを見て分かる場所に着けておいて下さい。テイムされたモンスターや召喚獣が暴れたりして被害を出した場合、その処罰は主人の方にいきますので注意して下さい。なお、グリフォンほどの大きさのモンスターを連れているのなら、街の東の方にある夕暮れの小麦亭という宿がお薦めです。と言うか、そこくらいしかグリフォンを休ませられる大きさの厩きゆう舎しやがある宿は無いというのが正確な所ですが」

「冒険者ギルドは？」

「街の中に入って、大通りを真っ直ぐに進めばすぐに見えます」

「なるほど。色々と手間を掛けさせてしまったかな。ありがとう」

「いえ。では、ようこそギルムへ。よい出会いがありますように」

　ランガにそう送り出され、レイは詰め所を出るのだった。




　ギルムの大通り。現在そこはざわざわとした声に包まれていた。

　いや、それ自体はいつものことであり、特におかしいことではない。いつもと違うのは、ざわめきの中心に一人の男──というよりは少年──と一匹のグリフォンがいたことだろう。

　周囲から向けられている視線が気になるのか、喉のどの奥で小さく鳴くセト。一瞬だけ周囲のざわめきが静まるが、すぐにまた元のざわめきが戻る。

　だが、それも無理はない。何せグリフォンというランクＡモンスターが街の中を堂々と歩いているのだから。その首にテイムされたモンスターや、召喚獣であることを示す従魔の首飾りが掛けられているからこそこの程度ですんでいるのだ。もしこれが野生のグリフォンだった場合、周囲の住人たちは逃げ、冒険者や騎士、兵士といった存在が武器を構えて向き合っているだろう。

「気にするな。お前が何もしなければ向こうも何もしないさ」

　そう言ってセトの頭を撫なでるレイだったが、そのレイにしても柄の長さ二メートル、刃の長さ一メートルという大鎌を持っているのだ。もしセトがいなかったとしても注目を集めていたのは間違いないだろう。

　そんなざわめきと共に大通りを歩くこと二十分ほど。ランガに聞かされていた通り、冒険者ギルドと大きく書かれた看板の掛かっている建物がレイの視界へと入って来た。ゼパイルの知識のおかげで文字を読むのに不都合がないというのは幸運だったのだろう。

「セト、あそこに従魔や馬車用の待機スペースがあるから、そこで待っててくれ。この首飾りがよく見えるようにな」

　レイの声にセトは喉を鳴らしながら頷うなずき、指定された場所へと向かう。それを見送ったあと、レイもまた冒険者ギルドの入り口にある扉へと手を伸ばす。

　ギィッと音を立てて開く扉。そこでレイの目に入ってきたのは予想外の光景だった。荒くれ者が大勢集まり、好き勝手に酒を飲み、ときには喧けん嘩かをし、下品なほどの大声で笑い声を上げている。……そんな光景を予想していたレイだったが、目の前に広がっていたのはそんな予想とはかなり違う光景だった。確かに冒険者ギルドに酒場が併設されていたが、そこには五人の冒険者らしき者たちが酒を飲んでいる他は数人ほどがポツポツといるだけで、殆ほとんどの席は空いている。

「いらっしゃいませ。用件の方は何でしょうか？」

　レイがギルドの中を物珍しそうに眺めていると、唐突に声を掛けられる。声のした方へと視線を向けると、そこには受付らしき場所が複数あり、その中の一人がレイへと声を掛けていた。

　さすが冒険者ギルドの顔というべき受付を任されているだけあって、数人いる受付嬢たちは皆が皆美形と表現しても構わない容姿を誇っている。猫耳や犬耳をした獣人や、エルフらしき耳の尖とがった女性。そして当然いる普通の人間。その中でもレイに声を掛けたのは、黒髪をポニーテールにした人間の受付嬢だった。

「ギルドの登録を頼みた……」

　そこまでレイが口に出したとき、酒を飲んでいた集団の方から唐突に下品なまでの笑い声が聞こえて来る。

「ぎゃはははは！　ここはお前みたいな貧弱なガキが来る場所じゃないぞ！　僕ちゃんが行くのはママのスカートの中だろう？」

「そうからかうなよ、バルガス。ほら、ビビッちまって声も出せないじゃないか」

「坊主、お前がここに登録に来るには十年……いや、十五年は早いんじゃないか？　そんな貧弱な身体で冒険者が出来るとでも思ってるのか？」

「そうそう。武器だけは大きいのを持ってるようだが、モンスターに対してハッタリなんか意味がないんだぜ？」

「おい、絡むな。打ち上げだってのに、よけいな騒ぎを起こしてどうするんだよ」

　五人のうち素面しらふ気味の一人が止めようとしているものの、残りの四人はすでに大分酔っ払っているのだろう。制止の声も関係ないとばかりに、レイに対して小馬鹿にするような野次を飛ばしている。

「ちょっと、新人に絡むのは止めて下さい！」

　さすがにレイがこのまま絡まれ続けるのは可哀想だと思ったのだろう。あるいは受付嬢としての職務上というのもあるかもしれないが、受付嬢がそう声を上げる。だが、それがよけいに気に入らなかったのだろう。レイだけではなく、受付嬢まで揶や揄ゆするかのような声が上がる。

「は、何だ。レノラはそんなガキが好みか？　そんなガキじゃ夜も満足させて貰もらえないだろ？　俺に任せれば充実した夜を過ごさせてやるぞ。だから今夜辺り付き合えよ」

「……いい加減にして下さい。最近の貴方あなたたちは問題行動が目にあまります。これ以上こちらの業務を妨害するようでしたら、こちらとしても相応の対応をしなければなりませんが？」

「はいはい。全く、これだから受付嬢ってのは気位ばっかり高くていけねえ」

　酒が入っているためだろう。普段ならまず口に出さないだろう言葉を口にする男たち。

　そんな態度に、レイの前にいた受付嬢が先程よりもさらに鋭い視線を冒険者たちへと向けるが、最初に止めに入った冒険者以外はそれに気が付いた様子は無い。

（ああいう酔っ払い相手に構っても碌ろくなことにはならないし、さっさと手続きを完了して……いや、待てよ？　奴等の中で打ち上げがどうとか言っている男がいたな。ギルドに併設されている酒場で打ち上げをやってるってことは、つまり何らかの依頼を成功させた直後の可能性が高い訳だ。なら……）

　レイの脳裏を、以前読んだ小説の内容が過よぎる。その主人公は今のレイと同じような目に遭っている状態で逆に相手を挑発し、賭かけ試合を持ちかけて当座の資金を得ていた。もちろん玲二であった頃の自分ならあのような体格のいい男たちに対して敵対するような真似は出来なかっただろう。だが、今の自分はウォーターベアというモンスターとさえ互角に戦えるのだ。

　そう判断したレイはリスクとリターンを天てん秤びんに掛け、即座にリターンを選択する。

「フン」

　野次を飛ばしている男たちに向かって露骨に鼻で笑ってからギルドの受付嬢の方へと向き直るレイ。

　当然、男たちは自分が馬鹿にしていた相手に逆に馬鹿にされるという行為に耐えられるはずも無く、頭に血を上らせて怒鳴りつける。

「てめえっ、今俺たちを鼻で笑いやがったな!?」

「クソガキが！　ギルド登録に来たばかりの新米如きが。自分の立場ってものを教えてやろうか？　あぁん!?」

「おいおい、バルガスもゾリトも落ち着けよ。あいつはゾリトの言葉通り登録に来たばかりの新米だぜ？　無理して強がってるのさ」

「新米だからこそ年上に対する礼儀ってのは教えてやらなきゃいけねぇだろ」

　そんな風に言っている四人と、頭を抱えている一人。そんな五人を意図的に無視して受付嬢へと声を掛ける。

「ギルドの登録を頼みたいんだけど」

「え、ええ。……って、ちょっと、貴方大丈夫なの？　あの人たちはああ見えても歴戦の冒険者なのよ!?　そんな風に挑発なんかしたら……」

　レイの見た目と冒険者たちを見比べ、心配するように尋ねる。だが、レイは問題無いと笑みを浮かべて話の続きを促す。

「……まあ、貴方がそう言うのなら説明を続けますけど……本当に気を付けて下さいね？　あの人たちは腕が立つ割には何度も問題行動を起こしてきた人たちなんだから。……ん、コホン。では説明に移りますが、その前に改めて。私は冒険者ギルドギルム支部の受付をしているレノラといいます。よろしくお願いしますね。では、こちらの用紙に名前、年齢、戦闘で使える特技があったら書いて下さい、代筆はいりますか？」

　受付嬢の言葉に大丈夫だと言葉を返し、ペンを手に取り、渡された紙に名前をレイ、年齢を十五、特技の欄に魔法、近接戦闘、テイムモンスターありと書き込んで受付嬢へと手渡す。

　ちなみに、エルジィンでは名字を持っているのは貴族やそれに準じる者。あるいは何らかの偉業を成し遂げた褒美として与えられるのが一般的だ。なので、当然この世界に来たばかりのレイに名字は存在しない。

「はい、ありがとうございます。ギルドカードが出来るまで多少掛かりますので、その間にギルドの説明に移らせて貰います」

　渡された紙を事務員へと手渡し、受付嬢は軽く一礼をしてから改めてギルドの説明をするために口を開く。

「まず、冒険者ギルドというのはランク制で、最下級のランクＨからＧ、Ｆ、Ｅという風に上がって行きます」

「そうなると、ランクＨというのは初心者用？」

「そうですね。より正確に言えばＥ、Ｆ、Ｇが初心者用、あるいは駆け出しや新人のランクとなっいます。同時にＣとＤまで上がればベテランで、ＡとＢは一流や腕利きとなります」

「……じゃあ、ランクＨは？」

　レノラと名乗った受付嬢の言葉にランクＨの説明が無かったのを不思議に思ったレイはそう尋ねる。

「ランクＨは戦闘を必要としない、いわゆる街の中だけで出来る依頼のみ受けることが出来るランクです。例えば店の商品や倉庫の整理や、店番、草むしりといった、雑用仕事ですね。ランクＨの依頼に限って言えば、冒険者というよりも街の住人が小遣い稼ぎでやるという人もいます」

「なるほど」

　レノラの言葉に納得したように頷いたレイは、説明の続きを促す。
















「ちなみにランクに関してですが、実はランクＡよりも上のランクＳというのもありますが、これに関しては世界でも三人しか存在していません。それほどの規格外の……より正確には人外の存在と表現するのが正しい人たちですね。このミレアーナ王国の王都にも一人存在しますよ」

　人外の存在という言葉に一瞬だけ反応しそうになったレイだったが、幸いレノラはそれに気が付かずに説明を続ける。

「ここまでで何か質問はありますか？」

　そう尋ねてくるレノラの言葉に、レイは気になっていたことを口に出す。

「ギルドに登録した場合、ランクＨから始まるということだけど、街の外に出る必要がある依頼を受けるためにはどうすれば？」

　そもそも、レイの目的は魔獣術で生み出されたセトとデスサイズの強化だ。そのためには必然的に街の外でモンスターを相手にする必要があり、当然の疑問だった。

「ランクＨの冒険者が外に出る必要のある依頼を受けるには、ギルドの試験官にある程度の戦闘能力があると認められれば、ランクＧに上がって街の外での依頼を受けることが可能になります」

「なるほど、試験官に……」

　レイが頷いたのを確認し、納得したと判断したのだろう。レノラは説明を続ける。

「続いて依頼に関してですが、あそこにボードが幾つもあるのが分かりますよね？　あのボードは依頼ボードと言って、ランクＧ用、ランクＦ用といったようにランクごとに受注可能な依頼を貼り付けています。その依頼書を受付に持ってきて受理されれば依頼の受注は完了となります」

　レノラの見ている方へと視線を向けると、確かにそこには幾つものボードが存在している。その際、先程絡んできた冒険者たちが嘲ちよう笑しようを浮かべているのも見えたが、特に気にした様子も無く無視してレノラへと視線を戻す。

「なお、依頼書に書かれている報酬については、街に納める税金やギルド側の手数料を抜いた金額になっているので、依頼を達成した場合は報酬額全てが支払われることになります」

「なるほど、面倒な計算をしなくてもそのまま報酬が全部貰えるのは嬉うれしいな」

「そうですね。レイさんは大丈夫なようですが、冒険者の中には計算が苦手な人もいるので。……それで、依頼に関してですが規定日数が書き込まれているものについては、その日数以内に仕事を終えることが出来ない場合報酬の三割を違約金としてギルドに払って貰うことになるので注意して下さいね」

　違約金として報酬の三割と聞き一瞬眉まゆを顰ひそめたレイだったが、それもすぐに納得した表情を浮かべる。規定日数というのが無ければいつまでも依頼を達成しないような者も出て来るだろうし、その際のペナルティとしては妥当だろうと判断したためだ。

「依頼についてですが、ランクＧ以降は基本的には自分のランクの一段階上までの依頼を受注可能で、下限はありません。例えばランクＦ冒険者の方が受けられる依頼はＨ、Ｇ、Ｆ、Ｅの四つといった具合ですね」

「一段階上までというのは、やっぱり無理な難易度の依頼を受けるのを防ぐために？」

「ええ。冒険者というのは荒っぽい仕事も多いので、当然血の気の多い方もいらっしゃいます」

　そう言い、ニヤニヤとした笑みを浮かべながらレイへと視線を向けている冒険者たちを一いち瞥べつするレノラ。

「ですので、冒険者を守るという意味でもそういう規則になっています」

「なるほど。なら、ランクを上げるには具体的にどうすれば？　ランクＧに関してはある程度の戦闘技術があればいいってことらしいけど」

「ランクアップに関しては、規定回数の依頼をこなした後に申請すればギルド側で審査をし、ランクアップ可能かどうかを判断します。ただしＥからＤに上がるとき、ＣからＢに上がるときは別個にランクアップ試験を受けて貰うことになっていますね」

（ランクアップ、か。受けられる依頼が自分の一つ上のランクまでだと考えると、強力なモンスターの魔石を手に入れるための討伐依頼を受けることを考えれば、なるべく早くランクアップした方がいいだろうな）

　内心で呟つぶやきながら、話の続きを促すレイ。

「今のランクと多少似ていますが、パーティランクというものがあります」

「パーティランク？」

「はい。複数人の冒険者でパーティを組んだ場合、メンバーの平均ランクがパーティランクとなってギルドカードに明記されます」

「パーティを組む上でのメリットは？」

　そんなレイの質問に、笑みを浮かべつつ口を開くレノラ。

「何と言っても、ソロで行動するよりも戦力が充実することですね。一人より二人、二人より三人、三人より四人といった風に。他には、ソロだと自分のランクより一つ上の依頼しか受けられませんが、パーティだと二つ上のランクの依頼を受けられるといったところでしょうか」

　その話を聞くも、レイ自身はパーティを組む気は無い。魔石を欲しているというのを他人に知られたく無いというのもあるが、レイにはセトという相棒がいるのだから無理にパーティを組む必要は無かった。

「それと、ランクというのは冒険者やパーティだけではなくモンスターにも設定されています。例えばランクＣモンスターと戦う場合は、ランクＣパーティが若干の余裕を持って勝つことが出来る、という風にですね」

「……それだと、ソロだったりパーティの人数だったりで個人によって違うんじゃ？」

「確かにそうです。なので、モンスターランクに関してはあくまでも目安程度と考えて下さい。当然、ランクＤパーティがランクＣモンスターを倒したりといったことはそれなりにありますから」

　モンスターにも個体差がある以上、あくまでも目安でしかないと言われ、納得するレイ。

「ランクに関しては以上ですね。それと、今回は冒険者として登録したのでギルドカードの作成に関しては無料ですが、紛失した場合は再発行手数料として金貨五枚が必要になるので気を付けて下さい」

「金貨五枚？」

「はい。それなりに高度な技術が使われていますので」

　予想外の高額さに驚くも、高度な技術が使われているマジックアイテムだと言われれば納得するしかない。

「それで、冒険者となってモンスターを倒したら素材を入手することになります。その素材に関しては、ギルドで買い取りもしていますが街中にある店で売っても構いません。基本的にはギルドでの買い取りは一～二割ほど安くなりますが、買い取り査定が素早かったり同じ素材が市場に大量にある場合でも一定の値段となります。それと、ギルド以外で取引をして何らかのトラブルが起きたとしてもギルドでは関知しませんので」

「それだと多少安くてもギルドで売った方がいい……のか？」

「そうですね。安心度という点ではお薦めです。少しでも高く売りたかったり、交渉に自信があるのなら街中の店で売るといいですよ。……ああ、そう言えば忘れてましたね」

　不意に何かを思い出した様子のレノラに、首を傾げて視線を向ける。

「ギルド同士がマジックアイテムで密に連絡を取ることが可能なので、ここで作ったギルドカードやランクは他の街の支部でも使用可能となっています。それと……」

　再び酒場でニヤニヤとした笑いを浮かべている冒険者たちへと視線を向けるレノラ。

「依頼やその他の関係で冒険者同士が何らかの揉もめ事を起こしたとしても、一般人に被害が出ない限り冒険者ギルドは基本的に関知することはありません」

「なるほど」

「以上です。長々とした説明でしたが、分からないことがあったら随時聞いてくれればこちらで教えますので、安心して下さいね」

　レイが自分の言いたいことを理解したと判断したレノラは、そう言ってギルドの説明を終えるのだった。

　レノラの言葉を聞き終えたレイは、改めて先程から自分を見ている冒険者たちへと視線を向ける。するとそこではギルドの登録が終わるのを今か今かと待ち受けている四人の姿があった。最初にその四人を止めていた一人は、すでにその四人と自分は関係ないという意思表示なのか離れた場所で一人チビチビと飲んでいる。

　その四人が何を考えているのかは、受付嬢の説明にあった揉め事には関知しないという説明が全てだった。現在のレイはまだギルド登録前の一般人でしかない。さすがに冒険者が一般人へと暴力を振るえばギルドからのペナルティが科されるが、それが登録したばかりだとしても冒険者同士なら問題は無いと判断したのだろう。

「何か質問はありますか？」

　受付譲の言葉に、数秒考えて口を開く。

「例えば、ＨランクやＧランクの冒険者がＣランクやＢランクの討伐依頼の魔物を倒した場合は？」

「残念ですが、依頼を受けていない状態で魔物を倒してもそれは依頼達成とは認められません。ただ、その魔物の素材の買い取りは可能です」

「ぎゃははは。登録したばっかのガキがＣランクやＢランクの魔物を倒すだってさ。寝言を吐ぬかすのもいい加減にするんだな」

「起きた状態で寝言を言うとか、どれだけ器用に寝てるんだか」

　レイの質問を聞きつけたバルガスとゾリトと呼ばれた冒険者たちが再度絡んでくるが、レイはそれを無視したまま受付嬢との会話を続ける。

「なるほど、説明してくれて助かった。ギルドカードはどのくらいで出来る？」

「えーっと……はい、出来ました。カードはこちらとなります。表記されている内容が正しいかどうかをきちんと確認して下さい」

　受付嬢の言葉に従い、ギルドカードを確認するレイ。ギルド登録場所が冒険者ギルドギルム支部となっており、名前がレイ、ランクがＨ、年齢十五歳と表記されている。

「特に問題は無いな。……最後に質問を一ついいか？」

「はい、何でしょうか？」

　その質問にニヤリとした笑みを浮かべ、わざと先程から絡んできているバルガスたちへ聞こえるような声で尋ねる。

「さっきから妙に絡んでくる、無様で醜く騒ぐしか能のない一団がいるんだが、あの酔っ払い共のギルドランクは？」

「手て前めえっ！」

　酔っ払っている影響もあるのだろう。レイの質問を装った挑発に、即座に怒り狂う面々。

「……その、あそこにいる方々はランクＤパーティの『鷹たかの爪』の方々です」

「『鷹の爪』？　俺はてっきりゴブリンの涎よだれとか、そういう身のほどにあった名前だと思ってたんだけど」

　レイがそう呟いた途端、『鷹の爪』の面々が座っている場所からバキィッ！　という破壊音が聞こえてくる。そちらへとレイが視線を向けると、バルガスと呼ばれた男がバトルアックスをテーブルへと振り下ろし、破壊しているところだった。

「登録したばかりのガキがいい度胸だ。ちと表に出ろ。身のほどというものを教えてやるからよ」

「いいだろう。どうせついでだ。ゴブリンの涎全員纏まとめて相手にしてやるよ」

「あぁ!?　言ったな小僧！」

「礼儀ってもんを教えてやるよ！」

　それぞれが自分の武器を持ち、ギルドを出て行くレイの後を追いかけてくる。

　そしてギルドから出ようとしたところで、ふとレイが立ち止まって先程の受付嬢へと声を掛ける。

「戦闘の心得があれば登録初日でもランクＧになれるんだよな？」

「え？　あ、はい。その通りですが」

「なら、ランクＧへのランクアップを申請するから、その権限を持つ人をギルドの表に寄こして欲しい」

「は、はい。分かりました」

　受付嬢へとそう言い残し、今度こそ本当にギルドから出て行くレイだった。




　冒険者ギルドの建物の前。現在、レイはそこで自分に絡んできた冒険者四人と向き合っていた。……正確には対たい峙じしていた、と表現するべきか。

「へっ、今さら泣いても腕の一本や二本じゃ許してなんざやらねえからな」

「『鷹の爪』を侮辱した報いを受けさせてやるよ」

　バルガスがバトルアックスを、ゾリトが長剣を構えながらレイを相手に凄すごみを利かせる。

　その後ろでは、二人の連れである冒険者二人がそれぞれ弓と短剣を持って、ニヤニヤとした笑みを浮かべながらレイの方を眺めていた。

　そして四人とレイの周囲には、距離を取りつつも街の住人が野次馬として群がっている。

　このときバルガスたち四人が周囲に集まっている野次馬たちの声を注意して聞いていれば、レイがセトと共に大通りを歩いてきたと野次馬が近くの者たちに話している声が聞こえただろう。

　ちなみにセトはと言うと、レイが冒険者ギルドから出て来たときにはすでに気配や魔力といったもので気が付いていたのだが、首を上げたところでレイの目配せを受け、再び寝転がったまま目を瞑つむってしまう。

　いつもレイに甘えているセトだが、今レイの目の前に立っている冒険者たちの腕を殆ほとんど本能的に察し、特に問題が無いと判断したのだった。

　なお、バルガスたちは酔っ払っている影響や生意気なレイを思う存分痛めつけるという興奮で、セトの存在には全く気が付いていない。

　いや、普通は街中にグリフォンがいると予想出来る方がおかしいのは事実なのだが。

「さて、ゴブリンの涎共。せっかくだから賭かけをしないか？」

「……賭け、だと？」

　ゴブリンの涎、という不名誉極まりないパーティ名に額に青筋を立てながらも、バルガスはレイに話の先を促す。

　それを聞いた野次馬たちもゴブリンの涎というパーティ名に失笑を浮かべていたのだが、弓矢を持った男が鋭く周囲を睨にらみつけて黙らせる。

「ああ。賭けだ。さっきの話を聞いていたんだが、お前たちは奇跡的にも、一生分の運を使い果たして、ようやく依頼を成功させたんだろう？　で、その打ち上げをやっているときに冒険者登録をしに来たばかりの俺に絡んできて、本当のことを言われてその無意味に高いプライドが……」

「黙れ！　さっきから黙って聞いてれば何を好き勝手に言ってやがる！　一生分の運を使い果たした？　奇跡的？　ようやく？　手前こそ登録したばかりの新人が、何を偉そうに俺たちを見下してやがる！」

　一々挑発してくるレイに、バトルアックスを思い切り振って威嚇しながら吠ほえるバルガス。

　その斧おのを振ったときに出た空気を切り裂く音は、バルガスが決して口だけの男ではないことを証明していた。

「まあ、難しい話はいいだろう。そこで賭けの内容だ。俺がお前たちゴブリンの涎四人と順番に一人ずつ戦っていく。それでお前たちが勝ったら……そうだな」

　懐から金貨と銀貨の入った袋を取り出し、腰からミスリルナイフを抜き、右腕からミスティリングを外す。

「金貨六枚に銀貨九枚、ミスリルナイフ。そしてアイテムボックス。これらをお前たちにくれてやろう」

　レイの差し出した物を見たバルガスたちが大きくざわめく。周囲の野次馬たちの中でも、ある程度マジックアイテムに詳しい知識を持つ者は信じられないとばかりに口を開き、周囲の者たちにレイの出した品がどれだけの価値があるのかを説明している。

「ふざけるな！　今日ギルドに登録したばかりの、しかもお前みたいなガキが何でそんな物持ってる！　偽物で俺たちを誤魔化そうったってそうはいかねーぞ！」

　バルガスの咆ほう吼こうのような怒声。それも無理はない。金貨や銀貨はともかく、ミスリルナイフにアイテムボックス。それらを実際に買うとしたら、それこそ光金貨が数十枚、下手をしたら数百枚は必要になるのだから。

　だがそんなことは知ったことかとばかりに、目の前にいる四人相手に挑発するような目を向けるレイ。

「本物かどうかは、もし俺に勝てたらどこかで鑑定するなり何なり好きにしろ。さて、それより俺がこのレベルの品を出す以上、お前たちにもそれ相応の物を出して貰もらわないとな」

「……」

　レイの言葉に黙り込む四人。しょせんバルガスたちはＤランクの冒険者でしかないのだ。アイテムボックスというマジックアイテムは見るのすら初めてなのに、それと同等の品物などあるはずも無い。野次馬たちに対するピエロの如く晒さらし上げられている現状に、殺意の籠こもった目でレイを睨みつけるのみだった。

「どうした？　お前たちの賭ける品は無いのか？　なら、そうだな。お前たちが今持っている全財産でどうだ？　依頼達成の祝いに来てたんなら、ある程度は持ってるんだろう？　それとも冒険者ギルドに登録したばかりの俺に負けるのが怖いか？」

　レイの言葉に、視線に込める殺意を増しながらバルガスは頷うなずく。

「……いいだろう」

「バルガスッ!?」

　頷いたバルガスに非難の目を向ける仲間たち。

「お前等も覚悟を決めろ。ここまで虚こ仮けにされて逃げ出したりしたら、俺たちは明日からずっと笑いものだぞ！　それに勝てばいいんだよ、勝てば。そしたらあのアイテムボックスにミスリルナイフは俺たちの物なんだ」

　バルガスのその言葉に物欲を刺激されたのか、それとも後には退ひけない状況だと理解したのか。残り三人の男たちも目を据わらせてレイを睨みつける。

「決まったらしいな。なら、お前たちの全財産もそこに置いて貰おうか」

　レイの言葉に、四人が懐から金の入った袋を取り出してミスティリングの置かれている場所へと放り投げる。

　その様子に、小さく頷くレイ。丁度そのタイミングでギルドの扉を開けて一人の男が出て来たのだが、気配を殺していたためにそれに気が付いたのは少し離れた所にいるセトとレイのみだった。

「さて、このままここに賭けの賞品を置いといて戦ってるときに誰かに盗まれでもしたら面白くないな。……セトッ！」

　レイの声に不審そうな顔を向けていたバルガスたちだったが、誰に呼びかけたのかはすぐに分かった。……否、強制的に分からされた。

「グルルルルゥッ！」

　雄お叫たけびのような声を上げながら、グリフォンが賞品の前に着地したのだ。ミスティリングやミスリルナイフを守るかのように立ちはだかったセトに、野次馬たちもただ啞あ然ぜんとすることしか出来なかった。それでも逃げ出した者が殆どいないのは、レイがグリフォンを従えているという情報が野次馬たちの間で囁ささやかれていたのと、実際にセトの首にテイムされたモンスターや召喚獣であるとの証あかしである首飾りが掛けられていたからだろう。

　……当然、一般人なら普通はまず見ることのないグリフォンを見てみたいという怖い物見たさというのもあるのだろうが。

「ひ、ひぃっ！」

　長剣を持っていたゾリトが悲鳴を上げて地面へと座り込む。バルガスを始めとした他の面々も啞然としてセトへと視線を向けていた。

　そんな四人を相手に、レイは笑みを浮かべつつ口を開く。

「安心しろ、お前たちの相手をするのは、あくまでも俺だけだ。セト、俺がこれからこいつら四人と一人ずつ戦っていく。勝者にお前の足下にある賞品を渡すんだ」

　レイの言葉に小さく鳴いて頷くセト。

「ということだから安心しろ。ほら、まずは誰からだ？」

『…………』

　そう尋ねるレイだが、バルガスたちは先程までの威勢はどこに消えたのか、ただ顔を青くして黙り込むだけだった。その顔からは数分前まで残っていた酔いの色もすでに消え去っている。

「はぁ、だんまりか。……ならまずはそこで腰を抜かしているゾリトとかいう奴からだな。ほら、いくぞ」

　勝手に宣言し、デスサイズを手に腰を抜かしたゾリトへと歩を進めるレイ。

「ひっ、ひぃっ！　来るな……来るなぁぁぁぁぁぁっっっっっ！」

　徐々に近付いてくるレイに恐怖を覚えたのか、ゾリトは地面に転がっていた己の長剣を必死に摑つかんで顔をレイに向けたその瞬間。すでにレイの姿は目の前にあり、デスサイズの柄を横よこ薙なぎに振るおうとしているところだった。それだけではない。何かが崩れ落ちる音を聞いたゾリトがそちらへと視線を向けると、そこでは仲間二人が地面へと倒れ込んでいるのを目にすることになる。レイから目を離したのはほんの一瞬だったはずだが、一秒にも満たない時間でランクＤパーティに所属している冒険者二人が気絶させられたのだ。

　そして、次の瞬間にはデスサイズの柄が横薙ぎに振るわれ、肋ろつ骨こつを砕かれつつ吹き飛ばされたゾリトは冒険者ギルドの壁へと叩たたき付けられ……

「がふっ！」

　べしゃっ、とでも表現出来そうな音を立てて地面に倒れ込み、意識を闇へと沈ませた。

　地面に倒れ、無様を晒して気絶している三人を一いち瞥べつし、最後に残っているバルガスの方へと振り向き……

「ちぃっ!?」

　目の前に広がったバルガスの顔と、振り下ろされそうになっているバトルアックスを見て咄とつ嗟さにデスサイズの柄を横薙ぎに振るう。

　ギィンッ！　という甲高い音を立てつつ、お互いの武器が弾はじかれる。

　いくら殺さないように手加減をしているといっても、デスサイズの柄とまともに打ち合って刃こぼれすらしていないバトルアックスに、初めて興味深そうな目を向けるレイ。

　言うまでもなくデスサイズはレイの莫ばく大だいな魔力を物質化して作られた……否、正確には創られたマジックアイテムだ。魔石を吸収することによりスキルを増やしていくという特性や、付与されている数々の性能を考えると、実はミスティリング以上の稀き少しよう品だったりする。

「その斧、何らかのマジックアイテムだな？」

「うるせぇっ！　糞くそっ、糞っ、くそがああぁぁっっ！」

　憎悪に染まった目でレイを睨み、バトルアックスを振り下ろし、はね上げ、叩き付ける。

　その速度や技術はそれなりに高度なものであり、見る者が見ればランク以上の戦闘能力だった。少なくとも剣筋も何も無く、ただ闇雲に長剣を振り回していたゾリトよりはよほどマシだろう。

　だがバルガス必死の猛攻も、レイの身体能力や高い五感を以もつてすれば見切るのはそう難しい話ではない。振り下ろされた一撃は右足を後ろへと引き、半はん身みになることで回避し、薙なぎ払うような一撃は柄で弾く。地面を擦こするような位置からはね上げられた一撃は柄を滑らせるようにしてその攻撃を逸そらす。

　そんな攻防のやり取りが続くこと数分。さすがに全力で斧を振り回し続けていたバルガスも限界なのか、レイが後方へと下がるように強引に横薙ぎの一撃を繰り出してレイとの距離を取る。

「ぜはぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　レイとの距離を取ったバルガスは、息を整えつつ痺しびれてすでに感覚のない腕の様子を確かめる。

　デスサイズの能力の一つである重量軽減。使用者であるレイにとっては殆ほとんど重さを感じないが、その一撃を受けた方は百kgを超す金属の塊をぶつけられている状態なのだ。それを考えると、バルガスは短時間の打ち合いのみとは言ってもよく持ち堪こたえている方だろう。

「さて、そろそろ手は出尽くしたか？　なら俺の方から行かせて貰うが」

「黙れぇぇぇぇっっっっ！」

　軽い挑発に、まだ息も完全に整っていないというのに再び突っ込んで行くバルガス。この辺が戦闘技術の割にはまだランクＤで燻くすぶっている理由なのだろう。

　叫びと共に振り下ろされようとしているバトルアックスの一撃。それを目にしたレイは、斜め前、すなわちバルガスの真横へと跳び、スレイプニルの靴を発動させて空を蹴ける。三角跳びの要領でバルガスの懐へと飛び込み、バトルアックスが完全に振り下ろされる前に腕、脇腹、膝しつ関かん節せつの三ヶ所をデスサイズの石突きで殆ど同時に殴りつける。

　腕の関節を折られてバトルアックスが地面へと叩き落とされ、脇腹を殴られて肋骨を折られ、膝関節を砕かれて地面へと倒れ込む。

　それらの攻撃は瞬まばたき一つするかどうかという一瞬で行われ、バルガスは地面に倒れ込んだまま痛みに気絶した。

（倫理観の適応化、か。なるほどな）

　ゼパイルに言われた言葉を思い出しながら頷くレイ。モンスターとの戦いに関してだけでは無く、人との戦いにも躊ちゆう躇ちよを覚えないのはそれが理由なのだろうと納得出来る出来事だった。




　一対四の戦い。それも、今日冒険者ギルドに登録したばかりの新人が一でランクＤ冒険者が四なのだ。

　普通に考えればどちらが勝つのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったその戦いだったが、実際に始まってみれば新人がランクＤの冒険者四人を完封するという結末に終わった。

　もちろんレイが勝った理由としては色々と挙げられるが、それでも見ている方としては納得する者半分、信じられない者半分といった様子だ。それほどまでに冒険者のランクというのはある意味で絶対視されているのだ。

　納得する者は、レイがランクＡモンスターであるグリフォンを従えているのだから、それだけの技量はあるだろうと思っていた者たち。信じられない者の方は、身長百六十五センチ程度で、決して筋肉質でも大柄でもない、寧むしろ小柄なレイの見た目で判断した者たちだ。

　そんな野次馬たちの視線を浴びながら、レイはセトに近付き口を開く。

「セト」

「グルゥッ！」

　その声に嬉うれしそうに喉のどの奥で短く鳴いてから場所を空け、戦いの賞品として守っていた品々をレイへと渡す。

　まずはミスティリングを右腕に装備し直し、ミスリルナイフを腰に戻す。自分の金が入った袋を懐に入れて、バルガスたちの金が入った袋は騒ぎにならないように纏まとめてミスティリングの中へと収納する。

　その様子に野次馬のうち数人の舌打ちが聞こえ、その音を鋭く聞きつけたレイは舌打ちをした者の顔を脳裏に刻みつける。

「さて、そろそろいいか？」

　そう声を掛けて来たのは、戦いが始まる前に気配を消してギルドから出て来た男だった。そろそろ頃合いと見て話し掛けたのだったが、その言葉に小さく首を振るレイ。

「いや、もうちょっと待ってて欲しい」

　男へと短く返事をし、地面に転がっている長剣、短剣二本、弓、矢が入っている矢筒、そして最大の目的であるバトルアックスを順番にミスティリングの中へと収めていく。

「……武器まで奪わなくてもいいと思うが」

　そんな様子を見ていた男が窘たしなめるように声を掛けるが、レイは無言で首を振る。

「そもそも絡んできたのはこいつらだし、賭かけの内容も現在持っている全財産なんだから、武器も当然入る」

「……まあ、いい。元々冒険者同士の争い事にギルドは介入しない方針だからな。それよりすでに確認するまでもないと思うが、一応規則なので確認させてもらう。お前がレイだな？」

「ああ」

「ＨランクからＧランクへのランクアップを希望した」

「戦闘の心得があれば登録初日でもＨからＧへのランクアップは可能と聞いているけど」

「確かに」

「で、今の戦闘で俺の戦闘の心得というのは確認できたと思うけど……ランクアップは？」

「文句無しに、な。まさかギルドに登録したばかりの新人がランクＤパーティを一人で根こそぎ倒すとは……この目で見ててもちょっと信じられないが、自分の目で見たものを信じられないほどに頭は固くないつもりなのでな」

　苦笑を浮かべる男の言葉に興味が湧き、その様子を観察する。歳の頃は三十代後半から四十代といった中年で、頰に付いている傷を見る限りでは恐らく元冒険者なのだろう。身長は先程のバルガスと同じ百九十センチ程度で、なかなかに筋肉の付いている身体をしているように見える。

　そんな男にギルドの中へと入るように促され、見物は終わりとばかりに散っていく野次馬を尻しり目めにレイは再びギルドの中へ向かう。

　その様子を確認したセトは、再び先程まで寝転がっていた場所へと戻るのだった。




「ギルドに入ってから言うのも何だけど、あの四人はあのまま寝かせておいていいのか？」

「先程も言ったがギルドは冒険者同士の争いには介入しないからな。それよりもギルドカードを」

　男の声に従ってギルドカードを渡すと、すぐさまカウンターの奥の方へと移動していく男。その背を見送りながら何となくギルドの内部を見回すと、先程の騒ぎを見ていた者たちが驚きよう愕がくの表情だったり、納得の表情だったりでレイの方へと視線を向けていた。

　特にその中でもレイのギルド登録を行ったレノラはレイの無事な姿を見て安あん堵どの表情を浮かべつつ、バルガスを倒したからこそレイが無事なのだと思い至って微かすかに驚きの表情を浮かべる。

　遠巻きに見守っている者たちの中、一人の男がレイへと近付いていく。

　その男にレイは見覚えがあった。最初にバルガスたちと一緒に飲んでいたメンバーの一人で、新人であるレイに絡んでくるバルガスたちに付き合っていられないとばかりに一人離れて酒を飲んでいた男だ。

「驚いたと言うか、やっぱりと言うか……まあ、収まる所に収まったって感じだな」

「……あんたは？」

「ルーノ。知ってると思うが、あんたに絡んでいった馬鹿たちと臨時のパーティを組んでた男だ」

「……臨時？」

「そう。今回の依頼はあいつ等だけじゃ厳しかったらしくてな。俺が助っ人ととして臨時でパーティを組んだ訳だ。にしてもあいつ等も、何を考えてあんたみたいな化け物に絡んだのやら」

　化け物。その単語を聞き、レイの頰がピクリと動く。

　別に化け物呼ばわりをされたのが気に障った訳ではない。そもそも自分の身体が半ば化け物じみているというのはレイ自身が一番知っているのだから。だが、あくまでもそれは自分の肉体の性能を知っているレイだからこそ言えることである。セトの存在にしても、ギルドの内部にいたのでは気が付かなかっただろう。

「何で俺をそんな風に判断したんだ？　見た目で……じゃないだろう？」

　怪しい動きは見逃さない、とばかりにルーノの様子を注視する。

　だが、ルーノは素早く首を振り、敵対の意志がないことを態度で示す。

「おいおい、そんな目で見ないでくれ。言う。正直に言うから」

「……で？」

　レイに促され、冷や汗を滲にじませつつルーノは説明を始める。

「俺の目は一種の魔ま眼がんって奴でね」

「魔眼？」

「ああ。……とは言っても、見ただけで相手を石化するとか魅了するとか、そういう強力な魔眼じゃない。俺の魔眼の能力は一つだけ。魔力を見ることが出来るってだけなんだよ」

「魔力を見る……ねぇ」

「そうだ。今回バルガスたちと組んだのも、ここから徒歩で何日か行った所にあるダンジョンに魔力を使った罠わなが多く仕掛けられている階層があってな。そこの攻略のために俺の魔眼が必要だった訳だ。で、俺の魔眼で見たところ……あんたの魔力は正直化け物という言葉以外では表現出来ない量と濃度を持っている」

「……なるほど。一応納得しておこう」

　頷うなずきながらも、レイの興味はダンジョンの方へと移っていた。

　ダンジョン。それは魔力が何らかの原因で集まり、半ば物質化して核となったときに創られる存在だ。その核により力を得たモンスターがダンジョンの主であるボスモンスターとして存在しており、そのボスモンスターが倒されるまでは徐々にだがその規模を広げていく。

　そして一度でもボスモンスターを倒してしまえば、ダンジョンはその時点の規模で固定化される。

　なお、ダンジョンはその性質上魔力溜だまりが起きやすいので、通常の獣がダンジョンに入り込んでモンスター化するというのは良くある話だ。また、ダンジョン内にいるモンスターの数が一定数以下になると、核がどこからかモンスターを転移させてくるなり、新たに生み出すなどしたりする。

　核を破壊すればダンジョンも消え去るのだが、それをしないのはダンジョンが生み出すモンスターの素材や、それを目当てにして集まってくる冒険者たちの落とす金、素材を買い取るために集まってくる商人たちといった利益が不利益を上回っているからだろう。

（ダンジョン……モンスターが多くいるのなら、魔石を求めてセトと一緒に行ってみるのも悪くない。問題としてはデスサイズにしろ、炎の魔法にしろ、セトが戦闘行動を行うにしろ、それだけの空間的余裕があるかどうかだな）

　レイが頭の中でそう考えていると、ギルドカードを持っていった男が戻ってくる。

「何だ、バルガスとは派手にやり合った癖に、臨時とはいえパーティを組んでたルーノとは仲良くやってるようだな」

「グラン、よけいなことは言わないでくれよ。せっかく俺がバルガスの仲間じゃないって誤解を解いたんだから」

「ルーノは相変わらずか。レイ、一応紹介しておくとルーノはそれなりに腕の立つ冒険者だ。基本的には戦士と言ってもいいんだが、ある程度の攻撃魔法を使え、ある程度の回復魔法も使えて、ある程度のシーフの技能も持っているという便利な奴だ」

　ギルドカードを渡しながらルーノの能力を説明する男──グラン──の話を聞きながら、レイはボソリと呟つぶやく。

「つまりは器用貧乏な訳だ」

「……いや、まあ、外れちゃいないんだけどさ」

「それにこいつは、パーティにいれば便利な奴なのは間違い無いんだ。どうだ、ルーノとパーティを組んでみる気はないか？」

　ルーノとパーティを組むことを勧めてくるグラン。

　グランにしてみればレイは期待の新人──普通、新人はランクＤ冒険者四人を相手に一方的な戦いは出来ないが──であり、その実力には期待していた。だが、登録直後にいきなりランクＤパーティと揉もめ事を起こすなど、対人関係に問題を抱えているように思えたのだ。そこで、オールマイティな能力を持っており、人間関係も無難にこなすルーノとパーティを組ませれば上う手まい具合に回るのではないか。そう考えたのだが。

「すまないが、しばらくはソロで動くつもりだ。相棒もいるしな」

　あっさりと断るレイ。そもそもモンスターの素材を売るときに一番高額で売れるのは基本的には魔石だ。だが、レイの目的はその魔石をセトやデスサイズに吸収させることであり、そうなるとパーティを組んだときに確実に揉めるという判断があった。

「……まあ、確かにグリフォンが仲間にいればちょっとやそっとの相手はどうにでもなるだろうが」

「グリフォン？」

　ずっとギルドの中にいたルーノなので、当然セトの存在は初耳だった。

　それに気が付いたグランが、ニヤリとした笑みを口元に浮かべる。

「そこにいるレイはな、何とグリフォンをテイムしてるんだよ」

「……本当か？」

　信じられない、といった様子で尋ねるルーノだったが、レイはギルドカードをミスティリングへと収納しながら頷いて答える。

「さて。ランクアップの更新もすんだし、俺はそろそろ失礼させて貰もらうよ。そろそろ宿も取らないといけないし。ランクアップの件は助かった。ありがとう」

　グランへと礼を言い、ギルドを出て行くレイ。その後ろ姿を見送りながら、グランとルーノの二人はこれからは色々と騒がしくなるという予感を覚えるのだった。




　ギルドの外、セトが寝そべっている場所へとレイが近付くと、目を瞑つぶっていたセトが顔を上げて嬉うれしげに喉のどの奥で鳴いて出迎える。

「待たせたな。宿泊場所は夕暮れの小麦亭とかいう場所しかないらしいから、さっさと行くとしようか」

　セトの滑らかな毛を持つ背中を撫なでながら話し掛けるレイだったが……

「グルルゥ」

　生まれてからここまでレイと離れたことが無かったセトは、レイへと頭を擦りつけて甘えてくる。

　結局それから十分ほどセトに構ってからギルドを出発するのだった。




「ここだな」

　呟いたレイはセトと共に道に立ち止まる。そんなレイとセトを避けるようにして通行人たちが歩いて行くが、そんなのは気にしないとばかりに看板を見上げる。

　その看板には地平線に沈む夕日とその夕日に照らされて赤く染まる小麦が描かれていた。『夕暮れの小麦亭』という宿の名前をそのまま表した看板と言えるだろう。

　宿の大きさ自体はレイがギルドからここに辿たどり着くまで見てきた他の宿と大して変わらない。一階が酒場兼食堂となっており、二階と三階が宿になっているというオーソドックスな造りとなっている。違うのは宿の裏に建てられている厩きゆう舎しやの大きさだろう。そこだけで他の宿がそのまま入るくらいの大きさを持っている。本来、この夕暮れの小麦亭という宿は一定以上の規模を持つキャラバンや傭よう兵へい団、あるいはこの街に立ち寄った貴族のお供たちが泊まることの多い宿なのだ。

　ギィッと扉を開けると、そこには午後も半ばを過ぎていないという時間だけあって殆ほとんど人の姿は無かった。一階の食堂で食事をしている者たちが数人いる程度だ。

「いらっしゃい。お食事ですか？　それともお泊まりで？」

　宿に入ったレイを見た恰かつ幅ぷくのいい中年の女がそう声を掛けて来る。

「宿を頼む。それと、表に俺がテイムしたモンスターがいるから厩舎も」

　レイの声を聞いた女はニコリと人好きのする笑顔を浮かべながら頷く。

「はい、ありがとうございます。宿泊料金前払いとなってまして、朝と夜の食事付きで一泊銀貨三枚となります。ただし十日以上滞在の場合は金貨二枚に銀貨七枚にさせてもらっています。それと、テイムしたモンスターというのは？」

「グリフォンなんだけど……」

「……なるほど」

　グリフォンと聞いて一瞬動きを止めたが、すぐに我に返ったのが目の前にいる女がその辺の男よりも肝が太いことを示していた。

　冒険者や傭兵といった相手と日々やり取りしているだけはあるのだろう。

「グリフォンほどの大物となると……厩舎の使用料や餌代も込みで一泊銀貨二枚となります。十日以上滞在の場合は金貨一枚に銀貨八枚となります」

「分かった。よろしく頼む」

　殆ど悩みもせずに頷き、懐から出した袋から金貨五枚を取り出して手渡す。

　そもそも、この街でセトを連れて泊まれる宿がここしかないと聞いている以上、悩む余地は無いのだからしょうがない。

「ありがとうございます、ではお釣りの銀貨五枚となります。早速宿の者が厩舎に案内しますので、グリフォンを一緒に連れていって貰えますか？」

「分かった。それと空腹だから食事をしたいんだけど」

「はい。ただ、朝と夜の食事以外に関しては別料金を貰ってますが」

　女の言葉を聞き、受け取った銀貨から一枚を手渡す。

「用事をすませたら昼食を取りたいから用意して欲しい。それとグリフォンの分もな」

「分かりました。……申し遅れました、私はこの夕暮れの小麦亭の女将おかみをやっているラナといいます」

「そうか、俺はレイ。表にいるグリフォンはセト。よろしく頼む」

「はい、よろしくお願いします。……あぁ、来たようですね。あの子が厩舎まで案内しますので」

　ラナに呼ばれて来たのは、二十歳前後に見える青年だった。ラナの息子なのか、良く似た顔立ちをしている。

「この子は私の息子でドラムといいます。厩舎の担当をしてるのでモンスターについてはこの子に話をして貰えれば。ドラム」

　ラナに促され、ペコリと頭を下げるドラム。純朴そうな顔つきで母親譲りのニコリとした笑みを浮かべる。

「初めまして、ドラムといいます。早速ですが厩舎の方に案内させて貰いますね。最初だけ僕と一緒に来て下さい。モンスターに警戒されると大変ですので」

　ドラムの言葉に頷うなずき、二人で表へと向かう。ちなみにラナに関しては頼まれた食事の準備をするらしく、さっさと厨ちゆう房ぼうへと足を向けていた。




「うわぁ……立派なグリフォンですね」

　それがセトを見たドラムの第一声だったが、それを聞いたレイは意外そうな顔をドラムへと向ける。

　このギルムに来てから、セトを見る者は皆みな恐れや怯おびえといった表情を見せていた。それだけに純粋に感心の声を上げるドラムの様子が新鮮に映ったらしい。

「お客様、その、撫でても大丈夫でしょうか」

　それどころか、触ってもいいかとも尋ねてくる。その様子はセトにとっても好ましい反応だったらしく嬉しそうに喉を鳴らし、レイも口元に笑みを浮かべて頷く。

「ああ。セトもお前のことが気に入ったらしい」

「では、失礼して……」

　ゆっくりと手を伸ばし、セトのシルクのように滑らかな毛が生えている背中を撫でる。

「凄すごい……グリフォンに触れたのは初めてですが、こんなに滑らかな手触りなんですね」

　感動したように呟くドラムだったが、当然その滑らかな手触りはセト特有のものであって標準的なグリフォンはもっとごわごわとしている。

「満足してくれたところで、そろそろ厩舎の方に案内して貰っていいか？」

「あ、はいっ！　すぐに案内します！」

　ドラムの案内に従い、宿の入り口の近くにある道から脇へと入りそのまま進んでいくと、ほどなく厩舎が見えてくる。

　さすがにキャラバンや傭兵団といった面々を迎え入れるのに相応ふさわしく、夕暮れの小麦亭の一階部分と殆ど変わらない広さだ。

「さ、どうぞ」

　ドラムの言葉に従って厩舎の中へと入ると動物やモンスター特有の匂いはするものの、清潔に保たれている。また、現在夕暮れの小麦亭に泊まっている客のものなのだろう馬の姿もあった。

　だが、殆どの馬はセトの姿を見るなり落ち着かない様子になって周囲を見回し、小刻みに体を動かす。

　生物としての格の違いを本能的に感じ取っているのだろう。

「あー、すいません。見ての通り他のお客様の馬があの様子なので、少し離れた場所で休んで貰いますね」

　ドラムは申し訳なさそうに頭を下げると、馬から一番離れている場所へとセトを連れていく。

「では、セトはここで過ごして貰うということでいいでしょうか」

　ドラムに名前を呼ばれ、喉の奥で小さく鳴いて了承の意を伝える。

「……レイさん、もしかしてセトって人の言葉を理解してる……んですか？」

「ランクＡモンスターなんだから、人の言葉くらい大抵は理解出来るさ」

　もっとも普通のランクＡモンスターが理解出来るのは、あくまでもある程度の人間の言葉であってセトのように完かん璧ぺきに理解出来る訳ではないのだが。

「ドラム、セトの世話は任せるな。朝食を食べてから殆ど何も食べてないので、落ち着いたら何か食べ物をやってくれ」

「あ、はい。わかりました」

「じゃあ、セト。ここで大人しくしてるんだぞ」

「グルゥ」

　寂しそうに鳴くセトの頭をコリコリと搔かいてからレイはその場を後にした。




「お客さん、食事の用意出来てますよ」

　宿屋の中へと入ると、ラナに声を掛けられ食堂の席に着く。

「さすがに夕食の仕込み前なので、あり合わせの物ですが……」

　そう言って出されたのは、肉の入ったシチューに、たっぷりのパン。野菜サラダにチーズとワインだった。

　腹の鳴く音に負けたようにシチューの肉を一口。嚙かみ締めた途端、肉の旨うま味みが口の中に広がりながら、ほろりとほどける。

「美う味まいな」

　思わず口から出た言葉に、丁度横を通ったラナが笑みを浮かべながら頭を下げる。

「ありがとうございます。うちの宿は料金が他の宿に比べて高いので、料理には力を入れてるんですよ」

（一泊銀貨三枚。つまり三千円で朝食、夕食付き。十分安いと思うんだが……まあ、日本とファンタジー世界の辺境にある街じゃ物価が違って当然か）

「ちなみに、このシチューの肉は何の肉なんだ？」

　レイが食べたことのある肉としては、日本にいるときに近所の猟師に分けて貰もらった猪の肉に似た味がしたので興味本位で尋ねてみたのだが、その質問に返ってきたのはラナの不思議そうな顔だった。

「何の肉って……ファングボアの肉ですが。この辺では一般的な肉なんですけど、食べたことありませんか？」

　その言葉に一瞬口に運ぶスプーンを止めたレイだったが、すぐに何でも無いような顔をして話を続ける。

「いや、師匠から修行してこいと空間魔法でこの辺りに無理矢理転移させられたんで、冒険者になったのも今日なんだ」

「あぁ、ローブを着てると思ったら魔法使いでしたか。うちの料理をしっかりと食べて修行を頑張って下さい」

（一般的な常識を調べるためにも、明日はギルドじゃなくて図書館かどこかで情報収集か）

　何とかラナを誤魔化し、パンと野菜サラダ、チーズを味わって食べて最後に水で薄めたワインを飲む。

　それでも若干酔っ払ったのを見ると、ゼパイル一門の創った身体であってもアルコールには弱いらしいというのを思い知ることになる。




「ふぅ……今日一日で随分と色々あったな」

　二階の角部屋。そこがレイが借りた部屋だ。ラナが他の宿よりも料金が高いと言っていただけあり、部屋の中は小こ綺ぎ麗れいでベッドや布団も綺き麗れいに整えられていた。特に布団は小まめに干しているのか、太陽の匂いがする。ドラゴンローブを脱ぎ、ベッドへと寝転がりながら呟つぶやく。

「そう言えば、明日この世界について調べるときは暦なんかも調べておいた方がいいだろうな」

　そこまで口にし、ふと右腕に装備しているミスティリングが視界に入ってくる。それを見て、つい数時間前にバルガスたちから巻き上げた金品を思い出した。

　寝転がっていた状態から起き上がり、脳裏にリストを表示して金の入った袋四つを取り出してベッドの上へとその中身を広げる。数えてみると、白金貨が八枚に金貨が四枚、銀貨十五枚に銅貨九枚とかなりの金額が入っていた。

「この金額を見ると、迷宮探索ってのはかなり儲もうかるらしいが……広さがなぁ」

　色々なモンスターが現れ、その死体から剝はぎ取れる素材に魔石。稼げる金額も多いとなれば、レイにとっては……否、冒険者にとっては非常に魅力的な場所だろう。ただし当然ローリスクハイリターンという訳にはいかないので、一定以上の戦力は必要になる。そしてレイにとって一番痛いのは、迷宮というだけあって通路とかが狭いだろうと予想出来ることだ。当然普通の冒険者が戦闘をする分にはそれほど問題は無いのだろうが、デスサイズほどの長物や二メートルオーバーのセトが戦うのはちょっと厳しいだろう。

「ダンジョンに行くにしても、もう少し戦力を整えてからだな」

　ひとまずそう結論づけたレイは、金を一ひと纏まとめにして自分の袋に入れると、次にバルガスたちから奪った武器をミスティリングから取り出す。

　長剣が一本。短剣が二本、弓と、矢が入っている矢筒。そしてメインのマジックアイテムであるバトルアックスだ。

　ちなみに長剣がアイアンソード、短剣が両方ともアイアンダガー、弓はそのまま弓。バトルアックスに関しては『パワー・アクス』というらしい。

　名前が分かったのは、ミスティリングの効果だった。脳裏にリストを浮かべたときに武器の名前が表示されるという効果により、レイは少なくとも手に入れた名称不明のアイテムをミスティリングの中に入れることで名前だけは分かるようになったのだった。

　ベッドに広げられた武器を一通り眺めていくが、すぐに溜ため息いきを吐いてミスティリングの中へと戻していく。

　そもそも、長剣やバトルアックスを使うにはデスサイズが邪魔になる。短剣に関してはより高性能なミスリルナイフがある。辛うじて使えるとすれば、遠距離から攻撃出来る弓程度だろう。

「長剣はいざというときの予備として持っておくか。短剣なんかは投とう擲てきや剝ぎ取り用として使えないこともないだろうし。弓とバトルアックスは……まあ、すぐに決める必要もないか」

　そもそもバルガスたちから奪った金があるので懐にはかなりの余裕があり、急いで売る必要も無いと判断したレイはラナからお湯を分けて貰い、体を拭ふいてから夕食までゆっくりと過ごすことになる。

　ちなみに夕食はケルピーというモンスターのステーキと、内臓の煮込み料理だった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　レイとセトがギルムにやって来たその日の夜。街の中心部、そこには屋敷……と呼ぶには大きすぎるが、城と呼ぶには小さすぎるという建物が建っていた。

　辺境の街だけあり、見栄えの良さよりもいざというときの籠ろう城じようを考えて建てられている、無骨な印象を与える建物だった。

　この建物の主人。それはこのギルムを治めているラルクス辺境伯、ダスカー・ラルクスである。

　ラルクス辺境伯が治めているのはミレアーナ王国にある辺境全てなのだが、いくら広大な土地を治めていようとも街はこのギルムしか存在していなかった。

　当然これまでギルムを治めてきた代々のラルクス辺境伯たちも、己の領地を栄えさせようと行動は起こしたのだが……辺境、すなわちモンスターの存在により新たな村や街を築くのは諦あきらめざるを得なかったのだ。

　何しろ夜になると街の外では街道をモンスターが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするため、そんな中で家屋を築けと言ったところで引き受ける大工がいない。昼間の間だけ家を建て、夜になったらギルムで過ごすという手段を取った者もいたのだが、翌朝には建てたはずの家が破壊されてしまっているのでどうにも出来ない。

　それを防ごうと外壁を最初に作ろうとした者もいたが、こちらも一晩で全ての外壁を造れる訳ではなく、翌朝には建設途中の外壁が全て破壊されているのが常であった。

　本来、このギルムは辺境におけるミレアーナ王国の拠点として造られた街だ。夜毎に現れるモンスターを相手にどうやってこの街を造りあげたのかというと、純粋に出て来るモンスターを全て倒すという力業だった。それを行うために、中央大陸の中でも大国と呼ばれるミレアーナ王国の軍隊のうち半数近くがギルムが完成するまでこの地に集結していたというのだから、どれほどの規模だったかが分かるだろう。

　ともあれ、そんな経緯で造られたギルムの領主は執務室で提出された報告書を見て思わず天を仰いだ。

　そして次の仕事が終わったら飲もうと思っていたワインを気付けに一口、二口と飲んで深呼吸。

　その後、部屋に飾ってある鏡を見て自分の顔を確認する。

　鏡に映っていたのは四十代ほどの中年の男であり、どちらかと言えば強こわ面もてという印象を与える。また、口元に生えている髭ひげもその印象を強めているだろう。

　その後、深呼吸をしてから再び執務用の机へと戻って、先程まで見ていた書類へと再び目を通す。

　そこに書かれているのは、一人の人間がギルムに入ったという内容だった。このギルムはラルクス辺境伯領では唯一の街だ。それだけに規模も大きく、人口も十万人近い。普通ならそのような街に見知らぬ者が一人入って来たところで領主であるダスカーの所まで情報は上ってこないだろう。まあ、その人物が凶悪な犯罪者であったり、あるいは王都の大貴族の跡継ぎだったりするのなら話は別だろうが。

　しかし、今ダスカーの前にある報告書に書かれている内容はそれらに匹敵するような出来事だった。

「……ランクＡモンスターであるグリフォンを従えた男、だと？」

　一度読んだ後も、何度も何度も読み直す。だが、そこに書かれている内容は何度読んでも変わらない。

「夢でも幻でも無い、か。これは喜ぶべきか、悲しむべきか」

　ランクＡモンスターを従えた男。それも報告書を読む限りでは冒険者志望となっている。それが真実本当の内容なのだとしたら、この街はこの上なく強力な戦力を手に入れたことになる。辺境であるがゆえに強力なモンスターが出現するギルムとしては、純粋に戦力として考えればまさに天てん佑ゆうと言ってもいい。

「だが、あまりにもタイミングが良すぎる」

　書類を見る……否、睨にらみつけながら呟いたダスカーは、深い溜息を吐いて近くにあった鈴を鳴らす。するとすぐに扉をノックする音が部屋へと響く。

「入れ」

「失礼します。ダスカー様、お呼びでしょうか」

　そう言いながら部屋に入ってきたのは、二十代ほどの男だった。ダスカーの部下で、秘書的な役割を果たしている男である。

「ああ。警備隊隊長のランガを呼んでくれ。提出された報告書の件について話を聞きたい」

「分かりました。すぐに」

　自分の命令を聞き、素早く敬礼して部屋を出て行く部下の背を見送り、椅子へと体重を掛けて目を瞑る。そしてしばらくすると、再びドアをノックする音が聞こえてきた。

「入れ」

「はっ、警備隊隊長のランガであります。自分をお呼びと聞きましたが」

「うむ。お前を呼んだのは提出された報告書の件でだ」

「はい」

「この報告書にはランクＡモンスターのグリフォンを従えている者が街に入ったとあるが」

「間違いありません」

「……その人物はどのような者だった？　お前の印象でいいから話せ」

　ダスカーの言葉に、昼間に会ったレイの姿を脳裏に浮かべながらランガは口を開く。

「まず、容姿に関してですが、身長は自分の胸くらいまでしかありませんでした」

「それは……随分と小柄だな」

　グリフォンを連れた冒険者を希望する者ということで、てっきり巨漢を想像していたダスカーだが、自分の予想とは随分違うらしいと頷うなずく。

「外見に関しては、赤い髪に青い瞳ひとみで、どちらかと言えば整った顔立ちと言ってもいいと思います。武器として身の丈以上の長さを持った大鎌を持っていました。また、アイテムボックスを持っているのも確認ずみです」

「……本当か？」

　ダスカーからの疑わしい視線を真っ向から受け止め、ランガは頷く。

「はい。間違いありません」

「何だ、その目立ちまくっている格好は」

　小柄な体格。身の丈を超える大鎌。世界でも稀き少しようなアイテムボックス。そしてグリフォン。それらのイメージを頭の中で連想していくと、どこからどう見ても目立つ印象しか残さない。他国のスパイや工作員といった可能性も考えていたダスカーだったが、そのような存在がここまで目立つ出いで立ちをするはずも無い。

「その者の街に入った後の行動は？」

「報告によると、そのまま冒険者ギルドに直行。ギルドに登録した後はランクＤパーティと諍いさかいを起こしたそうです」

　冒険者たちとの諍い。それを聞き、ダスカーの頰がピクリと動く。

「つまり、その少年の目的はこのギルムの冒険者たちを潰つぶすことにあるのか？」

「いえ。こちらに流れてきた情報によると、冒険者たちの方から因縁を付けて絡んでいったらしいです」

　その言葉を聞き、思わずほっとしたような息を吐く。冒険者たちの存在は辺境にあるギルムにとっては生命線も同様だ。戦力としても、経済としても。もし何らかの手段を使って冒険者たちを一掃したとしたら、恐らくこのギルムは遠からず滅びることになるだろう。そう判断しているダスカーにとって、ランガの言葉は安あん堵どの息を吐くのに十分なものだった。

「その少年の様子を聞いている限りでは、目立たないように行動するという感じはないようだが……他国のスパイや工作員といった可能性は無いか？」

「そう、ですね。恐らくですがその可能性はかなり少ないと思います」

「根拠は？」

「その少年は一般常識に非常に疎い所も見受けられましたし、街に入るのに税金が必要だというのも知りませんでした。そして何より、銀貨や銅貨といった貨幣も一切持っていませんでした」

　その説明に思わず眉まゆを顰ひそめるダスカー。だが、それは先程までの危機感によるものではない。

「一般常識を知らず、貨幣の類たぐいも持って無いだと？　……今までどこで暮らしていたんだ？」

　少なくともこの中央大陸で貨幣は十分に広まっている。それなのに、街に来るのに銅貨一枚すら持っていないというのはどう考えてもおかしいのだ。

「本人によると、ずっと山奥で魔法の師匠と二人で暮らしていたらしいですが……」

「が？」

「その、魔法ではなく魔術という言葉を使ってました」

「……何？」

　魔法と魔術。それは両方とも同じ意味の単語だが、魔術という言葉は廃れて久しい。そもそも現在では魔術という単語を知らない者も多いだろう。

「どれだけの山奥だ、それは」

　呟つぶやきながらも、この時点でダスカーはレイが他国のスパイや工作員である可能性を殆ほとんど排除していた。

「それが、本人もどこだったかは分かっていなかったらしいです。魔法の修行が終わったので、後は冒険者にでもなって修行をしろと転移魔法を使われて魔の森に放り出されたとか」

「魔の森か」

　低く呻うめくダスカー。この街から徒歩で十日程度の位置にある森であり、ランクの低いモンスターで言えばスライムなり、あるいはそもそもモンスターですらない野生の獣が、ランクの上を見れば竜種すら生息しているという、まさに魔獣の森。魔の森だ。

「はい。そこでウォーターベアとジャルムを仕留めたらしく、その毛皮と死体を売って税金としました」

「ランクＣのウォーターベアを倒す、か。まあ、グリフォンを従えているのだから、そうおかしな話でもないか」

　ウォーターベアはランクＣ、ジャルムはランクＦのモンスターだ。ただし、ジャルムのランクはあくまでも一匹でのランクであり、群れている場合はランクがＤまで跳ね上がる。

「お前の話を聞く限りでは、他国の者という可能性は少ないと判断してよさそうだな」

「自分もそう思います。確かに戦力としてはかなりのものがありますが、潜入させるというのにあそこまで目立たせる必要は無いでしょう。あるとしたら囮おとりという線でしょうが……」

　そこまで口に出し、何かに気が付いたように首を横に振る。

「そもそもグリフォンのようなモンスターを従えている者に囮をさせる意味がありませんね。もっと他に使い道はいくらでもありそうですし」

「だろうな。だが、万が一が無いと言い切れないのも事実だ。一応お前はその少年、レイとか言ったか？　そいつを気に掛けておけ」

「それは見張れ、という命令でしょうか？」

「いや、命令でもなければ見張れという意味でも無い。純粋に気に掛けておいてやれという意味だ。お前の話を聞く限りでは戦闘技術に関してはともかく、師匠と二人で暮らしていたせいか人との接し方が苦手なようだ。せっかくグリフォンを従えるほどの者だというのに、下らない揉もめ事で貴重な人材を失いたくないからな。特に貴族派の連中には気をつけておけ。奴らが接触しているようなら連絡を寄こせばこっちで対処する」

「了解しました」

　貴族派。それはすなわち大貴族を中心として集まった派閥のことだ。現在のミレアーナ王国では国王派、貴族派、中立派の三派が権力闘争を行っている。まあ、割合的には六：三：一程度でダスカーの所属する中立派は圧倒的少数なのだが。

　だが、勢力が小さいゆえにより巨大な派閥である貴族派からは度々ちょっかいを出されているのも事実。特に貴族派は国王派に負けている分だけ中立派に対してちょっかいを掛けてくることがある。そんな連中がグリフォンを従えているレイにちょっかいを掛けてきたとしたら……その後の出来事を予想して苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべるダスカーだった。
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